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京都大学は1897 年の創立以来、高い倫理性に支えられた「自由の学風」

のもと自由闊達な対話を根幹としながら、京都の地において自主自律

の精神を涵養し、日本と世界の高等教育を先導し、先端的・独創的

学術研究を推進してまいりました。2014 年現在で 117 年の歴史を積

み重ねてきています。また、京都大学は、日本の学制制度発足以来の

大改革とされる国立大学法人化制度の下、2004 年 4月から国立大学法

人京都大学となり、新たな法人化制度と環境変化の中で大きな変革を続

けています。

　激動の変革期といえる今、自由の学風を継承発展させつつ、多元的な課題

の解決に果敢に挑戦し、地球社会の調和ある共存に向けて京都大学らしく貢献

することについて以前にも増して大きな期待が寄せられています。

　教育基本法第七条第一項に「大学は、学術の中心として、高い教養と専門知識を

培うとともに、深く真理を探究して新たな知見を創造し、その成果を広く社会に提供す

ることによって、社会の発展に寄与するものとする」と明記されています。この基本法の精神

において、第一の使命の教育は「知の伝承」を通して広く人材を育成すること、第二の使命の研究は、最先端の研究活

動を行い「知の創造」、「知的体系の構築」のため深く真理を探究するということです。また、大学における創造的な研究

活動は、その過程に学生のみなさんを参加させ、人材を育成することが含まれています。このように、大学における教育

と研究は車の両輪をなすものであり、不即不離でなければなりません。第三の使命の社会貢献にはいろいろな形態があ

りますが、知の社会発信、産官学連携、政策提言、附属病院の高度医療など多様な展開をもたらすものです。

　このように多様性を特徴とする大学の使命を果たすべく、時流に流されることなく、「凛」とした気概を持ち、学術の

府として、その存在を国内外に示し、同時に京都という誇りと文化に満ちた環境下で、社会の各分野において指導的な

立場に立ち、重要な働きを担う教養人、国際人、世界的研究者を輩出し続けることができるよう、京都大学は日々発展

していきます。

　大学院教育において、文部科学省は 21世紀国際社会における総合課題の解決を担いうるグローバル・リーダーを

養成すべく、「博士課程教育リーディングプログラム」の公募を2011年度より開始し、本学はこれまでにオールラウ

ンド型1件（京都大学大学院思修館）、複合領域型 3件（生命健康分野、安全安心分野、情報分野各 1件）、オンリー

ワン型1件が採択され、広く産官学にわたって活躍できるリーダー養成教育を開始しました。

　さらに、全学の支援のもと、「生存知の構造化と公共化」を創発することにより、「人類と地球社会の生存」に

関わる社会課題を克服し、活力ある社会の構築を先導するグローバル・リーダーの養成拠点として大学院総合

生存学館（思修館）を2013 年 4月1日に設置しました。

　京都大学大学院への入学を目指すみなさんには、このような大学において、様々な活動に参加していた

だくことになります。みなさんにとっても、京都、日本、そして全世界のフィールドを含む地球規模の諸

活動が京都大学のキャンパスの一部となることでしょう。そのため、学生としての生活基盤をしっか

り固め、心身を鍛えながら、新たな研究の未来を開拓していただきたいと思います。

　京都1200 年の重層文化都市の中に息づく京都大学は、三方を山に囲まれた盆地のうえに主要

な3キャンパスが所在しています。美しい四季の変化、豊富な地下水の蓄えは、水の文化とも

称せられる古都の文化行事とともに一層の彩りを添えています。このような地に日本全国、

世界各国から人々が集まり、新しい文化を育んでいます。そして、京都大学は、地域と

の連携のもとにその文化を世界に発信しています。まさに、彩（あや）なす、綾なす、

文なす学問の府、京都大学と表現することができるでしょう。

　学部学生13,500 名、大学院生 9,300 名、留学生は1,700 名を数え、2,700 名

に及ぶ個性豊かな教員が、みなさんとの新しい出会いを待っています。

　学問と研究に大いなる希望をもち、京都大学大学院を目指される

みなさんの入学をお待ちしています。

京都大学において
新しい出会いと発見を

京都大学総長　　松本　紘
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京都大学は、創立以来築いてきた自由の学風を継承し、発展させつつ、多元的な課
題の解決に挑戦し、地球社会の調和ある共存に貢献するため、自由と調和を基礎に、
ここに基本理念を定める。
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研　究
1.京都大学は、研究の自由と自主を基礎に、高い倫理性を備えた研究活動により、
世界的に卓越した知の創造を行う。

2.京都大学は、総合大学として、基礎研究と応用研究、文科系と理科系の研究の多
様な発展と統合をはかる。

教　育
3.京都大学は、多様かつ調和のとれた教育体系のもと、対話を根幹として自学自習
を促し、卓越した知の継承と創造的精神の涵養につとめる。

4.京都大学は、教養が豊かで人間性が高く責任を重んじ、地球社会の調和ある共存
に寄与する、優れた研究者と高度の専門能力をもつ人材を育成する。

社会との関係
5.京都大学は、開かれた大学として、日本および地域の社会との連携を強めるとと
もに、自由と調和に基づく知を社会に伝える。

6.京都大学は、世界に開かれた大学として、国際交流を深め、地球社会の調和ある
共存に貢献する。

運　営
7.京都大学は、学問の自由な発展に資するため、教育研究組織の自治を尊重すると
ともに、全学的な調和をめざす。

8.京都大学は、環境に配慮し、人権を尊重した運営を行うとともに、社会的な説明
責任に応える。

支援について

研究科の紹介

研究所・教育研究施設

入学試験情報

 

大学院課程
　京都大学は、創立以来の「自由の学風」のもと、世界最高水準の研究を推進し、
優れた研究者、ならびに高度専門職業人の養成に努めてきました。大学院の各研究
科は、このような学風と学術の伝統を踏まえて、さらに努力を重ね、世界に誇る独創
的な学術研究の推進と、社会の各方面で指導的な役割を果たす人材の養成に取り組
みたいと考えています。そのために、日本国内はもとより世界各地から、優れた資質
を有し学問に対する意欲にあふれた人を広く受け入れたいと願っています。
　大学院の各研究科では、独自に教育と研究の理念・目的を定めて、それぞれの分
野で積極的な活動をおこなっています。その高度で独創的な研究の成果は、わが国
だけでなく国際的にも注目されています。そうした研究は共通して、京都大学らしい
多様な世界観・自然観・人間観に基づく自由な研究であると同時に、学問の基礎を大
切にする研究、ないし基礎そのものを極める研究であります。京都大学は、このよう
な大学の学風や伝統を理解し、自ら課題を設定して探求するための充分な基礎学力
を備えており、専門分野で積極的な研究をおこなう意欲をもった人の入学を期待して
います。

専門職大学院課程
　京都大学に設置された専門職大学院は、本学独自の学風と伝統を踏まえながらも、
専門職大学院が目的とする、高度で専門的な知識・能力を備えた専門職業人の養成を
使命として、積極的に教育と研究を進めています。専門職大学院は、それぞれの理念
や教育方針のもとで、独自のカリキュラムを整え、理論と実務をつなぐ実践的な教育
をおこなっており、その入学者選抜にあたっては、優れた資質を有する人を幅広く受
け入れたいと願っています。学士課程の卒業生だけでなく、すでに専門職を経験しさ
らに高い専門的能力を得たいと願う社会人も、積極的に受け入れたいと考えています。

京都大学の

基本理念

  京都大学入学者受入れの方針
  （アドミッション・ポリシー）
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現在 18 研究科、10 学部、14 附置研究所および多くの教育研究施
設を有し、教員 2,700 名、大学院生 9,300 名、学部学生 13,500 名
が学び、研究を行っている総合大学です。

平安建都以来 1200 年の歴史を奏
でる古都－京都は人口 140 万人の
文化・学術都市です。

京都大学は
1897年（明治30年）創設

脈々と受け継がれる
伝統と英知…

吉田キャンパス

桂キャンパス
宇治キャンパス

KYOTO
京都

TOKYO
東京
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1897年
［明治30年］

1947年
［昭和22年］

1949年
［昭和24年］

京都帝国大学創設

京都帝国大学を京都大学と改称

新制京都大学設置

国立大学法人京都大学設立2004年
［平成16年］

大学位置図

キャンパス群

写真は京都大学にゆかり
のあるノーベル賞受賞者、
カッコ内は受賞年

湯川秀樹 博士
（1949 年）

朝永振一郎 博士
（1965 年）

福井謙一 博士
（1981 年）

利根川進 博士
（1987 年）

野依良治 博士
（2001 年）

益川敏英 博士
（2008 年）

小林誠 博士
（2008 年）

山中伸弥 博士
（2012 年）

　京都大学は京都盆地を取り囲むように位置する 3 つの
キャンパス群を中心に教育・研究活動を行っています。
　吉田キャンパスは 1897（明治 30）年に京都帝国大学と
して創立以来、京都大学の中枢として今日に至り、教育・
研究の拠点となっています。
　宇治キャンパスは、自然科学・エネルギー系の研究所か
らなる最先端テクノロジー開発の拠点キャンパスです。
　2003（平成 15）年に開設された桂キャンパスは、工学・
情報学系の大学院および産学官連携を推進する部門等で構
成され、基盤科学技術のイノベーションとそれを推進する
ための中軸キャンパスとして位置づけられています。

世界的な教育・研究総合大学を目指す
３つのキャンパス群
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大学院 教育研究施設等学　部
脈々と受け継がれる
伝統と英知…

1   北海道研究林 ［標茶区］ （フ）
2   北海道研究林 ［白糠区］ （フ）
3    流域災害研究センター大潟波浪観測所 （防）
4   木曽生物学研究所 （理）
5   地震予知研究センター上宝観測所 （防）
6    流域災害研究センター穂高砂防観測所 （防）
7    飛騨天文台 （理）
8    地震予知研究センター北陸観測所 （防）
9   霊長類研究所

10   生態学研究センター
11   流域圏総合環境質研究センター （工）
12   信楽ＭＵ観測所 （生）
13   地震予知研究センター逢坂山観測所 （防）
14    地震予知研究センター阿武山観測所 （防）
15   農場（農）
16   原子炉実験所
17   地震予知研究センター屯鶴峯観測所 （防）
18   大宇陀観測所 （理）
19    紀伊大島実験所 （フ）
20    流域災害研究センター潮岬風力実験所 （防）
21   瀬戸臨海実験所 （フ）

（理）…　理学研究科
（工）…　工学研究科
（農）…　農学研究科
（生）…　生存圏研究所
（防）…　防災研究所
（フ）…　 フィールド科学教育研究センター
（野）…　野生動物研究センター

A   舞鶴水産実験所（フ）
B   牧場（農）
C   芦生研究林（フ）
D   上賀茂試験地（フ）
E   花山天文台（理）
F    流域災害研究センター　

宇治川水理実験所（防）
G    栽培植物起原学研究室

分室（農）
H   宇治構内

附属図書館

文学研究科
教育学研究科
法学研究科
経済学研究科
理学研究科
医学研究科
薬学研究科
工学研究科
農学研究科
人間・環境学研究科
エネルギー科学研究科
アジア・アフリカ地域研究研究科
情報学研究科
生命科学研究科
総合生存学館（思修館）
地球環境学堂・学舎
公共政策連携研究部 / 教育部
経営管理研究部 / 教育部

総合人間学部
文学部
教育学部
法学部
経済学部

化学研究所
人文科学研究所
再生医科学研究所
エネルギー理工学研究所
生存圏研究所
防災研究所
基礎物理学研究所
ウイルス研究所
経済研究所
数理解析研究所
原子炉実験所
霊長類研究所
東南アジア研究所
iPS 細胞研究所

研究所

全学機構
国際高等教育院 
環境安全保健機構
国際交流推進機構
情報環境機構 
図書館機構 
産官学連携本部

事務本部

理学部
医学部
薬学部
工学部
農学部

22    流域災害研究センター白浜海象観測所 （防）
23    和歌山研究林 （フ）
24    地震予知研究センター鳥取観測所 （防）
25    徳山試験地 （フ）
26    地震予知研究センター徳島観測所 （防）
27    斜面災害研究センター徳島地すべり観測所 （防）
28    地球熱学研究施設 （理）
29    地球熱学研究施設火山研究センター （理）
30    熊本サンクチュアリ（野）
31   地震予知研究センター宮崎観測所 （防）
32    幸島観察所 （野）
33    火山活動研究センター桜島火山観測所 （防）
34    屋久島観察所（野）

京都市内を除く

学術情報メディアセンター 
放射線生物研究センター 
生態学研究センター 
地域研究統合情報センター 
野生動物研究センター
高等教育研究開発推進センター 
総合博物館 
低温物質科学研究センター 
フィールド科学教育研究センター
福井謙一記念研究センター 
こころの未来研究センター 
文化財総合研究センター 
学生総合支援センター 
大学文書館 
アフリカ地域研究資料センター 
女性研究者支援センター 
白眉センター 
学際融合教育研究推進センター
物質—細胞統合システム拠点

京都府内研究所・
附属研究施設等位置図

京 都 大 学

研究所・
附属研究施設等位置図
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（経）…　経済学研究科
（工）…　工学研究科
（理）…　理学研究科
（生）…　生存圏研究所
（天）…　理学研究科附属天文台
（農）…　農学研究科
（ア）…　�アジア・アフリカ地域研究研究科
（東）…　�東南アジア研究科
（地）…　�地域環境学堂

1 京都大学・人民大学共同経済研究センター（経） 中国
2 京都大学−清華大学環境技術共同研究・教育センター（工） 中国
3 GCOE京都大学−バンドン工科大学の共同研究および
教育センター（工） インドネシア

4 京都大学GCOEにおけるアジア工科大学キャンパス共
同教育研究センター（工） タイ

5 京都大学GCOE−国立シンガポール大学海事研究センター
（CMS）交通ロジスティクス共同教育研究センター（工） シンガポール

6 京都大学GCOE-マラヤ大学共同教育研究センター（工） マレーシア
7 チュラロンコン大学サテライト・オフィス（理） タイ
8 アフリカ熱帯林生物多様性研究拠点（理） ガボン
9 バンドン工科大学サテライト・オフィス（理） インドネシア
10 CHAIN�ペルー拠点（天） ペルー
11 農学研究科海外研究拠点コンケンオフィス（農） タイ
12 キナバル山公園拠点（農） マレーシア
13 デラマコット保護区拠点（農） マレーシア
14 エチオピア・フィールド・ステーション（ア） エチオピア
15 カメルーン・フィールド・ステーション（ア） カメルーン
16 ナイロビ・フィールド・ステーション（ア） ケニア
17 ザンビア・フィールド・ステーション（ア） ザンビア
18 タンザニア・フィールド・ステーション（ア） タンザニア
19 ナミビア・フィールド・ステーション（ア） ナミビア
20 ニジェール・フィールド・ステーション（ア） ニジェール
21 ラオス・フィールド・ステーション（ア）（東） ラオス

22 マカッサル・フィールド・ステーション（ア）（東） インドネシア
23 カンボジア・フィールド・ステーション（ア）（東） カンボジア
24 プカンバル・フィールド・ステーション（ア）（東） インドネシア
25 ミャンマー・フィールド・ステーション（ア）（東） ミャンマー
26 地球環境学堂教育研究拠点（地） ベトナム
27 ハノイオフィス（地）（工） ベトナム
28 フエオフィス（地） ベトナム
29 深圳オフィス（地） 中国
30 環境調和型エネルギー交流拠点（エ研） タイ
31 赤道大気レーダー（生） インドネシア
32 インドネシアサテライトオフィス（生） インドネシア
33 スマトラアカシア林研究拠点（生） インドネシア
34 シアトル・サテライト（防） アメリカ
35 ルオー保護区ボノボ研究プロジェクト（霊） コンゴ
36 ボッソウ環境研究所（霊） ギニア
37 カリンズ森林調査プロジェクト（霊） ウガンダ
38 オランウータン野生復帰プロジェクト（霊） マレーシア
39 バンコク連絡事務所（東） タイ
40 ジャカルタ連絡事務所（東） インドネシア
41 クチン・フィールドステーション（東） マレーシア
42 清華大学科技園内京都大学リエゾンオフィス（産） 中国
43 産官学連携欧州事務所（産） 英国
44 熱帯雨林生物多様性研究拠点（態） マレーシア
45 リマ拠点（統） ペルー
46 京都大学アフリカ類人猿調査拠点（野） タンザニア
47 アフリカ人類学・生物学研究フィールドセンター（野） タンザニア
48 クアラスンガイダナム調査拠点（野） マレーシア
49 iCeMS�Satellite�at�NCBS-inStem（物） インド
49 京都大学−ベトナム国家大学ハノイ共同事務所（国） ベトナム

http://www.kyoto-u.ac.jp/ 　「京都大学学術情報リポジトリ」は京都大学内で生産された電
子的な知的生産物（学術雑誌掲載論文、学位論文、プレプリント、
科学研究費報告書、COEプログラム研究成果、講義資料・教材、学会発表資料などの学術
情報）を永続的に蓄積し、誰もが無料で読めるようにWeb上で公開するものです。
　ノーベル物理学賞を受賞された益川敏英京都大学名誉教授の受賞論文や山中伸弥教
授のノーベル生理学・医学賞受賞のもととなった論文も公開されています。

  http://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace/

　京都大学OCWは、学内で実際に利用している講義教材をインターネットで公開するプ
ロジェクトです。学内の学生、教職員、他大学の学生、関連学会の研究者、京都大学を志願す
る高校生、さらなる学習を志す社会人など、あらゆる方々に京都大学の講義内容を知って
いただき、門戸を広げることを目的としています。また、世界へ向けて、京都大学のビジビリ
ティを高め、日本の文化・伝統を発信するために日本語で積極的にアピールしていきます。

  http://ocw.kyoto-u.ac.jp 

京都大学の教員を知るならこちら！
—京都大学は個性豊かな研究者の宝庫—
京都大学では個性豊かな優れた研究者が数多く教育・研究に携
わっています。
「京都大学教育研究活動データベース」は、本学の研究者の専門
分野、研究業績など教育研究活動に関する情報を広く社会に公
開することを目的とした検索システムです。

http://kyouindb.iimc.kyoto-u.ac.jp/view/

海外交流拠点

京都大学ホームページ

（エ研）…�エネルギー理工学研究所
（防）…　防災研究所
（霊）…　�霊長類研究所
（産）…　�産官学連携本部
（態）…　�生態学研究センター
（統）…　�地域研究統合情報センター
（野）…　野生動物研究センター
（物）…　物質 -細胞統合システム拠点
（国）…　国際交流推進機構

京都大学教育研究活動
データベース

京都大学学術情報リポジトリ （KURENAI）

京都大学オープンコースウェア（OCW）

50
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5

日本で初めて edX に参加

アウン・サン・スー・チー ミャンマー国民
民主連盟議長の講演会を開催しました。

京都大学、大阪大学および神戸大学における
相互の協力に関する協定を締結しました。

　京都大学は、米ハーバード大学とマサチューセッツ工科大学（MIT）が 2012
年に設立した非営利の教育機関「edX」（本部 : 米マサチューセッツ州ケンブリッ
ジ）に、日本で初めて参入しました。
　edX は世界トップレベルの大学の講義をインターネットで無料配信するだけ
でなく、オープンソースの教育プラットフォームの開発と大学間ネットワーク
の構築を通じて、オンラインとキャンパス双方において「学生たちがどのよう
に学ぶか」を研究し、教育改善に取り組むことが特徴です。今回、京都大学を
含む 15 の大学が新たに加わり、edX に参画する機関数は 27 となりました。こ
れまでの edX 登録者数は、世界で 90 万人以上です。
　京都大学が edX を通じて提供する講義シリーズは「KyotoUx」と名付けられ、
その第一弾として上杉志成 iCeMS 副拠点長・化学研究所教授による「生命の化
学：Chemistry of Life」が選ばれました。2013 年夏に受講募集を始め、2014 年
春から配信を開始する予定です。

　アウン・サン・スー・チー ミャンマー国民民主連盟議長の講演会を開催しました。スー・
チー議長の来日は、1985 ～ 86 年に東南アジア研究センター（現 東南アジア研究所）に
在籍していたとき以来、27 年ぶりのことです。
　スー・チー議長は 1991 年に「民主主義と人権回復のための非暴力闘争」によってノー
ベル平和賞を受賞されたほか、合衆国議会名誉黄金勲章（2008）なども授与されています。現在は 2011 年に発足した現政権下で下
院議員として政権との和解と民主化に力を発揮されています。
　松本総長は、特に優れた業績により国内外で高い評価を受けていることを理由に、スー・チー議長に対し本学第 1 号となる名誉フェ
ローの称号を授与しました。その後、「Socio-Political Change in Recent Burma and Women's Participation in It」というテーマで講演
会を開催しました。
　講演会に引き続いて開催したスー・チー議長と学生との質疑応答セッションでは、学生からの熱心な質問に対し真剣かつ時には笑
顔で親身に答えられていました。

　京都大学（松本紘 総長）、大阪大学（平野俊夫 総長）および神戸大学（福田秀樹 学長）は、
教育、学術研究、社会への貢献を狙いとして、積極的かつ効果的な相互間での協力関係を構
築することで合意し、2013 年 12 月 21 日付けで「相互の協力に関する協定書」を締結しました。
　今後、三大学は、三大学の理念、特色、立地環境等を活かし、自主自立を尊重しつつ、教育、
学術研究、社会貢献等の機能をもって一層協力し、世界トップクラスの研究大学としての各大学の機能の強化とその成果（アウトプッ
ト）をもって国際社会に貢献するという目的を達成するために、大学運営における教育、学術研究、社会貢献等のあらゆる分野にお
いて、個々の課題における協力の実現可能性について必要に応じて協議・検討し、実現可能な事案から実施していきます。

（2013 年 5月）

（2013 年 4月）

（2013 年 12 月）

第 4 回（平成 25 年度）日本学術
振興会育志賞に本学から
3 名が選ばれました。

白眉プロジェクト
25 年度公募の採用者が
内定しました

　日本学術振興会育志賞は、将来、我が国の学術研究の発展に寄与す
ることが期待される優秀な大学院博士後期課程学生を顕彰することで、
その勉学および研究意欲を高め、若手研究者の養成を図ることを目的
として、平成 22 年度に創設されました。
　大学長経験者等の有識者により構成される選考委員会において厳正
な審査が行われ、第 4 回目の受賞者 18 名が決定され、本学からも 3 名
の博士後期課程学生が選ばれました。

≪京都大学の受賞者≫	
小林 篤史 さん（アジア・アフリカ地域研究研究科 グローバル地域研究専攻）
 “19 世紀の東南アジア地域経済の発展における域内交易の役割 ”
梁 永 さん（工学研究科 電子工学専攻）
 “ ビーム出射方向制御可能なフォトニック結晶レーザの研究 ”
飯間 麻美 さん（医学研究科 医学専攻）
 “ 拡散 MRI を用いた新たな非侵襲的乳癌診断法の開発 ”

　京都大学では、平成 21 年度から京都大学次世代研究
者育成支援事業「白眉プロジェクト」を立ち上げ、優
秀な若手研究者を年俸制特定教員（准教授、助教）と
して採用し、自由な研究環境を与え研究に専念させる
ことにより、次世代を担う先見的な研究者を育成する
ための取り組みを進めてきました。平成 25 年度につい
ては、9 月 27 日（金曜日）に開催した白眉センター運
営委員会（第 13 回）において審議した結果、白眉セン
ターに採用する者 20 名を内定しました。

（2014 年 1月）（2013 年 9月）

Topics1

京都大学発
トピックス

2013 〜

Topics2

Topics3

Topics5Topics4
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専門科目特別研究

海外実践教育

国内実践教育

総合学術基盤講義

国際実践教育

プロジェクトベースラーニング

高い志と倫理観に富み、高度な専門知
識と実践力を習得しうる資質を備え、
国際社会のリーダーを目指す人を募集。
TOEFL-iBT80 点以上の英語力が必要

学位「京都大学博士（総合学術）」を授与、

または学位記にプログラムを修了した旨を付記

特任研究員として
派遣先で活動

最終審査
成果報告会

進級審査

中間審査

５年

４年

３年

１年 熟議

・志、自鍛、責任感を重視
・現地実践力、突破力を重視
・国際標準の知識と経験
❶ 尖った強み（確かな専門性）
❷ 論理的思考、創造的思考
❸ 人間力、課題解決力
❹ リーダーシップ
❺ 社会性かつ柔軟性ある
     幅広い知識

3 つの育成方針

専門科目特別研究
■ 夏季・冬季休業や休日を実践教育に充
当。厳し い 履 修 カリキュラ ムと
Qualifying Examination を課すが、複数
指導体制とメンターによるサポート。
合宿型研修施設を基盤とした研究に没
頭できる環境を整備

■ 国際機関や企業等での武者修行成果
等をまとめ、その実力を社会に問う
成果報告審査会を実施。本プラグラ
ムの多様な社会との接点を確保

総合学術基盤講義（八思）
本学のトップレベル研究者だけでなく、
企業のトップ、現役官庁の職員、国連
やユネスコ等国際機関の職員による専
門知識講義

■ 幅広い高度な知識と語学力の獲得

提供科目分類

産業界 官界

医薬・生命

情報・環境法律・政治

理 工経済・経営

人文・哲学芸 術

語 学

２年

熟議（リーダーシップ育成教育）
■ 世界トップリーダーの熟議による使命
感・人間力とリーダーマインドの育成

省庁へ 企業へ 研究機関へ

総合プロジェクト担当者として活躍

国際機関へ 国内外で起業

プロジェクトベースラーニング
・４年間の経験と知見を活用し、学生自
らがプロジェクトを立案、国内外の関
係者を巻き込んでプロジェクトを実行
・分野横断的・連環的に総合課題を解決
する企画・実行力、交渉力、発進力を
獲得
■ 海外政府機関と連携した地球資源国
際WSの開催

■ 国内外企業との協働による国際的格
差是正プロジェクト

■ 各国の院生と共にイノベーション研
究シーズコンテストの開催

■ 国際共同レポートの出版

国内外連携機関

国内外現地実践教育（武者修行）
一般企業や行政、そしてユネスコや
JICA など国際機関等との連携機関とも
協力し、層の厚い実践教育とサービス
ラーニングの提供
■ 国際的に通用する総合力の育成
■ 国内外サービスラーニングによる社
会性と国際的理解の育成

世界をリードする教育研究拠点へ

新しい国際リーダーの養成をめざして

博士課程教育リーディングプログラム

厳しいカリキュラムと愛情豊かな指導による
５年一貫リーダー育成プログラム

京都大学大学院思修館
Graduate School of Advanced Leadership Studies

問い合わせ先　博士課程教育リーディングプログラム
●　京都大学大学院思修館　	http://www.sals.kyoto-u.ac.jp/　
●　京都大学大学院総合生存学館（思修館）　TEL	075-753-5122
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　博士課程教育リーディングプログラムは、優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわ
たりグローバルに活躍するリーダーへと導くため、国内外の第一級の教員・学生を結集し、産・学・
官の参画を得つつ、専門分野の枠を超えて博士課程前期・後期一貫した世界に通用する質の保証
された学位プログラムを構築・展開する大学院教育の抜本的改革を支援し、最高学府に相応しい
大学院の形成を推進する事業で、平成２３年度からスタートした文部科学省のプログラムです。

ここでは京都大学から採択された

5 件のプログラムをご紹介します。

従来の専門分野を超え、持続可能かつ生存可能な人類社会、
生態系及び地球系の構築に貢献する人材を養成する

グローバル生存学大学院連携プログラム

　現代の地球社会では、巨大自然災害、突発的人為災害・事故、環境劣化・感染症などの地域環境変動、食料安全保障、
といった危険事象や社会不安がますます拡大しています。本学位プログラムでは、京都大学の 9研究科と 3研究所が
協力することで、「グローバル生存学」という新たな学際領域を開拓し、地球社会・地域社会における安全安心の担
保に寄与できるグローバル人材を養成します。

学位研究
（所属研究科）  

博士学位
論文執筆  

学位論文研究
（調査・実験・解析）  

5年次   ３年次 ２年次 

修士論文
又は博士予備論文
研究と執筆  

 

 

専門科目
コースワーク  

博士課程教育 
リーディング  
プログラム  

「グローバル  
生存学」 課程 

 

 

 

 

 

 
 

 

研修生や講師として参加し 、国際的教育・討論 の場を経験 

専門的実力

 

人間的魅力

 

社会的俯瞰力

 

ケース学際・融合教育の実践  

 

　 

実際の現場で短期/長期実習を行なうことで、実践の場を経験  

 

プログラム履修
（入学）審査

参加する
研究科より選抜 

Qualifying
Examination

最終審査及び
学位認定 

大学、行政、企業等との連携・
国際プロジェクトなどに参加することで、
国際経験や実務力を高める

全体
ゼミ

グローバル生存学
大学院連携ユニット

教育学研究科、経済学研究科
理学研究科、医学研究科
工学研究科、農学研究科
アジア・アフリカ地域研究研究科
情報学研究科、地球環境学舎
防災研究所、生存圏研究所
東南アジア研究所 

害
災
然
自
大
巨

）
波
津
・
山
火
・
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地
・
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災
水
・
象
気
端
極
（

故
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災
為
人
的
発
突

）
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原
・
災
火
・
故
事
大
巨
（

安
不
会
社
・
動
変
境
環
域
地

）
会
社
齢
高
・
化
劣
染
汚
境
環
・
症
染
感
（

障
保
全
安
の
料
食

）
策
政
業
農
・
題
問
口
人
・
率
給
自
（ 自然的・社会的現象の

メカニズムの理解

予知・予測に基づく予防科学、
復興科学の知識と知恵

人の適応（医療、心理、
ライフスタイル、リハビリ）

、済経（ 応適の会社
公共政策、地域研究など）  

災害・事故や経済危機に的確に対処し、
企業経営を安定的・持続的に行える

企業リーダー企業リ ダ

世界を股にかけて活躍する
国際的な危機管理リーダー

食料・資源・エネルギー・
防災などの安全保障政策の
決定に指導力を発揮する
国や地域のリーダーや地域のリ

社会・安全システム科学分野の
アカデミック・リーダー
（一級の研究者・教育者）級の研究者 教

新しい分野を開拓する起業家
新ビジネス（ベンチャー）リーダー

4年次  3年次   

修士論文

2年次  1年次  

・
力
能
の
へ
画
参
ム
ラ
グ
ロ
プ、
有
共

認
確
性
適

博士課程5年コース

又は

京都大学博士
（総合学術）

設定したレベルに学生が到達したかどうか、
厳格かつ客観性のある評価

英語による講義リーディング科目群（必修科目、選択、各研究科提供科目）

学際ゼミナール（異分野複数教員による継続的融合教育）

フィールド実習

国際学術交流（海外武者修行）

産学連携プロジェクト（Ⅰ）、（Ⅱ）

国際共同プロジェクト

インターンシップ

■平成 25年度履修者
1期生　19 名 ( 教育学 1、経済学 2、理学 1、医学 3、工学 5、農学 1、ｱｼﾞｱ ･ ｱﾌﾘｶ地域 5、情報学 1)
2 期生　19 名 ( 教育学 1、理学 1、医学 2、工学 2、農学 3、ｱｼﾞｱ ･ ｱﾌﾘｶ地域 7、情報学 2、地球環境 1)
■「グローバル生存学」課程と学位研究に専念するための経済支援
受給資格を満たす優秀な履修者に対して月額 20 万の奨励金 (25 年度 28 名、1 期生 16、2 期生 12) と独創的な	
研究活動を行うための経費として年額上限 150 万円の研究活動経費 (25 年度 33 名、1期生 16、2期生 17) を支給

L e a d i n g  P r o g r a m

Inter-Graduate School Program for Sustainable Development and Survivable Societies

問い合わせ先　博士課程教育リーディングプログラム
●　グローバル生存学大学院連携プログラム　	http://gss-sv01.gss.sals.kyoto-u.ac.jp/　　
●　京都大学学際融合教育研究センター　グローバル生存学大学院連携ユニット事務室　TEL	075-585-7111



人類未曾有の超高齢社会に対応した総合医療システムを創出する人材を育成する

充実した健康長寿社会を築く
総合医療開発リーダー育成プログラム

世界をリードする教育研究拠点へ
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　超高齢社会の諸問題を俯瞰して、医療と福祉の統合により地域の中で個々人の生活を支える『総合医療システム』を
構築することを通じて、充実した健康長寿社会の構築に貢献し、更に後続諸外国にそのグローバルモデルを提示するこ
とのできる総合医療開発リーダーを養成します。

総合医療開発リーダー

先端医療機器開発

特別研究

研修
　病院、高齢者施設
　官公機関
　国際機関（認可・政策）　

学際応用科目
インターンシップ
　海外インターンシップ
　企業インターンシップ

数理科学
　生体シミュレーション
　機器評価シミュレーション

基盤科目

業インタ ン
医療施設 、官公機関

医療経済学
　医療経済論
　知的財産&国際標準化

協力企業・組織 演習・実習

　

工学　　　　薬学 医学・生物学　　　　医療特論

豊かな健康長寿社会の実現

人体解剖学
生理学

　　　　　　等

医療・生活支援システム学
　　　　　　　　　　　　　　等

英語ディベート
　　　　　　　　　等

■プログラムの特色
■		履修生：選抜試験（英語、数学、面接など）により、留学生、社会人、出身大学の区別なく選抜（20 名程度／年）。
■		理工学、生物系学部出身者が、医学部卒業生に匹敵する基礎医学と生体知識を習得
■		早期から企業、医療・介護支援など現場の需要についての理解を促す体験研修
■		英語によるディベートとネゴシエーション能力の洗練
■		産業、医療支援臨床など各界講師による、現場の状況に対応できる実践的能力の涵養
■		社会における医療ルールの理解（医療政策、医療経済、医療倫理、知財管理など）
■		企業・国内外研究機関による実践的学修とインターンシップ
■		教育・研究開発と、検証・評価・橋渡し研究の間を循環して体験することによる、多分野を俯瞰し統合する能力の涵養
■		京都大学と協力企業・組織の連携によるインキュベーションセンターで新産業と人材の育成を支援

学　　位：�博士（医科学・人間健康科学・工学・薬科学）＋リーディング大学院「充実した健康長寿社会を築く総合医療開発リー
ダー育成プログラム」修了を証す。

活躍の場：�次世代医療機器・支援システムの研究、高齢者に優しい医療機器の開発、健康長寿社会のための施策・立案、医療支
援システムの国際標準化と日本モデルの普及

「総合医療開発リーダー育成」プログラム履修とその出口

履修選抜生には履修開始の 4月から奨励金を支給する。

問い合わせ先　博士課程教育リーディングプログラム
●　充実した健康長寿社会を築く総合医療開発リーダー育成プログラム　http://www.lims.kyoto-u.ac.jp/  　　
●　健康長寿社会の総合医療開発ユニット事務室	　E メール：info@lims.kyoto-u.ac.jp

Training Program of Leaders for  Integrated Medical System for Fruitful Healthy-Longevity Society



産学官連携、国際連携、大学間連携による新しいリーダー育成の枠組み

京都大学デザイン学大学院
連携プログラム

L e a d i n g  P r o g r a m
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　本プログラムでは、異なる領域の専門家の共通言語としての「デザイン学」を教育します。俯瞰力と独創性を備え、
専門領域を超えて協働し、社会のシステムやアーキテクチャを変革できる突出した専門家（十字型人材：＋Shaped�
People）を養成します。

問い合わせ先　博士課程教育リーディングプログラム
●　	京都大学デザイン学大学院連携プログラム　	http://www.design.kyoto-u.ac.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　　				E メール：contact@design.kyoto-u.ac.jp　　

Training Program of Leaders for  Integrated Medical System for Fruitful Healthy-Longevity Society Collaborative Graduate Program in Design
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霊長類学の蓄積を活かし、学問と実践をつなぐグローバルリーダーを育成する

霊長類学・ワイルドライフサイエンス・
リーディング大学院

　京都大学の基本目標である地球社会の調和ある発展に向け、現場力、世界を相手に地球社会の未来を�
デザインする能力、ならびに我が国の海外展開に欠かせない俯瞰力と国際性に富むリーダーを養成�します。

問い合わせ先　博士課程教育リーディングプログラム
●　霊長類学・ワイルドライフサイエンス・リーディング大学院　ホームページ			http://www.wildlife-science.org/  　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フェイスブック		https://www.facebook.com/KU.PWS

 

ブラジル・国立アマゾン研究所
ギニア・ボッソウ環境研究所
ガーナ・国立大学
ガボン・ムカラバ国立公園
コンゴ・ルオー保護区
コンゴ・カフジビエガ国立公園
ウガンダ・カリンズ森林
タンザニア・マハレ・ウガラ国立公園
インド科学大学
ブータン・ブータン王立大学
中国・雲南省昆明動物研究所
タイ・チラロンコン大学
マレーシア科学大学
マレーシアサバ大学 

１
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

霊長類学・ワイルドライフサイエンス・リーディング大学院

カリキュラムの年次ごとのフロー

本プログラムの基盤となる海外フィールドワーク拠点と連携協定の締結先

国際機関等・国際 NGO
 の主要職員

博物館・動物園・水族館 
の博士職・学芸員

一国アウトリーチ活動 
の実践者

同窓運営組織を創って相互交流・連携と次世代育成を図る

国際性を身につけた実践者の育成カリキュラム
プログラム

運営委員

担当教員

外部評価 
委員会

グローバル 30 プログラムでの実績がある 
英語での入試・教育・学位授与

フィールドワーク実習
国内フィールドワーク実習：京大の国内施
設の活用。幸島サル実習・屋久島ゲノム実習・
妙高高原サバイバル技術実習 
海外フィールドワーク実習：アマゾン、ボ
ルネオ、アフリカ、雲南などでの合宿、お
よび自主企画実習

国際連携機関との交流
日独米英仏伊の先進 6 か国の連携に加えて、
覚書を結んだ生息地国の主要研究機関を中
継地点とし海外実習
国内実験施設での研修
ラボワークを通して、こころ・からだ・く
らし・ゲノムの広い視野から人間とそれ以
外の動物の関係を学ぶ

野外研究の基礎となる学問の習得
英語による世界標準の講義とセミナー形式の授業を通じ、基盤と
なるラボラトリー技術、および情報収集・情報発信の技術習得

外国語３語習得
英語、仏語は固定
+１言語（リンガラ語等）

国際連携 
機関

理学研究科生物科学専攻の
 ８月試験（４月入学）の通常入試

平成 21 年から実施済みの春秋入学の 
国際入試 : 外国籍の者だけ受験

野外研究の基礎となる学問の習得（概論・基礎論・特論）

国内実験施設研修

英語・仏語（必修言語）：特論として実施

5年次 ３年次 ２年次 4年次  3年次   2年次  1年次  

第 3 言語は現地習得：指導教員による審査

国内フィールドワーク実習　（年次に応じ、フィールドワークにおける役割変化）

海外実習 海外フィールドワーク 海外フィールドワーク・研修
博士論文執筆

博士審査
3 部局より 5 名
の審査委員を選
抜し、ディプロ
マ ポ リ シ ー に
のっとり審査

カリフォルニア大学サンディエゴ校
シカゴ・リンカーンパーク動物園
ハーバード大学
ケンブリッジ大学
エコルノルマルシュペリエール
マックスプランク進化人類学研究所
イタリア認知科学工学研究所
京都大学ヘッドクオーター

アマゾン・コンゴ・ボルネオの世界３大熱帯林（大きな赤丸）に研究教育拠点をもつ a
b
c
d
e
f
g
h
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　京都大学は、文部科学省が平成 21 年度から進めている「大学の国際化のためのネットワーク形成推進事業」（G30）
の拠点大学の一つとして採択されました。事業終了後の平成 26 年度以降も英語で学位が取得できるコースについて
は継続して行われます。

工学部

工学研究科

農学研究科

エネルギー科学研究科

情報学研究科

生命科学研究科・医学研究科

地球環境学舎

理学研究科（霊長類研究所）

経営管理大学院

学　部

大学院

地球工学科国際コース

環境基盤マネジメント国際コース（修士）

都市地域開発国際コース（修士）

農学特別コース（修士・博士）

国際エネルギー科学コース（修士・博士）

知能情報学専攻国際コース（修士・博士）

社会情報学専攻国際コース（修士・博士）

通信情報システム専攻国際コース（修士・博士）

Global Frontier in Life Science（修士・博士）

国際環境マネジメントプログラム（修士・博士）

国際霊長類学・野生動物コース（修士・博士）

国際プロジェクトマネジメントコース（専門職）

■	グローバル 30の目的
　この事業は、特に英語による授業等の実施体制の構築や、留学生受
け入れに関する体制の整備、海外の大学との戦略的な国際連携の推進
など、国際化拠点の形成に取り組む日本を代表する大学を支援するこ
とにより、海外からも多くの優秀な学生を日本に受け入れ、多様な人
材が切磋琢磨する環境の中で国際的に活躍できる高度な人材を養成す
ることを目的としています。
　京都大学では、この国際化拠点大学として「京都大学次世代地球
社会リーダー育成プログラム（Kyoto University Programs for Future 
International Leaders：K.U.PROFILE：ケーユープロファイル）」と題し、
京都大学が持つ世界最先端の独創的な研究資源を活かし、地球社会が
抱える現代的な課題に挑戦する次世代のリーダー育成のための教育を
実践しています。
　平成 21 年度から英語による授業等のみで学位が取得できるコース（国際コース）を、学士課程（学部）では初めて工学
部に 1 コース、また、大学院課程では 9 研究科等において修士・博士・専門職学位の各課程で 11 コース、合わせて 12 コー
スを開設しています。

■	開設コース一覧

■京都大学 -ベトナム国家大学ハノイ共同事務所
　 京 都 大 学 − ベ ト ナ ム 国 家 大 学 ハ ノ イ 共 同 事 務 所（Vietnam National 
University, Hanoi-Kyoto University Collaboration Office（VKCO）は、グロー
バル 30 の一環として、平成 22 年 9 月にベトナム・ハノイ市に開設されま
した。
　同事務所では、ベトナムと日本の教育事情等に関する情報の収集・発信
を行ったり、ベトナムからの日本留学を促進するため、ベトナム国内での
日本留学説明会やセミナーの開催、また国内の高校・大学への訪問などの
活動を行っています。また他にも、日本の大学およびベトナムの教育事業
等に関する支援や、日本とベトナムの学術交流推進のための活動も行って
います。

VKCO主催�ベトナム国家大学ハノイで行われた留学説明会の様子

農学研究科　農学特別コースでの授業風景

大学の国際化のための
ネットワーク形成推進事業

http://www.opir.kyoto-u.ac.jp/kuprofile/

G30
（グローバル 30）
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減災/復旧/復興リーダー育成教育コンソーシアム
5ヶ国7大学

＊）JICAアセアン工学系高等教育ネットワークプロジェクト

タ　イ
チュラロンコン大学

AUN SEED-NET＊） ホスト大学

マレーシア
マラヤ大学

GCOE海外連携拠点
AUN SEED-NET＊） メンバー大学

タ　イ
カセサート大学

経営管理教育部・
研究部（文理融合）

工学研究科
安寧の都市ユニット（医工連携）

工学研究科
地球系専攻

防災研究所
（学際部門）

地球環境学舎
（学際部門）

国際交流推進機構

その他全学支援

・国際交流サービスオフィス
・国際交流センター
・高等教育研究開発推進センター

AUN SEED-NET＊） メンバー大学

学生派遣 教員派遣

インドネシア
バンドン工科大学
GCOE海外連携拠点

AUN SEED-NET＊） ホスト大学

タ　イ
アジア工科大学

GCOE海外連携拠点

ベトナム
ベトナム国家大学

京都大学G30海外拠点

学生派遣 教員派遣学生派遣 教員派遣

学生派遣 教員派遣 学生派遣 教員派遣学生派遣 教員派遣

大学の世界展開力強化事業は、国際的に活躍できるグローバル人材の育成と大学教育
のグローバル展開力の強化を目指し、高等教育の質の保証を図りながら、日本人学生
の海外留学と外国人学生の戦略的受入を行うアジア・米国・欧州等の大学との国際教
育連携の取組を支援することを目的として、文部科学省において平成 23 年度から開
始された事業です。京都大学から以下 3件のプログラムが採択されました。

◆ 学生交流プログラム
・�コンソーシアムを形成する ASEAN連携大学（大学間・部局間学術交流協定締結校）との、減災、災害復旧学、災害復興学、
災害リスクマネジメント学に関する協働教育プログラムの開発
・�協働教育プログラムの実施による大学院生（原則修士課程学生）の相互交流と留学体験の推進

◆ 教員交流プログラム
・�日本および ASEAN連携大学の若手研究者の相互派遣により、それぞれ海外で教育研究を行える環境の整備

大学の世界展開力強化事業

ホームページ：http://www.drc.t.kyoto-u.ac.jp/

強靭な国づくりを担う国際人育成のための中核拠点の形成
－災害復興の経験を踏まえて－

構想の目的・概要及び参画組織
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グローバルとローカルの複眼的知性と現地感覚を備え、新たな視角から「日本とアジアを再発見」して、その課題解決へ
の提案と実践できる能力を有したリーダーを養成する。
◆ 段階的包括的国際連携モデル
・�多文化理解交流教育および短期 SEND : 学部段階ではきっかけ、気づき、発見を主たる目的とした複言語教育、多文
化理解交流教育と短期 SENDプログラムを実施
・�国際連携専門教育および短期・長期 SEND とその準備教育 : 学部 3・4�回生から修士課程を主な対象として、学生・
教員のエクスチェンジ、招聘教員による授業と単位認定などにより、グローバル水準の専門能力を身につけるコー
スワークを提供。長期 SENDのトレーニングとして日本語教育法、「京都で学ぶアジアと日本」科目を履修。
・�国際連携研究指導および長期 SEND : 大学院では博士論文の国際共同指導を実施すると共に、日本語指導補助、日本・
アジア研究教育等を行う長期 SENDを実施。修了生は、グローバルな視野と現地感覚を備えたアジアのリーダーと
して育成される。

ホームページ：http://www.kuasu.cpier.kyoto-u.ac.jp/

ホームページ：http://www.hsd.cpier.kyoto-u.ac.jp/ja/index.html

「開かれた ASEAN+6」による日本再発見
－ SEND を核とした国際連携人材育成

「人間の安全保障」開発を目指した
日アセアン双方向人材育成プログラムの構築

AUN：ASEAN�University�Network、10 カ国 26 大学が加盟。
人 間の安全保障開発連携教育ユニット：医学研究科（社会健康医学系専攻）、農学
研究科、エネルギー科学研究科、アジア・アフリカ地域研究研究科（東南アジ
ア地域研究専攻）、エネルギー理工学研究所、東南アジア研究所、国際交流推進
機構が連携し、「人間の安全保障」開発に関する教育を実施するために形成され
たユニット。

構想の目的・概要及び参画組織

構想の目的・概要及び参画組織

2 年課程ダブルディグリープログラム
　�本学で 1年間、AUN 加盟大学で 1年間、修学することに
より、2つの修士学位が取得可能。
　対象研究領域：「パブリックヘルス」
3 年課程ダブルメジャー型ダブルディグリープログラム
　�本学で 2年間、AUN 加盟大学で 1年間、修学することに
より、異なる 2つの修士学位が取得可能。
　対象研究療育：「食糧・水資源」「環境・エネルギー」

R e - i n v e n t i n g  j a p a n  p r o j e c t
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　子どもの頃から絵本や小説を読むのが好きで、将来は言語に関する仕事をしようと思って受験勉強をしました。大学に入って、言語を理
解する人間の方に興味を持ち、認知心理学の研究を始めました。現在は、物語の文章を用いて、自閉症スペクトラム障害（Autism Spectrum 
Disorder; ASD）を持つ人の心の働きについて研究しています。ASD とは、社会性および対人コミュニケーションの困難さ （空気が読めなかった
り、目を見て話すことが苦手など）、過度に強いこだわり（物事の順序にこだわり、予定の変更を受け入れることができないなど）によって診断
される発達障害です。これまでの研究では、ASD を持つ人は、物語に書かれた登場人物の気持ちを理解することが難しかったり、現実の対人
場面で相手に共感をすることが難しいと言われていました。
　ASD を持つ人が他人のことを理解するのが難しい理由の一つとして、自分と似ていない相手を理解することが難しいことによるのではないか
と考え、ASD の傾向を持った登場人物と、ASD の傾向を持たない定型発達（発達障害のことを「非定型発達」ともいうことから、定型発達とは、

「発達障害ではない」という意味）の登場人物のどちらを記憶しやすいかを検討しました。その結果、ASD を持つ人は、ASD を持つ登場人物の
整合的な物語をよく検索できることが明らかになりました。いっぽうで、ASD を持たない定型発達の人は、ASD の物語よりも、定型発達の物語
のほうがよく検索できることもわかりました。

　自分と似た人に対する理解のしやすさには、相手に対して共感する気持ちと関係があっても不思議ではありませ
ん。fMRI （機能的磁気共鳴画像法）という、安全に脳の活動を測定できる機械を使って、文を読んでいるときの脳
のはたらきを計測しました。その結果、ASD の人たちは ASD の人物について記述した文を読んだ際に、定型発達の
人たちは定型発達の人物について記述した文を読んだ際に、共感に関わる脳部位が強く活動しました （図参照）。こ
の結果から、ASD を持つ人も持たない人も、自分と似ている人のことをよく理解し、共感している可能性が示され
ました。
　ASD については、まだわかっていな
いことがたくさんあります。研究をする
ことによって、今まで信じられてきた
ことが、必ずしも正しくないとわかるこ
ともあります。ASD の心理学は学際的
な研究分野なので、学部での科目すべ
てが役に立ちます。大学院では、専門
性を高めるとともに、多くの分野につ
いて興味を持って勉強してください。

京都大学では、各学問分野の第一線で活躍する多くの研究者が、
日々、独創的・先端的な研究に打ち込んでいます。
ここでは、本学の若手研究者、大学院生による研究の一端をご紹介します。

ASD 群と定型発達（TD）群における、自分と類似した他者に対する共感を支える脳活動

　科学は技術を可能にしますが、逆に技術は新しい科学を生み出す原動力になります。イノベーションとはこの好循環の爆発だと思います。私
たちが取り組んできた研究開発活動、光の色を変換するプラスチックに関する研究は、まさにこのことを体現しています。この種のプラスチッ
クは、既に、光伝搬用ファイバーから作物栽培用フィルムまで幅広い用途で利用されています。しかし、私たちの研究は、これまで知られてい
なかったプラスチックの色の変換メカニズムを明らかにし、既存の知識をブレイクしました。
　従来、測定対象の光の波長とその光を受ける側（検出器や植物など）の検知できる波長の差を解決するため、光の波長を変換する素材とし
て蛍光剤を添加したプラスチックが使われてきました。その光の波長の変換メカニズムは、シンプルなものとして
理解されていたため、新たな素材開発や応用におけるブレイクは停滞しがちでした。
　最近の研究で、私たちは、光の波長を変換するプラスチックのメカニズムを明らかにするため、蛍光剤の濃度を
広範囲（約 1 万倍）で変化させた高純度のプラスチックを製造し、それらの光の応答を詳しく調べました。その結果、
ベース素材のプラスチックと蛍光剤間で、濃度ごとに異なる混合状態が形成されることを発見しました。またその
状態により、3 つに区別された段階（図）で変換された光
が放たれるという、単純な蛍光剤の機能ではない、新しい
光の波長変換メカニズムを明らかにしました。さらに濃度
の変化により変換できる波長は、可視光領域を超えて紫外
光領域まで著しく広がることを見出しました。
　本研究により、利用目的に適した波長変換ができるプラ
スチック素材のデザインが可能になりました。今後は、本
研究成果を応用し、光技術産業、電子機器産業、素材産業、
アグリ事業などで使用される様々なプラスチック素材の性
能向上に貢献したいと考えています。この分野のイノベー
ションの幕開けを共に楽しみませんか？

原子炉実験所

中村 秀仁
助教

自閉症スペクトラム障害を持つ人の
心のはたらきを考える

イノベーションを楽しもう

白眉センター

米田 英嗣
准教授
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　赤ちゃんを取り巻く環境は、情報に満ちあふれた複雑な世界です。そうであるにもかかわらず、赤ちゃ
んは驚くべき速さで、そして効率的に世界の仕組みを学習します。どのようにして、複雑な世界から
有益な情報を獲得していくのでしょうか。
　私は、文学研究科で発達心理学を専攻しており、赤ちゃんがどのように他者からの影響を受けて、
学習を効率化しているかといったような、赤ちゃんの社会的な学習メカニズムの解明に取り組んでい
ます。赤ちゃんは、解明されていないことが多い、とても面白く興味深い研究対象です。実験室で赤ちゃ

んに音声を伴う映像刺激を見せ、それらの映像刺激に対する赤ちゃんの反
応を記録、分析しています。こうした心理学に基づく客観的な科学的アプ
ローチによって、人間の心の働きや、認知の仕組みがどのように発達する
のかについて研究しています。
　赤ちゃんは、生まれてすぐ、養育者などの他者からの教えによって知識
を獲得していく機会を持ちます。しかし、受動的に全ての情報を吸収しているわけではありません。私たちの研究
グループでは、生後 1 年未満の赤ちゃんであっても、他者からの情報を区別し、自身にとって馴染みがある人から
の情報や、自身と同じ言語を話す集団のメンバーから与えられる情報を優先しながら、選択的に知識を獲得するこ

とを明らかにしてきました。また、赤ちゃんに対して目を合わせたり
話しかけたりするといったようなコミュニケーションを介することで、
赤ちゃんの学習がより促進されるという結果も、これまでの研究で得
られています。
　近年、科学技術の進展によって様々な手法を用いることが可能とな
り、赤ちゃんの豊かな認知能力が明らかにされてきています。これか
らも、赤ちゃんの不思議な能力を解明していくとともに、そうした研
究成果を教育や養育の場へ還元していくことを目標としながら、研究
を発展させていきたいと思います。

赤ちゃんの社会的な
学習メカニズムの解明に向けて

間接的な証拠からヒョウの生態を探る
　私は、ヒョウの採食生態を明らかにするために、タンザニア西部の異なる 2 つの環境（森
林のマハレ山塊国立公園および疎開林のウガラ）においてヒョウの生態学的調査を行って
います。ヒョウは中大型捕食者であるネコ科の中で、もっとも広範囲に生息しており、地
域によってさまざまな形態や行動をもちます。ヒョウに関する研究の多くは、視界が良く
直接観察が可能なサバンナで行われていますが、サバンナで
よくヒョウに捕食されるインパラやガゼルといったレイヨウ
類は森林に生息していないため、森林に生息するヒョウは他
の動物を捕食しているに違いありません。しかし、ヒョウは
単独性で広い縄張りをもち、森林内では視界も悪いことなど
から直接観察が困難です。こうした理由もあって、森林にお
けるヒョウの生態はほとんど解明されていません。また、ア

フリカ・タンザニア西部の動物相は、サバンナ棲の動物と森林棲の動物の双方を含んでいます。こうした特殊な環
境におけるヒョウの生態学的研究は、ヒョウがどのように多
様な環境に適応しているのかについて新たな知見をもたらす
と考えられますが、今まで一切行われてきませんでした。修
士課程の調査では、収集した 200 個近いヒョウの糞のうちの
1 つから、チンパンジーの膝蓋骨と指骨が見つかり、ヒョウ
がヒガシチンパンジーを食べていることを初めて明らかにす
ることができました。
　海外での野外研究には危険や不安がつきまといますが、多
くの方々に支えていただきながら、このような研究をできる
ところは数少なく、京都大学大学院の魅力の一つではないか
と思います。

理学研究科
生物科学専攻
（野生動物

研究センター）
修士課程

仲澤 伸子
さん

文学研究科
行動文化学専攻

博士後期課程

奥村 優子
さん



教育研究支援
教育・研究を支える様々な取組み

附属図書館に24時間学習室を開設。子育て支援や教育支援プログラムの活用。

　京都大学には附属図書館をはじめとして各部局等にも図書館・図

書室があり、合わせて約 670 万冊の蔵書を誇ります。それぞれの図

書館・図書室が分野に合わせた図書や雑誌を収集・整理し、貸出や

文献調査などのサービスを提供するほか、学習に快適な環境を備

えています。

　また、現代の学術研究には欠かすことのできない電子ジャーナル

や様々な分野のデータベースを揃え、大学内のどこからでもアクセ

スできるようになっており、各図書館・図書室や研究室の端末からも

これら最新ツールが利用できます。

　附属図書館では各種データベースの使い方や論文・レポートの

書き方など、学習・研究に必要不可欠な学術情報リテラシーを高め

るための講習会などを行っています。

　附属図書館は 1899（明

治 32）年に創立され、約

89 万冊の図書をはじめと

して、多くの学術雑誌や

データベースを備え、京

都大学の学生や研究者

の学習・研究活動を支え

ています。

　地下 3 階地上 4 階建ての建物には、1,305 席の快適な閲覧席、

情報端末群や豊富な CD や DVD を備えたメディア・コモンズなど

を設置しており、一日平均約 3,200 人が訪れています。また、イン

ターネットで貴重資料画像や学術情報リポジトリや蔵書検索システ

ム KULINE を広く社会に公開し、学術情報の発信にも力を入れてい

ます。

　利用時間は平日8 時～ 22 時で、土、日曜日も開館しています。以

前から長時間利用したいという希望が多く寄せられたため、2009

年 1 月から、学生や教員など学内向けに 24 時間利用可能な「学習

室 24」を設置しました。また、情報端末エリア（パソコン 106 台）や

研究個室（14 室）・共同研究室（5 室）も設けており、様々な目的に応

じて図書館を利用することができます。

　学術研究は、近年高度専門化するだけでなく、ますます複雑化、

学際化しつつあり、旧来の専門領域の区分に収まらない総合的なア

プローチを必要とする課題も急増しています。このような状況の中

で、大学院生が広い視野を持ち、新しい学問領域を創造できるよう

な能力を備えるためには、各研究科が実施している専門教育に加え

て、研究科を横断して実施する教育プログラムが必要と考えられま

す。この必要性に鑑み、本学では平成 21 年度から、幅広い専門知の

涵養と国際的な視野の形成、世界的リーダーの養成を目指し、世界

最高水準の研究をおこなう教員、研究者が、大学院生のための文理

横断的、分野横断的な教育プログラムを提供しています。

　学問の発展やグローバル化の進展に伴い、１大学ではすべての

学問分野を完全にカバーすることは困難になっています。大学院生

が教育を受けることについても自大学内だけに留まらず、他の大学

に興味のある分野があればそこで教育の一部を受けられるように

することで、こうした困難を克服することが可能となります。大学院

生に多様な教育・研究指導を受ける機会を提供し、もって学術の発

展と有為な人材の育成に寄与することを目的として、4 大学は大学

院教育における大学間学生交流協定を締結しています。

　この協定では、受け入れた学生を研究指導した教員は、当該学生

の所属大学大学院研究科の承諾のもと、博士学位論文審査に加わ

ることも可能とするなど、大学院教育における交流をより一層推進

しています。

　なお、派遣先の大学の授業料等は不要とすることにしています。

http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/education/cross/

教育・研究活動を支える図書館機構

附属図書館

研究科横断型教育プログラム

大学院教育における４大学間（京都大学、東京大学、慶応大学、早稲田大学）の学生交流に関する協定
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女性研究者支援センター

京都大学優秀女性研究者賞（たちばな賞）

　優れた女性研究者の育成をめざして女性研究者支援センター

は、女性のみならず男性をも対象とした育児・介護の支援業務を担

い、種々の調査を行うことにより、就学就労のより良い環境をつくる

ための支援を行います。

保育園入園待機乳児のための保育室
　女子学生、女性研究者の勉学・研究・教育と育児の両立を支援す

ることを目的とし、女性研究者支援センター内に、毎年度後半より保

育室を開室しています。この保育室は、年度途中の出産や転勤の場

合、子どもを保育園に入園させることが難しいことが多いので、その

ような人たちが支障なく勉学・研究・教育を続けることができるよう

に設置されました。

病児保育室
　京都大学に所属する教職員及び学生を対象に、子どもが病中・病

後のため保育園や学校へ登園・登校できない時、親が仕事や研究

を休むことなく、子どもの保育ができる環境を提供する施設です。病

児保育室は附属病

院の中にあり、感

染隔離室も設置し

ています。小児科

医、看護師、保育士

が常駐する安心で

きる環境で病児の

保育を行います。

　本制度は、人文・社会科学又は自然科学の分野において、優れた

研究成果を挙げた若手の女性研究者を顕彰することにより、当該若

手女性研究者自身及びこれに続く多くの若手女性研究者の励みと

し、ステップアップに繋がるよう研究意欲を高め、もって本学、さらに

は我が国の学術研究の将来を担う優れた女性研究者の育成等に資

することを目的として創設されました。

　平成 20 年度から、学生部門と研究者部門において、それぞれ 1

名を顕彰しています。

http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/
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授業料免除では出願した大学院生の 90％以上が免除許可を受けています。

　経済的理由によって入学料の納付が困難であり、かつ、学業優秀
と認められる場合及び入学前 1 年以内において、出願者の学資を
主として負担する方（以下「学資負担者」という。）が死亡し、又は出
願者若しくは学資負担者が風水害等の災害を受け、入学料の納付
が著しく困難であると認められる場合は、選考の上、入学料の半額
免除及び徴収猶予を受けることができます。

平成 25 年度入学料免除状況
□修士課程

出願者 半額免除者数 許可率

4 月入学 460 213 46％

10 月入学 15 2 13％

□博士課程

出願者 半額免除者数 許可率

4 月入学 60 41 68％

10 月入学 15 3 20％

　経済的理由によって授業料の納付が困難であり、かつ、学業優秀と
認められる場合及び授業料の納付期限前 6 月以内（入学した日の属
する期分の授業料免除の場合は、入学前 1 年以内）において、学資負

担者が死亡し、又は出願者若しくは学資負担者が風水害等の災害を
受け、授業料の納付が著しく困難であると認められる場合は、選考の
上、授業料の全額又は半額免除を受けることができます。

平成 25 年度授業料免除状況
□修士課程

出願者 全額免除者数 半額免除者数 許可率

前期 1263 550 602 91％

後期 1209 574 564 94％

□博士課程

出願者 全額免除者数 半額免除者数 許可率

前期 1052 549 476 98％

後期 991 551 424 98％

平成 25 年度入学時に要する納付金
入学料 授業料

282,000 円
（半期）267,900 円
（年額）535,800 円

※法科大学院は（年額）804,000 円

　無利子貸与の第一種奨学金と有利子貸与の第二種奨学金があり
ます。
　貸与月額等は次のとおりです。

奨学金貸与金額
課程 種別 貸与月額

修士課程
専門職学位課程

第一種奨学金 5・8.8 万円から選択

第二種奨学金 5・8・10・13・15 万円から選択

博士後期課程
4 年制博士課程

第一種奨学金 8・12.2 万円から選択

第二種奨学金 5・8・10・13・15 万円から選択
※法科大学院の第二種奨学金に限り、さらに 19・22 万円から選択できます。
※�大学院第一種学生で、在学中に特に優れた業績を挙げた者として認定された場合は、奨学金返還の全額

又は一部が免除される制度があります。

　日本学生支援機構奨学金以外に地方公共団体奨学金及び財団
法人等の出資による民間団体奨学金などの奨学金制度があります。
募集の条件は団体により異なりますが、募集時期はほとんどが 4 月
～�5 月に集中しています。

　なお本学では、主として学務部で取り扱っていますが、それらのう
ち大学推薦によるものは事前に一括して申込を受け付けます。詳細
は本学ホームページを参照してください。

　学業成績が優れかつ経済的な理由により就学が困難である場合に奨学金を申請することができます。

　教育・研究補助業務を行った大学院生（ティーチングアシスタント
（ＴＡ）及びリサーチアシスタント（ＲＡ））への支給総額は 8 億円を
超えています。（平成 24 年度実績）

　また、オープンキャンパスや進学ガイダンスの開催に係る業務補
助等（オフィスアシスタント（ＯＡ））に対し、本学在学生を採用し、謝
金を支払っています。

授業料・入学料免除等

奨学金制度

TA・RA 関係

本学では既存の入学料・授業料免除制度に加えて、大学独自の授業料免除枠を設けるとともに、
ティーチング・アシスタント（TA）、リサーチ・アシスタント（RA）制度の充実を図る等、様々な
支援策を工夫しています。

Ⅰ．入学料免除・徴収猶予

Ⅱ．授業料免除

Ⅲ -1．日本学生支援機構奨学金

Ⅲ -2．地方公共団体奨学金及び民間団体奨学金
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　本学では、教育研究活動中等における不慮の災害事故に対する

補償として、原則入学時に「学生教育研究災害傷害保険」・「学研災

付帯賠償責任保険」に全員加入することとなっております。

　前者は、教育研究活動中等（正課中や学校行事中、通学中、課外

活動中等）に被った災害に対し必要な給付を行う傷害保険であり、

後者は、インターンシップや教育実習、ボランティア活動等におい

て、相手方にケガをさせたり、物を壊したりした時の損害賠償につ

いて給付を行う賠償責任保険です。

　上記保険内容の詳細につきましては、学務部学生課厚生掛へお

問い合わせください。

（問い合わせ先　学務部学生課厚生掛　Tel�075-753-2539）

保険制度
学生教育研究災害傷害保険・学研災付帯賠償責任保険

100 80 60 40 20 0

修士学生の年間スケジュール（一例）
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修士課程では授業料免除申請者
の90％以上が許可されていま
す。授業料免除と日本学生支援
機構奨学金で経済的に安心して
研究に打ち込めます。

京 都 大 学
学 生
白 書

生 活

入学 修了

1ヵ月の平均収入金額 （単位：千円）

（平成23年度より）

□平均収支金額

1ヵ月の平均支出金額

□アルバイト状況（％） □アルバイトの職種（％）

（単位：千円）
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家族から
（除・授業料等の大学納付金分） 奨学金・研究奨励金 アルバイト その他 収入合計

全　体 56.05 32.49 34.4 3.73 126.66
学　部 60.96 17.72 27.57 0.96 107.21
修　士 60 37.84 18.2 3.53 119.56
博　士 26.54 90.18 97.85 9.32 223.88
専門職 56.5 51.59 6.31 40.52 154.93

食　費
（含・自宅通学者の外食費等）

住居費
（家賃・光熱水料／自宅外通学者）

衣服・嗜好品・
日用雑貨

勉学費
（教科書・参考書・文房具・交通費等）

課外活動・
教養娯楽費 情報・通信費 医療費

（含・健康保険の掛金） その他 剰余金・預貯金 支出合計

全　体 28.09 41.63 11.93 9.66 8.86 4.16 1.96 2.25 18.13 126.66
学　部 24.33 37.26 10.86 7.23 8.83 3.17 0.83 0.66 14.04 107.21
修　士 29.03 44.61 11.05 8.39 6.68 4.59 1.04 1.58 12.59 119.56
博　士 43.28 56.57 18.13 20.92 12.77 7.96 7.49 9.38 47.38 223.88
専門職 33.65 46.86 13.31 20.24 7.04 5.2 7.66 9.03 11.94 154.93
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　学内の各キャンパスには、京都大学生活協同組合が運営するカ
フェレストラン、食堂、ショップなどがあり、京都大学での教育・研究
生活を幅広くサポートしています。生協食堂では安全で安心な食材
を使用し、栄養バランスのとれた豊富なメニューで、朝食から夕食
時間帯までの食生活のサポートを行うとともに、ショップでは専門
書、雑誌から文具類、パソコンまで、大学での研究に必要とされる商
品を取り揃え、サービスを提供しています。
　特に書籍・雑誌、ＣＤ／ＤＶＤは生協組合員の特典として定価の
10％引で提供するとともに、食堂の利用や、食品・飲料の購入に応
じたポイントサービスによる利用還元を行っています。
　なお、利用時には生協への加入を行ってください。

加入出資金 20,000 円（50 口）　脱退時に返還されます

ショップルネ内組合員センターカウンターで受付けています。
加入すると大学 IC カード（学生証）を使用して、

電子マネー・ポイント機能を付加することができます。

　また、学生生活で万一の事故・病気に備えた｢学生総合共済」制度
があります。学生総合共済は、事故や病気が 24 時間保障されるこ
と、また、一部の例外を除いてあらゆる事故や病気も保障されること
など、学生生活にフィットした保障内容となっています。
詳細はホームページ（S-COOP）http://www.s-coop.net/ を参照し
てください。

京都大学生活協同組合

福利厚生

■各施設の営業時間（2013 年 4 月現在）
吉田キャンパス

店舗名 主な営業内容 営業時間

時計台生協ショップ 文具、食品、日用品、映画等のチケット
京大オリジナルグッズの販売

10：00 ～ 20：00（平日）
11：00 ～ 15：00（土曜）

時計台旅行センター 国内・海外旅行、JR チケット、航空券
レンタカー、教習所、引越手配等 10：00 ～ 19：00（平日）

※ショップルネ

生協共済加入、給付申請、
書籍、パソコン、ソフトウェア、
住まい紹介、家具、家電、教習所、
レンタカー、クリーニング、スーツ等

10：00 ～ 19：00（平日）
11：00 ～ 15：00（土曜）

中央食堂 朝・昼・夕食等の提供 � 8：00 ～ 21：00（平日）

カンフォーラ 昼・夕食等の提供
昼食時間帯の弁当販売

11：00 ～ 21：30（平日）
11：00 ～ 15：00（土日祝日）

カフェテリアルネ 昼食・夕食、ハラール食、
デザートの提供

11：00 ～ 22：00（平日）
11：00�～�19：30（土曜）
11：00 ～ 14：00（日曜）

これら以外にも吉田南、北部、南部構内にそれぞれ食堂とショップがあります。
※住まい紹介は、平日11:00 ～ 17:00（土日閉店）、クリーニングは、平日11:00 ～ 18:00（土日閉店）です。

宇治キャンパス

店舗名 主な営業内容 営業時間

宇治購買 文具、食品、日用品、パソコン、
雑誌の販売 10：30 ～ 18：00（平日）

宇治食堂 昼・夕食の提供
11：30 ～ 14：30
17：30 ～ 20：00（平日）

11：30 ～ 14：00（土曜）
これら以外にも「宇治おうばくプラザ」にレストランやコンビニがあります。

桂キャンパス

店舗名 主な営業内容 営業時間

生協ショップ
（Bクラスター）

文具、食品、日用品、パソコン、
雑誌の販売

10：00 ～ 18：00（平日）
10：00 ～ 14：00（土曜）

クラスターＡショップ 食品、日用品の販売 10：00 ～ 20：00（平日）

カフェテリアセレネ 朝・昼・夕食、ドリンクの提供 11：00 ～ 21：00（平日）
11：00 ～ 14：00（土曜）

これら以外にもカフェ，カフェレストラン（土日祝対応）やベーカリーショップ（土日祝対応）があります。
大学の長期休暇中は短縮営業となります。詳しくは京都大学生協機関誌「らいふすてーじ」や店頭ポスター等
でお知らせします。

　京都大学には、学生生活を送る上で出会う様々な悩みや問題
を相談できる学内相談機関として、学生総合支援センターカウ
ンセリングルームが設置されています。研究室での人間関係の
悩み、研究上のあせりやストレスの悩み、進路の悩み、恋愛にま
つわる悩み、家族にまつわる悩み、ハラスメントに関する悩みな
ど、大学院生として学生生活を送る中でさまざまな悩みに出会う
ことがあるでしょう。中には自分だけでは抱えきれないような問
題もあるかもしれません。友人や家族にさえ話しにくいと思う内
容の場合もあるでしょう。カウンセリングルームでは、心理学（臨
床心理学・相談心理学・青年心理学など）を専門とするスタッフ
が個別に面接し、相談に応じています。

（カウンセリングルームの詳細については、ホームページをご覧
ください。）
http://www.gssc.kyoto-u.ac.jp/counseling/

　京都大学では、障害や慢性的な疾病などによる修学上の様々
な相談に応じるため、学生総合支援センター障害学生支援ルー
ムを設置しています。支援の内容としては、授業を受ける上で必
要となる支援（情報保障）や
支援物品の貸し出し、施設・
設備の整備などです。
　また、支援ルーム内の交
流スペースは学生に開放し
ており、開室時間内で利用
することができます。

（月～金曜日※祝日除く　9：00 ～ 17：00）

フリーアクセスマップ
　京都大学フリーアクセスマップは、主に車椅子利用者などの
移動困難者の目線で作成した新しい形のバリアフリーマップで
す。ご利用の方は障害学生支援ルームまでご連絡ください。

カウンセリングルーム

学生総合支援センター� キャリアサポートルームは 26 ページに掲載

障害学生支援ルーム
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在学生の
学び方
student

　私は、法科大学院を卒業後、博士後期課程に進学し、租税法を勉強して
います。
　院生の生活は、指導教授の下でのスクーリングと研究が中心です。その
他、学部の授業やゼミに参加することもあります。また、京都大学やその周
辺にある大学では学会や研究会が多数開催されているので、興味のある
研究会には積極的に参加するようにしています。
　京都大学は、学生の自主性が尊重されており、とても自由だと思います。
図書館の蔵書やデータベース等設備は充実しており、また、いつでも共同
研究室を使用できるので、自分のペースで思う存分研究をすることができ
ます。
　他の専門研究分野の方との交流も盛んです。例えば、研究会の報告内
容が租税法に関するものであっても、研究会には、租税法だけでなく、憲
法や行政法等を研究されている先生や学生が参加し、様々な観点から議
論を行います。また、自分の専門研究分野とは異なる分野の学生に質問
し、議論することもあります。このような交流によって、新たな視点や発想
を得ることができると思います。
　素晴らしい先生や優秀な学生に囲まれた環境はとても刺激的で、高い
モチベーションを維持することができます。これからも、このような恵まれ
た環境の中、研究に励みたいと思います。

　大学院では、計画的に研究を進めていくことが求められます。研究の
テーマなど、研究の方向性は教授と相談して決めますが、実際に研究を
進めていくのは自分自身なので、自分のスケジュールに合うように計画を
立てて進めていきます。
　大学院の生活は、研究が主体となっています。そのため、授業は週に数
コマと学部のときと比べて少ないです。この授業に関しても非常に専門
的なことが学べ、自分が必要だと思う授業を主にとることができます。研
究については、授業の入っていない空いている時間を使って実験などを
行い、進展があったときや、何か問題が発生したときには教授と相談する
という感じです。
　研究室では、研究会、勉強会などで専門知識が得られるとともに、発表
などを通して、物事を他人にわかりやすく伝える能力が養われると思いま
す。また、似たテーマを研究している同じ研究室の学生と話をしたり、学
会等で大学の外部の方とも接することはとてもいい刺激となりますし、自
分の考えを深めることもできます。
　大学院では研究をしやすい環境が整っていますので、興味のある分野
を深く研究したいという方にとっては、とてもよいところだと思います。

エネルギー科学研究科 エネルギー変換科学専攻 
修士課程 1 年

近藤 祐太さん

法学研究科 法政理論専攻 博士後期課程 2 年

山田 麻未さん
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国際交流支援
京都大学から世界のキャンパスへ

　本学の国際交流を促進するために、海外の大学と締結している学
生交流協定に基づいて、互いに学生を留学させあうシステムのこと
です。京都大学に在籍しつつ、1 年以内の 1 学期又は複数学期の
あいだ、学位取得を目的としない留学をし、協定校での教育を受け
て単位修得し、又は研究指導を受けるものです。この制度では、留学
中も京都大学の授業料を納める必要がありますが、派遣先での授
業料は免除されます。留学先での
在学期間も京都大学における修業
年限に通算されるので、所定修業
年限内で卒業・修了できる場合も
あります。また、協定校で修得した
単位が京都大学での修得単位と認
められる単位認定制度もあります。
　学生交流協定には、大学同士で
締結される大学間学生交流協定の
ほか、部局同士で締結される部局
間学生交流協定があります。

『海外留学の手引き』

　海外留学に関心をもつ本学学生を対象に、4 月の新入生説明会、
5 ～ 7 月の International�Week（交換留学、大学院留学等）、ア
ジア留学及び海外渡
航安全説明会、また
協定校紹介など、年
間を通して、より具体
的なイメージや計画
を持てる機会として
留学説明会「留学の
ススメ」を開催してい
ます。

　大学間学生交流協定校への派遣留学生を対象とした奨学金とし
て、次の奨学金・助成金制度があります。
①独立行政法人�日本学生支援機構（JASSO）の
　海外留学支援制度（短期派遣）
　奨学金�月額 60,000 円～ 100,000 円（派遣先による）
②京都大学教育研究振興財団からの助成を受けて、
　京都大学が実施する京都大学「留学派遣」
　渡航費の一部助成
　上記以外にもJASSOが毎年発行する「海外留学奨学金パンフレッ
ト」に様々な奨学金が紹介されています。
　また、京都大学のホームページでも大学に情報が届く日本人等の
学生向け奨学金を掲載しています。

　京都大学の国際化に資する目標の一環として、大学が主体となっ
て次世代のグローバル人材を積極的に養成する全学的プログラム

「ジョン万プログラム」を展開しています。
　学生派遣に関しては、2013 年度より始動し、主に大学院生を海
外の世界トップ大学に派遣することにより、グローバルに活躍するこ
とができる若手リーダーの育成を目指しています。これらの学生派
遣プログラムにかかる授業料・渡航費・滞在費については、派遣プ
ログラムの区分内容に応じて大学から奨学支援を行っています。
　大学院学生の派遣には、数か月間の「短期研究型」および1年間の

「学位取得型」のプログラムがあり、2013 年度は英国のケンブリッ
ジ大学とオックスフォード大学へ大学院生を派遣するとともに、米
国への派遣も始動
し、今後さらに世界
トップ大学へ規模を
拡大し、より多くの大
学院生にグローバル
派遣への機会を提供
する予定です。

　国際交流推進機構では「留学のススメ」をひとつのきっかけとし
て、更に具体的な留学先大学や手段に関する疑問等にきめ細やか
なアドバイスを行い、海外留学の実現に向けたステップアップのた
めのサポートを行っています。

派遣留学（交換留学）制度

「留学のススメ」の開催

派遣留学（交換留学）するための奨学金

世界へ羽ばたく「ジョン万プログラム」学生派遣事業

留学部門担当教員による個別相談

海外留学支援

国際交流への取り組み

世界規模での国際的な学術交流や学生交流等のグローバル化が加速度的に進行している状況にあって、
本学では「京都大学の基本理念」に基づき、また、日本政府の「留学生 30 万人計画」の方針も踏まえ、
世界に開かれた大学を目指し、国際交流のさらなる深化を図るべく実践しています。その実現の施策の
一つの柱として、本学学生の国際性の涵養、海外留学及び国際シンポジウム等への積極的参加を様々な
形で支援し、海外からは優秀な留学生及び研究者を受入れ、相互交流・支援を行っています。

http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/issue/ryugaku_tebiki/

留学のススメ「大学院留学」講演の様子

　独立行政法人日本学生支援機構の「海外留学支援制度（長期派
遣）」に申請を行い、海外留学に必要となる授業料や奨学金を確保
することによって、本学の学生の外国の大学院での学位取得の一層
の推進を目指しています。
　これにより、国際社会への貢献等に資する人材の養成及び大学
の国際競争力の強化等の一層の促進が期待されます。

長期海外留学支援の実施（日本学生支援機構への申請）
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■英国
　United Kingdom of Great Britain and Northern Ireland
　シェフィールド大学（2）
　バーミンガム大学（2）
　ニューキャッスル大学（2）
　エジンバラ大学（2）
　マンチェスター大学（3）
　ブリストル大学（2）
　サウサンプトン大学（2）
■オーストリア共和国
　Republic of Austria
　ウィーン大学（2）
■オランダ王国
　Kingdom of the Netherlands
　ライデン大学（2）
　ユトレヒト大学（3）
■スイス連邦
　Swiss Confederation
　ローザンヌ大学（2）
■スウェーデン王国
　Kingdom of Sweden
　ウプサラ大学（2）
　ストックホルム大学（2）
　ストックホルム王立工科大学（2）

■ドイツ連邦共和国
　Federal Republic of Germany
　ベルリン自由大学（2）
　ミュンヘン大学（2）
　ボン大学（3）
　ハイデルベルク大学（5）
　フンボルト大学（2）
　ミュンヘン工科大学（3）
　ゲッティンゲン大学（2）
　カールスルーエ工科大学（3）
■フィンランド共和国
　Republic of Finland
　ヘルシンキ大学（2）
■フランス共和国
　French Republic
　ストラスブール大学（5）
　グルノーブル大学連合（5）
　パリ政治学院（2）
　エコール・ノルマル・シュペリウール（1）
■ベルギー王国
　Kingdom of Belgium
　ルーバン・カトリック大学（2）

（　）内数字は本学から１年間に派遣可能な学生数（平成 26 年 1 月1日現在）

■シンガポール共和国　Republic of Singapore
　シンガポール国立大学（2）
■タイ王国　Kingdom of Thailand
　カセサート大学（2）
　タマサート大学（2）
　チュラロンコン大学（2）
■大韓民国　Republic of Korea
　慶北大学校（3）
　ソウル大学校（3）
　延世大学校（2）
　高麗大学校（2）
　浦項工科大学（2）
■台湾　Taiwan
　国立台湾大学（4）
　国立清華大学（2）
■中華人民共和国　People’s Republic of China
　武漢大学（2）
　北京大学（5）
　清華大学（2）
　復旦大学（2）
　浙江大学（2）
　上海交通大学（2）
　西安交通大学（2）
　中国科学技術大学（2）
　香港科技大学（2）
　南京大学（2）
　香港中文大学（2）
　香港大学（2）
■ベトナム社会主義共和国　Socialist Republic of Viet Nam
　ベトナム国家大学ハノイ校（5）

■アメリカ合衆国　United States of America
　ジョージワシントン大学（2）
　ハワイ大学（2）
　ペンシルベニア大学（2）
　ワシントン大学（2）
　ウィスコンシン大学マディソン（2）
■カナダ　Canada
　トロント大学（3）
　ケベック州大学学長校長協議会（5）
　ウォータールー大学（6）

■オーストラリア連邦　Commonwealth of Australia
　メルボルン大学（3）
　ニューサウスウェールズ大学（2）
　シドニー大学（2）
　オーストラリア国立大学（2）
　クイーンズランド大学（2）
■ニュージーランド　New Zealand
　オークランド大学（2）

■メキシコ合衆国　United Mexican States
　グアダラハラ大学（2）

■イスラエル国　State of Israel
　テルアビブ大学（2）
■トルコ共和国　Republic of Turkey
　コッチ大学（2）

欧州（NIS 諸国を含む）

アジア 北米

太洋州

中南米

中東

授業料等を不徴収とする
大学間学生交流協定校一覧

Supporting

　KCJS ／ SJC 講義の聴講制度は、米国の一流大学が提供している
英語講義を、文系理系問わず京都大学の学生が聴講できる制度で
す。毎学期、募集・選考が行われ、各クラスに 2 名程度の京大生が聴
講生として講義に参加します。京大聴講生にも米国大学の学生と同

じ課題が課せられ、英文レポートや英語での討論が求められます。
京都大学に在籍しながら、米国のトップ大学へ留学したのと同様の
環境を経験できる制度です。

　KCJS は 1989 年に京都市内に設立されました。日本研究を志す
米国の大学生が、毎年約 40 ～ 50 名来日しています。参加大学は、
ボストン大学、ブラウン大学、コロンビア大学、コーネル大学、シカゴ
大学、エモリー大学、ハーバード大学、ミシガン大学、ペンシルべニ

ア大学、プリンストン大学、スタンフォード大学、ワシントン大学（セ
ントルイス校）、イェール大学、バージニア大学です。KCJSプログラ
ムの参加学生は 2 年以上の日本語学習経験があり、日本語や日本
文化に深い関心を持っています。

　SJC は米国スタンフォード大学の日本留学プログラムとして1990
年に誕生しました。日本との関わりを持つ上で必要となる知識・資質
を身につけたアメリカの若い世代の育成を目的としています。参加
学生の専攻は工学、自然科学、経済学、政治学、国際関係学等多岐

にわたっていますが、技術系専攻の学生が多いのが特徴です。日本
語教育にも力を入れており、来日前にはスタンフォード大学本校に
おいて日本語授業の履修が義務づけられている他、来日後は毎週 8
時間の日本語の授業が必修科目となっています。

　留学生ラウンジ「きずな」では、海外留学のための情報資料を
常備して提供しつつ、定期的に様々な交流イベントを開催して、日
本人学生と外国人留学生
の交流の機会を設けてい
ます。
　これにより、双方の国の
文化や生活様式などの紹
介、友人作り、語学力の研
鑽など、学生自身が主体
的に利用できる場となっ
ています。

　本学における国際交流の進展による海外留学や研究渡航、国際
シンポジウム参加などの機会が増加することに伴い、本学国際交流
推進機構が全学的に部局と連携しながら、その国の安全情報入手
に努め、治安情勢を勘案した指針等により対応しています。
　学生の海外渡航が増加する夏季休業期
間前には、海外渡航安全説明会を開催し
ています。
　その他、「国際交流安全ガイド（渡航
編）」を発刊して、渡航前の準備段階から
海外滞在中、帰国までの間に想定されるト
ラブルへの心構えや対処法等を提供する
など、未然に事故や病気、不測のトラブル
等を回避できるように努めています。

KCJS ／ SJC 講義の聴講

KCJS（Kyoto Consortium for Japanese Studies 、京都アメリカ大学コンソーシアム）

SJC（Stanford Japan Center、スタンフォード日本センター）

「きずな」にて（留学関係資料提供、国際交流等） 危機管理体制等

KCJS、SJC

留学生ラウンジ「きずな」外観
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国際交流支援
世界のキャンパスから京都大学へ

国際交流への取り組み

　平成 25 年 5 月1日現在、本学では 94 の国・地域から、1700 名を超える留学生を受け
入れています。健康で快適な留学生活を送れるように、来日直後のオリエンテーションやガ
イダンスに始まり、各種奨学金等への申請・交付支援、宿舎紹介（国際交流サービスオフィ
ス）、就職活動支援（キャリアサポートセンター）など、日々留学生を支援しています。
　加えて、国際交流センター・留学生ラウンジ「きずな」では、留学生や外国人研究者の相談
窓口の役割を果たすほか、日本語授業の提供、日本語教材や DVD 等の貸出、文化交流イベ
ント等を行っています。
　また、従来から受け入れていた学位取得を目指す留学生、学生交流協定に基づく交換留
学制度による6ヵ月・1 年の留学生だけでなく、短期留学交流の促進を目的として平成 22
年度に新設された、「短期交流学生制度」により、3ヵ月以内の短期留学生も受け入れてい
ます。これら諸策により、海外から優秀な留学生を積極的に受入れると同時に、日本人学生
の国際化を図っています。

留学生支援

関係リンク
●京都大学に在籍する留学生の方へ� ●国際交流サービスオフィス
　http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/education/international/students2/ http://www.opir.kyoto-u.ac.jp/kuiso/
●国際交流センター� ●キャリアサポートセンター
　http://www.ryugaku.kyoto-u.ac.jp/ http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/education/job/careerpath/

外国人留学生受入数
（平成25年5月1日現在）

※（注）総数1,733名中、留学ビザ留学生は1,692名

アフリカ（19）

中東（11）

アジア（20）

大洋州（2）

北米（2）

中南米（10）

アゼルバイジャン共和国 4
イタリア共和国 4
ウクライナ 6
ウズベキスタン共和国 2
英国 11
オーストリア共和国 2
オランダ王国 5
ギリシャ共和国 3
グルジア 2
クロアチア共和国 4

エジプト・アラブ共和国 17
エチオピア連邦民主共和国 2
ガーナ共和国 1
ガボン共和国 1
カメルーン共和国 1
ケニア共和国 7
コートジボワール共和国 1
コンゴ民主共和国 3
ジンバブエ共和国 2
スーダン共和国 3
スワジランド王国 1
チュニジア共和国 1
ナイジェリア連邦共和国 1
マダガスカル共和国 2
マラウイ共和国 1
南アフリカ共和国 2
モザンビーク共和国 1
モロッコ王国 3
リビア 4

アフガニスタン・イスラム共和国 4
イエメン共和国 3
イスラエル国 2
イラク共和国 2
イラン・イスラム共和国 18
オマーン国 1
クウェート国 1
シリア・アラブ共和国 5
トルコ共和国 4
バーレーン王国 1
レバノン共和国 1

オーストラリア連邦 9
ニュージーランド 4

インド 25
インドネシア共和国 50
カンボジア王国 5
シンガポール共和国 1
スリランカ民主社会主義共和国 3
タイ王国 65
大韓民国 241
台湾 90
中華人民共和国 764
ネパール連邦民主共和国 9
パキスタン・イスラム共和国 8
バングラデシュ人民共和国 14
東ティモール民主共和国 1
フィリピン共和国 14
ブルネイ・ダルサラーム国 1
ベトナム社会主義共和国 47
マレーシア 23
ミャンマー連邦共和国 11
モンゴル国 7
ラオス人民民主共和国 1

アルゼンチン共和国 3
ウルグアイ東方共和国 1
エクアドル共和国 1
チリ共和国 3
パラグアイ共和国 2
ブラジル連邦共和国 17
ベネズエラ・ボリバル共和国 2
ペルー共和国 5
ボリビア多民族国 1
メキシコ合衆国 6

アメリカ合衆国 24
カナダ 23

スイス連邦 2
スウェーデン王国 8
スペイン 7
スロバキア共和国 1
ドイツ連邦共和国 24
トルクメニスタン 1
ノルウェー王国 2
ハンガリー 8
フィンランド共和国 6
フランス共和国 24

ブルガリア共和国 4
ベラルーシ共和国 3
ベルギー王国 3
ポーランド共和国 4
ボスニア・ヘルツェゴビナ 1
ポルトガル共和国 1
マケドニア旧ユーゴスラビア共和国 2
リトアニア共和国 4
ルーマニア 1
ロシア連邦 7

欧州（NIS 諸国を含む）（30）
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留学経験者
の声

VOICE

　私が交換留学を決めた理由は、中国の福建省の農村でフィール
ドワークを行うためです。私は人類学を専攻しており、「福建省土楼
郡の観光開発と現代化」というテーマで研究を行っています。人類
学は長期間のフィールドワークを行い、それによって得られた経験
／データをもとに社会について考察を行う学問です。
　そして、交換留学制度を用い現地の大学で学びつつ調査を行うこ
とにしたのですが、実際これは素晴らしい選択でした。第一に現地
語を体系的、実践的に学習することができます。言語はその土地の
風土、文化と切り離せないので、実際に身を置くことにより日本で学
習するより早く身に付けることができます。第二に現地の研究者とア
クセスが容易で、当該国における研究の状況を知ることができま
す。第三に調査に際しても現地の教授と相談したうえで行えば適切
に物事を進めることができ、トラブルを招くリスクを避けることがで
きます。実際、外国で調査を行うことは困難なことです。土地勘のな
い場所で適切な調査地を探すことは、異国のレストランで好みの料
理を探し当てることくらい偶然的な作業です。大学には様々な研究
者、学生がおり多くの人的リソースがあります。私は留学先の指導教
官に調査地の研究者を何名か紹介してもらい、彼らの助けの元ス

ムーズに調査を行うことができました。
　もうひとつの大きな成果としては中国の学問の状況を知ることが
できたことです。人文科学はその地域や歴史や政治性と切り離すこ
とはできません。中国におけるその状況は日本人にとって見れば不
可解なものです。しかし講義を聴き、学生と討論をするにつれてその
特殊性を理解できるようになります。それと同時に日本の特殊性も客
観的にわかってきます。相互の特殊性を肌で感じ、感覚的に理解する
ことを留学無しになしえる事は困難だと思います。その後に、私は初
めて彼らと建設的な議論を行えるようになったと感じたのでした。

　私は今回の留学前から立てていた目標が 2 つあります。一つ目
は、なるべく多くの人と関わりあい、視野を広げるということです。も
う一つは、自分の意見を述べることが苦手であったため自ら発信し
ていくことができる人になるということでした。
　オーストラリアの大学院は日本の大学院とは異なり、一度社会に
出てからスキルアップのために大学院に行くという人が多く、私はク
ラスの中でも一番年下でした。さらに、イギリス、チリ、中国、アメリ
カ等世界中から勉強をするために来ているためそういった方々と意
見を交わすことが出来たのはとてもよい経験になりました。世界の
環境問題に関する彼らの意見を聞けたことは私の今後の研究だけ
でなく、考え方自体に大きな影響を与えてくれました。留学に際し
て、英語力に不安をお持ちの方は多いと思いますが、私もその内の
1 人です。（実際に IELTS で合格点をやっと獲得できたのは願書締
め切りのギリギリ前で何度も受験しました。）しかし、留学中に気づ
いたのですが、自信を持って話せばあまり英語がうまく話せなくて
も皆さん熱心に聞いてくれます。オーストラリアは留学生が多いの
で英語がうまくない人はたくさんいます。最も大切なのは、伝えよう
という意思だけです。
　私は、授業だけではなく積極的に大学内外の活動やコミュニティ
に参加しました。大学内では頻繁にパーティなどが開催されるので
積極的に参加しました。大学、大学院の夏休みは大変長いです。ア
ルバイトや旅行、ボランティアをして家に引きこもるのではなく積極

的に色々挑戦してください。友達を作るコツを一つ紹介すると、向こ
うでの生活に慣れたら、シェアルームをしてみてください。私は 6 人
の様々な国の人たちと共同生活をし、毎日一緒にご飯を食べたり、
話をしたりしました。
　ここには書ききれないほどたくさんの思い出ができて1 年間とい
う短い期間でしたが、本当に良い経験が出来たと思い、そのような
留学をさせていただいたことは非常に感謝いたしております。大学
の友人とは帰国後も連絡を取り合っていて、今度留学生の友人の国
に遊びに行きます。現在留学をしてみようか悩んでいる方がいまし
たら、絶対に挑戦してみてくださいということです。私も行く前は本
当に不安でした。しかし、私の人生に最も影響を与えてくれた 1 年
間でした。そのような経験をもっと多くの方に経験していただきた
いと思います。

農学研究科 修士課程森林科学専攻 
森林利用学分野 2 年

小若 茉莉さん

留学期間：2012 年 7 月から 2013 年 7 月まで
留 学 先：メルボルン大学

人間・環境学研究科 
文化人類学分野 修士課程 2 年

藤井 隆宏さん

留学期間：2012 年 9 月から 2013 年 6 月まで
留 学 先：浙江大学01

留学経験者
の声

VOICE

筆者左から2 番目（後方）
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就職支援
社会での活躍をめざして

学生の希望に沿ったキャリアデザインを支援

大学と社会との関わりが深化・多様化する中で、高度な専門性を有する人材が、大学等の研究機関
以外の多様な方向へ進み、その能力を活用することが期待されています。

　キャリアサポートルームでは、全学生の就職活動の支援をしてい
ます。キャリアサポートルームは吉田キャンパス、桂キャンパス、宇
治キャンパスにそれぞれ設置されており、各種の就職関連資料、
OB・OG 名簿、国家公務員試験過去問題、インターンシップ情報、就
職関連書籍などを豊富にそろえています。また、専門の相談員を配
置して、就職相談に対応しているほか、就職ガイダンス、就職セミ
ナー、合同企業説明会などの行事を主催・運営しています。

●キャリアサポートルームのホームページ
　http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/education/job/

●求人票の検索システム
　http://career.gakusei.kyoto-u.ac.jp/

［場所・利用時間（平日のみ）］
吉田キャンパス� 旧石油化学教室本館 1 階（平日の月～金）
� 午前 9 時～午後 5 時
桂サテライト� 船井交流センター�3 階（平日の月～金）
� 午前 11 時～午後 1 時、午後 1 時 45 分～午後 5 時
宇治サテライト� 生協食堂�2 階（平日の月・水・木のみ開室）
� 午前11時～午後1時、午後1時45分～午後5時
※�ただし、ガイダンス実施等のため臨時に休室することがあります。

　京都大学では修士修了で就職をする方が学部卒で就職をする方
の約 2 倍になります。特に近年は、専門性の高い大学院教育を受け
た方への注目が強くなってきていますが、同時に社会性やコミュニ
ケーション能力も必要とされているため、広い視野と豊かな人間力
を身につけることが求められています。
　このためキャリアサポートルームでは、大学院生を対象に、就職
活動支援のみならず、より豊穣な人間力を養成するためにさまざま
なセミナーを開催しています。平成 25 年度は、「大学院生のための
就職ガイダンス」などのプログラムを実施し、大学院生ならではの
強みを認識し、将来にわたって人生の設計が図れるようにサポート
をしています。

　京都大学では、研究者を目指して博士課程に進学する方が多数
います。博士課程で高度な専門性を身に付けた研究人材は、大学や
研究機関だけでなく、社会の様々な場面で求められています。京都
大学キャリアサポートルームでは博士課程の学生やポスドクを対
象に各種セミナーや合同企業説明会、個別カウンセリングを実施
し、若手研究人材のキャリアパスの多様化を支援しています。

●京都大学若手研究者キャリアパス多様化促進事業（KUCP）
　https://kucp.gakusei.kyoto-u.ac.jp/kucp/about

　将来、大学教育に携わることを

希望している本学の大学院生

（PD、研修員などを含む）を対象と

した「大学院生のための教育実践

講座－大学でどう教えるか－」は、

ファカルティ（大学教員）へと自己

形成していくきっかけとなる場を

提供するもので、Basic（初参加

者向）とAdvanced（本講座また

は大学授業の経験者向）の２つの

講座を設けています。毎回、受講

生からは「大学教育を考える視点が広がった」「院生同士のネット

ワークができた」と好評を得ており、実践講座の各プログラムの全て

に参加した院生には、総長の修了証が授与され、就職に向けての 1

ステップになります。

学生総合支援センターキャリアサポートルームの活動について 大学院生に対するキャリア支援について

博士・ポスドクの就職活動支援について

大学院生のための教育実践講座��ー大学でどう教えるかー

キャリアサポートルームの主催行事と参加者数

平成 24 年度実施イベント 人数

就職ガイダンス（全 6 回） 1,407

業界研究セミナー（全 13 回） 917

キャリアデザイン講座（全 5 回） 393

合同企業説明会（全 9 回 12日間） 3,514

公務員関係ガイダンス等（全 20 回） 883

就職セミナー（全 55 回） 1,801

ホームカミングデイOB・OG 交流会 91

インターンシップガイダンス 158

内定者による相談会（全 12 回） 57

SPI（2 回）・診断テスト（2 回） 400

弁理士試験等対策講座（無料公開講座）等 35

就職相談（計 191日） 1,180

博士・ポスドク対象セミナー（全 4 回） 230

計 11,066
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　私は2010年3月に大学院修士課程を修了し、同年4月より旭化成ファー

マ株式会社の MR（医薬情報担当者）として、主に病院勤務の医師、看護

師、薬剤師への自社製品に関する情報提供を行っております。

　現在の仕事では、医薬品に関する研究論文抄読や学会への参加を通じ

て情報を収集する能力、医療従事者に対し自社製品の安全性情報や使用

方法を明確に伝えるプレゼンテーション技術が必要となります。大学院で

は、研究テーマに関する情報収集、研究室の先生方・先輩方からのプレゼ

ンテーション指導など、現在の仕事に役立つスキルを養う機会が多くあっ

たことを実感しております。それに加え、何よりも京大大学院で培ったもの

は、研究計画の立案、実施、振り返り、修正といった PDCA サイクルを自ら

回していく主体性や積極性だと思います。

　大学院修了後、どのような道に進んだとしても、大学院で得た力はその

後の社会人生活で活きてくるものと確信しております。ぜひ、京大大学院

をステップとして、大きく社会に羽ばたいて頂ければと思います。

　私は 2013 年 3 月に教育学研究科博士課程を修了し、同年 4 月から鳴

門教育大学に勤務しています。私にとって京都大学大学院での学術生活

における最大の魅力は、先生方の圧倒的な知見から多くを学ばせていた

だきながらも、そこでは、研究対象に対しては先生も大学院生も対等に向

かっていける、あるいは向かうべきであるという姿勢が貫かれていたこと

にありました。このような姿勢を学ばせていただいたからこそ、現在の研

究職においても私自身の問題意識をもって研究テーマを追究することが

できるのだと感じています。

　また、私が所属していた教育方法研究室では、教育方法学の理論を学

ぶだけでなく、学校現場へと出かけて行き現場の先生たちとの共同研究

を進めていました。大学院においてこのような実践的な学びをも得られた

ことは、教師を志望する学生たちの教育に携わる現在の大学教員としての

職務に直接的に活きています。

　京都大学大学院は、真正で豊かな学びの機会を与えてくれます。みなさ

んもどうか大学院で自分の道を拓き、学問の探究を続けて下さい。

　私は医療の政策・経営に纏わる問題解決に関わりたく、医療の質と経済

性の評価に関する研究を志し、専門職学位課程ならびに博士後期課程に

入学しました。この 5 年間を通じて、医療・健康を多角的かつ統合的に学

ぶ機会（研究・教育）を得ることができました。その中で、医療・健康の向上

には、課題解決に向けて、得られたあらゆる情報を統合し、新たな領域や

成果を創造していくこと、医療・健康に関係するプレイヤー（患者・市民、

行政、医療機関、医療者、研究者等）が主体的に関わる環境（ネットワーク

やコミィニティ）を整備していくこと重要であることを教育・研究を通じて

実感しました。現在、医療機関の経営陣をはじめとする医療人への経営・

マネジメント領域の人材育成に携わっております。当該プログラムでは、

受講者の方々が抱える課題解決に向けて、“より多くの選択肢を蓄積し、

創造の幅をさらに拡張できるような教育プログラムのあり方 "と“ 受講者

の方々による全国レベルのネットワークの形成 " の更なる展開を目指して

おり、大学院で経験させて頂いたことが、教育プログラムの運営や研究活

動につながっていると実感しております。

人間・環境学研究科 共生人間学専攻 
認知・行動科学講座 身体機能論分野

木下 量平さん

旭化成ファーマ株式会社 医薬営業本部 
医薬北関東支店 宇都宮営業所（MR 職）

教育学研究科 教育科学専攻 
教育方法学講座 教育方法分野

小山 英恵さん

鳴門教育大学大学院 学校教育研究科 准教授

医学研究科 社会健康医学系専攻
医療経済学分野

田中 将之さん

日本医療経営機構 主任研究員
京都大学医学部 受託研究員（医療経済学）
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京 都 大 学 学 生 白 書生 活
（平成23年度より）

□京大生の進路希望

学 部

修 士

博 士

専門職  

他大学の大学院に進学する

■就職する ■学部・大学院を中退する
■大学院修士課程に入学する ■休学して学業以外のことに専念する
■大学院博士課程に進学する ■その他
■他大学の大学院に進学する ■無回答

休学して学業以外のことに専念する

学部・大学院を中退する

無回答

就職する 大学院修士課程に入学する

大学院博士課程に進学する

その他
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28

教育担当理事として京都大学の舵取りに当たられている淡路敏之理事に
京都大学大学院の魅力と進学を希望される方々へのメッセージをいただきました。

大学院で学ぶということ
学部（学士課程）と大学院（修士課程・博士課程）では、どのような点に違いがあるのでしょうか。
また、大学院で学ぶことの意義についてお聞かせください。

　大学院では、知の伝承と新展開を軸に、学部課程の専門的・学際的な学習に一層磨きをかけて、高度な知識・スキルを身につ
けるとともに、知の創造、知的体系の構築に向けて研究に取り組むことになります。研究活動には幅広い知識の理解と展開力、
豊かな創造性と柔軟な思考力、これらの総合力としての問題解決能力が求められます。同時に、課題に対する答えを探求するだ
けではなく、自ら問題を見出して課題を設定し解決する能力が求められます。このような課題設定・問題解決能力は、社会の幅
広い分野において、新たなブレイクスルーを生むために重要な資質であり、大学等の研究者に限らず企業や国・自治体等の中核
をなす人材にも強く求められています。とりわけ、本学の修了者には知識基盤型社会を牽引するグローバルなリーダーとしての
活躍が社会から期待されています。2011年度から文部科学省は 7ヶ年計画で実施する大学院改革に向けた「博士課程教育リーディ
ングプログラム」事業を開始し、本学はこれまでにオールラウンド型 1 件、複合型 3 件、オンリーワン型 1 件の計 5 件が採択され、
国内外の産官学からの参画を得て、幅広い見識を培い国際的・社会的総合課題の解決能力を有したグローバル・リーダーを養成
する新規の取組を開始しました。皆さんには、教養を背景に専門の学芸を深め、アカデミックパイオニアあるいは国際社会を牽
引するグローバル・リーダーとしての専門力、総合力、俯瞰力を研いていただきたいと希望します。「京都大学大学院案内 2015」
には、研究活動に取り組んでいる在学生、そして様々な分野で活躍する卒業生からのメッセージを掲載していますので、ぜひ目
を通してみて下さい。

京都大学大学院の魅力
日本国内には約600校の大学院が存在しており、それぞれ優秀な学生を獲得するために、
より良い教育・研究環境の提供に日々努めています。
数多ある大学院の中で、京都大学大学院の強みとはどのような点にあるのでしょうか。

　まず第 1 に、本学は世界最高水準の研究者集団の組織であり、飛躍知の創生を目指して、知的探検をいかんなく行える教育・
研究機関であるということです。
　現在、京都大学には約 3,500 名以上の教員、研究員が在籍し、世界各国からの外国人研究者も多数受け入れるとともに、世
界トップレベルの研究者が多数来学し、教員や大学院生と熱心な議論を交わしています。大学院生は本学の教員や研究者が行
う最先端の知的生産の場で学び、さらには研究チームに参加し、内外の研究者との多様な交流を通じて能力アップを図ってい
ます。2009 年度からは、大学院生が広い視野を持って新しい領域を開拓・創造できるよう、研究科横断型大学院教育を開始し
ました。京都大学らしいプログラムとするために、関係者の努力により、大学院生が積極的に参加できるよう時間帯やテーマ
ならびにコース設定がなされました。また、大学院生同士の意見交換を通じて研究科を超えた情報交換や研究能力の多様化に
資するよう工夫されています。
　第 2 に、本学には国内最大規模の教育研究施設が存在するという強みが挙げられます。大学の附置研究所やセンターは、関
連する研究科の協力講座として、得意とする最先端研究を活かした大学院教育を行っています。研究所の多くは文部科学省か
ら「共同利用・共同研究拠点」に認定されており、日本全国、また世界各地から研究者が集い、グローバルな教育・研究環境
を提供しています。
　また、各研究科の附属研究施設や海外交流拠点が国内外に設置されており、京都大学における多彩な研究活動を支えています。
　第 3 点目は財政面の体力です。高等教育への財政支出が削減される昨今、厳しい経営状態に置かれた国立大学の中にあって、
文部科学省の世界トップレベル国際研究拠点形成促進プロジェクトをはじめ、国際化拠点整備事業（グローバル 30）や大学の
世界展開力強化事業、並びに博士課程教育リーディングプログラムなど数多くの国家事業に採択され、充実した教育・研究サー
ビスを行っています。大学院生に対する経済的支援の具体例をあげますと、TA・RA への採用や京都大学独自の授業料免除枠
拡大による経済生活支援はもちろん、各研究科・専攻等においては学会発表旅費等の研究経費の支援が行われています。

京都大学の将来展望
近年の高等教育への公的資金投入の縮小や博士課程への進学率の低下などの厳しい事態が生じるなか、
京都大学が今後も魅力を保ち続けるための戦略、将来展望についてお聞かせください。

　京都大学は、自由の学風のもと「対話を根幹とした自学・自習」の精神を掲げ、常に研究・教育の自主性・自発性を重んじ
てきました。各分野の独創的な研究により、ノーベル賞やフィールズ賞受賞者をはじめとした世界に誇る研究者を多数輩出し
ていることから、研究型大学と言われています。ただし、その礎は何より学部、大学院における教育にあります。
　本学は、さらなる飛躍を遂げられるよう、新たな教育支援、学生支援、国際教育支援策の実現に向けて歩みを進めています。
とりわけ国際化については、グローバル 30 の拠点大学として認定され、積極的に優秀な留学生を受け入れ、より一層の国際交
流の推進とその環境整備に全力を挙げているところです。また、日本人学生の海外留学と、外国人学生の戦略的受け入れを行
う外国の大学との協働教育を支援する「大学の世界展開力強化事業」には、京都大学から今までに 3 件の事業が採択されてい
ます。他にも、留学生の受け入れだけでなく、国際的に活躍できる高度な人材、真の国際人の養成を目指して、本学学生を国
際社会へ送り出す環境整備、例えば「留学のススメ」と題した説明会による情報提供や各種交流プログラムの実施などの様々
な取り組みを拡げています。2013 年度には、国際的総合課題の解決を担うグローバル・リーダー養成「博士課程教育リーディ
ングプログラム」は 5 件となりました。このことと関連して、「人類と地球社会の生存」に関わる社会課題を克服し、活力ある
社会の構築を先導するグローバル・リーダーの養成拠点として大学院総合生存学館を 2013 年 4 月 1 日に開設しました。さらに、
2014 年度から文部科学省が実施するスーパーグローバル大学創成支援事業（SGU）の申請に向け、着々と準備を進めています。
　その他、若手研究者を年俸制の特定教員として雇用し、自由な研究環境を提供する「白眉プロジェクト」、若手女性研究者へ
の顕彰事業である「たちばな賞」、授業料免除枠の拡大や TA・RA 制度による大学院生への経済的支援をはじめとした、優秀な
若手研究者に対する独自の積極的支援を推進し、引き続きより魅力ある大学づくりに邁進しています。
　以上のように、京都大学大学院では、次代を切り開く研究力・構想力・国際力・リーダー力を実践的に修得できるよう努め
ています。将来、世界的なリーダーにならんと志す皆さん、本学が誇る最高水準の研究教育環境で世界のオリジンとなる活躍
を目指しませんか !!

京
都
大
学
大
学
院
の
魅
力

淡
路
敏
之   

教
育
担
当
理
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ



大学院のカリキュラム

研
究
科
の
紹
介

29

京都大学
大学院

　各研究科の標準修業年限は5年であり、博士前期課程（前期2年の課程、本学では修士課程と呼んでいます）と博士後期課程（後期3年の
課程）に区分しています。ただし、医学研究科医学専攻、薬学研究科薬学専攻は 4年の博士課程、アジア・アフリカ地域研究研究科、総合生
存学館は5年一貫制の博士課程、地球環境学舎地球環境学専攻は修士課程修了者を対象として後期3年の課程だけの博士課程です。
　教育課程については、定められた単位（修士課程および医学研究科博士課程では30単位、博士後期課程では各研究科で規定）を修得し、かつ、
必要な研究指導を受けて、研究論文の審査と最終試験に合格すると修士もしくは博士の学位が授与されます。
　専門職大学院の標準修業年限は各専門職学位課程によって異なり、法学研究科法曹養成専攻は３年、それ以外の課程は２年となっています。
　教育課程については定められた単位及び定められた履修方法により修了し、修士（専門職）や法務博士（専門職）の学位が授与されます。
　なお、5年一貫制の博士課程教育リーディングプログラムの修了者には、博士（総合学術）または、当該プログラムを修めたことを証する学
位記が授与されます。

　京都大学大学院の学生は次世代を担う研究者・研究職あるいは高度な知

識と技能を持った実務者を養成する課程で、学部教育よりもさらに専門的

な知識を身につけ、自分自身で研究を行う能力や専門的な実務能力を日々

養っています。入学してくる学生は、学部と関連した大学院へ進学すること

が一般的ですが、異なる分野の大学院へ入学する学生も少なくありません。

　例えば本学の学部を卒業した学生がそのまま上位の研究科に進学する場合もあれば、研究分野によって独立研究科や実務家を目指し

て専門職大学院を選ぶ場合もあります。また大学院には他大学からの学生や社会人、留学生等様々な教育経験を持つ学生も数多く入学

してきます。京都大学ではこのような多種多様な経験・経歴を持つ学生を受け入れることのできる充実した大学院教育を提供しています。

■  文学研究科 30
■  教育学研究科 32
■  法学研究科 34
■  法科大学院（法曹養成専攻） 36
■  経済学研究科 38
■  理学研究科 40
■  医学研究科 44
■  社会健康医学系専攻 44
■  薬学研究科 48
■  工学研究科 50
■  農学研究科 54
■  人間・環境学研究科 58
■  エネルギー科学研究科 60
■  アジア・アフリカ地域研究研究科 62
■  情報学研究科 64
■  生命科学研究科 66
■  総合生存学館（思修館） 68
■  地球環境学堂・学舎 70
■  公共政策大学院 72
■  経営管理大学院 74

文学部

教育学部	

法学部	

	

経済学部	

理学部	

医学部	

	

薬学部	

工学部	

農学部

総合人間学部

学　部 大 学 院

■  独立研究科

■  学部を持つ大学院

■  専門職大学院

　京都大学には10の学士課程（学部）があり、それぞれが大
学院を備えています。
　大学院重点化が行われた現在は、大学院が主たる組織であり、
学部教育も提供しています。学部とつながる大学院は、総合人
間学部と統合した人間・環境学研究科、文学研究科、教育学研
究科、法学研究科、経済学研究科、理学研究科、医学研究科、
薬学研究科、工学研究科、農学研究科です。
　それぞれが、学士課程（学部）の教育を発展させた、高度な
研究と教育をおこなっています。

　京都大学には学部を持たない大学院課程、すなわち独立研
究科が６つあります。エネルギー科学研究科、アジア・アフリ
カ地域研究研究科、情報学研究科、生命科学研究科、総合生
存学館、地球環境学舎がそれにあたります。いずれの研究科
等においても多様な学部の卒業生を受け入れ、複合的学域の
創出・深化に携わる研究者や実務家の養成を主眼にした大学
院教育の体系化をめざしています。

　研究者・研究職養成に主眼をおいていた従来の修士課程と
は異なり、高度で専門的な職業能力をもった実務家を養成す
るための、新しい形の大学院です。現場で活躍する各分野の
スペシャリスト等も専任教員として招き、現場の複雑な問題を
解決するための知識と技能の獲得をめざした教育をおこなっ
ています。
　京都大学では、医学研究科で平成12（2000）年に専門大学
院として開設された社会健康医学系専攻が、平成 15（2003）
年専門職大学院となりました。また法学研究科では法曹養成
専攻（法科大学院）を平成16（2004）年に開設しました。さ
らに、平成18（2006）年には公共政策教育部（公共政策大学院）
および経営管理教育部（経営管理大学院）の２つの専門職大
学院が開設されました。



文学研究科
http://www.bun.kyoto-u.ac.jp/

□東洋文献文化学　□西洋文献文化学　□思想文化学
□歴史文化学　　　□行動文化学　　　□現代文化学

文学研究科は、1906 年以来、日本のみならず世界的な研究拠点として、人文科学・社会科学の発展に大きく貢献して
きました。本研究科が育成した人材は、学界及び社会の様々な分野で、現在も重要な役割を担っています。このよう
な豊かな学問の蓄積と、創造性に富んだ研究環境のもと、本研究科では、これからも国際的な研究者・教育者、さら
に社会に活躍する有能な人材を育ててゆくことを目標としています。

　京都大学大学院文学研究科は、京都大学創立以来の自由の学風を継承し、人文学の各分野の伝統を発展させつつ、他の学問分野との調和
や融合をはかりながら、人文学における世界最高水準の研究と教育を推進し、その成果を通じて人類の調和ある共存に貢献することを目的と
して、以下の目標を定めます。

　文学研究科には、文献文化学（東洋文献文化学、西洋文献文化
学）、思想文化学、歴史文化学、行動文化学、現代文化学の 5 つの専
攻があります。各専攻が対象とする範囲が広いので、ほぼ、人間や人
間の営みに関する全てのことが研究対象となります。
　本研究科に共通している研究態度は、空論に陥ることなく、実証
的に、且つ、幅広い視点で、人間を理解しようとする姿勢です。広く、
深く、しかも正しく理解するのは、難しいことですが、偏見をもたず
に、着実な調査と合理的な分析を行えば、必ず正しい理解に到達し
ます。そのとき学生・院生が才能や能力を最大限に発揮できるよう
に、教員は解答を与えることなく、共に議論し、共に考えて、新たな方
向が、自分自身でつかみ取ることができるように指導してゆくのも、
本研究科の特徴となっています。このような研究態度は、地味なも
のとなります。目立たないけれども、研究の発展のためには、その基
礎を確立し、広くしておかなければなりません。このような使命感
も、本研究科の共有する意識です。

　本研究科では、学生・院生が、これまで本研究科で研究されたこと
のない分野を研究することも、指導教員の専門とはまったく異なっ
た分野を研究することも歓迎しています。もちろん指導教員の専門
に近い研究をすることもできます。どちらかといえば指導教員と違っ
た分野を研究する方を評価します。また、本研究科では、後から来る
者は、先に行く者の誤りを訂正し、先行の者を追い越してゆくのが当
然であると考えています。
　ぼんやりと指導教員に従うことは評価しません。こういったことも
本研究科の特色と言ってよいでしょう。

●  人材養成に関する目的

●  文学研究科の特色

一、�京都大学大学院文学研究科は、人間の諸活動の原理的な解明
と、絶えず変化する環境の中でのそれらのもつ価値の問い直し
を通じて、思想、言語、文学、歴史、行動、さらに現代文化に関わ
る学術を教授・研究します。

一、�京都大学大学院文学研究科は、人類の文化の継承と調和ある共
存に寄与し、真に新しい文化を創造しうる卓越した学識と応用
能力を有する、学術研究者および高度専門職業人を育成しま
す。

一、�京都大学大学院文学研究科は、地域密着的な視点と地球規模の
広角的視点の両面から、京都・日本・アジアに固有の知的遺産の
維持・継承・発展に寄与すると同時に、人類の文化全般について
の多元的・総合的探求を推進します。

一、�京都大学大学院文学研究科は、地域連携と国際交流の強化を通
じて、教育と研究の成果を地域社会ならびに国際社会にひろく
還元します。

一、�京都大学大学院文学研究科は、人権を尊重し、環境に配慮した
運営を行うとともに、社会的な説明責任に応えます。
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Topics 文学研究科シンポジウムの開催 アジア研究教育ユニット

　12 月23日（月・祝）に、文学研究科附属応用哲学・倫理学教育研究セン
ターとの共催で、文学研究科の公開シンポジウム「上山春平記念シンポジ
ウム」が開催されました。今回のシンポジウムでは、戦後を代表する哲学者
のお一人であった上山春平・京都大学名誉教授（1921 〜 2012）の人柄と学
風をしのびつつ、その学的達成が持ちうる新たな可能性について活発な議
論がなされました。カント・弁証法・プラグマティズムといった狭義の哲学に
とどまらず、国家論・仏教思想・日本史・照葉樹林文化論等を縦横に論じた
上山教授のお仕事を反映して、登壇者の顔ぶれも多彩でした。第一部「上山
春平の宇宙」では、中島岳志先生（北海道大学）が上山国家論の今日的意義
を、山口輝臣先生（九州大学）が日本史学の立場から上山教授の歴史観を
それぞれ論じられました。続いて第二部「上山春平—人と学問」では、上山
教授と直接親交のあった、梅原猛先生（国際日本文化研究センター顧問）、
中川久定（京都大学名誉教授）、井狩彌介（京都大学名誉教授）、田ノ岡宏

（放射線影響協会理事）の各先生が「人間・上山春平」について、多彩なエピ
ソードを交えて語られました。

　2012 年 12 月、文学部・文学研究科、経済学部・経済学研究科、経営管理
大学院、アジア・アフリカ地域研究研究科、教育学部・教育学研究科、農学
部・農学研究科、東南アジア研究所、人文科学研究所、国際交流センターが
協力、50 以上にのぼる海外の大学・研究機関と連携した、京都大学アジア
研究教育ユニットが設置されました。その目的は、大きくまとめれば、（1）国
際的学際的協働による世界最高峰のアジア研究拠点の形成、（2）国際連携
大学院プログラムによるグローバル人材育成、（3）相互理解と問題解決の
ための現代アジア研究の国際共通基盤構築、の 3 点に要約されます。
　本ユニットには文化、社会、経済、環境の 4 部門が置かれ、従来の学部・
研究科の境界を超え、アジアにおける日本 /日本におけるアジアという視
点からの研究教育をすすめます。さらには、アジア以外の地域がアジア /日
本がどう理解しているか、アジア /日本は非アジアをどう把握するか、という
視角も期待されます。こうした目標を達成するために、参加部局の協力によ
る系統講義「京都で学ぶアジアと日本」を開設し、学部段階の〈知る（多文化
理解交流教育）〉、修士課程および学部 3・4 年次段階の〈学ぶ（国際連携専
門教育）〉、博士後期課程段階の〈創る（国際連携研究指導）〉という段階的
な教育を経て、語学力にすぐれ、現地感覚をそなえたリーダーの養成をめ
ざします。

海の歴史� 西洋史学専修　金澤�周作准教授
　西洋史学専修は、時代的には古代から近代まで、空間的にはヨーロッパのみな
らず世界各地の過去を対象にしています。私はその中でも近代のイギリスを研究
していますが、とくに、「海」の歴史に関心を持っています。イギリスは「七つの海」
を支配するようになったと言われますが、それはどこのどのような性質の海だっ
たのでしょうか。海をだれがいつどのように「支配」したというのでしょうか。海軍、
海賊、港湾、科学技術、経済、国際ルールなど、切り口は無数にあり（私は海難とい
うテーマに惹かれています）、イギリスの近代史はもとより、ヨーロッパやアジア、
ひいては世界の陸地中心の歴史の見方を、大きく刷新する可能性を秘めている
のです。

ロボットと子ども� 心理学専修　板倉�昭二教授
　心理学専修の中でも、私は発達科学を専門としています。発達科学は、年齢に
伴う行動や認知の様相の変化を、様々な手法を用いて研究する学問領域です。現
在、私は、赤ちゃんが行為の主体者であるエージェントをどのように認識するか
を、ヒト型ロボットを用いて調べています。例えば、機械的な動きしかできないロ
ボットに、他者と視線を交錯するような、社会的シグナルを持つ機能（アイコンタク
ト）を付与すると、赤ちゃんは、そのロボットの真似をするようになります。ロボット
を使うことによって、どのような振る舞いが、赤ちゃんにとって、人間らしいと判断
する要素になるかが見えてくるのです。

修士課程修了者の進路状況
〈主な就職先�〉� �大阪大学附属図書館事務職員、滋賀医科大学附属図書館事務職員 、

 国立国会図書館、日本学術振興会、国立病院機構近畿ブロック事務所、ニトリ、
 ソフトバンクテレコム、住友生命保険、日本アイビーエム、グリー

博士後期課程修了者の進路状況
〈主な就職先〉� 尾道市立大学芸術文化学部専任講師、

 京都大学（白眉プロジェクト助教　教務補佐員）、香港大学助教、京都哲学会事務局 

進学
（大学院）
50人就職

36人

その他
19人

研究紹介

進路
状況

（平成 25 年 5 月）

円グラフ：修士課程修了者の進路状況
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□教育科学　　□臨床教育学

昭和 28 年 4月、教育学及び教育方法学の２専攻をもって発足した大学院教育学研究科は、その後も社会の変化と学問
の展開を見据えながら改革を重ねてきました。平成 10 年には大学院重点化を実現し、21 世紀の社会に貢献しうる人材
の育成と理論的、実践的研究の高度化を図り、新たな発展を続けています。

教育学研究科
　本研究科は、教育と人間にかかわる多様な事象を対象とした諸
科学を考究することで、理論と実践とを結びつけた心・人間・社会に
ついての専門的に高度な識見ならびに卓越した研究能力を養成
し、さらに、広い視野と異質なものへの理解、多面的・総合的な思考
力と批判的判断力を形成し、人間らしさを擁護し促進する態度を啓
培することで、地球社会の調和ある共存に貢献できる高度な専門能
力を持つ人材の育成を目的とする。
　上記の目的を達成するため、多様かつ調和のとれた教育体系の
もと、学生の自発的な研究活動を支援し、理論と実践とを融合し、学
際的・国際的なフィールド経験を重視した教育を実現する。

教育科学専攻
　教育科学専攻は、教育の原理や歴史、人間の生涯発達・学習の過
程、それらを促進するための教育方法・学習環境のあり方、時間的
および空間的な広がりを視野に入れた教育体系などについて、諸
科学からアプローチすることで、理論と実践とを融合し現代教育の
諸問題を学際的・国際的に研究することのできる専門的に高度な識
見と研究能力を養成し、教育の改革・改善に寄与することのできる
人材の育成を目的とする。

臨床教育学専攻
　臨床教育学専攻は、心と人間の課題にかかわる諸科学を学び、人
間存在や人間関係についての専門的に高度な識見と研究能力を養
成することで、教育の個別性を重視し、個人が生き、悩む臨床の場の
中で問題の解決に当たり、そこから教育の再構築を図ることができ、
さらに心理臨床や教育実践に理論的かつ実践的に寄与することの
できる人材の育成を目的とする。

■教育科学専攻の目的
　人間の発達・学習の過程や、それらを促進するための教育方法・
技術のあり方、空間的な広がりと時間的な深まりを押さえた教育計
画などについて、諸科学からアプローチするものであり、また現代
教育の諸問題を総合的・学際的に研究するものであって、理論と実
践の結合を目指した教育を目的としている。

専修コース（教育科学専攻・修士課程）
　各専門分野が相互に協力・連携して、人間の生成と教育に関する
広範で複雑な諸現象に、総合的、学際的にアプローチし、今日及び
今後の教育の理論的、実践的課題の解決に取り組むことにより、高
度な専門性と独創性を備えた教育科学研究者を養成するとともに、
幅広い知識と柔軟な視野、確かな実践的能力を有する教育関係専
門家を養成することを目的としている。

■臨床教育学専攻の目的
　教育の個別性を重視し、個人が生き、悩む臨床の場の中で、問題
の解決に当たり、そこからの教育の再構築を図るもので、こころと人
間の問題を中心にして、人間形成に関わる人間関係や環境の分析を
行い、心理療法の開発や教育実践に寄与することを目的にしている。

第 2種（臨床教育学専攻・修士課程）
　臨床心理学と教育学を統合したより包括的・実践的な青少年の人
格研究と、教育理論の発展を目的とし、あわせて高度な教育相談の
専門家の養成と現職教員の再教育を行おうとするものである。
　そのため、学校教育、心理臨床、医療・福祉等の分野において専
門的知見を有する在職の社会人で、さらに高度の専門的能力を養
おうとする者を募集する。

臨床実践指導者養成コース（臨床教育学専攻・博士後期課程）
　臨床心理士の有資格者であり、多様な臨床経験を有する者で、臨
床心理士の臨床実践と臨床実践指導体験を基礎にした少人数教育
のなかで体験にもとづく討議とその討議をふまえた理論化を行うこ
とを目的とする。このような教育体制を通して研究・実践の両面にわ
たって、臨床心理士にさらに高度の専門的能力を涵養しようとする
ものである。

●  人材養成の目的

●  教育学研究科の特色
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Topics トピックスや最先端の研究紹介

修士課程修了者の進路状況
〈主な就職先�〉� �広島県教育委員会、ニトリ、科学技術振興機構、

 公益財団法人　京都市ユースサービス協会、名古屋市立南養護学校、インテリジェンス、
 報徳学園中・高等学校専任講師、岡山県高梁市高梁中学校専任講師、
 児童発達支援　きらぼし、岡山県立勝山高等学校教授 

博士後期課程修了者の進路状況
〈主な就職先〉� 鳴門教育大学准教授、山梨英和大学准教授、立命館大学講師、

 神戸松蔭女子学院大学講師、大阪城南女子短期大学講師、京都大学助教、
 日本学術振興会　特別研究員（PD）、NHK エンタープライズ　番組制作、
 順天堂大学医学部付属順天堂医院　臨床心理士 
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＊協力講座

□最先端の研究成果
　2007 〜 2011 年度の５年間、本研究科を拠点とするグローバル
COE「心が活きる教育のための国際的拠点」を実施しました。心理
学と教育学が連携し、イギリス、ドイツ、中国の大学等と連携する国
際シンポジウムを実施してきました（国内および相手国で開催）。各
種の学術専門誌に論文を掲載したほか、『幸福感を紡ぐ人間関係と
教育』（ナカニシヤ出版、2012 年）を刊行しました。これまでの研究
活動の成果は、ホームページ（http://www.educ.kyoto-u.ac.jp/
gcoe/）に公表しています。

□大学院生に対する研究科独自の研究支援
■「卓越した大学院拠点形成支援補助金」による博士後期課程大学

院への学修研究環境整備
（以下はグローバル COE の取り組みとして実施した。）
■「大学院生海外留学資金」
■�優れた個別研究プロジェクトへの支援「大学院生養成プログラム

研究費」
■大学院生の授業「研究開発コロキアム」への支援
■海外の学会での発表への支援

□国際化の取り組み
　本研究科は積極的な国際交流の推進を活動の重点の１つとし、
形式的な友好関係の確立にとどまらない実質的な交流活動を展開
してきています。東アジア地域では、ソウル大学校師範大学教育学
科、北京師範大学教育学部及び中国教育科学研究院と交流協定を
締結し、授業実施のための教員の相互派遣、大学院生の研究発表を
含む交流活動の実施、国際シンポジウムの開催や共同研究の実施
など多彩な交流活動に取り組んでいます。中国教育科学研究院と
の共同研究の成果は日中両国で刊行されています。欧米地域でも、
ロンドン大学教育研究所やランカスター大学心理学部、ベルリン自
由大学などと、教員や大学院生の交流が活発に進められています。

□教育実践コラボレーション・センター
　これまで進めてきた教育学研究科の共同プロジェクト「子どもの有能性と生命性
を育てる教育・研究推進事業」をさらに継承発展すべく現在も積極的な活動をおこ
なっています。センターでは現場から持ち込まれた具体的な問題に対応して、異分
野融合研究チームなどを組織して、教育学研究科としての組織的な対応をコーディ
ネートしています。具体的には「学校教育改善ユニット」「新しい教育関係ユニット」

「教育空間創造ユニット」「E.FORUM」の各分野で、京都周辺の学校や地域などと協
働する活動を推進し、大学院生も研究開発コロキアムなどを通じて、教員と共に
フィールドに関わりながら、理論的・実践的な教育・研究活動に参加しています。

□附属臨床教育実践研究センター
　現代社会の様々なこころの問題に対処すべく、本センターは 1997 年に設置されま
した。一般市民を対象に長年臨床実践活動を行ってきた心理教育相談室における個
別的な臨床活動が本センターの中心となっています（年間面接4,500時間以上実施）。
また、現職教員などを対象としたスーパーヴィジョンやリカレント教育講座、さらに、豊
富な臨床経験と学識を備えた外国人研究員を招へいし、市民向けの公開講座を毎年
実施しているのも特徴です。近年では、東日本大震災の支援を目的とした「こころの支
援室」をセンター内に立ち上げました。臨床実践のみならず、その研究と教育を不可
分のものとして実施し、社会への還元を目指しているのが本センターの特徴です。

□他部局との連携や協力講座について
　1998 年 4 月に大学院重点化の実現にあわせて、本研究科は、附属臨床教育実践
研究センターと高等教育教授システム開発センター（現、高等教育研究開発推進セ
ンタ－）の協力を得て、基幹講座 8，協力講座２に再編されました。
　さらに 2007 年 4 月発足のこころの未来研究センターおよび人文科学研究所の教
員も、協力教員として研究科の教育に参加しております。また本研究科を拠点とした
グローバル COEプログラムでは、高等教育研究開発推進センター、文学研究科、人
間・環境学研究科、こころの未来研究センター、霊長類研究所と連携して、教育と研究
を進めてきました。そのため、プログラム終了後も、部局を越えたゆるやかな連携関
係が継続しております。本研究科は、多くの他部局のスタッフと連携をはかることで、
より豊かな研究と教育を展開しております。

円グラフ：修士課程修了者の進路状況
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□法政理論　　□法曹養成（法科大学院）※

　　　　　　　　※法科大学院については、　P36 ～ 37 に詳細を記載しています。

法学研究科法政理論専攻では、広い視野に立って精深な学識を修め、法学政治学の分野における研究能力を養うこと
を目的として、原理的問題と現代社会への関心を共に備えた研究者としての修養を積む教育が行われています。それ
ぞれの研究テーマに関する論文指導が重視され、密度の濃い研究報告と討議を通して、優れた研究者に求められる能
力が研磨されていくことになります。法政理論専攻の修了者には、内外の研究・教育機関で研究者として活躍する途
が開かれています。

　法政理論専攻修士課程は、法学政治学の分野について、広い視
野に立った学識を修めるとともに、みずから課題を定めて研究を行
い、その研究成果を論文にまとめる能力を培うことを主な目的とし
ています。
　法政理論専攻博士後期課程は、法学政治学の分野について、み

ずからの研究計画に基づいて博士論文を完成させるとともに、原理
的問題と現代社会への関心を兼ね備えた国際的発信力のある人材
となるための高度な研究能力を涵養することを主な目的としていま
す。

　法政理論専攻修士課程は、上記の教育理念・目標をふまえ、法学
政治学に関する総合的な見識のほか、研究者・教育者となるべき豊
かな素養と能力を備えた人材を受け入れることを、基本方針として
います。なお、本研究科は、法律学の研究者を目指す者について、研
究志望科目（例えば、法史・国際法）や研究計画書の内容によって必

ずしも法科大学院を経る必要がないと見られる場合を除き、法科大
学院の教育課程を経ることが望ましいとの見解に立っています。
　法政理論専攻博士後期課程は、上記の教育理念・目標をふまえ、
法学政治学に関して高度の研究を遂行するにふさわしい豊かな素
養と能力を備えた人材を受け入れることを、基本方針としています。

●  教育理念・目標（人材養成に関する目的）

●  アドミッション・ポリシー

●  法学研究科の教育課程

博士号取得

博士後期課程
法政理論専攻

修了

進学 進学

一般選抜 外国人
特別選抜

他大学
修士課程
修了者等

修了

京都大学
公共政策
大学院

外国人
特別選抜

社会人
特別選抜

学科試験
論文試験

社会人 京都大学法学部卒業生 他学部・他大学卒業生 外国人留学生

修士号取得

修士課程

修了法曹養成専攻
（法科大学院）

法務博士号取得

専門職学位課程（未修者・既修者）

修了

高度専門
職業人

修士課程修了者の進路状況
〈主な就職先�〉� �千葉県庁、

 中国工商銀行、
 中国国際航空会社 

博士後期課程修了者の進路状況
〈主な就職先〉� 京都大学助教、

 東北大学准教授、
 静岡大学専任講師、
 中国山東大学講師 

進学
（大学院）
4人

就職
3人

その他
4人

進路
状況

（平成 25 年 5 月）　　　　　　　　円グラフ：　　　　　　　
　　　　　　　　修士課程修了者の進路状況
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法学研究科

法政理論専攻 法曹養成専攻（法科大学院）

※協力講座

　本研究科には、基礎法学、公法、民刑事法、政治学の 4 つの専門
研究分野がおかれています。法政理論専攻の院生はいずれかの専
門研究分野に所属し、指導教員の指導のもと、大学院でのスクーリ
ング（外国専門文献の講読・資料調査分析等が行われる）での指導、
論文執筆指導等を受けながら、みずからの研究計画を具体化し、研
究成果を論文へとまとめることにより、独立した研究者としての修養
を重ねていくことになります。法政理論専攻のカリキュラムでは、自
由選択制を基本とし、院生の自主的研究を尊重する姿勢をとってい
ます。
　修士課程（修業年限は 2 年）は募集人員を 15 名とし、その入学試
験には、学科試験、論文試験および京都大学法学部学生のみを対象
とする書類選考の 3 種類があります。また、外国人留学生に対して
は特別の入学制度が用意されています。そして、修士論文を提出し、
所定の試験に合格した者には、修士（法学）の学位が授与されます。
　博士後期課程（修業年限は 3 年）の学生定員は 30 人で、法政理
論専攻修士課程修了者のみならず、法曹養成専攻の修了者からの
進学者も受け入れる制度となっています。また、他大学で修士課程

（もしくは博士前期課程）または専門職学位課程を終えた者や高度
専門職の実務経験を有する者に対して編入を認める制度もあり、毎
年度 2 〜�3 名程度の合格者がいます。さらに、平成 20 年度入試か
ら外国人留学生に対する特別選抜も開始しました。
　博士後期課程では、大学院での研究の集大成として論文を書き
上げて公表することが大きな目標となります。そのうえで、博士論文
を仕上げて学位を申請し、所定の試験に合格すると、博士（法学）の
学位が授与されます。博士学位の取得を促進・支援するものとして、
年度ごとに院生に当該年度における学習状況及び博士論文作成に
向けた進捗状況を記載した文書を作成させ、これをもとにして個々
の院生の研究進捗状況を把握するほか、年に 2 回、予備審査を経て
博士論文審査を受ける機会を設けています。この制度は平成 18 年
度より実施し、申請数・学位付与数のいずれの面でも飛躍的な改善
の成果を挙げています（なお、博士（法学）の学位は、学術論文を本
研究料に提出して学位を申請し、論文審査および所定の口述試験・
語学試験・専門科目試験に合格することにより授与されることもあり
ます〔いわゆる論文博士〕）。博士後期課程を終えた者は、大学の教
職その他の研究職に進路を求めるのが通例です。本研究科は、旧制
大学院以来、今日に至るまで、優秀な人材を輩出し、博士後期課程
修了者は、国内外において質量両面ですぐれた研究実績を重ね、重
要な社会的貢献を行っています。

法学研究科法政理論専攻の特色
Topics 学生紹介

　私はタイのチュラロンコン大学法学部を卒業し、本
研究科の研究生を経て修士課程に入学しました。母語
ではない日本語で法学を研究するのはやはり難しい
ですが、素晴らしい先生のご指導、優秀な先輩の方々
の寛大さ、図書館の豊富な蔵書、整備されたインターネットデータベース、
学会・研究会における研究者との交流等、本研究科の恵まれた環境のもと
に、実り豊かな留学生活を送っています。日本のみならず、アメリカ、ヨー
ロッパ、東アジアの法律についても理解が深まり、これからの私の法学研究
の礎を築く絶好の機会と考えています。今後、より多くの外国の方も本研究
科に入学されることを願っています。

　私は京都大学法学部から修士課程に進学しました。
法学研究科では研究室に一人一つの机が与えられ、研
究に集中する環境が整っています。また、京都大学だ
けでなく京都市内や京阪神の他大学で開催される講
演会や研究会に参加できる機会にも恵まれています。そして、学界を代表
される先生方の学問への真摯かつ熱意ある姿勢に研究者としてのあり方
を感じ、私のモチベーションになっています。大学院でも自由な校風の下、
一層の自主性が必要となりますが、こうした環境を活用して政治学を研究
したい方のご進学を願っています。

　法政理論専攻の学生には、LAN 環境が整備された複数の共同研究室を
用意し、各研究室内で個人専用の 1 人 1 机を確保しています。共同研究室
を利用する時間帯についても、特別の制限は設けていません。図書室及び
配架図書の利用面でも、研究に必要な便宜を十分に図っています。
　法学研究科は、教育支援体制としてTA 制度を導入しています。また、学
術研究の一層の推進に資する研究支援体制を充実・強化し、若手研究員の
養成・確保を促進することを目的に、RA 制度を設けています。これらの補
助的業務に携わることで、経済的な支援が得られるだけでなく、教育能力の
訓練等の機会が与えられ、共同研究に携わる機会を与えることで研究能力
の向上と本人自身の研究の進展に大きく役立っています。
　また、法科大学院から博士後期課程への進学を促進するために、博士後
期課程の学生のうち、法務博士の学位取得者で、特に優れた資質があり、優
れた研究成果を挙げることが期待できる者を特定研究学生として採用し
て、経済的支援を与える（RAとして採用し、奨学金のほか、自発的な研究活
動や語学研修について実費を支援する等）こととしています。
　留学生支援に関しては、留学生担当教員として専任講師を配置し、教育
面に限らず、生活面も含めて、幅広く指導を行っています。随時、スクーリン
グで発表する日本語原稿や専門分野の用語の指導、チューターとのコミュ
ニケーション、奨学金、住宅、書類の記入方法等について助言と指導を行
い、さらに安定した生活環境の維持のため、できる限り学生との接触を保
ち、生活状況の把握に努めています。

法政理論専攻・修士課程1年（民刑事法分野）
サンアルンシリ　シニーさん

法政理論専攻・修士課程 1年（政治学分野）
土井�翔平さん

□学生への学修支援

修士課程修了者の進路状況
〈主な就職先�〉� �千葉県庁、

 中国工商銀行、
 中国国際航空会社 

博士後期課程修了者の進路状況
〈主な就職先〉� 京都大学助教、

 東北大学准教授、
 静岡大学専任講師、
 中国山東大学講師 
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（専門職大学院）

京都大学法学部・法学研究科は、これまで、わが国において指導的役割を果たす実務法曹を数多く生み出してきました。
この伝統を踏まえて、本法科大学院は、優れた理論的能力と高い責任感を兼ね備えた創造的な力を持つ法曹を養成す
ることを目標としています。入学者の選抜に当たっては、公平性、開放性、多様性の確保に重点を置き、大学での学
修分野を問わず、かつ、社会的経験を有する者も含めて、優れた素質を有する人材を広く受け入れます。

　本法科大学院は、自主・独立の精神と批判的討議を重んずる本学
の伝統を継承し、多くの優れた研究者・実務家教員を擁する自由闊
達な教育環境の中で、法制度に関する原理的・体系的理解、緻密な
論理的思考能力、法曹としての高い責任感を涵養し、社会の抱える
構造的な課題や最先端の法的問題に取り組むことのできる総合的

な法的能力の育成を図ります。そして理論と実務を架橋するこのよ
うな高度な教育を通じて、法の精神が息づく自由で公正な社会の実
現のため、幅広い分野において指導的な役割を果たす創造力ある
法曹を輩出します。

1� 討議を重視した少人数教育
� 　法制度を多角的に分析し、批判的思考能力や法的な対話能力

を高めるために、討議を重視した少人数教育を行います。また、
討議形式による授業の充実を図るために、高度な理論水準を備
えるとともに問題探究型の思考を育成しうる教材を用います。

2� 法制度に関する原理的・体系的理解と論理的思考能力の涵養
� 　実務への確実な架橋は、堅固な理論的基礎の上にのみ可能

です。そのため、本法科大学院は、法制度に関する原理的・体系
的理解の習得を図り、論理的思考能力を十分に養成するため、
研究者教員による基礎科目や基幹科目教育の充実に努めてい
ます。

　� 　また、理論と実務の緊密な関連を図るために、基幹科目をお
いては、理論的な科目と実務的な科目を有機的に編成するよう
配慮しています。

3� 多様な専門性と総合的な能力の向上
� 　最先端の法的問題に取り組む能力や、法的諸問題を社会構造

や歴史軸の中に的確に位置付ける広い視野を育成するために、
選択科目Ⅰ及び選択科目Ⅱにおいて、多様な基礎法学・隣接科
目及び展開・先端的科目を開設し、各人の目標に従って必要な
科目が体系的に履修できるカリキュラム編成を行っています。

4� 創造的な知的探究心の涵養と実務への架橋
� 　創造的な能力は、自らが創造的な活動に携わることなくして

涵養されることはありません。このような認識に立って、本法科
大学院は、密度の高い議論が可能な演習形式の授業の履修と
リサーチペーパーの作成を推奨しています。また、エクスターン
シップや民事弁護実務演習、模擬裁判などを実施し、最先端で
活躍する実務家による直接的な指導が受けられる体制を整備
しています。

●  基本理念・教育目標（人材育成に関する目的）

●  教育方法

―自由で公正な社会の実現を担う創造力のある法曹の育成を目指して―

上記教育目標を実現するため、本法科大学院では、次に掲げる点を重視した教育を行います。

学生の募集
　本法科大学院は、法学の基礎的学識を既に有している者（法
学既修者）だけではなく、法学未修者も広く受け入れます。募集
人員（平成 26 年度）は 160 名（法学未修者枠 35 名程度、法学
既修者枠 125 名程度）です。
　例年 6 月に募集要項の配付を開始しています。

修了要件と学位
　本法科大学院を修了するには、3 年間在籍し、所定の成績要
件を満たして 96 単位以上を修得することが必要です。法学既修
者として入学した者は、1 年間在籍し、すべての基礎科目を履修
したものとして扱われますので、2 年間在籍し、所定の成績要件
を満たして 68 単位以上を修得すれば、課程を修了することがで
きます。
　課程修了者には、法務博士（専門職）の学位が授与されます。
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法科大学院
Law School

□カリキュラム・ポリシー
1. 自主・独立の精神と批判的討議を重んずる本学の伝統を継承し、自由闊達な教育環境の中で、新たな時代を担う優れた法曹を養成する。

2. 法制度に関する原理的・体系的理解、緻密な論理的思考能力、法曹としての高い責任感を涵養する。

3. 社会の抱える構造的な課題や最先端の法的問題に取り組むことのできる総合的な法的能力の育成を図る。

4. �理論と実践を架橋する高度な教育を通じて、法の精神が息づく自由で公正な社会の実現のため、幅広い分野において指導的な役割を果たす創造力ある

法曹を養成する。

　法科大学院棟の 1 階及び 2 階には、合計座席数 486 の自習室が
あります。1 階の自習室の地下には開架式の書架があり、基本的な
書物や雑誌を 1 階の自習室で読むことができます。また、自習室に
は無線 LAN が設置されていますので、無線 LAN に対応したノート
型パソコンを持参すれば、インターネットに接続して各種の情報を

検索することができます。とりわけ、学生各人に法科大学院教育支
援システムのサーヴィスを受けるためのユーザ ID が貸与されます
ので、自習室以外でもインターネットに接続できる環境があれば、
同サーヴィスを利用して法律情報の検索をすることができます。ま
た、法科大学院棟には個人用ロッカーを設置しています。

カリキュラム

施設・設備

修了者数・司法試験合格者

教員数（平成 25 年度）

　本法科大学院では、多様な科目を段階的に配当します。理論的部分について、まず基礎的・体系的知識を固めたうえで、応用・実践能力、さ
らには先端的問題の解決能力を養成し、これと並行する形で実務の基礎教育も行うことによって、法曹として活動するために必要な能力の涵
養をめざします。

□基礎科目　【全科目必修】1年次配当
　基本的な法分野について、その理論構造や基礎概

念を理解し、法的思考の基本的枠組みを習得するた

めの科目。法学既修者は履修が免除されます。

□基幹科目　【全科目必修】2・3年次配当
　基礎的・体系的な法知識を具体的事例に適用する

ために必要となる法的分析・処理能力を習得するとと

もに、法曹に要求される基礎的な実務的技能及び倫

理感を身につけるための科目。

□実務選択科目　【2単位以上の選択必修】2・3年次又は 3年次配当
　法律事務所での研修やシミュレーション等の実習を通じて、法律知識の実践的意義を理解

し、実務への移行をよりスムーズなものとするための科目。

□選択科目Ⅰ　【4単位以上の選択必修】2・3年次配当（一部 1年次にも配当）
　政治学などの隣接領域や基礎法学など、広い視野から法や法実務、さらには法曹の意義や

役割を分析することで、人間や社会、法律問題に対する洞察力を深めるための科目。

□選択科目Ⅱ　【12単位以上の選択必修】2・3年次又は 3年次配当
　実務上重要である多様な法分野に関する基礎的理解を得るとともに、最先端の、あるいは

複合的な法律問題を分析することで、法曹としてのより高度な実践的能力を得るための科目。

修了者数

年度 修了者数

平成 20 年度 187 名

平成 21 年度 192 名

平成 22 年度 202 名

平成 23 年度 164 名

平成 24 年度 160 名

司法試験合格者

出願者
受験者 合格者

合計 未修者 既修者 合計 未修者 既修者
平成 21 年 333 288 83 205 145 25 120

平成 22 年 337 277 84 193 135 16 119

平成 23 年 371 315 100 215 172 37 135

平成 24 年 319 280 90 190 152 30 122

平成 25 年 282 246 77 169 129 24 105

　
専
任
教
員

38 名

専任 33 名（うち、実務家教員 5 名）

みなし専任 � 5 名

兼担教員 17 名

兼任教員 44 名
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□経済学

京都大学大学院経済学研究科は、自由と自主を尊重する気風とアカデミックで独創的な研究を大切にする伝統を誇っ
ています。この雰囲気の中で、大学院生は豊かな教養と学識を身につけるとともに、創造性と高度な専門能力を有す
る研究者として、また先端的な専門知識と基礎的分析能力を備えた専門的職業人として、育ってきました。

　修士課程では、研究者を目指す人に対して、授業および修士論文

作成を中心にした個人指導により、経済学と関連領域の蓄積を継承

させ、研究に必須の基礎学力および分析能力を身に付けさせること

を目標としています。博士後期課程では、自由と自主を尊重する学

風のもと、修士学位を取得したのちに博士学位（経済学）の取得を

目指す人に研究の場と指導を提供し、経済学の先端的課題や経済

社会の諸問題に果敢に挑戦し、社会の期待に応えられる研究者を

養成することを目的としています。平和かつ豊かで調和ある地球社

会とその輝かしい未来の構築に寄与するという、わが国の学術の崇

高な理念に照らして、経済学という学問の知恵、知識、技術を通じて

現代社会の様々な課題に貢献することのできる創造的能力をもっ

た専門的人材を育成することが研究科の教育の基本理念です。

　この理念を実現するために、わが研究科では多様で高度な専門

能力をもつ教員を擁し、経済哲学から理論、歴史、政策、応用経済

学、経営・会計学等の諸分野にわたる幅広い教育をおこなっていま

す。多元的な研究方法と多様性に富む研究課題も尊重されていま

す。研究科では、多数の演習とワークショップを設け、諸外国や学外

からも多数の研究者を招き、様々なプロジェクトをおこなっていま

すが、大学院生は個人指導を受けるほかにそれらにも積極的に参

加して研究能力を高めています。こうした経験を通じて、広範な知識

と、専門家としての論理的かつ独創的な分析力を備え、国際的な視

野をもち、今日の社会の複雑で多様な要請に応える創造的・開拓者

的な研究者へと成長することが望まれます。また、研究科を修了す

る多くの人は、将来、教育・学術・その他の分野において指導的役割

を果たすことが期待されているので、公正で寛容、かつ人間愛豊か

な人格を磨くことも目標の一つです。

　本大学院教育の中軸は研究者養成を中心とするコースで、これを

博士コースと呼びます。このコースでは、これまで修士課程を博士

前期課程、博士課程を博士後期課程と称し、原則として5 年一貫の

教育研究を行ってきました。今後もこの研究者養成を主眼とした 5

年一貫の博士コースの教育研究をいっそう充実したものにします。

　本大学院の特徴は、社会人、留学生のみならず、本学以外の他大

学出身者をも多数受け入れるなど、オープンな教育システムを採っ

ていることです。また、平成 24 年度から博士後期課程編入学を拡大

し、社会人経験者の特別選抜などによって、多様なバック・グラウン

ドをもった優秀な人材に門戸を開くこととしました。

　いま一つの特徴は指導教員による個別指導を重視していること

です。指導教員は、一定の水準に達した大学院生の研究について、

論文指導を行いつつ、『経済論叢』、『調査と研究』、’The�Kyoto�

Economic�Review’ をはじめとする学術誌に公表するよう奨励して

います。

　本大学院で修士学位を授与された者は、新制の大学院になって

からの累計で平成 25 年 3 月現在 1586 名に達しており、その多くが

研究者となって研究職に就き、内外の経済学界で活躍しています。

修士学位を持つ専門職業人として、企業、官庁などで能力を発揮す

る方々も着実に増加してきました。

　本研究科はこれまで多くの博士学位を出してきています。最近の

特徴は大学院博士課程での研究を学位請求論文として提出し博士

課程を修了するいわゆる課程博士が増加していることです。平成 25

年 3 月現在で累計 480 名の課程博士の取得があり、そのうちには

留学生も含まれています。また、大学院での課程と結びつかない論

文を提出して学位を得るいわゆる論文博士（新制）の累計は同 377

名に達しています。

●  教育方針と教育理念（人材養成に関する目的）

●  経済学研究科の特色
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概略図

Topics 研究と教育のトピックス 国際的な協働と発信

□行動経済学研究：タバコ税の試算にも活用
　依田高典教授の研究室では、行動経済学という新しい人間行動の解明研
究に取り組み、その成果は経済学や医学の国際学術雑誌を通じて発表さ
れ、新聞・雑誌・テレビでも注目されています。例えば、タバコを吸う人の経
済心理学的特性を明らかにし、それらの知見を踏まえた禁煙政策を提言
し、日本政府のタバコ税の試算などにも一役買っています。

□ 10 月入学の東アジア持続的経済発展研究コース
　2009 年度より海外からの応募者を直接受け付けて 10 月に入学させる
留学生コース（修士＋博士後期）を設置しました。このコースでは国際的な
授業を行うとともに学生と一緒に行うフィールドリサーチを重視します。な
お、応募者の内数名の成績優秀者を国費留学生優先配置に推薦します。
2013 年 9 月には 9 名が修士課程を修了し、修了者のうち 6 名が博士後期
課程へ進学しました。

□環境経済研究
　諸富徹教授の研究室では、財政学と環境経済学の研究を通じて、「持続
可能な発展」とそれを実現する政策のあり方を探求しています。社会経済
構造が大きく変動する中で、持続可能な財政構造と政策手段（環境税や排
出量取引制度）の必要性は高まる一方です。経済分析に基づいて具体的な
政策提言や税制改革の提案を行うなど、理論と現実を架橋する研究に取り
組んでいます。

□プロジェクトセンターと金融研究教育センター
　研究科附属プロジェクトセンターは、学内外の研究員やリサーチ・フェ
ローをメンバーに加え、国際協力機構（JICA）や三菱総合研究所との共同研
究をはじめとして、開かれた産官学連携活動を推進しています。また三井
住友銀行金融研究教育センターには、金融・経済分析のための大規模デー
タベースを配備し、世界の様々な経済データにアクセスすることが可能と
なっています。

□アジア自動車シンポジウム
　経済学研究科では、積極的に国際交流を進めています。毎年、多数の外
国人学者が訪れ、セミナーやワークショップを開催しています。特にアジア
の自動車産業をテーマとする大規模なシンポジウムを毎年、京都と東京で
開催しています。

□東アジア経済研究センター
　経済学研究科では 2002 年に上海センターを設置し、中国を中心とした
東アジア経済の研究と交流を推進してきましたが、2010 年には東アジア
経済研究センターと改称し、研究交流範囲を東南アジアにまで拡大しまし
た。東アジア経済研究センター協力会の支援を得て、国際会議、講演会、研
究会などを開催するとともに、毎週東アジアセンター・ニューズレターを発
行して、現地情報を提供しています。また、研究者年報も刊行しています。

□国際英文誌 The Kyoto Economic Review
　経済学の領域で日本最初の英文学術雑誌であったThe�Kyoto�University�
Economic�Review は、2004 年 度 か ら 誌 名 を The�Kyoto�Economic�
Review に変えて、学外・国外からも投稿を受け付けるレフェリー誌として再
出発しました。

□学部生・大学院生の海外派遣
　経済学研究科では、京都エラスムス計画などを通じて大学院生の海外派
遣も盛んに行っています。2012 年度からは、「世界展開力の強化事業」が
始まり、多くの学部生・大学院生をアジア諸国へ派遣しています。

□日中韓交流協定
　かねてから交流のあった中国人民大学経済学院に「連合経済研究中心」
が設立されたのが 2009 年 9 月でしたが、2010 年秋には韓国の慶北大学
経済学研究科も加えて三研究科の交流と学生の交換協定を結びました。こ
れによって東アジアの将来を見据えた協働プログラムが開始されました。

修士課程修了者の進路状況
〈主な就職先�〉� �ＫＣＭ、仙台市役所、ノブレス・セントラル、中国・監査部門アソシエイト、京都市役所、

 みずほ第一フィナンシャルテクノロジー、アルパック株式会社地域計画建築研究所、
 ＮＴＴデータ、京都信用金庫、みずほコーポレート銀行 

博士後期課程修了者の進路状況
〈主な就職先〉� 福岡大学、帝塚山大学、独立行政法人経済産業研究所、

 テクノアカデミー会津職業能力開発短期大学校、
 新日本アーンストアンドヤング税理士法人、株式会社山陽精機、京都大学、
 三井物産株式会社、文部科学省科学技術政策研究所 

進学
（大学院）
19人就職

13人

その他
9人

円グラフ：修士課程修了者の進路状況

進路
状況

（平成 25 年 5 月）
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理学研究科
http://www.sci.kyoto-u.ac.jp/

□数学・数理解析　　□物理学・宇宙物理学　　□地球惑星科学　　□化学　　□生物科学

理学研究科は、学問的創造を何よりも大切にする自由な学風のもとに、これまで数学、物理学・宇宙物理学、地球惑
星科学、化学、生物科学の各分野において独創的な研究成果を数多くあげ、また霊長類研究などの新しい学問分野を
開拓し、ノーベル賞やフィールズ賞受賞者をはじめとして国際的舞台で活躍する多くの優れた研究者を輩出してきま
した。

　理学研究科は、京都大学の中でも最も長い歴史を持つ部局です。

自由の学風のもと、自然界の普遍的な原理や法則の探求を通じて、

さまざまな分野において現在まで連なる学問の系譜を創りあげ、多

数の独創的研究者を輩出してきました。その成果は、5 名のノーベ

ル賞受賞者、2 名のフィールズ賞受賞者、日本人唯一のガウス賞受

賞者、3 名のガードナー国際賞受賞者などの形で世界的に高く評

価され、常に我が国の理学分野の先頭に立って、その発展を主導し

てきました。

　理学研究科には、宇宙物理学、数理生物学、霊長類学など新しい

研究分野をいくつも開拓してきた伝統が、今でも脈々と息づいてい

ます。こうした学問の創造や開拓は、研究や教育に対する自由な雰

囲気の中で生まれ育つものであり、一朝一夕につくられるものでは

ありません。このような環境のもと、個々の教員や学生の間の対話を

根幹とした教育活動、研究プロジェクトが進められています。

　本研究科は、理学の深く幅広い理解に基づく豊かな創造性、柔軟

な思考力と優れた問題解決能力を有する人材の育成を通じて、人

類の知的資産形成への寄与など人類社会への福祉に貢献すること

を目標とする。特に、自ら問題を見つけ、理学における新たな知の地

平を切り開くことのできる優れた研究者の養成を目指す。

●  研究科の特色

●  人材養成の目的

科学知の創生と発展

　理学は自然現象を支配する原理や法則を探求する学問であり、そ

の活動を通じて人類の知的財産としての文化の深く大きな発展に

資するとともに、人類全体の生活向上と福祉に貢献する知的営為で

ある。

　京都大学大学院理学研究科は、設立以来、自由な学風のもとに、

数学、物理学・宇宙物理学、地球惑星科学、化学、生物科学の各分野

において独創的な研究成果を数多くあげ、国際的舞台で活躍する

多くの優れた研究者を輩出してきた。理学研究科の教育活動の目

標は、大学院生一人一人が、自然科学の基礎体系を深く習得したう

えで、それを独創的に展開する能力や、個々の知識を総合化して新

たな知的価値を創出する能力を身につけ、優れた研究者や責任あ

る職業人として自立してゆくことにある。このような目標に鑑みて、

理学研究科は優れた理学の基礎的能力と粘り強く研究をすすめる

姿勢を持つ学生を求めており、修士課程、博士後期課程とも、以下の

ような学生像を期待している。

アドミッション・ポリシー

理学研究科が望む学生像
■ 優れた科学的素養・論理的合理的思考力と語学能力を擁し、

粘り強く問題解決を試みる人。
■ 自由を尊重し、既成の権威や概念を無批判に受け入れず、自

ら考え、新しい知を吸収し創造する姿勢を持つ人。
■ 自然科学の進歩を担う研究者、およびその普及・社会的還元

に携わることを目指す人。
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概略図

修士課程修了者の進路状況
〈主な就職先�〉� �旭化成、気象庁、京都府庁、住友化学、住友電気工業、第一生命保険、

 鉄道建設・運輸施設整備支援機構、東芝、ニコン、
 野村総合研究所  

博士後期課程修了者の進路状況
〈主な就職先〉� 京都大学、大阪大学、東京大学、理化学研究所、高エネルギー加速器研究機構、

 東芝、日本電信通話、旭化成ケミカルズ、EPS、
 医学生物学研究所 

進学
（大学院）
124人就職

132人

その他
8人

円グラフ：修士課程修了者の進路状況

進路
状況

（平成 25 年 5 月）

　理学は自然現象を支配する原理・法則を探求する学問である。本
研究科では理学への深く幅広い理解に基づく豊かな創造性と柔軟
な思考力と優れた問題解決能力を有する人材の育成をめざしてい
る。京都大学の特徴として、「自由の学風」が挙げられ、学生の自学自
習を促すことが提唱されている。理学研究科はこの精神を重視し、
大学院生が能動的、積極的に学問に取り組み、自ら問題を発掘しそ
の解決に向け柔軟かつ粘り強く立ち向かう研究者等として成長する
ことを期待している。修士課程では理学研究を遂行するのに必要な
基礎知識・研究手法・問題解決能力を身につけ、博士後期課程では
自ら課題を設定して研究を企画、遂行してオリジナル論文としてまと
めあげる能力を身につけることを教育目標としている。
　修士課程では、大学院生が学部での基礎的科学体系の修得に基
づき理学研究に従事するための先端的知識、研究手法、科学英語使
用能力等を身につけ、さらに問題発見・解決能力を大きく伸ばして
いくことを目標としている。その実現に向け各専攻は分野の特徴に

合わせて、特殊研究を中心に講義、ゼミナール、演習、実験などから
なるカリキュラムを用意している。さらに広い視野を持つ人材を育
てるという観点から、所属する専攻や、系分野以外の科目を履修す
ることを奨励している。
　博士後期課程では、修士課程までに培った能力を土台として、基
礎科学の本質的前進に寄与する研究を行うことが求められる。学生
自身が企画段階から研究実施そして成果をまとめて論文発表する
までの一連の作業を遂行することにより、自立した研究者としての
第一歩を踏み出すことを期待している。そのため特殊研究とゼミ
ナールを中心に研究指導を行い、その研修の成果を基に、研究指導
を受けたことの認定を行う。また博士後期課程においても専門領域
に閉じこもらず、幅広い学問的関心を維持することを推奨している。
博士後期課程では、研究成果を集大成した博士学位論文の作成と
学位取得を大学院生の最終目標に設定している。

修士課程
　理学研究を遂行するのに必要な基礎知識、研究手法、問題解決能
力を身につけるという理学研究科修士課程の教育目標に照らして、
専攻科目等の修得および研究成果が基準を満たすことを判定する
ために、以下の通り修了（学位取得）要件を定めている。
・２年以上在学して研究指導を受けること。
・専攻科目につき30 単位以上を取得すること。
・修士論文の審査及び試験に合格すること。
　修士論文は、指導教員を含む複数の審査委員により審査される。
学生は修士論文発表会（または審査会）において論文の内容を発表
しなくてはならない。

博士後期課程
　理学の発展に寄与する先端的な研究を通じて、自ら課題を設定し
て研究を企画・遂行してオリジナル論文としてまとめあげる能力を
身につけるという理学研究科博士後期課程の教育目標に照らして、
研究活動および業績が基準を満たすことを判定するために、以下の
通り修了（学位取得）要件を定めている。
　・３年以上在学すること。
　・必要な研究指導を受けること。
　・博士の学位論文を作成して審査に合格すること。
　ただし、在学年限については、特に優れた研究業績を挙げた者に
ついては、所属専攻の同意の下で、修士課程と通算して３年以上の
在学をもって足りるものとすることがある。
　博士論文の形式および学位論文審査については、理学研究科規程

（「博士学位論文の形式と公表の方法および審査について」）に定め
る。
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理学研究科

　数学は、数、図形、数量の変化などの背後にある法則を明らかに
することを目指す学問である。その長い歴史のなかで確固とした体
系を築いて来たが、現在でも多くの新しい問題が、その内部から、ま
た物理学、生物学、経済学など他の科学からの影響の元に生まれ、
それらを解決するために新たな理論が次々に創出されている。また
数学は、その普遍的な性質により、自然科学は勿論のこと、情報科
学、経済学など多くの分野とのつながりを持つようになっている。
　大学院教育においては研究における実績をもとに世界をリード
する次世代研究者の育成を目指して大きな成果を上げている。一方
数学の研究者以外にも社会で活躍している多くの卒業生がいる。特
に大学院重点化以降は保険数学の連携併任講座を設置するなどの
取り組みを通じてアクチュアリーを始め「数学についての高度な専
門知識を持って社会で活躍する人材」の育成にも努めている。さら
に優秀な中高教員育成にも努力している。

　物理学・宇宙物理学専攻は三つの教室から構成されている。
　物理学第一教室は物性物理学、統計物理学、非線形物理学を中
心とした分野を、物理学第二教室は素粒子物理・原子核物理・宇宙
物理を中心に、自然界の普遍的な基本法則を解明することを目指し
ている。宇宙物理学教室は宇宙における諸現象を天文学及び天体
物理の手法に基づいて解明することを目的としている。
　物理学・宇宙物理学専攻では、理論的および実験・観測的研究の
双方がおこなわれ、幅広くそれぞれの分野の重要課題に取り組んで
いる。常に特徴のある研究を行い、世界トップレベルの研究水準を
維持することと、そのなかで次代を担う優秀な研究者を養成するこ
とを目標としている。

専攻（系・分野）基幹講座の概要

数学・数理解析専攻

物理学・宇宙物理学専攻

Topics

Topics

Topics

学生紹介

教員紹介

　ASTRO-H は日本が 2015 年度に打ち上げる予定の X 線天文衛星
です。幅広いエネルギー帯域で精密観測するために先進的な観測機
器を多数搭載しています。私はその中の一つ、軟 X 線撮像分光器（X
線 CCDカメラ）を開発しており、今はその最終段階です。京大の私た
ちの研究室で、衛星搭載の試作品の各種の機能の確認、問題点の洗
い出し、さらなる性能向上を目指した試験を行ってきました。そして、
今まさに（2013 年秋）実際に宇宙へ行く装置を目の前にして、最終的
な試験と地上較正を京大で
行っております。私たちは研究
室をあげて試験を進めていま
す。毎日の実験は大変ですが、
目の前にある検出器が宇宙に
飛んで観測を行うと思うと、良
い意味で緊張しますし充実感
があります。

　浅岡准教授は力学系の研究を行っています。それは数学のみなら
ず理学・工学などの様々な分野で、常微分方程式や写像の反復合成と
して現れ、決定論的法則に従って時間発展するシステムを数学的に
定式化したものです。力学系の研究は、Smaleとその後継者たちに
よる双曲力学系理論の確立と、それを用いた C^1 構造安定性�予想
の解決を足場として、1980 年代後半から様々な方向に発展していま
す。その主要な方向の 1 つに、双曲力学系�理論のアイディアや手法
を用いた幾何学への展開があるが、浅岡准教授はそのような研究の
流れの中でも特に、射影的 Anosov 力学系の研究とLie 群の作用の
幾何学の研究において、顕著な成果を挙げています。

物理学・宇宙物理学専攻（物理学第二分野）
博士後期課程 1年
信川�久実子さん

数学・数理解析専攻（数学系）　浅岡�正幸准教授

「次期 X 線天文衛星 ASTRO-H に搭載する
軟 X 線撮像分光器の開発」

2013 年度日本数学会賞春季賞
双曲力学系および関連する幾何学の研究

□新しい超伝導状態をつくり出す

□ヒッグス粒子の発見からはじまる、　　　　
素粒子物理の新たな 10 年

　物質中の電子や液体ヘリウムは宇宙に存在する最も単純な粒子
の集合体です。これらを絶対零度（マイナス 273 度 ) 近くまで冷却す
ると、室温の世界では見えない量子力学的効果が顕著になり、超伝
導や超流動といった劇的な物理現象が観測されます。これらは電子
や原子が永久に流れ続けるという研究者を魅了してやまない分野で
ありいまだに謎が多いです。最近、電気を伝える電子の有効質量が
自由電子の千倍近く重くなった「重い電子」を、人工的に 2 次元空間
に閉じこめ、さらに超伝導状態にすることに成功しました。その超伝
導状態はこれまで発見されている物質の超伝導状態とはかなり異
なっていることがわかってきました。

　2012 年 7 月4日、物理学第二分野素粒子物理学グループは素粒
子の標準「モデル」における最後の粒子、ヒッグス粒子を発見しまし
た。（P.�ヒッグス・F.�アングレール両氏が、2013 年ノーベル物理学賞
を受賞）　素粒子物理の究極の目的は�4 つの力を統一的に理解す
ることにあります。今回の発見は重力をふくむ統一的な描像を得る
ための記念すべき第1歩だが、お楽しみはこれからです。今後10年、
ヒッグス粒子とフェルミオン・ゲージボソンの結合定数の精密測定、
より高エネルギーでの新粒子探索の結果、どこまで人類が究極の素
粒子描像にせまれるか、緊張感のあるエキサイティングな季節が
やってきました。

物理学第二分野素粒子物理学グループの製作したμトリガーがつかまえた、ヒッグス粒子崩壊イベント
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　地球惑星科学専攻は、地球物理学分野と地質学鉱物学分野が協

力して地球惑星科学の高度な教育と先端的な研究を行っている。

　近年の地球惑星科学の進展はめざましい。46 億年にわたる地

球の歴史と進化のプロセス、地球温暖化と環境変動、地殻変動と災

害科学、惑星観測と惑星探査等、ミクロからマクロまで時空の長大

なダイナミックレンジにわたって探求すべき現象は多岐にわたり、

ますます多様な展開を遂げつつある。地球内外の複雑な諸現象を

解明し、新しい研究分野を開拓し創造的に発展させるためには、

個々の専門的な技能を修得するだけでなく、幅広い知識と異分野と

の交流を持つことが大切である。このような観点から、地球惑星科

学専攻ではそれぞれの学問分野独自の研究対象と手法を継続、発

展させるとともに、地球環境変動といった分野横断的な学際研究・

教育にも力を入れている。

　化学は、「物質の科学」の中核的学問体系であり、物質の性質を支
配する原理・法則の系統的理解と新しい有用物質の創出とを両輪と
して、現代社会を支える物質科学の発展に中心的な役割を果たして
きた。化学の研究対象は、気体・液体・固体状態にあるすべての物質
であり、簡単な無機・有機化合物や金属単体から複雑な生体分子ま
でと極めて多様である。
　本専攻での研究・教育の分野は、化学の有する多様性・重層性を
広くカバーし、主として、理論・物理化学、無機・物性化学、有機化学、
生物化学の�4�領域に分類されている。上記�4�領域の研究を統合す
ることによって、化学反応の完全な記述や、任意の分子を思い通り
に合成する方法論などの基礎的領域における革新を進めるととも
に、生命現象など高度に複雑な系への化学的基礎概念の拡張を図
ることが本専攻の研究目的であり、そのような研究を遂行できる大
学院生を育て研究者を輩出するための教育を行っている。

　生物科学専攻は、京都大学の伝統である生態学、行動学、系統分
類学、人類学を中心とした野外研究に重点をおいたマクロ的研究
と、細胞の構造や機能、遺伝子の発現、発生、神経伝達、蛋白質の分
子構造などを明らかにしようとするミクロ研究を統合し、地球上の
多様な生物が織りなす様々な生命現象を対象とした教育と研究を
推進している。
　本専攻は、動物学系、植物学系、生物物理学系、霊長類学・野生動
物系の 4 系からなり、本学にある動物学教室、植物学教室、生物物
理学教室の 3 つの教室と、生態学研究センター、霊長類研究所、野
生動物研究センター、およびいくつかの協力講座によって構成さ
れ、教育・研究においても多様性があるのが特色となっている。

地球惑星科学専攻

化学専攻

生物科学専攻

Topics

TopicsTopics

教員紹介

学生紹介

地球惑星科学専攻（地質学鉱物学分野）　𡈽山 明�教授

化学専攻　修士課程 1年　丹羽�智美�さん

「物質から理解する初期太陽系と進化：はやぶさサンプルの分析」
　今から約 46 億年前に我々の太陽系はできたと考えられています。太陽
系の固体惑星を作った原材料とはどんなものだったのでしょうか ?また、そ
れらは、太陽系形成時にどのような変化を受け、どのように進化して現在に
至ったのでしょうか ? 私は、その解明を目標とし、隕石や宇宙塵といった地
球外物質の分析や室内実験を通じて、物質科学の立場から研究をおこなっ
ています。今世紀に入って、ス
ターダスト計画により彗星か
ら、はやぶさ計画により小惑星
からサンプルが持ち帰られまし
たが、これらの分析にも携わっ
ています。はやぶさサンプルの
分析では初期分析チームリー
ダとして参加し、隕石が小惑星
起源であることを最終的に確定
するとともに、宇宙環境に曝さ
れた小惑星の進化プロセスを
明らかにしました。

　私たちの研究室では、X 線結晶構造解析という手法を用いて、タンパク
質の研究を行っています。この方法では、顕微鏡などでは知ることができな
い、原子レベルでの構造決定が可能となります。私が研究しているのは、
LH1-RCと呼ばれる、光合成の初期過程で働くタンパク質複合体です。この
タンパク質は、光エネルギーを化学エネルギーに変換し、伝達するという、
光合成明反応の核となる役割を担っています。実際に解析してみると、タン
パク質中の光合成色素が周囲のアミノ酸たちから制御され、美しく並んで
いる様子や、高エネルギー電
子の輸送を担う分子などを観
察することができました。ま
た、このタンパク質のかたちか
ら、エネルギー伝達などの機
能に関する議論も可能となり
ます。こうした構造を解析し、
その機能を想像することで、生
命活動を支える化学反応を読
み解ければ、と思います。

はやぶさ探査機が明らかにした小惑星イトカ
ワとその近接画像、採取された微粒子。顕微
鏡像でみた粒子は宝石のように美しかった。

コンピュータグラフィックスを使って構造解
析中の筆者

　屋久島フィールドワーク実習とそれに続くゲノム
科学実習では、フィールドワーク実習で集めた糞から
DNA を精製し、次世代シークエンサーを使ってホス

トのゲノムのみならず、エサや腸内細菌のゲノムから健康状態、感染
症の判定をするなど、新たな試みを行っています。また、これらの実
習を海外からの参加者と英語でしたり、これらのノウハウをアマゾン
やボルネオまで展開することで、よりグローバルな視点やスキルを
もった生物学者の育成にも力を注いでいます。

屋久島実習でアマゾンやボルネオからの参加者と一緒に議論する学生たち
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医学研究科
http://www.med.kyoto-u.ac.jp/

□医学　　□医科学　　□社会健康医学系　　□人間健康科学系

京都大学大学院医学研究科には、医学専攻、医科学専攻、社会健康医学系専攻、人間健康科学系専攻の 4専攻が設置
され、100 を超える個性あふれる研究分野において、基礎医学、臨床医学、社会医学、医療技術学などの公汎な生命医
学の研究が、分子レベルから個体レベルまで幅広く展開されています。それぞれの研究分野の研究室には、独創性あ
ふれる研究を志向する研究者・院生が集い、研究室間の壁をできる限り取り払った形での先端的研究を目指しています。

　京都大学大学院医学研究科は、医学を、生命科学と理工学を基盤
とし、個および集団としての人の健康と疾病を取り扱う統合的な学
問と位置づけ、生命現象の根本原理、病気の成因、病態の機構を解
明し、その成果を先進的医療と疾病予防に発展させる国際的研究

拠点を形成します。これにより、専門領域での深い学識に加え基礎
生物学から臨床医学・社会医学までを見通す広い視野を備えた医
学研究者の養成を行います。

□医学専攻（博士課程・4年）
　博士課程では、学生が希望する研究領域の研究室における徹底
した個人指導によって、医学研究や臨床研究の基盤的な専門知識と
技能、研究を企画・遂行できる能力を修得します。これと同時に学生
は、臨床医学、基礎医学、社会医学を横断する「大学院教育コース」
に所属します。同コースでは、医学研究遂行に必須な基礎的知識や
倫理的素養を培うとともに、他の研究領域の教員および学生と向上
的に議論する場を提供することによって、広い興味と視野、個別的
な知識を統合しようとする視点、他分野の研究者と協力しつつ新た
な分野を切り開く能力を養います。この徹底した専門教育と幅広い
基盤教育をおのおの縦糸と横糸として結ぶ総合的な大学院教育に
よって、将来の我が国の医学研究・教育の中核を担う国際的研究者
や高度な先端医療を開発しうる臨床家などの指導的人材を養成し
ます。

□医科学専攻（修士課程・2年）（博士後期課程・3年）
　修士課程は、医学部以外の学部教育を受けた学生に、医科学分
野における基礎知識習得と研究トレーニングの場を提供し、幅広い
視野を持つ優れた医科学研究者を養成します。生物関連科目を履
修しなかった学生を対象に 2 年間で医学・生物学の概要および基
本的技能が習得できるようカリキュラムが組まれています。最初の
4ヶ月間の医科学全般に関する集中講義と実習の後、学生は各々の
希望と適性に合った専門領域を、110 以上もの研究領域から選択
することができます。他学部で学んだ専門知識や技術を基礎に、医
科学領域での専門的素養と知識・技術を身につけ、新しい時代の医
科学研究の推進役となりうる指導的人材を養成し各界に広く輩出し
ています。
　博士後期課程では、入学時から学生が希望する研究領域の研究
室における徹底した個人指導によって、医科学研究を自ら企画・遂
行できる能力を修得させます。同時に学生は、臨床医学、基礎医学、
社会医学を横断する「大学院教育コース」にも所属し、他の関連研
究領域の教員および学生との恒常的議論を介して、広い興味と視

野、個別的な知識を統合しようとする視点、他分野の研究者と協力
しつつ新たな分野を切り開く能力を培います。この徹底した専門教
育と幅広い基盤教育をおのおの縦糸と横糸として結ぶ総合的な大
学院教育によって、我が国の医科学領域の研究・教育の中核を担う
新しい指導的人材を養成します。

□社会健康医学系専攻（専門職課程・2年）（博士後期課程・3年）
　専門職学位課程は、「社会における人間」の健康に関わる問題を
探知・評価・分析・解決するために必要な知識、技術、態度を備えた、
保健・医療・福祉分野における専門職につく多様な人材を養成する
ことを目的として、基礎、応用、実践からなる系統的な教育を行いま
す。具体的には、「基礎教育」では、社会健康医学分野のあらゆる専
門家に必要な、コア領域（疫学、医療統計学、環境科学、行政・管理、
社会科学）の教育を行い、非医療系出身者には、加えて、医学の基本
知識を養うために、基礎医学、臨床医学の概論的教育を行います。
これらの基礎教育以外に、さらに「応用教育」として、先端医科学か
ら人文社会科学にわたる多様な選択科目を用意し、応用性、学際性
の高い教育を提供することにより、高い素養を備えた専門家を養成
します。「実践教育」では、課題研究を全員に課し、研究の企画・倫理
審査・実施・発表を経験する中で、知識を統合的に理解させるととも
に、専門家に必要な企画力、プレゼンテーション能力、倫理性を涵養
します。
　こうした系統的な教育を行う一方で、社会健康医学分野におい
て、特に専門性の高い分野の専門家を養成するために、以下の特別
コースを開設し、その養成に努めます。

◇知的財産経営学コース
　先端医学の研究成果を知的財産として管理・活用する上で必要
な、知的財産経営、技術経営学に関する高度な専門性を有する人材
を養成するためのコースです。この目的達成のために、生物学、医
学、技術経営学、法学（知的財産法、特許法）の専門知識を授けると
同時に、インターンシップによって研究成果の権利化と活用、発明

●  教育理念・目標（人材養成に関する目的）

●  研究科の特色
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の抽出、周辺特許調査、明細書作成、ビジネスプラン作成、契約書作
成などに関する実務教育を行います。

◇臨床研究者養成コース（Master of Clinical Research ： MCR）
　医師・歯科医師を対象とし、臨床疫学的研究の専門家を養成する
ための 1 年制のコースです。学生自身の臨床上の疑問に基づいた
臨床研究を計画し、研究プロトコールの作成、研究の実施・マネジメ
ント、得られたデータの基本的な解析処理、結果の解釈、論文作成ま
でを、独力で遂行できる人材を養成します。

◇遺伝カウンセラー・臨床コーディネータユニット
　遺伝カウンセラーと臨床研究コーディネータを養成する 2 つの
コースから構成されます。両コース共に、先端医療に対応できる高
度な専門的知識とコミュニケーション能力を持ち、患者・家族・被験
者の立場を理解して、新医療とのインターフェースとなりうる人材を
総合的に養成します。基礎的教育と実地教育により、それぞれ、「認
定遺伝カウンセラー」資格認定試験、日本臨床薬理学会による臨床
コーディネータ認定試験に合格できる実力を養成します。

　博士後期課程は、「社会における人間」の健康に関わる問題を探
知・評価・分析・解決するために必要な知識、技術、態度を備え、保健・
医療・福祉分野での高度な学術研究を実施できる人材を養成しま
す。本学専門職学位課程を卒業した学生には、同課程で修得した知
識・技術を基盤に、それぞれの目指す専門分野に必要とされる、より
高度な知識・技術を教育し、国際的に通用する研究者を育成します。

本学専門職学位課程卒業ではない学生に対しては、専門職学位課
程のコア領域（疫学、医療統計学、環境科学、行政・管理、社会科学）
の修学を課し、また、非医療系出身者には、さらに、基礎医学、臨床医
学の概論的教育を課すことにより、格差のない人材育成を図ります。

□人間健康科学系専攻（修士課程・2年）（博士後期課程・3年）
　修士課程では、高度先進医療を推し進め、更にこれからの我が国
にふさわしい保健・医療・福祉を構築するとともに、新しい「人間健
康科学」を確立するために、目標とする健康を理論的に体系化し、こ
れを実現するための方法の確立と実践を目指します。このような理
念をもとに本課程は看護科学、検査技術科学、リハビリテーション
科学のコースを設け、望ましい医療を確実に提供できる高い臨床能
力と豊かな人間性を備えた医療専門職を養成し、基礎と臨床の融合
と異なる領域との連携を通して京都大学の知財を活用して新たな
「人間健康科学」の展開を担う教育者と研究者を育成します。

　博士後期課程では、真の健康を創生するための学、人間健康科学
の理論を確立し、実践へ展開することを目指します。人間健康科学
の分野において主導的な役割を果たすためには専門分野はもちろ
んのこと他領域にわたる包括的な管理・運営能力が求められます。
そこで、本課程は専門分野別のコースに加え近未来型人間健康科
学融合ユニットを設け、医・工・薬・理並びに人文系学問との融合に
より心身の健康の診断、治療、健康増進の理論を構築し、これを実践
する方法と技術を確立する、健康の創生に向けた新しい視点に立ち
健康科学の発展とこれを担う人材を養成します。
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Topics 卒業生からのメッセージ 大学院生紹介

アース製薬株式会社�技術職　
大上�恵�さん（2012年度�医科学専攻�ウイルス病態学�修士課程修了）

医学専攻�腎臓内科学�博士課程 3年　
髙折�光司�さん

　私は 2011 年に医学研究科医科学専攻に入学し、ウイルス研究
所で HIV に関する研究を行いました。研究を始めて約 1 年経った
当時、担当教員から「研究は世の中に情報を発信して初めて意味を
成す。」という言葉を掛けられました。修士課程修了に必須である修
士論文提出を終着点としていた私にとって、この言葉は大変印象的
でした。自身の研究を医学発展のために役立てたいと強く思うよう
になり、英文雑誌への論文投稿を決意、先生のご指導のもと、達成
することができました。研究は、みなさんもご存じの通り、すぐに成果がついてくるものではありま
せん。日々、目前のことをこなし、一つ一つ結果を積み重ねていくものです。そして、ふと振り返る
と、その積み重ねが膨大でかつ貴重なデータとなり、医療を進歩させる一要素となります。
　私は現在、化学薬品や容器・梱包材料、更には薬事等の法律など、幅広い分野で仕事をしてい
ます。広い知識を必要とする業務ですが、大学院での研究と同様、目前のことを一つ一つこなし、
経験と知識を積み重ねています。
　京都大学医学研究科には、様々な分野のスペシャリストがいます。最新の情報や技術、高度な
知と指導のもと、研究が出来ることは間違いありません。是非、医学研究の世界にどっぷりつかっ
てみて下さい。

　私は京都大学医学部医学研究科を卒業後、
5 年間の病院での臨床研修を経て、博士課程に
入学しました。臨床現場で働いていると、治ら
ない病気の患者さんに遭遇することが少なくあ
りません。実際一度悪くなった腎臓は元の健康
な状態に戻すことが難しく、腎臓病の病態をよ
り深く学びたいという思いから、大学院に入学
しました。京都大学は素晴らしい人材の宝庫であり、非常に恵まれた環境下
で毎日を送ることが出来ます。国際的に第一線で活躍している先生から直接

指導を受けることができ、また優秀な研
究室メンバーと切磋琢磨しながら充実
した研究生活を送っています。国内学
会・国際学会に参加・発表する機会もあ
ります。是非皆さんもこの恵まれた環境
下で研究生活を始めませんか ?
� （写真：本人近影・研究室の状況）
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■基礎医学系・臨床医学系
　生体情報科学　形態形成機構学　機能微細形態学
　細胞機能制御学　遺伝薬理学　腫瘍生物学　病態生物医学
　病理診断学　微生物感染症学　免疫細胞生物学　法医学
　医化学　分子細胞情報学　分子腫瘍学　分子遺伝学
　放射線遺伝学　高次脳形態学　認知行動脳科学
　神経生物学　神経・細胞薬理学　公衆衛生学　実験動物学
　先天異常学　疾患ゲノム疫学　ゲノム情報科学　統計遺伝学
　医学教育学　免疫ゲノム医学　法精神医学
　血液・腫瘍内科学　循環器内科学
　消化器内科学　呼吸器内科学　臨床免疫学　加齢医学
　糖尿病・内分泌・栄養内科学　初期診療・救急医学　腎臓内科学
　腫瘍薬物治療学　皮膚科学　発達小児科学　
　放射線腫瘍学・画像応用治療学　画像診断学・核医学　
　臨床病態検査学　消化管外科学　肝胆膵・移植外科学　
　乳腺外科学　麻酔科学　婦人科学・産科学　泌尿器科学　
　心臓血管外科学　呼吸器外科学　形成外科学　眼科学　
　耳鼻咽喉科・頭頸部外科学　整形外科学　口腔外科学　
　分子病診療学　臨床神経学　脳神経外科学　精神医学　
　輸血医学　病理診断学　医療情報学　薬剤学　
　探索医療開発学　医学統計生物情報学　臨床創成医学　
　臨床脳生理学　脳機能イメージング
■社会健康医学系
　医療疫学　薬剤疫学　医療経済学
　医療倫理学　健康情報学
　環境衛生学　健康増進・行動学　社会疫学
■放射線生物研究センター
　ゲノム維持機構研究　クロマチン制御ネットワーク（第一分野）
　DNA 損傷シグナル研究　ゲノム動態研究
■化学研究所
　ケミカルバイオロジー
■再生医科学研究所
　細胞機能調節学　生体微細構造学　生体機能調節学
　生体システム制御学　生体分子設計学　発生分化研究
　再生増殖制御学　再生免疫学　組織再生応用
　器官形成応用　臓器再建応用　ナノバイオプロセス
　バイオメカニクス　シミュレーション医工学
■ウイルス研究所
　腫瘍ウイルス生物学　発がん分子機構学　腫瘍ウイルス学
　分子腫瘍ウイルス学　免疫細胞学　感染防御生物学
　細胞生物学　感染病態学　ウイルス感染症学�ウイルス病態学
■原子炉実験所
　粒子線生物学　粒子線腫瘍学
■東南アジア研究所
　病原細菌学　フィールド医学
■ iPS 細胞研究所
　初期化制御学　分化誘導研究　細胞誘導制御学
　理論細胞解析　幹細胞分化制御学　疾患再現研究
　臓器形成誘導　幹細胞応用研究　神経再生研究
■健康科学センター
　疫学・予防医療学
■次世代免疫制御を目指す創薬医学融合拠点
　AKプロジェクト（免疫制御学）
■中枢神経系制御薬研究ラボ
　TKプロジェクト
■連携大学院
　応用発生生物学（理化学研究所）
　神経機能学（大阪バイオサイエンス研究所）
　生理活性ペプチド学（国立循環器病研究センター研究所）
　再生応用生物学（理化学研究所）
　ヒト化マウス研究（理化学研究所）
　成育政策科学（国立成育医療研究センター研究所）
■先端・国際医学講座
　国際精神医学

医学専攻（博士課程 4年制）・医科学専攻
（修士課程・博士後期課程） 医療統計学　医療疫学　薬剤疫学

ゲノム情報疫学　臨床情報疫学（専門職学位課程・MCRコース）
医療経済学　医療倫理学　健康情報学
医学コミュニケーション学　知的財産経営学（専門職学位課程）
環境衛生学　健康増進・行動学　
予防医療学（健康科学センター）　社会疫学　
健康政策・国際保健学　環境生態学（東南アジア研究所）
人間生態学（東南アジア研究所）
遺伝カウンセラーコース（専門職学位課程）
臨床研究管理学（専門職学位課程）

社会健康医学系専攻（専門職学位課程・博士後期課程）

　医学研究科（4 年一貫制－博士課程）は、従来、生理系、病理系、内科系、外科
系、分子医学系、脳統御医科学系の 6 専攻に分類された研究分野の研究室に学
生を配属させ、そこで指導教員によるマンツーマンの個人指導により教育を行っ
てきましたが、平成17年度からは、従来の研究分野における教育に加えて、医学・
生命科学分野における科学技術の顕著な進展に伴う医学研究の個別専門領域
の境界を越えた集学的研究の拡大に対応するために設定した 12 の大学院教育
コースにおいて、最新の医学に関する幅広い知識を体系的に、集中的に教育する

「大学院教育コース」による教育を開始しました。
　平成 17・18 年度は、文部科学省「魅力ある大学院教育」イニシアティブ経費の
支援を受け実施しました。
　また、平成 19 年度からは、これまでの「大学院教育コース」の実施過程で必要
性が明らかになった共通教育プログラム（共通導入コース、共通発展コース）を新
たに加え、12 の大学院教育コースと統合することにより、包括的総合的医学研究
知識と技術を習得し、自主性と独自性を備えた医学研究者の育成を目指しており
ます。

大学院教育コース� http://www.med.kyoto-u.ac.jp/edcourse/

　がんは、わが国の死因第一位の疾患であり、国民の生命及び健康にとって重大
な問題となっている現状から、高度ながん医療、がん研究等を実践できる優れた
がん専門医療人を育成し、わが国のがん医療の向上を推進するため、平成 24 年
度より、文部科学省「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」が設けられま
した。京都大学、三重大学、滋賀医科大学、大阪医科大学、京都薬科大学は、「次代
を担うがん研究者、医療人養成プラン」を立ち上げ、連携して優秀ながん研究者、
医療人を養成することとしました。
　京都大学では、新しいがん医療を創成するための先端的がん研究者の養成に
重点を置き、次代のがん研究、がん診療のイノベーションを担う人材、新規診断法
や治療法、ケア法を開発できる人材を養成することを目的として、「未来のがん医
療の発展」に貢献したいと考えています。

採択課題名／「次代を担うがん研究者、医療人養成プラン」
プロジェクト実施期間／平成 24 年度〜平成 28 年度

　医学研究科では、このほど文部科学省が提唱するリーダー育成の博士課程教
育学位プログラムの一環として、工学研究科、薬学研究科の関連専攻とともに超
高齢化社会の諸問題を俯瞰して、医療と福祉の統合により地域の中で個々の人の
生活を支える『総合医療システム』を構築することを通じて、充実した健康長寿社
会の構築に貢献し、総合医療開発リーダーを養成することを目的とする博士課程
教育リーディングプログラムを開設しました。

がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン
� http:/ganpro.med.kyoto-u.ac.jp/

充実した健康長寿社会を築くための総合医療開発リーダー育成プログラム
（詳細は、8ページ）� http://www.lims.kyoto-u.ac.jp/

生活環境看護学　生体防御・病態看護学　生活習慣病看護学
クリティカルケア看護学　緩和ケア・老年看護学　
精神看護学　母性看護・助産学
女性生涯看護学　成育看護学　予防看護学
公衆衛生看護学　在宅医療看護学
基礎検査展開学　臨床検査展開学　検査応用開発学
医療画像情報システム学　医療診断機器学
先進医療機器開発学　運動機能解析学　運動機能開発学
臨床認知神経科学　脳機能リハビリテーション学
近未来型人間健康科学融合ユニット（博士後期課程）

人間健康科学系専攻（修士課程・博士後期課程）
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医学研究科

Graduate School of Medicine
研究プロジェクト 産学連携プロジェクト

　本プロジェクトは、文部科学省がライフサイエンス研究の基礎・基
盤となるバイオリソース（動物、植物等）について収集・保存・提供を
行うと共に、バイオリソースの質の向上を目指した技術開発等を行
うことを目的として、実施している「National�Bio�Resource�Project」
で、京都大学大学院医学研究科附属動物実験施設は、このプロジェ
クト「中核的拠点整備プログラム」の中核機関として選ばれ、研究を
実施しています。

　医学研究科は本邦の大手製薬会社であるアステラス製薬株式会
社と共働して、大学の諸領域および共働機関の最先端の要素技術
を融合することにより、従来の創薬プロセスのボトルネックを克服
するためのイノベーションを創出し、革新的な「免疫制御薬剤と技
術」の開発を行います。

　少子高齢化社会を迎えた 21 世紀の日本において、ライフ・イノ
ベーションの促進による医療の質の向上と医療産業の強化は、日本
の社会においては重要な課題となっています。そこで京都大学医学
研究科においては、創薬におけるオープンイノベーション拠点として
本センターを設置し、産学連携による新規医薬品開発を加速するた
めの新たな試みに着手しました。本センターの研究開発活動は、疾
病分野ごとの企業と1 対 1 の包括的組織連携プロジェクトとして行
われます。各プロジェクトは、京都大学にある総合解剖センターやゲ
ノム医学センター、臨床研究総合センター等のリソースを利用して、
臨床サンプルの取得、ゲノム解析、探索臨床試験を遂行します。ま
た、本センターのマネジメントは、京都大学「医学領域」産学連携推
進機構のメディカルイノベーション推進室によりサポートされます。
　本センターでは、下記の 4 つのプロジェクトが研究開発活動を開
始しています。

TK プロジェクト：武田薬品工業株式会社との連携プロジェクトであ
る「中枢神経系制御薬の基礎・臨床研究プロジェクト」は、中枢性
肥満、統合失調症を対象とした創薬開発研究を行っています。

DSK プロジェクト：大日本住友製薬株式会社との連携プロジェクト
である「悪性制御研究プロジェクト」は、がんの制御をめざした創
薬開発研究を行っています。

TMK プロジェクト：田辺三菱製薬株式会社との連携プロジェクトで
ある「慢性腎臓病の革新的治療法を指向する基礎・臨床研究プロ
ジェクト」は、慢性腎臓病とその合併症の克服をめざした開発研
究を推進します。

SK プロジェクト：塩野義製薬株式会社との連携プロジェクトである
「シナプス・神経機構再生に基づく創薬医学研究」は、アルツハイ
マー症治療薬の開発を目指した研究開発を推進します。

　本機構は、国立大学法人にとって「教育」「研究」に次ぐ 3 番目の
責務と云える「研究成果の社会還元」を図る施策として平成 14 年 4
月に設置され、医学研究科を中心とする「医学領域」から生み出され
るシーズと市場におけるニーズを出会い・融合させ、創薬や医療技
術の開発などの産学連携を大きく発展させることにより、病気・病態
の克服に貢献します。

　子どもの健康に環境がどのような影響を与えているかを調査する
環境省の全国プロジェクトを京滋地区で行っています。京都市北
区・左京区、京都府木津川市、滋賀県長浜市を対象地域として、妊娠
中から生後 13 歳になるまでの子どもの健康状態を追跡調査し、妊
婦さんの血液・尿・毛髪、母乳、臍帯血、新生児の血液・毛髪、父親の
血液などに含まれる種々の化学物質の検査結果と照合して、より良
い環境での出産・育児を目指しています。

National�Bio�Resource�Project
� http://www.anim.med.kyoto-u.ac.jp/NBR/

臨床研究総合センター
� http://www.kuhp.kyoto-u.ac.jp/~iact/

次世代免疫制御を目指す創薬医学融合拠点
� http://www.ak.med.kyoto-u.ac.jp/

メディカルイノベーションセンター
� http://www.mic.med.kyoto-u.ac.jp/

医学領域産学連携推進機構
� http://www.kumbl.med.kyoto-u.ac.jp/

エコチル調査京都ユニットセンター
� http://ecochil-kyoto.jp/

　2012 年 6 月、京都大学医学部附属病院は厚生労働省より、基礎
研究、開発段階の臨床研究から市販後の臨床研究までの一連の流
れと、そこから新たな基礎研究につながるというイノベーションの
循環の中で、医薬品、医療機器等の研究開発を推進し、医療の質に
向上につなげていくための拠点、「臨床研究中核病院」として選定さ
れました。この選定と社会的要請�（難病治療、医療産業の発展、研究
分野における競争力強化等）を背景に、治験を含む臨床研究が効率
的かつ円滑に進むように、2013 年 4 月、既存の探索医療センター
とEBM 研究センター、治験管理センター、医療開発管理部を統合
し、臨床研究総合センターを創設いたしました。

　大阪大学との連携による人材育成プログラムです。科学技術の倫
理的・法的・社会的問題（ELSI）に関する研究と教育を行い、学問諸
分野間ならびに学問と政策・社会の間をつなぐことを通じて政策形
成に寄与できる人材育成を目指すとともに、政策のための科学に関
する量的、質的研究の確立と深化を行っていきます。

政策のための科学ユニット� http://stips.jp/

修士課程修了者の進路状況
〈主な就職先�〉� �京都大学医学部付属病院、滋賀県立成人病センター、大阪成人病センター、京都府庁、日本放送協会、

 東芝メディカルシステムズ、武田薬品工業、花王、資生堂、ロシュ・ダイアグノスティックス 、
 アース製薬、大塚製薬、高齢・障害・求職者雇用支援機構
専門職学位課程修了者の進路状況

〈主な就職先〉� イーピーエス、日本イーライリリー、三井物産、国立病院機構、京都大学、岡山大学、
 国立成育医療研究センター、武田バイオ開発センター、東京女子医科大学、武田病院グループ
博士課程・博士後期課程修了者の進路状況

〈主な就職先〉� 京都大学（医学研究科）、岐阜大学（医学部）、京都光華女子大学（健康科学部他）、
 森ノ宮医療大学（保健医療学部）、神戸低侵襲がん医療センター、滋慶京都学園、
 ソウル市保健環境研究所、国立病院機構、日本医療経営機構、亀田総合病院、Alneenlain 大学、
 サノフィ、伊藤病院、アステラス製薬、理化学研究所、シドニー大学、東京大学、アメリカ食品医薬品局、
 ユトレヒト大学メディカルセンター、国立循環器病研究センター、ワシントン大学

進学
（大学院）
25人

就職
37人

その他
6人

進路
状況

（平成 25 年 5 月）

円グラフ：修士課程修了者の進路状況
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薬学研究科
http://www.pharm.kyoto-u.ac.jp/

□薬科学　　□医薬創成情報科学　　□薬学

昭和 14 年の医学部薬学科の設立、昭和 35 年の薬学部の設置を経て、平成 9年に大学院重点化された薬学研究科は、「諸
学問領域の統合と演繹を通じた創造的な薬学の “創 ” と “ 療 ” の拠点の構築」をミッションとして掲げ、薬学の諸学問
の最先端研究に挑戦して世界をリードしてきました。

　薬学は、人体に働き、その機能の調節等を介して疾病の治癒や健

康の増進をもたらす「医薬品」の創製、生産、適正な使用を目標とす

る総合科学であり、多様な基礎科学分野の総合を基盤とする学際融

合学問領域と位置づけられる。

　薬学研究科は、このような諸学問領域の統合と演繹を通じて世界

に例を見ない創造的な薬学の “ 創 ”と“ 療 ” の拠点を構築し、先端

的創薬科学・医療薬学研究を遂行して人類の健康の進展と社会の

発展に大きく貢献することを目標とする。

　そのため、教育においては、生命倫理を基盤として、薬学の基礎と

なる自然科学の諸学問と薬学固有の学問に関する知識と技術、およ

び研究者や医療人としての適正な態度を修得し、独創的な創薬研

究を遂行しうる資質・能力を有する薬学研究者、高度な先端医療を

担う指導的薬剤師となる人材の育成をめざす。研究においては、薬

学の諸学問の最先端研究に挑戦して世界をリードするとともに、創

薬科学と医療薬学の統合をはかり、実践的に社会に貢献することを

めざす。

　このような目標のもと、薬学研究科では、しっかりとした基礎学力

と多様な能力、医療人としての適正な倫理性を備え、自己の発想を

大切にして真理を探求する意欲に富む学生を求める。

　平成 18 年度からの薬剤師養成のための薬学教育 6 年制の開始

に伴い、薬学部は、高度な医療薬学に対する能力を有する人材の育

成を目的とする6 年制薬学科と、創薬およびその関連分野に進む人

材の育成を目的とする 4 年制薬科学科の 2 学科へと改組されまし

た。それに伴って、平成 22 年度から薬学研究科も、これまでの創薬

科学、生命薬科学、医療薬科学の 3 専攻を、薬学部 4 年制学科の卒

業生を主な対象とする薬科学専攻に改組しました。この改組によっ

て、薬学の基礎となる自然科学の諸学問と薬学固有の学問を分野

横断的に研究し、創薬研究者や教育者として求められるレベルの高

い総合的な学問的素養と創造性を持った人材の育成をめざします。

　一方、平成 19 年度に、医薬創成に興味を持つ生命科学系学部お

よび情報科学系学部の卒業生を主な対象として、ポストゲノム時代

に対応する次世代の創薬を担う人材の養成を目的とする医薬創成

情報科学専攻が新設されました。これによって、薬学の根幹をなす

創薬科学と、生物ゲノム情報や生体分子構造などの情報科学の視

点を併せ持つ、ポストゲノム時代の次世代創薬を担う人材を育成し

ます。

　さらに、平成 24 年度には、薬科学専攻の博士後期課程に加えて、

薬学部 6 年制学科の卒業生を対象とする4 年制博士課程（薬学専

攻）を設置しました。これによって、医療薬学を基盤にして、薬学の基

盤である自然科学各分野と薬学固有の学問に関する研究を実践し、

薬剤師職能の基礎となる臨床薬学知識、職業倫理や科学的問題解

決能力の涵養を通じて、高度医療の担い手あるいは医療薬学研究

者や教育者になる人材の育成をめざします。

●  教育理念と人材養成の方針

●  薬学研究科の特色

0　　　　　　1　　　　　　2　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　5　　　　　　6　　　　　　7　　　　　　8　　　　　　9　　　　　　10
年限

薬学科（30人）

薬科学科（50人） 医薬創成情報科学専攻

薬科学専攻

薬学専攻

薬科学専攻

医薬創成情報科学専攻

薬学部

修士課程

博士課程

薬学研究科・薬学部の構成
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薬学研究科
Graduate School of Pharmaceutical Sciences

概略図

Topics 統合薬学教育開発センター
（平成 22～ 26 年度）

　各学科の枠を超えて、医薬品研究現場への参加・体験型学習及び
モデル医薬品開発・医療応用事業への参加を想定した問題解決型の
演習・実習を中心とした新たな教育カリキュラム「創薬・育薬力育成プ
ログラム」を実施するために、2010 年 4 月に設置されました。医薬品
開発教育分野、創薬科学教育分野、実践臨床薬学分野、実践臨床薬学
分野の４分野が設置され、学生に創薬研究プロジェクトや医療現場
におけるチーム医療などを体験させる分野横断的な教育を実施する
ことにより創薬・育薬力を持った創薬・育薬研究リーダーを育成するた
め活動しています。

　主として薬学部 4 年制学科の卒業生および創薬に興味を持つ理系学部
の卒業生を対象として、薬学の基礎となる自然科学の諸学問（有機化学、
物理化学、生物化学など）と薬学固有の学問（薬理学、薬剤学、衛生薬学な
ど）を分野横断的に研究し、創薬研究者あるいは教育者として求められる
レベルの高い総合的な学問的素養と創造性を持った人材を育成します。

　協力講座として化学研究所、医学部附属病院薬剤部、生命科学研究科、
ウィルス研究所などの協力を得て教育・研究を行っています。また、化学研
究所バイオインフォマティクスセンターと連携し、医薬創成情報科学専攻
の生命情報科学に関して先端的教育を提供しています。さらに、医学部附
属病院薬剤部および医学教育推進センターなどと連携し、高度な実践的
薬剤師教育を行っています。さらには、医学研究科・工学研究科などと連
携し、文部科学省博士課程教育リーディングプログラム「充実した健康長
寿社会を築く総合医療開発リーダー育成プログラム」（平成24〜30年度）
を設置し、高齢化社会の問題点の解決法を創案し、医療・薬学と福祉を統
合した総合医療システムの開発を牽引する若手人材の育成を目指してい
ます。一方、農学研究科と連携し、学際融合教育研究推進センターに「生理
化学研究ユニット」（平成 23 年度〜 27 年度）を設置し、食と健康の生理化
学の創生を基盤とした先端的研究・人材養成を目指しています。

　薬学部をはじめとする生命科学系学部および医薬創成に興味を持つ情
報科学系学部の卒業生を対象とし、創薬科学と生命情報科学の融合を基
盤とし、そのもとで化学遺伝学、生命システム工学、創薬情報科学などの
先端的薬学について統合的に研究し、ポストゲノム時代に対応する独創
的な次世代の医薬品創成を担う力量ある人材を育成します。

　主に薬学部６年制学科の卒業生や医療薬学研究に興味を持つ学生を
対象に、薬学関連の基礎科学を基盤として、医療薬学および関連分野の基
礎から応用に関する研究を実
践し、臨床薬学に対する知的
好奇心や科学的問題解決能力
の涵養を通じて、高度な先端
医療の担い手や医療薬学に携
わる教育研究者として求めら
れるレベルの高い知識や技能
を身につけた、多様な場で活
躍する人材を育成します。

修士課程修了者の進路状況
〈主な就職先�〉� �旭化成ファーマ、小野薬品工業、科研製薬、協和発酵キリン、沢井製薬、資生堂、

 第一三共、大日本住友製薬、武田薬品工業、田辺三菱製薬、帝人、ニプロ 

博士後期課程修了者の進路状況
〈主な就職先〉� 京都大学（薬学研究科他　助教・研究員）、東京大学研究員、千葉大学研究員、

 熊本大学研究員、医薬品医療機器総合機構、旭化成、アスビオファーマ、住友化学、
 田辺三菱製薬、日本新薬、日本たばこ産業、富士フイルム

進学
（大学院）
19人就職

32人

その他
2人

専攻等・基幹講座等

協力講座や他部局との連携について

進路
状況

（平成 25 年 5 月）

薬科学専攻

医薬創成情報科学専攻

薬学専攻

円グラフ：修士課程修了者の進路状況

医薬創成情報科学専攻
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協力分野：＊化学研究所、※生命科学研究科、◎医学部附属病院薬剤部、●ウイルス研究所
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工学研究科
http://www.t.kyoto-u.ac.jp/

京都大学大学院工学研究科は１７専攻と 8センターから成り立っています。数学、物理学、化学、生物学などの技術
の基礎となる学理から、工学技術の確立にいたるまで、ノーベル賞受賞者の輩出に代表されるように国内外で高く評
価される数多くの研究を行ってきています。現在、桂キャンパスならびに吉田キャンパスを教育・研究の場として活
動しています。独創的な研究・開発能力を養う、高度で魅力ある教育を実践するとともに、産業界との交流も盛んに
行い、創造的な先端科学技術を社会に提案していく研究拠点を形成しています。

　学問の本質は真理の探求です。その中にあって、工学は人類の生

活に直接・間接に関与する学術分野を担っており、地球社会の永続

的な発展と文化の創造に対して大きな責任を負っています。京都大

学大学院工学研究科は、この認識のもとで、基礎研究を重視して自

然環境と調和のとれた科学技術の発展を先導するとともに、高度の

専門能力と創造性、ならびに豊かな教養と高い倫理性を兼ね備え

た人材を育成することをめざしています。

　修士課程では、広い学識と国際性を修得させ、自ら課題を発見し

解決する能力を有する高度技術者、研究者を、博士後期課程では、

研究を通じた教育や実践的教育を介して、創造的研究チームを組織

し新しい研究分野を国際的に先導することのできる研究者を育成し

ます。この目的を達成するため、工学研究科では、修士課程教育プ

ログラムに加えて、修士課程と博士後期課程を連携する教育プログ

ラムを開設し、豊富な科目を幅広く提供します。

　工学研究科には、修士課程（博士前期課程）と博士後期課程が置

かれています。平成 20 年度から、修士課程のみの教育プログラム

（修士課程教育プログラム、略称「修士プログラム」）に加えて、修士

課程と博士後期課程を連携する博士課程前後期連携教育プログラ

ム（略称「連携プログラム」）が開設されています。連携プログラム

は、博士後期課程まで進学し、将来は研究者として活躍することを目

指す者に対する教育プログラムです。

　修士プログラムでは、各専門分野の専門基礎科目の講義を履修

するとともに、修士論文研究を通して研究の進め方を学びます。企

業、研究機関等の研究者、高度技術者として活躍することを目指す

者に対する教育プログラムです。

　連携プログラムは、系専攻を横断して新設された高等教育院に

融合工学コースが、また既存の系専攻に高度工学コースが開設さ

れています。それぞれに在籍期間を修士課程からの入学年次に応

じて3 〜 5 年とする3 つの型（「5 年型」、「4 年型」および「3 年型」）

が開設されています。

　連携プログラムの融合工学コースにおいては、主指導教員に加え

て原則として2 名の副指導教員を定め、履修する学生の目的に応じ

たカリキュラム構成や将来の進路等、綿密な指導を行います。履修

する学生の学籍は、原則として主指導教員が所属する専攻に置かれ

ます。また、学修・研究の進展に応じて、専攻毎に設定される時期に

進級審査等が行われます。

●  工学研究科の理念・目的（人材養成に関する目的）

●  工学研究科の特色―教育プログラム

工学研究科が望む学生像
工学研究科では、次のような入学者を求めます。
■ 工学研究科が掲げる理念と目的に共感し、これを遂行するた

めの基本的能力と意欲を有する人。
■ 自ら真理を探求するために必要な基礎学力を有し、既成概念

にとらわれない認識力と判断力を有する人。
■ 創造的に新しい世界を開拓しようとする意欲と実行力に満ち

た人。
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工学研究科
Graduate School of Engineering

概略図

教育研究プログラム・人材育成等

人材育成

大学の世界展開力強化事業

http://www.upl.kyoto-u.ac.jp/

　低炭素社会構築に向けての都市圏政策の立案と実施を担う人材
を育成するため社会人を対象とした教育プログラムを実施する「低
炭素都市圏政策ユニット」を平成 21 年度から設置しています。この
プログラムは、文部科学省の支援を得て行う地域連携プログラムで
あり、主として京都府域の都市交通に関係する人材の育成を目指し
ています。
　本ユニットの運営は、工学研究科と経営管理大学院が共同であ
たっており、工学的アプローチと経営学的アプローチの両方につい
て考えています。

　
http://www.ulc.kyoto-u.ac.jp/

　工学研究科では、医工連携を基軸とした高度融合型人材育成とし
て、「安寧の都市」ユニットによる教育プログラムを平成 22 年 10 月
より実施しています。
　安寧の都市ユニットは、健康医学と都市系工学を融合した学問領
域「健康人間都市科学（仮）」の創生を目指しています。医学・生理学
的アプローチと工学的アプローチを融合させた新しい観点から考
えなおし、人々が生き生きと暮らせる、理想的な安寧の都市を構想、
政策企画・提言、実施できる力を持ったリーダー「安寧の都市クリ
エーター」を育成することを目的としています。

工学研究科馬詰研究奨励賞

　工学研究科では、博士後期
課程へ進学した学生の中で、
研究業績・品格ともに優れ、か
つ欧米先進国で海外研修等を
行おうとする者を、「工学研究
科馬詰研究奨励賞」として表彰
するとともに、海外研修等に要
する渡航旅費、滞在費等相当額を奨学金として給付しています。
　本馬詰研究奨励賞は、故馬詰彰様のご遺族から工学研究科
にご寄附いただいたご遺産を活用し、平成 23 年に設けられた
奨学表彰制度です（馬詰彰様は本学工学研究科を卒業後、助
手、講師として務められ、その後民間企業でご活躍されまし
た）。平成 23 年度は 14 名、平成 24 年度は 15 名、平成 25 年度
は 11 名の学生が採択されました。

工学研究科博士後期課程学生支援制度

　工学研究科では平成 24 年度より博士後期課程学生支援制
度を実施しています。工学研究科基幹講座に在籍する学生に、
他の奨学制度も含めて、少なくとも授業料相当額程度の支援を
行う様に努めています。博士後期課程への進学に伴う学生の経
済負担を少しでも軽減し、勉学に専念できるようにすることによ
り、社会に貢献できる優れた研究者・技術者を育成します。

強靭な国づくりを担う国際人育成のための中核拠点� http://www.drc.t.kyoto-u.ac.jp/

　日本と同様に今後大規模災害の発生が想定される ASEAN の大
学と連携して中核拠点（世界コンソーシアム）を形成し、東日本大震
災からの復興の過程を踏まえながら、強靭な国づくりを担う国際人
を育成することを目指します。京都大学とASEAN の連携大学※の
間で、減災／復旧／復興リーダー育成を目指す協働教育プログラム

を開発し、単位相互認定を伴う短期留学による修士・博士後期課程
の学生交流及び若手教員の相互派遣を主体とした実践的な教育を
行います。
※）タイ：チュラロンコン大学・カセサート大学・アジア工科大学、マレーシア：マラ
ヤ大学、インドネシア：バンドン工科大学、ベトナム：ベトナム国家大学ハノイ

工学研究科

研究組織 支援組織教育組織
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高等教育院（※１）8分野
応用力学分野
発展的持続性社会基盤工学分野
物質機能・変換科学分野
生命・医工融合分野
融合光・電子科学創成分野
人間安全保障工学分野
デザイン学分野
総合医療工学分野

高等研究院（※２）9部門
次世代開拓ユニット研究部門
先端微粒子科学技術研究部門
生体医工学研究部門
流体理工学研究部門
集積化学システム研究部門
環境基盤工学研究部門
新材料の科学研究部門
光・電子理工学研究部門
融合ナノ基盤工学研究部門
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工学研究科

Topics 世界をリードする科学技術創造拠点＝桂キャンパス

　1997 年に創立百年を迎えた京都大学は、21 世紀を展望し、大学本部の吉
田キャンパス、自然科学系研究所群を配置した宇治キャンパスに続き、工学
研究科等の教育研究拠点となる第三の桂キャンパスを建設中であり、世界を
リードするエクセレントユニバーシティとして新たな飛躍を期そうとしていま
す。
　2003 年 10 月18日に開校した桂キャンパスは、東西と北を山々に囲まれ、
南に向かって開放された京都市にあって、西山の麓、桂川を見下ろす丘陵地
に立地し、吉田キャンパスから西南西約 11km、宇治キャンパスから北西約
13km の地点にあります。また、近隣の国際日本文化研究センターや京都市
立芸術大学との連携により、新時代における学術・芸術文化ゾーンの構築を
目指しています。
　桂キャンパスは 4 つのクラスターから成り、Aクラスターには工学研究科
の電気系 2 専攻と化学系 6 専攻が、Bクラスターには桂インテックセンター
と事務管理棟、福利・保健管理棟が、また Cクラスターには建築学専攻と地球
系 3 専攻が配置され、平成 24 年度末に物理系４専攻があらたに配置されま
した。キャンパスの完成時には約 4,000 人の学生・教職員を擁し、工学
（Technology）と科学（Science）が融合する『テクノサイエンス・ヒル』として、
国際水準の卓越した教育研究を推進することになります。
　桂キャンパスは、異なる学問分野間の交流や世界各国の大学との国際交流
を推進するとともに、産業界や公的研究機関、地域社会との間に垣根のない
バリアフリーなキャンパスであることを目標に掲げています。これらの最前線
で活動する産官学連携本部（京都大学ローム記念館）と桂インテックセンター
を中心に、隣接する桂イノベーションパークの京大桂ベンチャープラザ等と
の連携を通じて、創造的で提案型の先端科学技術を社会に還元する研究拠
点となることが期待されています。

自然
自然との調和

科学技術
先端科学技術の
実験フィールド

地域
地域社会との協調

融合・交流
学術交流
国際交流

産学官連携の場

□桂インテックセンター □環境安全衛生センター

□情報センター

□グローバルリーダーシップ
　大学院工学教育推進センター

　工学研究科は、8 つの附属センターと附属実験施設、ユニットを保有して
います。そのうち桂キャンパスには、桂インテックセンター、情報センター、環
境安全衛生センター、光・電子理工学教育研究センター、グローバルリーダー
シップ大学院工学教育推進センター及び学術研究支援センターが設置され
ています。
　平成 15 年に桂サイエンスヒルの中核的なセンターとして開設された桂イ
ンテックセンターは、工学研究科を構成する多様な専門分野の研究者が、従
来の専攻の枠組みを超えて英知を結集し、工学を基盤とする学際的な応用研
究課題に取り組む先端研究拠点として設立されました。センターには 5 つの
オープンラボ及びミーティングルームが設置されており、将来の新研究分野
の創造を目指す高等研究院の研究部門や様々な研究プロジェクトが利用し
ています。桂インテックセンターは、最先端の戦略的研究により新しい技術を
創出することを期待されており、世界を視野に入れた対外的な顔として研究
交流等も行っています。

　京都大学環境憲章にもとづいて、桂キャンパスでは京都大学にふさわしい
環境マネジメントシステムの構築を目指しています。そのため、キャンパスの
基本設計の段階からエネルギーマネジメント、化学物質の適正管理、優れた
実験環境の確保等に必要な基盤整備に取り組んできました。これらの取り組
みは国立大学法人化後の労働安全衛生法への対応にも役立っています。

　桂キャンパスは、京都大学の「自由の学風」に基づく独創的な工学、情報学
研究を世界に先駆けて行うため、研究者の要請に応じた自由度の高い先進
的情報通信基盤を提供します。吉田・桂・宇治キャンパス間をつなぐ高速ネッ
トワーク（京都大学学術情報ネットワーク）により、それぞれのキャンパスが保
有する特徴的な情報資源を、空間に制約されることなく利用することが可能
となります。さらに高速、高精細の遠隔会議・講義システムを導入することで、
分散型協調研究による新しい分野融合領域の開拓や、マルチメディア教育環
境を活用した高度の専門能力を持つ人材育成に貢献しています。

　工学研究科では、平成 20 年度から新たな教育プログラム（修士課程と博
士後期課程を連携する新教育プログラム：融合工学コース、高度工学コース）
を開設し、大学院教育の実質化並びに国際化の推進に向けた取組みを開始
しました。さらに工学研究を支える基盤分野での学理の継承・発展と人材の育
成をより堅固なものにするべく、工学研究科では教育推進組織として、「工学
研究科附属グローバルリーダーシップ大学院工学教育推進センター（略称：Ｇ
Ｌ教育センター）」を平成 19 年 12 月18日に設立いたしました。
　本センターでは、工学研究科共通教育と国際化対応教育を推進するべく、
専門領域・融合領域の研究や教育を担う組織とは全く異なり、科学技術を基
盤とする研究者・技術者が修得すべき大学院レベルの教養教育や国際化対
応の教育などの「工学研究科共通科目」を運営・実施し、国際的にリーダーと
して活躍するための幅広い素養を有する人材の育成に努めています。
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Graduate School of Engineering

Topics 最先端の研究紹介

修士課程修了者の進路状況
〈主な就職先�〉� �新日鐵住金、三菱重工業、トヨタ自動車、川崎重工業、関西電力、西日本旅客鉄道、

 東レ、パナソニック、三菱電機、花王  

博士後期課程修了者の進路状況
〈主な就職先〉� 京都大学（工学研究科他 助教・研究員等）、日立製作所、三菱電機、

 大阪大学（基礎工学研究科他 助教・研究員）、東京大学（工学系研究科 研究員）、
 日本原子力研究開発機構、IHI、東京工業大学（理工学研究科他 助教・研究員）、
 トヨタ自動車、日本学術振興会 

進学
（大学院）
70人

就職
599人

その他
15人進路

状況
（平成 25 年 5 月）

円グラフ：修士課程修了者の進路状況

“ 光（フォトン）” を自由自在に操る水銀および水銀廃棄物の長期安全管理技術の開発

わずかな熱で気体分子の動きを制御する

有機的で多様性に満ちた生活空間の
設計理論の構築とデザインの実践

レーザーの空間位相分布を制御することにより
ガラス内部に一括で構造を描画する

　21 世紀は、光の時代といわれています。無尽蔵にある太陽光エネルギーの
利用、光の超高速性を活かした新しい通信・情報処理、超高効率発光デバイ
ス・固体照明、さらには量子情報処理にいたるまで、光が担う役割はますます
重要となっています。
　電気系専攻では、このような 21 世紀を切り開く、光（フォトン）を自由自在に
操ることを目的として、「フォトニック結晶」「フォトニックナノ構造」をキーワー
ドとして、その物理的基礎から応用までを研究しています。最近の成果の一例
を挙げますと、高温物体からの熱輻射スペクトルを、エネルギーのロスなく、
狭いスペクトルに集約する技術開発に成功しました（英科学誌 Nature�
Photonics,�2012）。この成果は、極めて広いスペクトルをもつ太陽光を、Si な
どの太陽電池に適したスペクトルに集約可能な技術へと展開可能と考えられ
るため、極めて高効率な太陽光発電につながると期待されます。

　水銀は有用な金属で体温計や血
圧計、触媒など様々な用途に利用さ
れてきましたが、水俣病などの甚大
な被害をもたらす有害な物質でもあ
ります。2013 年に世界は水銀の健
康被害や環境汚染を防ぐために水
銀に関する水俣条約を採択しまし
た。条約が発効されると、水銀の輸
出入が原則禁止されます。我が国では年間需要量を超える水銀が余剰水銀と
して発生し、安全に長期に水銀を有害廃棄物として処分する必要があります。
そのためには、余剰水銀をより安全な化学形態へ安定化させ、管理しなけれ
ばなりません。環境デザイン工学研究室では、様々な方法を用いて安定な硫
化水銀を合成する技術を開発し、長期安全管理を行うための方策を研究して
います。

　気体にはたくさんの分子があり、全体として静止していても、分子は毎秒数
百 m の速さで運動しています。その運動をわずかでも取り出せれば、かなり
の速さです。普通は分子がすぐに他の分子と衝突するので難しいのですが、
高層大気や真空機器内など、分子が少ない場合には、物体の配置や温度を工
夫すれば、気体全体の流れとして取り出すことができます。分子の種類で速さ
が異なるため、混合気体を窒素や二酸化炭素などの成分に分離することも可
能です。この理屈は、例えば紙の繊維の間のミクロな空間でも成り立ちます。
現在、紙等の多孔膜周囲で温度や圧力を調整し、数十度の温度差だけで大気
圧混合気体を分離し続ける装置の開発を進めています。

　建築設計においては、十分な構造強度や快適な室内環境を物理的に考慮
するだけでなく、建物が建つその土地ごとの歴史や文化という、目に見えない
事柄を検討する必要があります。このため生活空間設計学分野では、社会生
活の基盤としての建築をより人間的で意味豊かなものとするために、工学的
な技術や知識、さらには芸術や哲学思想をも含んだ幅広い見地から、生活空

間が有する意味や成立過程を分析、検証し、
有機的で多様性に満ちた生活空間を実現す
るための設計理論の構築を行なっていま
す。また、国内外の設計プロジェクトを通し
て研究成果の実践的応用を試みることで、理
論研究の分析力と、デザインの総合力との
相補的融合をめざしています。

　平尾研究室では、集光フェムト秒レーザーを用いてガラス内部に三次元構
造を作製し、様々な微小光デバイスを開発してきました。従来の方法では、構
造を１点ずつ描き込むために、時間的・エネルギー的な効率が非常に低かっ
たのですが、フェムト秒レーザーを液晶空間光変調素子に入力することによ
り、任意の強度の空間分布を持ったレーザーを作り、一回の照射で複雑なパ
ターンを書き込める「一括描画システム」を開発しました。

　上の写真は、開発した一括描画システムによってガラス内部に描いた京大
のロゴです。従来法に比べて100 倍以上の速さで描画できることが示されま
した。この技術により、効率の面で産業化への壁があったフェムト秒レーザー
にブレークスルーをもたらすことができると期待されます。

設計プロジェクトを通した実践事例
（模型写真）

熱輻射制御による高効率太陽光発電の概念図
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農学研究科
http://www.kais.kyoto-u.ac.jp/

□農学　　　　　　□森林科学　　　　□応用生命科学　　□応用生物科学　　
□地域環境科学　　□生物資源経済学　□食品生物科学

農学を広く「生命・食料・環境」に関わる総合科学と位置づけ、分子・細胞レベルから生態系あるいは地域社会に至
るあらゆるレベルでの広範な研究活動を行っています。また、これらの研究を通じて得られたバイオテクノロジー等
の新技術を活用した生物材料、医薬品、工業原料、エネルギー等の開発や、健康増進に向けての食品機能の強化や安
全性などの重要課題にも取り組んでいます。

　本研究科は、自由の学風を重んじる本学の基本理念を踏まえなが
ら、世代を超えた生命の持続、安全で高品質な食料の確保、環境劣
化の抑制と劣化した環境の修復など、人類が直面している困難な課

題の解決に取り組み、本学が目指す地球社会の調和ある共存に貢
献することを教育研究の目的としています。

　教育研究の目的の下、本研究科は、次のような人材を養成しま
す。
　学部で養った学識と倫理性をさらに深めることにより、高度な専
門知識と研究技術を習得し、かつ、以下のような使命感を持った教
育・研究者、企業・公的機関における専門技術者、行政担当・政策立
案者

1　�生命現象の解明、生物の生産と利用、地域から地球規模に至る
環境保全等に関する独創性の高い科学を担う。

2　�農林水産業及び食品・生命科学関連産業の発展に貢献する画
期的な技術革新を実現する。

3　�現代社会の諸問題に様々な角度から取り組み、環境との良好な
関係を維持しながら、社会の発展を持続させるためにとるべき
施策及び社会のあるべき姿を提起する。

　21 世紀における地球規模の重要課題として、エネルギー、資源、
環境、食料、生命、情報、民族および文化等がありますが、農学はそ
れら全てに関わっており、その果たすべき役割は、ますます重くなっ
てきております。
　これらの課題により一層対処するため、京都大学では、7 専攻よ
りなる農学研究科の改組を平成13年 4月に行いました。これによっ
て、大学院は教育と研究が有機的により一体化され、社会の期待に
添うことのできる組織となりました。
　農学の理念をよく理解し、広い視野でものごとを考える力としっか
りとした基礎学力を身につけた農学部の卒業生は、その大半が、他

学部、他大学の卒業生とともに農学研究科に進学します。
　そこでは、高い研究水準を持った熱意のある教員と最新の設備が
待ちかまえ、大学院学生の研究意欲を強く刺激します。院生は教員
の指導は受けるものの、自由に発想し、自身で考え、計画し、近未来
を目指した先端的研究や、遠い将来を見据えた着実ではあるがユ
ニークな研究を行うことができます。
　現在、大学院には、中国、韓国、インドネシアをはじめ多くの国々
からの外国人留学生約 80 名が在籍しています。多くの留学生と一
緒に勉強することで、知らず知らずの内に国際性が身につくことに
もなります。

教育研究の目的、及び人材養成の目的をふまえ、本研究科は、以下
のような人材を求めています。

1　�幅広い視野と農学の専門分野を学ぶための十分な基礎学力を
あわせもち、かつ高い倫理性を身につけた人。

2　�農学の研究を通じて、社会の発展に貢献するという意識の高い
人。

3　�研究課題を自ら設定する事ができ、その課題に果敢にチャレン

ジする意欲のある人。

4　�日本語、外国語を問わず、高いコミュニケーション能力を有する
人。

特に、博士後期課程には、農学関連の研究者や高度専門技術者を
目指し、それぞれの分野でリーダーシップが発揮できる人材を求め
ます。

●  教育研究の目的

●  人材養成の目的

●  農学研究科の特色

アドミッション・ポリシー
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Topics

Topics

Topics

農学研究科
Graduate School of Agriculture

教員紹介

研究紹介

研究プロジェクト

「酵素の機能を理解し創造し応用する」

「低炭素社会のためのメタボロミクス」

「良質で安全な水の持続的な供給を実現するための山体地下水資源開発技術の構築」

様々な産業分野で、微生物・動植物由来の多種類の酵素が利用

されています。食品生物科学専攻酵素化学分野保川清教授の

研究室は、有用酵素の創製や酵素反応の制御を通して酵素の

新しい応用面を切り開き、食品工業と医薬品工業での酵素利用

を目指しています。一方で、溶液中での酵素の構造と機能に焦

点を当て、触媒機能を解明することにも取り組んでいます。現

在、プロテアーゼ、アミラーゼ、逆転写酵素、アミノアシル－

tRNA 合成酵素について、構造と機能の解析、機能改変、阻害物

質の探索と阻害機構の解明を幅広

く進めています。このうち逆転写酵

素については、蛋白質工学により熱

安定性を向上させました。現在、企

業と共同で実用化に向けた評価を

行っています。所属学生は 13 名でう

ち 3 名が留学生です。

　農作物を病害虫から守るために多くの殺虫剤や殺菌剤が散

布されている。化学合成した薬剤を大型機械で散布するコスト

は農家の経営だけでなく低炭素社会の実現にも負担となる。し

かし、例えば熱帯雨林では多様な昆虫や微生物が生息するにも

拘わらず植物が生い茂っている。これは植物が進化の過程で虫

や病原菌への対抗能力を獲得できたからである。代謝物をしら

みつぶし分析するメタボロミクスを適用してみると、虫や微生

物に攻撃された植物は多種多様な代謝物を新たに合成してい

る。これら代謝物は虫や微生物の生育阻害だけでなく、生理状

態の調整にも機能している。植物を守るための仕組みを植物の

代謝物から教えてもらうところが本研究の醍醐味である。戦略

的国際科学技術協力推進事業から研究支援を受けており、日本

側はイネとダイズを米国側はトウモロコシを材料にして、文字

通り協力しながら研究を推進しているので、米国の研究者マイ

ンドに触れる貴重な機会でもある。

　気候変動等によるリスクが高まる中，良質で安全な水の持続

的な供給を実現するためには，本来の自然の力を活かした，汚

染や災害に強い水資源開発を行うことが重要です。日本の山地

は地形が急峻であり，従来から水資源開発は難しいと考えられ

てきました。しかしながら最新の砂防学・森林水文学の研究に

よって，緑の森に覆われた山地では，山体の内部に豊富な地下

水が蓄えられていることが示されています。山体地下水は水質

が良好であり，人間活動の影響を受けにくく，水質事故に強い

水資源です。地下水を利用して水位を下げることは，土砂災害

の軽減にも繋がります。本プロジェクト（科学技術振興機構

CRESTプロジェクト）では，山地渓流の水量や水質を研究するこ

とによって，良質な地下水資源を探査し利用するための革新的

な技術の構築を目指しています。

研究科独自の学生支援について
１） 国際交流室を設置し、教職員を配置して、在籍する外国人留学生及び研究者の学習、研究上の支援を行っています。
　　外国人留学生に対する支援としては、日本語教室、プレカウンセリング、研修旅行、ほっこりカフェ等の各種行事を行っています。
２） 農学部教育研究基金を設立し、大学院学生等が学術的発表を行うために、海外で開催される国際研究集会に参加する経費の一部を助

成金として給付しています。

（食品生物科学専攻　酵素化学分野　保川�清�教授）

（農学専攻　育種学分野　奥本�裕�教授）

（森林科学専攻　山 地保全学分野　小杉�賢一朗�准教授）
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農学研究科

修士課程修了者の進路状況
〈主な就職先�〉� �日本製紙株式会社、協和発酵バイオ株式会社、株式会社明治、雪印メグミルク株式会社、

 塩野義製薬株式会社、三菱ガス化学株式会社、住友化学株式会社、
 西日本旅客鉄道株式会社、帝人株式会社、日本たばこ産業株式会社  

博士後期課程修了者の進路状況
〈主な就職先〉� 京都大学（農学研究科他、研究員等）、名古屋大学（研究員）、大阪大学（研究員）、

 東京大学（研究員）、香川県庁、山口県庁、京都府農林水産技術センター、
 大阪府立水産試験場、小野薬品工業株式会社、森永製菓株式会社 

進学
（大学院）
42人

就職
218人

その他
21人進路

状況
（平成 25 年 5 月）

円グラフ：修士課程修了者の進路状況
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農学専攻 森林科学専攻

地域環境科学専攻 生物資源経済学専攻 食品生物科学専攻
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　2001 年に京都大学農学部を卒業し、生物資源経済学専攻の
修士課程に進学しました。所属研究室は比較農史学です。その
後、博士課程の途中でイギリスの大学院に留学し、帰国して教
員の職につくことになりました。
　現在は社会人類学を主な専門領域として研究や教育をおこ
なっていますが、農学研究科の修士・博士課程に在学している
あいだに学んだことは現在でも基礎的な力として日々の研究・
教育活動を支えていると感じます。学生それぞれの問題関心を
尊重する気風のなかで、何よりも自身が育てる興味、意欲、行動
力なくして研究はなしえないということを実感することができま

した。また現実にある問題を見つ
め考えていくさいに、いかに幅広
い視野が可能であるかということ
も大学院在学中に学びました。即
効力をもたないように見えながら
も、問題を長期的に考える上で看
過できない数多くの視点にふれた
ことは、その後の財産となったと感
じています。

酒井 朋子さん
（東北学院大学教養学部講師）

卒業生
紹　介
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農学研究科

Graduate School of Agriculture

　21 世紀の食料生産は世界人口の爆発的な増加に伴って深刻な事態に
直面しており、一方で農業を含むさまざまな人間活動が地球環境の悪化
や生態系の望ましくない変化を引き起こしつつあります。農学専攻は、農
作物および園芸作物の生態系と調和した効率的・安定的な生産と生産物
の品質向上の基礎として、作物の生理生態的特性の究明、遺伝変異の探
索と遺伝解析、耕地環境の持続的な制御と維持に関わる技術の追求、食
料・飼料としての品質の評価・設計などに関しての研究・教育を行っていま
す。基幹分野の作物学、育種学、蔬菜花卉園芸学、果樹園芸学、雑草学、栽
培システム学、品質設計開発学、品質評価学および協力分野の植物生産
管理学の９分野からなり、これらの研究・教育活動を通じて、それぞれの
専門分野の高い学識に加えて、総合力に優れかつ国際性豊かな人材育成
を目指しています。

　応用生物科学専攻では、陸地ならびに海洋に生息する微生物から高等
動植物にわたる多様な生物を対象に、生物資源の生産・利用・加工の諸側
面に含まれる化学的・生物学的原理の探究とその応用に関する様々な分
野の教育・研究に携わっています。すなわち、微生物、動物、植物などの幅
広い生物を対象として、それ自身について、その生命機能を生物学、化学、
生化学、物理学、生理学、分子生物学などを基盤として多面的にそして同
時に深く探究・理解する一方（バイオサイエンス）、得られた学術的成果を
農、医薬、食品を初めとする生活関連有用物質の高度な生産や利用に適
用することを指向しています。
　この方向性に基づく形で、専攻内の各研究分野では多様な先端的研究
が実施されており、そして、その学際的融合が盛んに行われています。当
専攻では、このような特色を最大限生かすかたちの基礎教育、先端教育、
および学生実習を実施しています。

　人類は本来それぞれの地域で、その地域における自然環境に適合した
生産活動を行い発展してきました。
　しかしながら、近代の工業発展・人口増加・物質文明化は、一方におい
て深刻な環境問題をもたらした結果、われわれは今や人類の存亡に関わ
る危機に直面しています。そこで、地域固有の自然のことわり・多様性を深
く理解することにより環境問題が生じてきた基礎原因を見いだしてゆくこ
と、問題解決に必要な生産活動・生活の在り方を確立することが強く求め
られているのです。
　地域環境科学専攻は、環境問題を診断し治癒の対策を立てる重責を果
たすため、都市・農村・里山・熱帯地域から地球全体を視野に入れ、微生
物・昆虫をも含めた生態系の動態、水循環や土壌保全、農村の生産や生
活、農業生産技術などを対象とした多角的な調査・実験・技術開発の研究
を展開しています。環境を守りつつ自然のめぐみを持続的に享受できる豊
かな社会を次世代に向けて築くことが、我々のめざすところです。

　現代社会が直面する問題のなかで、食料・環境・農業に関連する諸問題
は、ますます深刻化し、それを解決するための政策へのニーズが増しつつ
あります。
　生物資源経済学専攻では、このような時代の要請に応えるべく、自然科
学的な知識を踏まえた上で、経済学、経営学、社会学、歴史学などの人文・
社会科学的な研究手法を用いた研究・教育を行っています。
　具体的な研究課題としては、農林業、食品産業、消費者を結ぶフードシス
テムの研究、地域社会・経済活性化政策の研究、地球規模の環境問題、およ
び、地域農林業と環境保全の研究、途上国における資源利用・貧困削減政
策の研究、農業・農村問題の比較史的研究、食と農の文化・社会・思想的視
点からの研究などがあり、人文・社会科学の諸理論を基礎としながら、
フィールド・ワークの手法を取り入れた教育に特徴があります。

　食品生物科学専攻は、化学、生物学、物理学を基盤とし、ヒトを含む生命
体における生命現象の解明を通じて、食品・食料に関わる諸問題の解決を
目指しています。
　食品生命科学、食品健康科学、食品生産工学の３つの基幹講座（８分
野）より構成され、食品、化学、製薬分野などで幅広く活躍できる人材の養
成を行っています。
　食品生命科学講座では生命現象ならびに食品素材を化学・物理学的な
観点から考究し、食品健康科学講座ではヒトと食品のかかわりを栄養・生
理学的な観点から解明し、食品生産工学講座では化学工学や遺伝子工学
的手法を導入した新たな食品開発の基盤を確立する基礎教育ならびに
先端的研究を行っています。

　森林は、昔から、人間の生活にとって、必要不可欠な場でした。森林科学
専攻（基幹分野：5 講座 12 分野）では、その森林の多面的な機能（生物多
様性の保全、地球温暖化の緩和・防止、木質資源の生産、人間の豊かな日
常生活の形成など）を学んで、持続可能な社会を構築することを大きな目
標としています。
　具体的には、「森林生態系の保全と活用」「森林由来の生物資源の活用」

「森林と人間の共生」を研究のキーワードとして、さらに詳しく述べれば、
「森林生態系の保全と活用」では、森林の構造と動態、森林における物質
循環、森林の維持・管理、野生生物の保全・被害防止など、「森林由来の生
物資源の活用」では、バイオマスの利活用、木造建築、紙、きのこ生産、木
造文化財保護など、「森林と人間の共生」では、森林と文化、里山の保全、自
然再生、都市緑化、土砂災害防止などの森林に関するあらゆる課題に対し
て、幅広い視野に立って、国際的かつ学際的な研究・教育活動を行ってお
り、これらの活動を通して、各方面の分野で幅広く活躍できる人材の育成
に努めています。

　応用生命科学専攻は、生命がどのような仕組みで生まれ維持されてい
るのかを化学の視点から分子・細胞レベルで理解するとともに、その成果
をバイオテクノロジーとして利用し、健康で快適な生活の実現に貢献する
ことを目指しています。
　現在私達には、環境劣化を防ぎつつ食糧・エネルギーを確保し、生活の
質を向上させて行くことが求められています。このように困難な課題の解
決に向け、生物が持つ能力を高度に利用することが今後ますます重要に
なると考えられます。応用生命科学専攻では微生物、植物、動物を含む広
汎な生物を対象とし、物理化学、有機化学、生化学、分子生物学、細胞生理
学等を基盤とした研究・教育を通じ、生命現象の深い理解に立脚した独創
的な技術を開発し得る研究者・技術者の養成を目指しています。

専攻紹介

農学専攻 応用生物科学専攻

地域環境科学専攻

生物資源経済学専攻

食品生物科学専攻

森林科学専攻

応用生命科学専攻

他部局との連携や協力講座について
農学研究科では、協力講座として附属農場に 1 分野、フィール
ド科学教育研究センターに 3 分野、生存圏研究所に 8 分野、
化学研究所に 2 分野、原子炉実験所に 1 分野あり、地球環境
学堂・学舎とは協働分野として連携体制をとっています。
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人間・環境学研究科
http://www.h.kyoto-u.ac.jp/

□共生人間学　　□共生文明学　　□相関環境学

平成 3年 4月に京都大学における最初の独立研究科として創設。平成 15 年 4月より、ともに教養部を母体として設立
された総合人間学部と一体化し、現在の 3専攻 14 講座制に至りました。約 160 人の教員のもとで、修士課程 164 名、
博士後期課程 68 名を受け入れています。

　人間・環境学研究科は、環境、自然、人間、文明、文化を対象とする
幅広い学問分野の連携を通じて、人間と環境のあり方についての根
源的な理解を深めるとともに、人間と環境のよりよい関係を構築す
るための新たな文明観、自然観の創出に役立つ学術研究を推進す

ることを目指します。また、こうした研究活動を推進するなかで、人
間及び環境の問題に対して広い視野、高度な知識、鋭い先見性を
もって取り組むことのできる研究者、指導者、実務者を養成すること
を目的とします。

　人文、社会、自然科学の広範な学問領域をカバーしているところ
が最大の特色であって、この特色を生かし、従来の諸学問を新しい
パラダイムのもとで再編・統合することを目指しています。設立当初
からの理念である「限りある自然と人間の共生」を指向し、「持続的
社会の構築」という緊急かつ現実的な課題に応えるために、関連す
る様々な領域をつらぬいて新領域を切り開く統合知を究明していき
ます。
　専任教員のみならず、学内の他部局（大学院地球環境学堂、人文

科学研究所、化学研究所、高等教育研究開発推進センター、ウイル
ス研究所附属感染症モデル研究センター、環境安全保健機構附属
放射性同位元素総合センター、放射線生物研究センター、学術情報
メディアセンター、こころの未来研究センター、国際高等教育院）、な
らびに学外機関（独立行政法人国立文化財機構京都国立博物館、独
立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所、独立行政法人国立
特別支援教育総合研究所、独立行政法人情報通信研究機構）の協
力を得て、研究・教育体制をより充実したものとしています。

●  教育方針と教育理念（人材養成に関する目的）

●  人間・環境学研究科の特色

人間・環境学研究科の教育研究上の目的

専攻等・基幹講座等

　「人間相互の共生」という視点に立ち、人間と環境の相関関係において人間の根源を探求しつつ、現代社会の具体的諸課題に取り組み、社
会的要請に柔軟に応えられる研究者、指導者、実務者の養成を目指します。

　共生・融和の可能性を追求するため、多様な文明の間にみられる対立・相克の構造を解明するとともに、歴史・社会・文化の諸相にわたって
複雑にからみあう文明の諸問題に新たな見地から取り組み、解決の方向性を示すことのできる研究者、指導者、実務者の養成を目指します。

　人間と自然環境の関わりを包括的に理解することを目指した基礎研究を展開するとともに、自然と人間の調和を図るために必要な新しい社
会システムの確立に、高度な見識と科学的・論理的判断力をもって貢献することのできる研究者、指導者、実務者の養成を目指します。

共生人間学専攻

共生文明学専攻

相関環境学専攻

人間社会論／思想文化論／認知・行動科学／数理科学／言語科学／外国語教育論

現代文明論／比較文明論／文化・地域環境論／歴史文化社会論

共生社会環境論／分子・生命環境論／自然環境動態論／物質相関論
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人間・環境学研究科
Graduate School of Human and Environmental Studies

他部局との連携や協力講座について

研究紹介

学際教育研究部

修士課程修了者の進路状況
〈主な就職先�〉� �アシックス、京都府庁、自衛隊、日本放送協会、愛知県庁、アサツーディ・ケイ 、

 旭硝子、ヴィッツ、エンゼルプレイングカード、オースビー 

博士後期課程修了者の進路状況
〈主な就職先〉� 京都大学、イトクロ、開智未来中学校・高等学校、京都市学校歴史博物館、

 京都市国際交流協会、神戸大学、湖南科技大学（中国）、滋賀県立大学、
 情報通信研究機構 脳情報通信融合研究センター、森林総合研究所 

進学
（大学院）
59人

就職
67人

その他
26人

進路
状況

（平成 25 年 5 月）

円グラフ：修士課程修了者の進路状況

共同研究
風雅のまちづくり、メタ自然学、心が生きる教育

　学際教育研究部は、高度の大学院教養教育と、学内外と
の共同研究を推進する人間・環境学研究科の部内センター
です。大学院教養教育として、現在、１）模擬授業、２）ディベ
イト式授業、３）外国語による授業、４）異分野交流おもしろ
ゼミ、の４事業を行っています。さらに、院生の知識や感性
の涵養に資する講演会などの事業の援助を行っています。
　また、2011 年 11 月にはフランス人間科学研究財団

（FMSH）と研究交流及び協力の基本協定を締結し、日仏間
の交流と協力を図っています。

　人間・環境学研究科は 2008 年 4 月に京都市・長浜市と連
携交流協定を結び、2009 年 4 月より湖北観光情報茶屋四
居家の一角に、教員、院生が地元市民の方 と々コミュニケー
ションを保ちながら、風雅のまちづくりを研究していくための

「京都大学風雅のまちづくり長浜研究所」を開設しています。
2009 年度からは長浜市とともに「庭とコミュニティー」と題
したシンポジウムの開催、研究調査活動を行っております。
　また、風雅のまちづくりでの調査研究活動をもとにした催
し物や、国際シンポジウムも行っています。

「東アジア哲学」

� 比較文明論講座　小倉�紀蔵教授
　私の研究室でやっているのは「東アジア哲学」です。聞き慣れない言葉
だと思います。ふつうは中国哲学とか日本思想などというように専門を国
別に分けるのですが、ここではそうしない。中国・朝鮮・日本の哲学・思想・
文化を比較しながらトータルで理解しようとします。現在の私の関心事は、
これまで人類が気づいてこなかった新しい生命観です。それを『論語』の
中の孔子の言葉に見出そうとしています。その生命観が、中国・朝鮮・日本
でどのように継承され、否定されてきたかを考えています。

「岩石から読み取る地球の成り立ちと営み」

� 自然環境動態論講座　小木曽�哲准教授
　岩石は、地球の表層や内部の様々な働きによって形成されます。岩石が
どのように形成されたかを探ることによって、地球の表層や内部で起こっ
た出来事を読み解くことができます。私の研究室では、高圧実験と化学組
成分析を主な手法として、岩石を手掛かりに地球の変動史や地球内部の
動態を追究しています。最近は、地球が誕生してから海が出来る頃までの
プロセスを解明することを目指して、地球形成直後の地球内部で起こった
マグマ生成過程を高圧実験で再現したり、鉱物中に含まれる水酸基の含
有量から地球内部の水の量を推定したりしています。

Topics 院生の受賞

共生文明学専攻修士課程
文化・地域環境論講座

井上�彩織

第10回京都学生人間力大賞　
グランプリ・人づくり部門賞
（平成 25年 9月29日）
授賞対象　�東山区粟田学区を中心としたエリアで、地域に関心をもつ学生

達に地域行事の運営に参加するきっかけをつくり、若者と地域を
結ぶ活動に対して

相関環境学専攻博士後期課程
自然環境動態論講座

望月�陽人

日本陸水学会 2012 年度国際交流奨励賞
（平成 25年 9月12日）
受賞対象　�Seasonal�variation�of�dissolved�uranium�
　　　　　concentration�in�Lake�Biwa,�Japan

日本陸水学会第 78回大会優秀講演賞
（平成 25年 9月12日）
授賞対象　�沖縄島河川におけるウランの濃度分布と供給機構
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エネルギー科学研究科
http://www.energy.kyoto-u.ac.jp/

□エネルギー社会・環境科学　□エネルギー基礎科学
□エネルギー変換科学　　　　□エネルギー応用科学

エネルギー科学研究科では、エネルギー持続型社会形成を目指して、理工系に人文社会系の視点を取り込みつつ、学
際領域としてのエネルギー科学の学理の確立をはかり、地球社会の調和ある共存に寄与する、国際的視野と高度の専
門能力をもつ人材を育成しています。

　エネルギーの安定供給ならびに環境の保全は、社会の持続可能な発展にとって重要な課題です。このような持続型社会を実現するために

は、エネルギー・環境問題に関する先端的研究を実施しうるだけでなく、同問題への高い意識と解決の方法論・技術を有する人材を育成するこ

とが不可欠です。この観点から、次のような人材の育成を目指しています。

　上記の理念のもとに学部や大学、学生や社会人、国内や国外を問わず、次のような入学者を求めています。

　国際的な広い視点と多角的な知見をもとにエネルギー・環境問

題を解決することができる人材を育成することは、エネルギー科学

研究科の重要な使命です。そのためには、大学院の課程で自然科学

と社会科学の双方にわたる幅広い学識を身につけ、それらを総合

的に活用する能力を養うことが必要です。そこでエネルギー科学研

究科の修士課程では、自然科学のみならず社会科学をも含む多彩

な授業科目や、他専攻セミナー、学外研究プロジェクトなどを特徴と

する従来にはない新しいカリキュラムを実施しています。また、博士

課程では、総合能力を高めるため、先端研究を展望する講義や英語

による講義での単位取得を取り入れています。

1　�学際的領域であるエネルギー科学について、それに関連する幅

広い学術の進展や社会・経済の変化に対する十分な適応力、な

らびに広い視野と総合的な判断力を持って、その確立と一層の

発展に貢献する先端的研究者

2　�エネルギー・環境問題の改善を目指して、多様な組織体におい

て高度な技量を持って活躍し、社会に貢献する先端的研究者な

らびに高度技術者

3　�エネルギー・環境問題を広く理解し、教育・広報・政策立案・行政

を通じて、国内社会のみならず国際社会にも貢献する先導的教

育者ならびに高度実務者

　・エネルギー・環境問題の解決に意欲を持つ人

　・既存概念にとらわれず、創造力にあふれる個性豊かな人

　・新しい学問・研究に積極的に挑戦する人

●  教育方針と教育理念（人材養成に関する目的）

●  アドミッションポリシー

●  エネルギー科学研究科の特色
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エネルギー科学研究科
Graduate School of Energy Science

Topics
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エネルギー科学研究科

～環境と調和するエネルギー、社会システムを求めて～
　人間社会や地球環境と調和しながら21 世紀の人類文明の持続的発展を可能
にするため、エネルギー社会・環境科学専攻においては、エネルギー問題を社会
的、政治的、経済的、環境的側面から総合的に分析・評価し、理想的なエネルギー
システムの構築を目指しています。

　2009 年度から開始された文部科学省の「国際化拠点整備事業（グローバル
30）」の拠点大学の一つとして京都大学が採択されました。エネルギー科学研究
科では、その事業の一環として、研究科内に国際エネルギー科学コースを開設し
ました。このコースでは、特に修士課程において英語による授業科目の履修だけ
で修了できるように、新たな枠組みを設けています。エネルギー科学研究科では、
エネルギー社会・環境科学専攻、エネルギー基礎科学専攻、エネルギー変換科学
専攻の 3 専攻で国際エネルギー科学コースを運用し、2010 年 10 月から修士課
程の学生を受け入れています。また、2012 年 10 月から博士後期課程の学生を
受け入れています。本コースは、留学生の受け入れを容易にすると同時に、日本
人学生の国際性を養うことも目的としています。これにより、一層国際化した研
究・学習の場を提供します。

　エネルギー科学研究科は、上記の 4 専攻からなり、エネルギー理工学研究所、
原子炉実験所、人間・環境学研究科の協力のもと、基幹講座 22 分野、協力講座 17
分野で構成されています。また、工学部、理学部、農学部の学部教育を兼担すると
共に、全学共通科目、ポケットゼミも積極的に担当しています。

～エネルギーを探求する新しい基礎科学～
　量子化学、物理化学、物質化学などの「化学」と、量子力学、電磁気学、統計力
学、物性物理学、核物理学などの「物理学」を基盤にして、エネルギー問題解決に
貢献するための基礎科学についての教育と研究を行っています。

～未来のエネルギー変換システムとその機能設計～
　地球環境と共生できる人間社会の発展に資することを目的とした高効率クリー
ンエネルギーシステムの構築を目指し、各種エネルギーの発生、変換、制御、利用
などに関する学理とその総合化について、理工学的立場から教育・研究を行って
います。

～人類の持続的発展のための地球環境調和型プロセスの展開と
　それを支えるエネルギー応用科学の確立をめざして～
　エネルギーの応用と利用に関する熱科学の基礎と応用およびエネルギーを有
効に利用するための新プロセスと機器の開発、その基礎原理の解析、高品位エネ
ルギーと先端エネルギーの応用についての新技術の開発を目指して、これらを支
える資源エネルギー安定供給システムの創出、エネルギー材料プロセシングおよ
びエネルギーの開発に付随する諸現象の解明と探求、ならびに関連する基礎科
学について教育・研究を行います。

専攻等・基幹講座等

国際エネルギー科学コース

他部局との連携や協力講座について

エネルギー社会・環境科学専攻

エネルギー基礎科学専攻

エネルギー変換科学専攻

エネルギー応用科学専攻

□次世代型ナトリウム二次電池の
　研究開発

　再生可能エネルギーとして太陽光発電や風力発電が期待されています
が、これらを大規模に導入するためには負荷平準化のための大型二次電池
が大量に必要になります。溶融塩やイオン液体を電解質に使い、さらにナト
リウムを用いることで、高性能で安全性が高く、安価な大型二次電池の実現
が期待できます。写真は、そのような電池
を開発するために、不活性ガス（アルゴン）
雰囲気のグローブボックス中で試験電池
を組み立てている様子です。手前の充放
電試験装置にセットして種々の条件で充
放電させて性能を評価します。このような
研究により、再生可能エネルギーの普及
に貢献することを目指しています。

修士課程修了者の進路状況
〈主な就職先�〉� �関西電力、川崎重工業、トヨタ自動車、新日鐵住金、三菱重工業、JFE スチール、

 住友金属鉱山、東レ、日産自動車、三菱電機 

博士後期課程修了者の進路状況
〈主な就職先〉� 京都大学、国立情報学研究所、産業技術総合研究所、新日本製鐵、豊田中央研究所、

 日本原子力研究開発機構、立命館大学、Andalas University（インドネシア）、
 Inner Mongolia Finance and Economics（内蒙古）、
 Oak Ridge National Laboratory （アメリカ） 

進学
（大学院）
9人

就職
118人

その他
7人進路

状況
（平成 25 年 5 月）

円グラフ：修士課程修了者の進路状況
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アジア・アフリカ地域研究研究科
http://www.asafas.kyoto-u.ac.jp/

□東南アジア地域研究　　□アフリカ地域研究　　□グローバル地域研究

本研究科は、1998 年 4月に、わが国で初めての地域研究に関する研究者や専門家を養成する機関として設立されました。
東南アジア研究所（1965 年設立：元東南アジア研究センター）とアフリカ地域研究資料センター（1986 年設立：元ア
フリカ地域研究センター）における研究成果の蓄積の上に設立され、当初は東南アジア地域研究専攻とアフリカ地域研
究専攻の2専攻体制で出発しましたが、2009年4月にはイスラーム地域研究と南アジア・インド洋地域研究が中心となっ
てグローバルな問題をも視野に入れたグローバル地域研究専攻を新たに発足させ、現在の 3専攻体制となりました。

　自由と自主性を重んじる本学の学風のもと、アジア・アフリカを対象とする地域研究を通じて先導的な地域研究者および地域実務者を育成
することにより、地球、地域、人間の共生に寄与することを本研究科の理念としています。

　21 世紀を迎えた現在、地球、地域、人間の共生の重要性がますま
す広く認識されています。その共生のためには、言語文化領域や民
族、国民国家と関連しつつも位相を異にする地域についての総合的
で深い理解が必要です。そしてそのためには、生態、社会、文化、歴
史の交差する場である地域に関わる文理融合的な知を蓄積するこ

とや、フィールドワークをとおして地域の固有性と多様性を十分に
把握することが要請されます。
　本研究科ではそのような認識の上に立って、地域を総合的に捉え
ながら問題群を発見し、それに積極的に取組んでいくことができる
先導的な地域研究者および地域実務者の養成を目指しています。

　本研究科は、「地域の固有性」に対する深い理解を有し、国際的な
視野をもって〈地域〉を総合的に理解することができるアジア・アフ
リカ地域の地域研究者および地域実務者の育成を目的としていま
す。

　そのために、①総合的地域研究に関わる大学院教育を 5 年一貫
制博士課程としておこない、②文理融合的で柔軟なカリキュラムを
整備し、③フィールドワークに立脚する総合的地域研究の充実に努
めています。

　東南アジア地域研究専攻の総合地域論講座や、グローバル地域研究専攻では、東南アジア研究所や地域研究統合情報センター、人文科学
研究所の研究者が協力教員として講義や演習、論文指導をおこなっています。

●  教育理念

●  人材養成の目的

●  本研究科の特徴

●  東南アジア研究所、地域研究統合情報センター、人文科学研究所との連携

概略図
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アジア・アフリカ地域研究研究科
Graduate School of Asian and African Area Studies

専攻講座 フィールドワークを支えるプログラムと研究拠点

一貫制博士課程修了者の進路状況
〈主な就職先�〉� �大阪大学環境イノベーションデザインセンター特任研究員、

 国際アグロフォレストリー研究センター研究員（フィリピン）、
 京都大学（理学研究科 産官学連携研究員、東南アジア研究所　研究員、
 アジア・アフリカ地域研究研究科　研究員）、日本学術振興会特別研究員、
 ザンビア大学講師、シャクアラ大学講師（インドネシア）、河南大学講師（中国）、
 高等専門学校職員

就職
13人

その他
9人

進路
状況

（平成 25 年 5 月）

■生態環境論
　東南アジアの基盤をなす自然と、そこに住む人間の活動との相互
作用により形成される生態環境の特質を明らかにするため、自然生
態と社会生態に関する教育研究をおこなっています。

■地域変動論
　東南アジアの内発的発展及び変動のエネルギーと方向性に焦点
を当てながら、地域発展・地域変動に関する教育研究をおこなって
います。

■総合地域論
　多面的な変容を示す生態・社会・文化が相関的に展開する実態に
焦点を当て、生態相関・社会相関・地域相関に関する教育研究をお
こなっています。

■地域生態論
　アフリカにおける生業の総合的な理解とその潜在力の把握を目
的とし、生態環境・技術・社会・経済などの関係性を分析するため、
生業生態論と生業経済論の教育研究をおこなっています。

■民族共生論
　アフリカの諸民族が共生しうる社会のメカニズムを探り、民族文
化の多様性と相互関係を主軸とした解析を進めるために、民族文化
論と地域文化論に関する教育研究をおこなっています。

■地域動態論
　自然と人為の相互作用過程として〈地域〉の生態史を把握し、自然
と人間とが共生しうる持続可能な発展を探るために、自然史論と社
会生態史論に関する教育研究をおこなっています。

■持続型生存基盤論
　従来の温帯中心的な経済発展モデルとは異なる熱帯域にふさわ
しい持続型発展パラダイムに立脚して、熱帯域を中心とするアジア・
アフリカにおける生存基盤に関する教育研究をおこなっています。

■イスラーム世界論
　中東、北アフリカ、中央アジアなどのイスラーム世界の諸地域に
固有な諸主題および国際社会におけるイスラーム世界をめぐるさ
まざまな主題を対象として、総合的な地域研究の教育研究をおこ
なっています。

■南アジア・インド洋世界論
　南アジア地域に固有な諸主題および南アジアを軸としてインド洋
を媒介とする全域あるいは複数地域間にわたるさまざまな主題を
対象として、総合的な地域研究の教育研究をおこなっています。

東南アジア地域研究専攻

アフリカ地域研究専攻

グローバル地域研究専攻

　本研究科が重視しているフィールドワークを支援するために、現在、以
下のプログラムを実施しています。学生たちはこれらのプログラムを活用
して、フィールドワークや現地語研修、インターンシップなどに取り組んで
います。
・博士課程教育リーディングプログラム「グローバル生存学大学院連携プ
ログラム」（H.23 〜 H.29）・留学生交流支援制度・大学の世界展開力強化
事業・「ライフとグリーンを基軸とする持続型社会発展研究のアジア展開」
など
　また、当研究科が 2002 〜 2007 年に実施した 21 世紀 COEプログラム

「世界を先導する総合的地域研究拠点の形成－フィールドステーションを
活用した臨地教育体制の推進」において、アジア・アフリカ各地にフィール
ドステーションを設置しました。現在は、上記の複数のプログラムによって
フィールドステーションを運営・拡充し、現地研究と臨地教育の拠点として
活用しています。

1�総合的地域研究に関する教育の推進

　21 世紀を迎えた現在、言語文化領域や民族、国民国家とともに、それら
と関連しつつも位相を異にする〈地域〉についての深い理解が必要とされ
ています。〈地域〉は、生態、社会、文化、歴史の交差する場であり、それに関
わる〈知〉の蓄積が、「地球、地域、人間の共生」に向けて、きわめて重要な役
割を果たすと考えられます。本研究科では、そのような認識から、アジア・ア
フリカ地域に関する総合的な地域研究および教育を重視しています。

2�文理融合的な教育の推進

　現代の〈地域〉と世界を取り巻く問題の多くは、社会科学と自然科学に分
けて対応することが難しい、多様な要因が錯綜する複合的な問題群です。
本研究科では、アジア・アフリカ地域におけるさまざまな問題群を文理融
合的に理解するための教育体制をとっています。そして、それにもとづき、
総合的な視点から諸問題群の全体像を明らかにし、現実的な対応への道
を模索する人材を養成しています。

3�フィールドワークにもとづく教育の推進

　〈地域〉の固有性と多様性を根元的に理解する
ためには、現地語の学習と長期のフィールドワー
クが不可欠です。フィールドワークをとおして現
地の生態環境や人びとの生活を同時代的に理
解することは、〈地域〉の諸問題群の発見と、それへの対処を考える上で必
須のものです。本研究科では、このようなフィールドワークにもとづく教育
体制を推進し、アジア・アフリカにおける長期の現地経験を有し、〈地域〉の
実情とニーズを把握した自主・自立の人材育成を目指しています。

4�社会に開かれた
情報発信を目指す教育の推進

　〈地域〉の諸問題への取り組みは、国際的コ
ミュニケーションや学術交流をおこなうことに
よって深化する必要があります。そのために
は、語学の実践的学習とともに、さまざまな電
子媒体を用いた情報発信に習熟していなけれ
ばなりません。本研究科では、国際的な場で社会に開かれた明確なメッ
セージを発信しうる人材を育成しています。
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情報学研究科
http://www.i.kyoto-u.ac.jp/

□知能情報学　　□社会情報学　　　□複雑系科学　　
□数理工学　　　□システム科学　　□通信情報システム

情報に関する学問領域は非常に大きな広がりを持っています。これらの単なる集積ではなく、「情報学」の創生と発展
を通じて、総合的な視野から先駆的・独創的な研究を推進し、情報化社会の様々な課題を解決する優れた人材を多数
育成することを目指して、大学院独立研究科－情報学研究科－は誕生しました。

　情報学研究科は、人間と社会とのインタフェース、数理モデリン
グ、および情報システムを 3 本柱として創設され、情報学の新たな
学問領域を開拓し、総合的な視野から先駆的・独創的な学術研究を
推進することで、情報学の国際的研究拠点としての役割を果たすこ
とを目指しています。また、高度な研究能力と豊かな学識を涵養す
ることで、情報学を発展させる研究者、および、質の高い専門的職業

人を養成し、知識社会のさまざまな課題を解決するリーダーとなる
視野の広い優れた人材を育成することを教育の目的としています。
さらに、産官学連携・地域連携や社会への情報発信を通して、健全
で調和の取れた知識社会の発展に寄与し、京都大学の基本理念で
ある「地球社会の調和ある共存」に貢献していく事が目標です。

　京都大学の情報学という学問領域は、自然および人工システムに
おける情報を対象とした「人間・社会と情報とのインタフェース」、

「数理モデリング」、「情報システム」という3 本柱から構成されてい
ます。京都大学情報学研究科は、21 世紀の情報学ともいうべき新
しい学問領域を創生するにとどまらず、情報の本質を理解し、情報
技術が社会に与える大きな影響を理解し、情報に関する科学・技術
を正しい方向へ進展させることをめざしています。このような教育
研究活動を通じて、我々のより人間らしい生き方の実現を図り、地球
社会の調和ある共存に貢献していきます。
　本研究科は、情報学の新たな学問領域を開拓しようという意欲を
持った学生を受け入れたいと考えます。これまでも、理系文系という
枠組みにとらわれず、多様なバックグラウンドを持つ学生を日本全
国・世界各国から受け入れております。さらに、社会人にも広く門戸
を開いています。そのために、入学試験では多様な専門分野から選
択形式で出題されております。また、一部の専攻では推薦選抜も導

入しています。
　本研究科の教育は、高度な研究能力と豊かな学識を涵養すること
で、研究者および知識基盤社会に貢献する質の高い技術者の養成
を目的としています。具体的には、個々の分野の専門知識だけでな
く、専門分野を超えた幅広い視野をもたせることをめざします。各専
攻で行う専門教育を縦糸とすれば、「情報学展望」など研究科横断
的な教育を横糸とする緻密な教育体系を組んでいます。情報系以
外の出身者の教育にも十分に配慮しています。
　本研究科では、上記のような教育を通じて、国際的な場で活躍で
きるコミュニケーション能力とアクティブな研究者としての素養を持
ち、産業界で要請される独創的な発想力に優れ、学際的な分野で活
躍できる広範囲な基礎技術を習得し応用力に秀でた人材の育成を
行い、研究者としても技術者としてもリーダーシップのとれる魅力的
な人材を輩出していきます。

　「情報学」の建設には、既存の学問体系の枠を越えて、広い視野か
ら人々の英知を集める必要があります。例えば、対象とするシステム
における情報の役割を研究するシステム科学、人間個々の情報処
理の本質を探究する知能・生命情報学、さらには社会システムにお
ける情報を研究する人文・社会科学やフィールド科学、産業構造や

社会構造の変化を見据えて情報理工学の新しい研究分野を開拓す
る数理モデリングや情報通信工学などです。この考えに基づいて、
1998 年 4 月、5 つの部局（工学研究科、理学研究科、農学研究科、
文学研究科、総合人間学部）にあった「情報」に関する分野を改組・
統合して右の 6 専攻が設けられました。

●  教育研究上の目的（人材養成に関する目的）

●  アドミッション・ポリシー

●  情報学研究科の特色
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情報学研究科
Graduate School of Informatics

生体・認知情報学／知能情報ソフトウェア／知能メディア／生命情報学
　知能情報学は、生体、とりわけ人間の情報処理機構を解明し、これを高次情報
処理の分野に展開することを目的とした学際的な学問領域です。

社会情報モデル／社会情報ネットワーク／生物圏情報学
　地球規模のネットワーク、大規模データベース技術をもとに、情報システムの
構築など、グローバル化する人間の社会活動を支える研究を行っています。

応用解析学／複雑系力学／応用数理学
　強い非線形性や大自由度・大規模、あるいは誤差への敏感さなどの特徴を持つ
システムに注目し、数学・数値解析・非線形物理学・制御理論及び計算力学の立場
から理学と工学の視点の融合を目指します。

　情報学研究科は、博士課程教育リーディングプログラムとして「グローバル生存
学大学院連携プログラム」と「デザイン学大学院連携プログラム」に参画していま
す。博士課程教育リーディングプログラムとは、博士課程前期・後期を一貫したプ
ログラムを提供することにより、優秀な学生が俯瞰力と独創力を備え、広く産学官
にわたりグローバルに活躍する新しい国際リーダーへと導くことをめざしたプロ
グラムです。

　「グローバル生存学大学院連携プログラム」には、本研究科修士課程に入学し
た社会情報学専攻、通信情報システム専攻の学生、「デザイン学大学院連携プロ
グラム」には、本研究科修士課程に入学した知能情報学専攻、社会情報学専攻、
数理工学専攻、システム科学専攻、通信情報システム専攻の学生が、それぞれ志
望することができ、博士後期課程修了要件を満たし、かつ各プログラムの修了要
件を満たせば、博士（総合学術）が授与されます。

応用数学／システム数理／数理物理学
　最先端の数理科学の研究を通して、大規模システムの数理構造の解明と問題解
決手法の開発を行い、知識社会の基盤を支える科学技術の深化に貢献します。

人間機械共生系／システム構成論／システム情報論
　人間・機械・環境の関わり、システムのモデル化と構成法、情報通信、知識情報
処理、医用工学など、大規模・複雑なシステム構築の方法論を探求しています。

コンピュータ工学／通信システム工学／集積システム工学
　今日のユビキタス情報環境を支える基盤技術の研究を行い、情報処理装置と
ディジタル情報通信の分野で未来技術の発展を支える研究を進めています。

専攻等・基幹講座等

博士課程教育リーディングプログラム

知能情報学専攻

社会情報学専攻

複雑系科学専攻

数理工学専攻

システム科学専攻

通信情報システム専攻

修士課程修了者の進路状況
〈主な就職先�〉� �富士通、KDDI、三菱電機、トヨタ自動車、西日本電信電話、パナソニック、

 日立製作所、エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ、日本電信電話、
 エヌ・ティ・ティ・データ

博士後期課程修了者の進路状況
〈主な就職先〉� 京都大学、日本学術振興会、東芝、日本放送協会、

 ホンダ・リサーチ・インスティチュート・ジャパン、ヴァリューズ、大阪大学、
 クックパッド、クレッセント、慶応義塾大学 

進学
（大学院）
27人

就職
141人

その他
9人進路

状況
（平成 25 年 5 月）

円グラフ：修士課程修了者の進路状況

組織概略図、および他部局・他機関との教育連携（協力講座と連携ユニットの設置状況）
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生命科学研究科
http://www.lif.kyoto-u.ac.jp/

□統合生命科学　　□高次生命科学

今日、生命科学は、人類の未来を切り開く先端科学として大きく変貌・発展しつつあります。本研究科は、このよう
な状況を予見し、我が国初の生命科学研究科として 1999 年に発足しました。本研究科では、世界最高水準の研究拠点
の形成と次世代の生命科学をリードする人材育成を目的とし、研究・教育活動を通じて、21 世紀の人類の福祉と幸福
に貢献できるよう弛まぬ努力を続けています。

　生命科学研究科では、大学院学生に最先端の研究活動を経験さ
せ、世界をリードする研究成果をあげさせることが、本人の自信につ
ながり、最大の教育効果をもたらすものと考えています。さらに、得
られた研究成果を国内外に広く発信できる能力を育成することも重
要だと考えています。一方、新しい生命科学技術の成果が日常生活
に浸透しつつある現在、自然や環境との調和を考えた深い洞察力を
もつことも大切です。そのためには、自らの専門分野に留まることな
く、生命科学の多面的な進歩を理解し、人間社会を取り巻く環境の
重要性を認識すると同時に、社会との関係を見極めかつ広い視野
に立って考察する資質を持つ人材の育成も重要だと考えています。

　以上のような理念のもと、生命科学研究科では、以下のような人
材の育成を目指しています。

1　�生命の基本原理を追求・発見し、世界最高水準の新しい生命科
学を推進する研究者。

2　�地球環境保全と人類の健康・福祉・幸福を目指し、多様な研究機
関で社会に貢献する研究者・高度技術者。

3　�多彩な生命現象全般を広く理解し、教育や産業・報道・行政を通
じて社会に貢献する教育指導者・高度実務者。

世界最高レベルの研究と高い研究能力をもつ人材の育成
　20 世紀の生命科学研究は、生命の基本ユニットを構成する「遺伝
子、分子、細胞」を共通の言語として、生命現象の基本原理の解明を
目指した研究が展開されてきました。現在、生命科学研究科では、最
先端の解析技術を駆使して、より高次な生命現象の解明に取り組ん
でいます。
　また研究により得られる情報や知識を人類の資産として生かすこ
とにより、精神的にも物質的にも豊かで安全な社会を築くことに貢
献したいと考えています。
　一方、大学院学生の教育では、世界最高レベルの研究環境と教育
スタッフのもと、生命科学の広い知識と高度な研究能力を有する人材
を育成しています。学生の論理的思考能力と実験能力の著しい向上

をはかるため、個々の学生の個性に応じた個別的な指導を行ってい
ます。さらに、学生が将来、広範かつ多様な分野で活躍することを前提
に、柔軟な思考力と開拓者精神をあわせ持てるよう指導しています。

生命科学研究科のポイント
　本研究科は、統合生命科学専攻と高次生命科学専攻の２専攻か
らなり、統合生命科学専攻は、細胞構築、細胞増殖、細胞内情報、細
胞周期を対象とする分野ならびに細胞の全能性、細胞・生物・環境
間の情報伝達機構の解明を目指す分野から構成されています。高
次生命科学専攻は、脳や免疫などの高次機能の調節機序の解明を
目指す分野やヒトの疾患発症メカニズムの解明や治療法の開発を
目指す分野から構成されています。

●  教育理念・人材養成に関する目的

●  生命科学研究科の特色

修士課程修了者の進路状況
〈主な就職先�〉� �石原産業株式会社、協和発酵キリン株式会社、小野薬品工業株式会社、テルモ株式会社、

 三菱 UFJ 信託銀行株式会社、株式会社資生堂、月桂冠株式会社、ヤマサ醤油株式会社、
 日本水産株式会社、グラクソ・スミスクライン株式会社

博士後期課程修了者の進路状況
〈主な就職先〉� 京都大学（生命科学研究科他）、独立行政法人理化学研究所、大阪大学蛋白質研究所、

 University of the Philippines（フィリピン）、
 Hebrew University of Jerusalem（イスラエル）、兵庫医科大学、旭化成株式会社、
 東レ株式会社、辻丸国際特許事務所、デロイト・トーマツ・コンサルティング株式会社

進学
（大学院）
29人

就職
37人

その他
1人進路

状況
（平成 25 年 5 月）

円グラフ：修士課程修了者の進路状況
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生命科学研究科
Graduate School of Biostudies

　人類は、微生物を恐れるとともに、長年にわたって生活に利用してきま
した。顕微鏡の発達と共に、病原菌や腸内細菌等に加えて、ついには植物
の特徴とされていた光合成を行う微生物が発見されました。葉緑体が光
合成をする菌類（シアノバクテリア）の共生に由来すること、その共生の初
期段階を保っている生物が緑藻（クロレラやミドリムシ）などの微細藻類
であることがゲノム解析から示されました。光合成生物は、太陽の光エネ

ルギーを利用して CO2 を
固定し、種々の有機物を
生成します。中でも、デン
プンや油脂は食糧に、石
炭や石油はエネルギー源
や工業原料として利用さ
れます。つまり、人類の生
活（生命）は光合成によっ
て支えられています。この
光合成を理解するモデル

生物として、当研究室では緑藻クラミドモナス（和名はコナミドリムシ）を
使っています。有性生殖や代謝が環境変化（CO2・光・栄養）により制御を
受けるので、環境変化に順化できない変異株を用いてその制御機構を解
き明かすことができます。特に、CO2 環境の変化に応じた光合成の調節
ができない変異株を見出し、その原因遺伝子が CO2 濃度のセンシングと
遺伝子の発現制御をつなぐ重要な因子であることを発見しました。種々の
環境変化に応じて全遺伝子がどのようなネットワークにより制御を受ける
のか、また、その制御に関わる因子は何であるのかを、次世代シーケン
サーや変異株を用いて解明しつつあります。また、「微細藻における人工
遺伝子の導入による代謝改変や代謝の人為的制御系」といったバイオテ
クノロジーの基盤技術の開発にも取り組んでいます。研究室には、他大学
から入学した大学院生、留学生、さらに研究補助スタッフや時には企業か
らの共同研究員も加わり多様な人材が集まっています。その中で例えば
「どのような遺伝子が変異したので、光合成がうまくできないのか。」といっ
た疑問文を自ら設定し、その疑問を自ら解決しようとする「フロンティア精
神旺盛な自立した人材」の育成を目指しています。

「細胞間の相互作用で良性腫瘍ががん化する仕組み」

　がんのほとんどは上皮組織に生じます。その過程では、まず遺伝子変異
によって正常な上皮細胞が前がん細胞へと変化し、前がん細胞が増殖し
て良性腫瘍が作られます。良性腫瘍にさらに突然変異などが加わると、浸
潤・転移能を持つがんが生じます。これが腫瘍の悪性化（がん化）です。こ
れまで、腫瘍のがん化を促す様々な遺伝子変異に着目した研究がなされ
てきましたが、近年、細胞が分泌するタンパク質ががん化を促進すること
が知られるようになり、前がん細胞や正常細胞が互いに影響を及ぼし合う
ことによってもがん化が促進されると考えられるようになりました。
　私たちは、細胞間の相互作用を生体内で解析することが可能なショウ
ジョウバエをモデルとして、細胞同士のコミュニケーションによって起こる
がん化のメカニズムを解析しました。具体的には、まずショウジョウバエ複
眼の上皮組織でがん遺伝子 Ras を活性化させて前がん状態の良性腫瘍
を形成させ、この良性腫瘍に約 3000 種類の遺伝子の突然変異を 1 つず
つ導入し、良性腫瘍が変化する様子を観察しました。その結果、細胞内のミ
トコンドリアの機能が低下するような遺伝子変異を導入すると、その良性
腫瘍自身ではなく近隣細胞の増殖能が高まることを見つけました（図）。さ
らに、このとき近隣細胞においてもRas 遺伝子の活性が高まっていると、
近隣細胞が悪性化（がん化）して浸潤・転移能を獲得することが分かりまし

た。その仕組みを解析した
結果、Ras の活性化とミト
コンドリアの機能障害が同
時に起こると、①活性酸素
種が産生されて細胞内で酸
化ストレスが生じ、JNK シ
グナルが活性化すること、②
JNK シグナルが Ras シグナ
ルと協調してがん抑制経路
Hippo 経路を不活性化し、
これにより分泌性の増殖因子（Unpaired および Wingless）の発現が誘導
されて、これらのタンパク質が周辺の良性腫瘍に働きかけ、がん化を促す
ことがわかりました。
　がん組織でミトコンドリアの機能が低下していることは 10 年以上も前
から知られていましたが、その意味はこれまでほとんど不明でした。今後、
ミトコンドリア機能障害やそれによって分泌性の細胞増殖因子が放出さ
れる機構、すなわち前がん細胞同士の相互作用を標的とした、これまでに
ない新しいがん治療法の確立が期待されます。
　以上の研究は、講師の大澤志津江さんが中心となって行い、その成果は
2012 年の Nature 第 490 巻、547-551 ページに掲載されました。

研究室紹介

研究紹介

統合生命科学専攻　微生物細胞機構学分野　福澤�秀哉教授

高次生命科学専攻　システム機能学分野　井垣�達吏教授

　私は現在、高次生体統御学分野に所属しており、細胞内 ATP の可視化技術を
用いて膵β細胞からのインスリン分泌機構に関する研究を行っています。生きた
細胞内の ATP をイメージングするという新しい技術を用いていること、また糖尿
病といった疾患とも関係していることから、研究室内だけではなく、それぞれの分
野に精通した外部の先生、研究者の方々とも連携して研究を進めています。私は
そうした共同研究を通じて、幅広い視点や考え方を学ぶことができたと思ってい
ます。現在当研究室では学生が 15 人ほどで、培養細胞、ショウジョウバエ、マウス
などを用いて主に細胞内のエネルギー代謝と疾患の関連性を検討しています。
なかなか思うような結果を得られないこともありますが、お互い議論し励まし合
いながら頑張っています。研究科としてのサポートシステムも利用させていただ
いております。副指導教員制度により、他研究室の先生と研究について議論する、
あるいは進路についての相談をすることもできました。また、海外での研究発表
や論文投稿の際には、生命科学研究科の James�Hejna 先生に英語の指導をして
いただきました。こうしたサポートもあり、日々充実した研究生活を送っています。

　私は修士、博士後期課程を生体応答学分野の稲葉カヨ先生のもとでお世話に
なりました。理学部 4 回生の卒業研究から6 年半、温かく、時に厳しくご指導やサ
ポートをして頂き、粘り強く研究を進める姿勢を身につけることができました。修
了後は、株式会社メディネットでがんに対する免疫療法の研究開発に携わり、現
在は米国 Duke 大学で共同研究を進めています。
　生命科学研究科の魅力はたくさんありますが、ひとつは生命をキーワードとし
て、非常に多様な研究分野が集っていることだと思います。様々な分野の最先端
の講義を受けられるのはもちろんですが、国際学生セミナーなどのイベントでは、
自分の研究に免疫とは関係のない分野の学生や先生方から考えもしなかったよ
うなコメントを頂けます。また、博士後期課程の生命科学英語では、自分の研究の
プレゼンテーションだけでなく、他分野の学生の研究に関しても英語で議論をし
ます。今振り返ってみると、これはなかなか他では経験できないことだったのでは
ないかと思います。
　生命科学研究科にはこういった機会が充実しているので、これから進学される
皆さん、自分の研究を深めると同時に幅も広げ、充実した大学院生活を送ってく
ださい。

田中 喬さん
（高次生命科学専攻　高次生体統御学分野

　博士後期課程）

長岡 孝治さん
株式会社メディネット

（2010 年度博士後期課程修了
　高次生命科学専攻　生体応答学分野）

先輩
紹介

修了生からの
メッセージ
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総合生存学館（思修館
＊
）

http://www.gsais.kyoto-u.ac.jp

私たちが生きる地球社会は、今、数々の複合的・構造的な諸問題に直面しています。これらは、文化・産業・経済・
国家などの複雑で巨大なシステムに関わる、種々多様でグローバルな課題であり、解決のためには持続可能で創発力
のある社会システムが不可欠です。そして、この新たな社会システム構築に向けてリーダーシップを発揮できる人材、
ゼロから 1を生み出し、実践・持続させていける力を持つ人材の育成が、今、強く求められています。
「総合生存学館」（通称：思修館）は、こうした社会の要請に応え、未来のリーダー育成を目的として設置した新たな
タイプの大学院です。

＊�総合生存学館（思修館）は、平成 23 年度文部科学省博士課程教育リーディングプログラム（オールラウンド型）に採択された「京都大
学大学院思修館」プログラムを実践する大学院でもあります。

　総合生存学館（思修館）では、幅広い領域にわたる「総合生存学」
を確立し、それを修得したグローバル人材を養成することを目的と
しています。この点が、特定分野の研究者育成・専門職人材育成を
第一の目的とする、既存の研究科との大きな違いでもあります。
　人類社会の生存と未来開拓を担う各界の世界的リーダーには、多
様な価値観、広い世界観と見識、確かな哲学と高い志、それらに基
づく柔軟な思考が求められます。�総合生存学館（思修館）では、こう
した素養を養うために、専門的知識に加え、総合的な文理融合能力
および俯瞰力を培い、複合的社会課題の解決方法を研究し実践す

る能力を育成します。�さらに、こうした人材を輩出することで、京都
大学の基本理念である「教養が豊かで人間性が高く責任を重んじ、
地球社会の調和ある共存に寄与する人材を育成する」を体現してい
きます。
　また、総合生存学館（思修館）では、異なる分野出身の学生が 24
時間起居を共にして互いに啓発、切磋琢磨できる環境が重要である
との考えから、合宿型研修施設を用意しています。このことも、日本
では全く新しい試みとして大いに注目されています。

　総合生存学館（思修館）における教育・研究の基盤となるのは、
「総合生存学」という学問です。私たちが直面している課題はいずれ
も、個々人、地域社会、産業システム、社会システム、さらには国家や
世界全体が共存するために、そして持続可能な未来を創り出すため
に、必ず乗り越えなければならない重要かつ複合的な社会課題で
す。従って、こうした課題を克服するための思想・政策や方法を幅広
く探求する学問が必要となります。「総合生存学」とは、「人類と地球
社会の生存」を基軸に、関係する諸々の学問体系の「知」を結び付
け、編み直し、駆使して、複合的な社会課題の発掘・分析と定式化・
構造化を行い、社会実装までの解決を探求する学術の総体であり、

「生存知の構造化と公共化」を対象とする総合学術なのです。
　多様な「知」を結集し、実践に応用するためには、いかに智慧を発
揮できるかが鍵となります。日本の伝統的な考え方によれば、智慧
は、多くの知識や情報を集める「聞」と、様々な知見に基づく創造的

「思」をもとに、これらを有効に使い、実践することによって身につく
「修」から構成されています。
　総合生存学館（思修館）は、その思修館の名前の由来ともなった、
この「聞思修」の考え方にもとづき、生存学を基礎に総合力を結集
し、文理融合・異分野融合による知識と、それらを実践的に社会実装
できる思考力と実践力を養成していきます。具体的には、国家およ

び世界と人類を脅かす環境・エネルギー問題、食料・人口問題およ
びパンデミックなどの地球規模課題や、将来の生命・環境・社会・産
業・国家・文明などの生存に関する諸課題の解決を先導できる、柔
軟かつ論理的な思考力と堅固な意志力に富んだ人材の輩出をめざ
します。
　さらに、課題解決の方法論、およびその教育方法を確立すること
により�、山積する諸課題を抱える21 世紀地球社会の多元的な調和
と新たな発展に向けて挑戦を続けていきます。

●  教育理念・目標

●  総合生存学館（思修館）の概要

人類社会の生存と未来開拓を担うリーダーを養成し京都大学の基本理念を今日的な形で体現していきます
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総合生存学館（思修館
＊
）

Graduate School of Advanced Integrated Studies in Human Survivability

　総合生存学館（思修館）では、生存学における課題解決情報を、机
上ではなくその問題が起きている現場に即して創出し、的確に判
断・行動できる高度な専門的能力を身につけた人材の育成をめざ
しています。そのために、大学学部などで身につけた学術に関する
知識をベースに、文理にわたる幅広い専門的学識を積み重ねること
で、多様な専門分野を俯瞰する力を培います。また、複数教員の指

導と助言のもとで研究基礎力を養い、さらに国内外の社会実践で得
られた経験知をモデル化して修得していきます。また、顕在化してい
る個々の問題解決にあたるだけでなく、人類や社会システム、地球
社会などにおける今日的な問題の本質を理解して、生存学に関わる
一体的な世界観・人間力・社会力をもとに自ら課題を設定し、その解
決への営みを通じて、グローバルリーダーとなる人材を育成します。

●  養成する人材像

　受け入れる学生の学問背景や基礎的な専門研究分野が異なり、さらに特別研
究における研究課題の専門性が学生間で異なることから、学生一人一人に応じた
カリキュラム設計を行います。経験豊かな複数の教授陣の助言を受けながら、5

年間の学修計画および必要な履修科目について、系統的かつ経時的に検討を行
います。他研究科が開講する専門科目も履修できるよう配慮します。

特別研究Ⅰ（含国内インターンシップ）
　大学学部などで身につけた学術に関する知
識を「聞」の段階とすれば、特別研究Ⅰでは

「思」の段階の初歩として、自ら選んだ専攻分
野における特別研究課題とその周辺の学術に
ついて、複数教員の指導と助言のもとで、専門
書や研究論文の講読などを通じて幅広くかつ
深い学識を体系的に獲得させるとともに、ディ
スカッションなどによって自ら考え、それを表
現する力をつけさせることで研究基礎力を授
けます。また、一定期間のインターンシップを
通じて総合生存学にかかわる世界観の醸成と
人間力を身につけさせます。

特別研究Ⅱ（含海外インターンシップ）
　特別研究Ⅱでは「思」の段階の完成をめざ
し、多様な研究技法と最新の研究に習熟させ
るとともに、特別研究課題に関する複数指導
教員とのディベートなどによる指導と助言を通
じて、研究の評価や批評の方法を学ばせ、コ
ミュニケーション力、研究・開発の洞察力、計
画力、推進力、さらに、文章力、プレゼンテー
ション能力、討論力、課題発見能力など博士論
文研究を開始するための十分な基礎力を会
得させ、特別研究課題についてのテクニカル
レポート（学術論文草稿）作成・提出へと指導・
助言します。なお、グローバル人材としての国
際性確保のために、夏季休業期間中にイン
ターンシップとして海外機関において一定期
間のサービスラーニング型現地実践教育を実
施します。さらに、産官連携特別セミナーを通
じて人類や社会システム、地球社会などにお
ける今日的な課題の所在を理解させて、「生存学」にかかわる自らの課題設定へ
と導き、さらには、その解決への営みを通じてグローバルリーダーとしての素養を
身につけさせます。

特殊研究Ⅰ
　特殊研究Ⅰでは個々の専門軸に関する知
識の社会実装ともいうべき「修」の段階に入り
ます。すなわち、特別研究Ⅰ、Ⅱで身につけた
研究基礎力や学識などをベースに自らが選ん
だ専攻分野における研究能力を増進させると
ともに、第 2 次博士論文研究基礎力審査 QE2
において要求されている専門科目群に関する
知識と多様な専門分野を俯瞰する力を身につ
けさせます。

特殊研究Ⅱ
　特殊研究Ⅱでは、「総合生存学」に関する知
見をさらに広め、学生自らに課題設定とその
解決の道筋について十分な検討をさせた上
で、課題解決や意思決定に取り組ませます。さ
らに、研究状況や研究成果について報告させ、
博士学位論文の準備に向けて適切な助言を
与えます。また、フィールドワークなどの実務
面での学修の機会を学生に提供し、グローバ
ルな視野をもって創造的に課題解決にあたる
ために必要な能力を獲得させます。

特殊研究Ⅲ
　博士学位論文の作成に向けて、各自の主体
的な研究計画に沿った研究状況の発表や研
究成果の定期的な報告に対して複数の教員
が多角的な視点から助言を与えるとともに、発
展型の Project�Based�Learning（PBL）ともい
えるProject�Based�Research（PBR）などの実
践的な学修の機会を含む対外発表、論文発表
などを経験させ、そのフィードバックを経て、
博士学位論文の作成と提出へと導きます。

　教員と学生間、学生同士による専門的な課題に関する討論や設定された多様
な課題解決に関する討論の場を設け、教員のみならず産官の学外講師（特任教
員）を加えたディベートなどによる多様性ある思考と実践力を育成するためのカ

リキュラム（産官連携科目「産官連携特別セミナー（熟議）」を提供します。そのた
めに、講義室／研究室に加えて、合宿可能な研修施設（合宿型研修施設）を整備し
提供します。

　様々な分野の基礎を習得し、より広い視野から課題解決の方法論を研究することができるように、専任教員をはじめ、メンター教員を指名するなど、複数の指導教員体制
を構築し、学生の教育研究を支えます。

カリキュラムの特徴

カリキュラム構成

特徴 1.　テーラーメイド型カリキュラム

国際標準の知識と経験に基づく実践力と志を育む、5年間の総合一貫プログラム

特徴 2.　研修施設の利用による対話とディベートによる教育カリキュラムの整備

特徴 3.　複数指導教員制度・メンター制
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地球環境学堂・学舎
http://www.ges.kyoto-u.ac.jp/

地球環境学堂　□地球益学廊　□地球親和技術学廊　□資源循環学廊　　
地球環境学舎　□環境マネジメント専攻　□地球環境学専攻

本大学院は、複雑多岐にわたる地球環境問題を解決するために平成 14 年 4月に設立された新しい大学院です。そのた
めに従来の大学院にはない、様々な分野の教員が参画している学際大学院の形態を採っています。現在、研究組織で
ある「地球環境学堂」には約 50 名の教員が、また、教育組織である「地球環境学舎」には修士課程・博士課程併せて
約 160 名の学生が所属し、研究教育支援組織である「三才学林」及び他の学部・研究科、研究所との協働体制である「協
働分野」のサポートの下、大きな成果を挙げています。

　京都大学通則に基づき、京都大学大学院地球環境学舎における

人材養成・教育研究に関する必要な事項を定めることを目的として

いる。

　地球環境問題は、科学の対象としての真理探究の側面と問題を

解決するべき実践的側面を持ち合わせており、地球環境の保全や

持続的発展のためには、広域にわたって整合性のある複合施策の

発案・実施ができる人材が不可欠である。以上の観点から、次の各

号に掲げる人材の養成を行う。

1　�地球環境を持続可能な形態で改善維持経営する能力を有し、地

球レベルと地域レベルの具体的問題を解決しうる高度な実務者

2　�地球環境問題の複雑性と広がりを従来の基礎科学の上に立っ

て展望し、学問としての先見性と深淵性を持った新しい「地球環

境学」を開拓しうる高度な研究者

3　�国際的対応能力を持った高度な実務者及び高度な研究者

　従来の文系、理系の教育体系を継承しながら、地球環境の広範囲

の学問領域を理解し、それらの本質的理念を地球環境学に発展させ

る新たな学問の教授及び国内外実践場での応用体験を組織的に行

い、実践的技法を教授する教育・研究システムの具現化を目指す。

研究組織、教育組織、及び教育・研究支援組織の分立
　地球環境学は生成期にあり、�研究面では、そのダイナミックな展

開のために、戦略的な先見性と学際性、柔軟性が必須です。一方、教

育面では、関連する学問分野にわたる着実かつ重厚な教科内容と、

先端性、社会性をもった安定的研究指導が必要です。このような研

究面と教育面における異なった要求を満たすため、京都大学大学

院地球環境学堂は研究組織「地球環境学堂」と教育組織「地球環境

学舎」とを分立した独自の構成をとり、さらに、教育・研究支援組織

「三才学林」を置くことにより、学堂・学舎における活動が専門領域

のみに偏ることなく広い視野を持って調和的に展開する体制を採っ

ています。

学内協働分野との連携体制
　学際的研究が不可欠な地球環境学の研究・教育を行う本大学院

は、学内のほとんど全ての専門部局との連携が必要です。そのため

に、既存専門基盤と地球環境学の双方をつなぐ橋渡しとして、「協働

分野」という仕組みを工夫しました。「協働分野」の教員は、既存の研

究科・研究所 ･ センターに属しながら、大学院地球環境学舎の学生

に講義科目を提供するとともに、学生の希望する専門性に沿って修

士、博士論文指導も行います。さらに、客員制度の充実による学外の

国立研究所をはじめとする、国内外の諸機関との連携・交流の活発

化を目指します。またさらに、地球環境学では単に学内での専門教

育だけではなく、NPO 活動や国際協力活動など多様な内容での、

多様なセクターとの連携を通じて、現実の問題を体験的に習得する

体制も整えます。

全学的なプロジェクトの遂行
　これまでの既存研究科・研究所等におけるそれぞれの分野に関

連した環境学の研究教育経験を活かした両任教員を主体とする地

球環境学堂においては、関連する他研究科・研究所の教員と共に、

全学的な研究プロジェクトの実施がきわめて容易であり、融合型学

問研究を実現できます。

●  人材養成に関する目的

●  地球環境学堂・学舎の特色
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地球環境学堂・学舎
Graduate School of Global Environmental Studies

概略図

■博士後期課程（3年）
　大学院修士（博士前期）課程で専門教育を受けた学生を対象として、地
球益、地球親和技術、資源循環の 3 学廊および三才学林と密接な関係を
もちつつ、地球環境問題の広範な課題から専門的な個別課題を選び、既
修学問分野の特色を生かしつつ、人文社会科学系と理・農・工学系の双方
にまたがる新しい融合的教育を行います。修了生は、大学や環境関連の国
立・民間研究機関で活躍しています。

■修士課程（2年）
　高度な実務者を養成するため、インターン研修を必修として、学外にお
ける実地経験とその内容に基づく、新しいタイプの修士論文を提出させ、
実務能力を獲得させます。修了生は、さらに高度な実務者を目指して博士
後期課程に進むほか、政府・自治体の関係機関や国際機関、企業の環境管
理部門や環境関連企業、環境 N�G�O、NPO などで活躍しています。

■博士後期課程（3年）
　地球環境問題に関して、さらに高度な知識と問題解決能力を持ち、国際
的な舞台での活躍が期待される人材を、国内外でのインターン研修や博
士論文の作成を通じて養成します。修了生は、政府・自治体の関係機関や
国際機関、企業の環境管理部門や環境関連企業、環境 NGO のほか、大学
や環境関連の国立・民間研究機関で活躍しています。

インターン研修
　環境マネジメント専攻で
は、実践性重視の立場からイ
ンターンシップ制度を必修
科目として導入し、国内外の
企業や研究機関等で〔3 ケ月

（修士）、5ヶ月（博士）〕程度、
学外における実習に基づい
た個別教育によって地球環
境課題に対応する能力の獲
得を目指しています。

野外実習
　野外科学としての環境学の基礎的研究手法を学ぶ実習で、夏季休業中
に丹後半島等の研修施設に約 1 週間宿泊し、沿岸域、里山、森林での生物
多様性並びに野外調査法の基礎を修得します。

　先鋭化と進展の著しい個別学問領域と地球環境学という新領域を融合
的に深化させるために、「ダブルアポイントメント（両任）制」というシステ
ムを採用し、また、約 80 分野にわたる学内の「協働分野」と連携し、研究・
教育を行っています。

・修士課程学生には入学時にチューター教員を 1 名配置し、学生生活全
般において相談できる体制を整えています。

・全学生に指導教員 1 名、副指導教員を 1 名以上配置し、論文指導の一
助としています。

・当学舎出身の OB を招き、就職ガイダンスを実施しています。

専攻等・基幹講座等 トピックスや最先端の研究紹介

他部局との連携や協力講座について 研究科独自の学生支援について

地球環境学専攻

環境マネジメント専攻

修士課程修了者の進路状況
〈主な就職先�〉� �大成建設、エヌ・ティ・ティ・データ、エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ、

 クラレ、三井物産、広島区役所、国際協力機構  

博士後期課程修了者の進路状況
〈主な就職先〉� 鹿島建設、国際連合環境計画、ＵＮＩＳＤＲ、米州開発銀行、京都大学 

進学
（大学院）
3人

就職
27人

その他
11人

進路
状況

（平成 25 年 5 月）

円グラフ：修士課程修了者の進路状況
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公共政策大学院
http://www.sg.kyoto-u.ac.jp/

（専門職大学院）

数少ない専門職大学院の一つとして、中央・地方レベルにおける国内行政および立法機関、国際機関、NPO/NGO、シ
ンクタンク等の職業に従事する者のほか、一般企業において公共的な業務に携わる者など、公共政策分野の高度専門
職業人、すなわち、優れた教養と公共政策の立案・遂行・評価に必要な専門的知識を有し、高い倫理的責任感を備え
た人材を育成することを教育目標とし、この教育目標を実現するために、公共政策分野における理論的知見と実務的
素養を架橋し、さらに実務における総合的能力と専門的能力との結合を旨とするカリキュラムを提供します。

　わが国のみならず世界的な規模で国家や公共団体その他の公共

部門を大きく揺るがせている近年の激しい社会的変動を前にして、

それらの公共部門が直面している諸課題に適切に対応しうる的確

な判断力と柔軟な思考力をそなえた、また、公共的な役割をになう

強い倫理感をもった高度専門職業人を養成することを目的としてい

ます。

　京都大学の長い知的伝統を踏まえた専門職大学院として、広い

視野と深い洞察力を養うとともに現実の政策課題に適切に対処しう

る実践的な知見を教授することを目標とし、高度専門職業人に求め

られる専門的能力、すなわち、社会的変化を歴史的視野で原理的に

考察する知的能力、多元的価値の中で真の公共的利益を判断する

洞察力、その公共的利益を実現する仕組みを提示する制度設計能

力、策定された政策・制度を効果的に運用する実践能力、そして政

策・制度を冷静に分析する評価能力などを、適切な教育課程を通し

て十分に涵養することを、教育上の理念としています。

　そのような能力を効果的に涵養しうる教育課程を確保するため、

多様な人的資源を擁する指導的な公共政策大学院として、法学・政

治学・経済学・経営学を有機的に結合した科目、実務経験者による

具体的事例を素材とした科目、公共的世界を原理的・歴史的視点か

ら展望する科目などを提供するだけでなく、一般的知識を習得する

基本科目から公共政策専門家としての基礎知識を共有する専門基

礎科目を経てスペシャリストとしての能力を育成するクラスター科

目にいたる体系的な履修システムを整備するとともに、学生ひとり

一人に履修及び進路に関する指導教員を配置して履修・進路決定

上の相談に応ずる個別指導体制を設けるなど、きめ細かな学修上

の対応に努めています。

　公共的職務に従事するものに共通に求められるゼネラリスト能力の養成を基盤に、１．政策分析・評価、２．行政組織間交渉、３．地球共生

の３種のスペシャリスト能力の発展的育成を目指しており、これをクラスター制履修モデルに編成し、カリキュラムを構成しています。

●  教育理念と教育目標（人材養成に関する目的）

●  公共政策大学院の特色

基本科目 公共政策の専門家として基礎となる基本知識を習得する科目群（12 単位）

専門基礎科目 政策形成・実施・評価に携わる者にとって
共通に必要な素養と展開科目群の学習内容の基盤になる統括的な理論と知識を学ぶ科目群（8 単位）

実践科目 公共部門に必要な情報の処理・活用・発信等のツールを学ぶ科目群（6 単位）

展開科目 公共政策に関わる領域を俯瞰し、具体的課題について深い理解と分析を可能とする能力を習得する科目群

事例研究 少人数クラスで、具体的政策を素材とする事例を取り扱いながら
精密な分析と討論を行う科目群（ターム ･ ペーパーやインターンシップを含む）

クラスター制履修モデルは、４種類の科目群からそれぞれ必要単位数を修得することによって、それにふさわしい能力を身につけることがで

きるよう構成されています。
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公共政策大学院
School of Government

修学概念図

1�政策分析・評価クラスター
　公共的政策をもつセクターでは、責任や権限の如何を問わず、自らのお
かれた状況を相対化して、政策を客観的に分析・評価することは不可欠で
あり、その上に新しい政策の形成と効果的執行が可能になります。

2�行政組織間交渉クラスター
　単一の組織や政府レベルでは解決し得ない問題の増大に伴い、組織間
で価値の相違を認識・承認しあいつつ、さらに多様な利害関係に関する情
報ギャップを埋めて、相互理解に基づく紛争の予防と解決、そしてより実効
的な政策運営を行う能力が必要です。

3�地球共生クラスター
　グローバル化により従来の閉鎖系統治システムは開放系に移行しまし
た。これに伴い、さまざまな分野の問題が国家を主体とする枠組みを超え
て展開しており、国家、自治体、NPO、国際機構といったさまざまなレベル
での対応が緊要です。

■きめ細かい指導体制
　学生毎に研究者教員と実務家教員がチームで個別に指導します。

■リサーチ ･ペーパー
　より深く調査研究する機会も選択できます。

■１年履修特例
　既に大学院の経験ある職業人は１年で修了できます。

■教育訓練給付制度
　一定の条件を満たす、雇用保険の一般被保険者又は一般被保険者で
あった方が本大学院を修了した場合、教育訓練経費の一定割合に相当す
る額（上限あり）が、ハローワーク（公共職業安定所）から支給されます。

　正規のカリキュラムとは別に、
学生同士が多くの勉強会を組織
しており、教員も積極的に支援し
ています。また、本大学院の学生
がイニシアティブをとって、公共
政策系大学院を横断する形で毎
年「公共政策大学院インゼミ」を
開催しており、盛り上がりを見せ
ています。平成 23 年度は、院生の被災地ボランティア参加を発端に院生
組織「東日本大震災復興政策研究会」が発足しました。

　法学・政治学・経済学・経営学を有機的に結合した科目や、実務経験者
による具体的な事例に則した実践的な知識を涵養する科目、幅広い視野
と教養を身につけるために原理的・歴史的知識を教授する科目を提供す
るために、法学研究科、経済学研究科、それ以外の研究科、そして実務家
を加えた多くの教員が授業を担当しています。

クラスター制履修モデル 研究科独自の支援について

トピックの紹介

他部局との連携や協力講座について

専門職学位課程修了者の進路状況
〈主な就職先〉� 外務省、農林水産省、京都市役所、京都府庁、大阪府庁、広島県庁、ＪＩＣＡ、

 国際協力銀行、ＴＢＳテレビ、三菱東京 UFJ 銀行 

進学
（大学院）
1人

就職
34人

その他
3人進路

状況
（平成 25 年 5 月）
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経営管理大学院
http://www.gsm.kyoto-u.ac.jp/

（専門職大学院）

京都大学経営管理大学院は研究者養成に主眼をおいた大学院とは異なり、高度職業人の育成を目的とする専門職大学
院です。欧米でビジネススクールと呼ばれているものと同様で、大学における研究や知識の蓄積を活用して、企業や
NPOなど多様な分野における高度な職業的知識を有するリーダーを育成する所に眼目があります。

―理念―
　本大学院は、先端的なマネジメント研究と高度に専門的な実務との架
け橋となる教育体系を開発し、幅広い分野で指導的な役割を果たす個性
ある人材を養成することで、地球社会の多様かつ調和の取れた発展に貢
献する。

―基本方針―
　この理念を実現するため、以下の 3 つを基本方針とする。
1��自主・独立の精神と批判的討議を重んずる本学の伝統を継承しつつ、産
官との協力関係を基盤とした研究・教育環境を整備することで、先端的
な研究を推進し、高度な専門性を備えた実務についての教育体系を開
発する。

2��多様なバックグラウンドの人材を受け入れ、開発された教育体系を用い
て、様々な分野における高度専門職業人を輩出する。

3��世界に開かれた大学として、個性ある研究・教育拠点としての役割を果
たす。

カリキュラムの特徴
学生のバックグラウンドに応じた 3コースの提供
　経営管理大学院では、多種多様なバックグラウンドを持つ人材に対応す
るために、標準的な「2 年コース」の他に、ファイナンス・会計分野のエキス
パートを対象とした「1年半コース」、英語による授業のみで構成される「国際
プロジェクトマネジメントコース」という３つのコースを用意しております。

多様化に応える様々な受講スタイル
　月曜日から土曜日まで昼間開講（8：45 〜 18：00）するフルタイム専門
職大学院です。さらに、入学者の多様化するニーズに応え、様々な受講ス
タイルを用意しています。
　本大学院に入学することを前提に、社会人としての職業経験を有し、現
在のマネジメントの課題について明確な問題意識を持つ方を対象とした
科目等履修生制度や、本学大学院に在籍する学生を対象に、当該大学院
在籍中に履修し付与した単位を本大学院において既修単位として認定
し、1 年での修了を目指すジョイントディグリー制度などがあります。また、
他の大学院で修得した単位に関しても、審査を経た上で既修単位として
認定された場合には、条件を満たせば１年で修了することも可能です。

グローバルキャリアを目指す人へ
　経営管理大学院では、将来、グローバル企業や国際機関等でグローバ
ルビジネスの展開に貢献できるリーダー的人材の育成を目指し、国際
コース等における英語教育や英語によるディベート能力の強化、国際ビジ
ネス /プロジェクトのケーススタディー教材の開発等に積極的に取り組ん
でいます。
　また、グローバル企業や世界銀行、アジア開発銀行、ＪＩＣＡ等が提供
する国際インターンシップや海外の大学や研究機関で実施される海外セ
ミナーの情報を提供し、学生が積極的に参加できる支援体制を整えてい
ます。その他、国際交流を促進するために学生交流協定に基づき、１学期

間、互いに学生を留学させあい単位取得をする派遣留学（交換留学）制度
を導入しています。現在、国立台湾大学・国立政治大学（台湾）・コッチ大学

（トルコ）・ハノイ交通通信大学（ベトナム）・IIM カルカッタ（インド）・梨花
女子大学（韓国）・ライアーソン大学（カナダ）・ミュンヘン工科大学（ドイ
ツ）と学生交流協定を締結しています。

スーパーバイザーの設置
　多種多様なバックグラウンドを持つ人材を受け入れ、多様なキャリア・
アチーブメントを実現するために、スーパーバイザーを設置して、履修指
導をはじめ、学修全般に関するサポートを行い、きめ細やかな教育体制を
実現しています。スーパーバイザーのサポートにより、学生が自身の学修
状況、学修目的や将来の進路志望などについて考え、それを実現するため
に適切な履修内容および学修計画の提供など、学生のコミットメントを実
現するために、積極的な支援を行います。

段階的な履修を実現する科目構成
　科学的な理論に基づいた専門的な知識と実践的な問題解決能力を修
得するために、多様な授業科目を提供します。そして、主に 1 年生前期に
基礎科目、1 年生後期から2 年生前期に専門科目、そして2 年生前期か
らは実務科目と発展科目という体系的な履修を実現する科目構成をとっ
ています。

導入科目：�学部での未履修者や社会人を対象に、未履修分野の基礎知識の獲得
を目的とした科目

基礎科目：�経営管理に関する基本的な理解と分析能力の獲得を目的とした科目
専門科目：�実践的な経営課題を解決するために必要となる専門的な知識を学ぶ

ための科目
実務科目：�各分野で先端的な実務に携わっている実務家教員が実際の現場にお

ける現象や課題、知識、手法などを提供する科目
発展科目：�基礎、専門科目で獲得した知識や理論と、実務科目で学んだ実務の現

状を融合させ、さらに発展させるための科目

●  人材養成に関する目的

●  経営管理大学院の特徴

渡辺謙氏による特別講義（2011 年 12 月）
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経営管理大学院
Graduate School of Management

ビジネス・リーダーシップ
　「組織内における個人」「市場内における企業」の戦略的優位性をいかに実現す
るかについて、ケース・スタディやディスカッションを中心に理論と実践の融合を
目指すプログラム。

プロジェクト・オペレーションズマネジメント
　国際的な大規模なプロジェクト、新技術開発、情報システム開発などにおいて、
特定の目的を達成するために臨時の連携組織（事業チーム）であるプロジェクト
に対応するプログラム。

サービス価値創造
　生産性の向上をイノベーションによって引き起こし、より高い価値を提供する
高度サービス社会を牽引する人材育成を目指したプログラム。

ファイナンス・会計
　金融工学・ファイナンス関係の知識と会計の知識をあわせ持つ専門家を養成す
るプログラム。

国際プロジェクトマネジメント
　国際的プロジェクト、および、国際契約マネジメントを実施できる高度専門職業
人の養成を図っていくコースです。

国際プロジェクトマネジメントコースの概要
◎標準修業年限は２年、修了に必要な単位数は４２単位です。

◎入学時期は４月です。

◎�英語による授業のみで修了可能なように設計されていますが、日本語による授業も受講可

能です。

「京都大学デザイン学大学院連携プログラム」
　国際社会は今、温暖化、災害、エネルギー、食糧、人口など複合的な問題の解決
を求めています。そこで本プログラムでは、異なる分野の専門家との協働によって

「社会のシステムやアーキテクチャ」をデザインできる博士人材の育成を提案し
ます。専門家の共通言語としてデザイン学を教育し、社会を変革する専門家を育
成します。こうした人材を、ジェネラリストを意味する「T 字型人材（T-shaped�
people）」と対比させ、専門領域を超えて協働できる突出した専門家という意味を
込めて「十字型人材（+-shaped�people）」と呼び、本プログラムにより養成すべき
人材像とします。
　こうした人材を育てるために、5 つの専門領域（情報学、機械工学、建築学、経
営学、心理学）の協力によってデザイン学の学位プログラムを構成します。経営管
理大学院はこの専門領域を担当する一部局となっています。

　本大学院で学ぶ学生は、種々の学部を卒業した学生、社会人としての勤務経験
を有する学生や現役社会人、留学生など多様である。こうした多様な受験生を受け
入れるため、募集の方法を一般選抜と特別選抜に分けている。さらに、公認会計士
などの特別な資格を有する社会人が１年半で終了できるコースの 10 月入学生の
便宜を図るため、２期に分けて入試を行っている。
　志願者の入学審査については、一般選抜では、勉学に対する意志の強さを小論
文により評価し、本課程の教育を受けるに望ましい学生像に合致する学生を選ぶ
ことができるよう工夫をしている。さらに、多様なバックグラウンドの学生を入学さ
せるために、多数の科目から１つの科目を選定して解答させる方式を採っている。
社会人経験者に対しては特別選抜を行っている。そこでは、社会人としての職務経
験を重視するため、小論文（エントリーシート）と面接を主として入学者の選抜にあ
たっている。この際、評価側の主観による偏った判断とならないよう、志望者の希望
教育プログラムの複数の教員が小論文の評価ならびに面接にあたり、本課程の教
育を受けるに望ましい学生像に合致した学生を選ぶように工夫している。
　なお、入試審査に当たっては、本学出身者も他大学出身者と全く同等に扱ってお
り、出身大学も様々である。

　本大学院が、日本経済新聞社と日経 HR が共
同で実施した本年度「ビジネススクール調査」に
おいて、2 年連続西日本のトップに選出されま
した。

アジアビジネスリーダー育成プロジェクトについて
　京都大学経営管理大学院は、日本とアジア諸国双方の利益になる事業の企画・
開発・推進、企業経営、社会貢献などを通じてアジアの成長に資する人材育成のた
めに、平成 24 年 7 月より「アジアビジネス人材育成寄附講座」を開設し、平成 25
年 4 月より「アジアビジネスリーダー育成プロジェクト」を実施しています。このプロ
ジェクトでは、アジア主要国のビジネススクール、政府機関等と連携し、ネットワー
クを構築しながら、アジアビジネスをリードする卓越した人材を育成し、これを通じ
て教育カリキュラムおよび教材を開発します。
　このプロジェクトは、京都大学経営管理大学院と一般社団法人京都ビジネスリ
サーチセンター（KBRC）との協力協定に基づいて共同で実施されます。

プログラム概要 他部局との連携

アドミッション・ポリシー

『通ってみたいビジネススクール調査』で
経営管理大学院が
2 年連続西日本トップに選出されました

研究紹介

専門職学位課程修了者の進路状況
〈主な就職先〉�

アクセンチュア、グリー、
デロイト トーマツ ファイナンシャルアドバイザリー、
楽天、アイ・ティ・イノベーション、
インテージ、ウィルゲート、
SMBC 日興證券、大興電子通信、
会計検査院

進学
（大学院）
2人

就職
55人

その他
22人

進路
状況

（平成 25 年 5 月）
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研究所・教育研究施設
日本最大規模の研究所群

研究所が
大学院教育に果たす役割
　京都大学には、我が国の学術研究の中核的研究拠点として
各学術分野を牽引する１４の附置研究所が設置されていま
す。これらの研究所は、基本的には研究面の活動を主体とし
ていますが、大学院研究科との協力の下、最先端の研究環境
を活かして優れた若手研究者の養成に取り組んでいます（協
力講座）。
　各研究所において大学院学生として教育を受けることを希
望される場合は、それぞれの協力講座を開講している大学院
研究科に問い合わせ、受入状況をご確認ください。

P78　　エネルギー理工学研究所 ／ 生存圏研究所 

P79　　防災研究所 ／ 基礎物理学研究所 

P80　　ウイルス研究所 ／ 経済研究所 

P81　　数理解析研究所 ／ 原子炉実験所 

P82　　霊長類研究所 ／ 東南アジア研究所 

P83　　i ＰＳ細胞研究所 ／ 教育研究施設

P84　　教育研究施設 ／ 協力講座一覧

P76　　化学研究所 

P77　　人文科学研究所 ／ 再生医科学研究所 

化学研究所
http://www.kuicr.kyoto-u.ac.jp/index_J.html

　リビングラジカル重合という長さの揃った高分子を

生成できる技術を駆使することで、様々な高分子材料

を自在に設計することができます。また、材料の高次構

造を高度に制御することで、今までにない新たな機能

の発現が狙えます。この考え方を軸に、私は次世代太陽電池を志向して新規

高分子電解質・セパレータに関する基礎研究を展開しています。

　化学研究所は研究分野の垣根を越えた “ 横のつながり ” が生まれる環境

にあります。具体的には、4 月の新入生歓迎会、7 月の涼飲会、12 月の忘年

会、3 月の院生発表会、各種セミナーや講演会といった親睦イベントが豊富

で、研究科の異なる教員や学生同士と交流しやすいという大きな利点があり

ます。こうしたイベントで交流を深めた仲間とともに、お互いの研究のハード

ルや成果の喜びを分かち合っています。最先端の機器だけでなく、他では決

して味わうことのできない魅力的な研究環境を持つ化学研究所で、あなたも

一緒に有意義な大学院生生活を送ってみませんか ?

　化学研究所（以下、化研）は、化学を
物質研究の広い領域として捉え、物質
に関する真理を究明するとともに、時
代が求める諸課題の解決にも資する
研究を行っています。このような立場
で 2010 年度から、「化学関連分野の
深化・連携を基軸とする先端・学際研
究拠点」として他大学・研究機関と多
彩な共同利用・共同研究を推進し、一方、国内 3 大学と「統合物質創製化
学推進事業」による研究連携を密にしています。2007 年度から 3 年間公
募されたグローバル COE プログラムには化学系、物理系で採択された 3
件の拠点に中核部局の一つとして参画しました。また、同年度開始の「世界
トップレベル国際研究拠点形成促進プログラム・iCeMS」にも、積極的に関
わっています。
　化研の高い研究活性は、広い化学関連分野をカバーする 32 の研究室

（研究領域）が進めてきた先鋭的基礎研究、研究室相互や他部局・他研究
機関と推進してきた学際・融合研究を反映しています。また、化研では海外
研究機関との部局間交流協定（現在 58 件）などに基づく人的交流も盛ん
で、世界でも化学関連分野の先端研究の一つの核となっています。

Institute for Chemical Research

　化研の 32 の研究室は、理学、工学、農学、薬学、医学、情報学、人間・環
境学の 7 研究科 12 専攻にわたる「協力講座」となっていて、約 200 名の
大学院生（うち外国人留学生約 30 名）のきめ細かい指導に当たり、広い視
野を持つ世界トップレベルの研究者の育成に努めています。その一環とし
て、研究室や研究室をまたぐセミナーなどに加え、化研の大学院生が分野
を越えて互いの研究内容を認識・参照する場としての大学院生研究発表
会、化研全体の年次報告に当たる研究発表会を毎年開き、また、招へい外
国人研究者との意見交換・交流の場であるセミナーやシンポジウムも多数

（2012 年度は 40 回）開催しています。さらに、やはり化研を挙げての事
業として、大学院生に対して、国際会議での研究発表のための短期海外渡
航を奨励するとともに、研究滞在を目的とする中長期海外派遣も力強く支
援しています（2012 年度は、それぞれ 35 件、14 件）。

博士後期課程 2 年　中西 洋平さん
（工学研究科・高分子化学専攻）

研 究

教 育
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Research Institutes

人文科学研究所 再生医科学研究所
http://www.zinbun.kyoto-u.ac.jp/ http://www.frontier.kyoto-u.ac.jp/

　私の専門分野は文化人類学です。人類学の主な手法

は、調査地に長期滞在し、人々の暮らしに寄り添い、彼

らの生活の営みと生を間近に観察するフィールドワー

クです。私は南インドのヒンドゥー教の寺院司祭を対

象に、建築空間と宗教実践、ジェンダー等について研究をしています。博士課

程進学後は、人文科学研究所主催の共同研究に参加してきました。普段の大

学院のゼミとは異なり、共同研究は文化人類学だけでなく、社会学・心理学・

歴史学・地理学・精神分析学など専門の異なる研究者から構成されています。

長期フィールドワークを終え、博士論文を執筆する者にとって、研究会は、現

地で経験した疑問や学問的な課題を解決する場として最適な環境といえま

す。また、人文科学研究所では国際セミナー等も頻繁に開催されています。こ

れらに参加することで、地域や専門分野の垣根を越えて、様々な分野で活躍さ

れている研究者の方々と交流することができます。

　組織の再生は、細胞に自然に備わる仕組みを利用し
て再生へ向かわせることや、正常な細胞や組織の成り
立ちを人工的に高度に再現すること等で達成されます
が、何れの戦略にとっても、細胞や組織についての精確
な理解と確かな専門技術が不可欠です。このため、体
の各組織や幹細胞の研究から医工学、臨床応用まで、再生医科学研究所の研
究分野は多岐に亘り、医学はもちろんのこと、工学、農学、理学など様々なバッ
クグラウンドを持つ方々が、多様な視点を活かして活躍されています。
　英語での呼称には「フロンティア」の語が用いられていますが、最新鋭の設
備に恵まれ、幅広い領域の専門家と豊富なノウハウが集まった研究環境もさ
ることながら、次代の研究分野創出に繋がる成果を上げていることもフロン
ティアたる所以と言えます。過去の研究成果には、近年発展の目覚ましい学際
融合研究や、ノーベル賞受賞で益々注目される iPS 細胞研究等、最先端の研
究領域の先駆け、礎となったものも。学生がトップクラスの研究者とベンチを
並べ、分野の垣根を越えて学び合いながら、再生医学の開拓を目指して研究
に邁進できる理想的な環境です。

　人文科学研究所は、人文社会系の
大学附置研究所としては国内最大規
模のもので、現在は文化研究創成、文
化生成、文化連関、文化表象、文化構
成の五研究部門と、東アジア人文情報
学研究センター、現代中国研究セン
ター、人文学国際研究センターの三附
属研究施設から構成されています。人
文科学研究所は人文科学分野におい
て学際的共同研究の手法をいちはや
く取り入れました。現在も 28 の共同研究班において、「複雑化・多様化しつ
つある現代社会において、人文科学が果たす役割は何か」という問題を多
様な角度から探究しています。2010 年度からは文部科学省の認定によ
る共同利用・共同研究拠点「人文学諸領域の複合的共同研究国際拠点」と
して、課題を公募する共同研究などの活動を推進しています。

　再生医科学研究所は、我が国初の
「再生医科学」を冠した研究所として
設立され、現在、5 研究部門、2 附属
施設からなる 27 研究室で構成され
ています。現在、研究所で行われてい
る研究には、大きく分けて①ヒト ES 細
胞、iPS 細胞、体性幹細胞等を使用し
た幹細胞研究②神経・筋・骨・血液など
再生医学の主な標的となる組織の発生・再生機構に関する医科学基盤研
究③自己組織再生の「場」を形成するため、数々の生体組織代替材料、免
疫隔離膜、人工細胞外基質、成長因子徐放システムの開発などの組織工
学研究④自家間葉系幹細胞を用いた骨再生治療などの臨床応用研究があ
ります。
　本研究所の特色は、基礎医学・基礎生物学の知見を踏まえ、工学－再生
医療、幹細胞医科学－再生医療の明確なベクトルを持った研究を展開し、
基礎研究から再生医療の実現への医学・工学・理学出身者による学際的、
融合的研究を進めていることです。
　2008 年 10 月に文部科学大臣より共同利用・共同研究拠点「再生医学・
再生医療の先端融合的共同研究拠点」に認定され、本研究所に集約され
た再生医学の知識・技術を基に、多様な先端的共同研究を推進するととも
に、再生医学研究・再生医療を積極的、意欲的に担う研究者の教育・育成
に努めています。

Institute for Research in Humanities Institute for Frontier Medical Sciences

　人文科学研究所は、次世代の研究者を育成する教育活動にさまざまな
かたちで力を注いでいます。
●全研究部門および附属研究施設から 27 名の教員が、文学研究科の協
力講座において大学院教育にあたっています。また、協力講座に準ずるか
たちで教育学研究科人間・環境学研究科（共生文明学専攻文化人類学）、ア
ジア・アフリカ地域研究研究科において講義と学生指導を担当しています。
●地球環境学堂・学舎においては、「両任制」流動教員（1 名）を務めていま
す。
●これら以外にも、文学研究科や経済学研究科において、大学院授業担当
のかたちで多数の教員が教育にあたっています。
●さらに特筆すべきは、学内外の博士後期課程以上の学生を共同研究班
員として受け入れ、実践的研究活動に参加する機会を提供していることで
す。領域を異にする多数の専門研究者が参加する共同研究の場を通じて、
精緻な文献研究、フィールドワークなど、多様な研究手法と学際的視野を
もつ若手研究者を養成することに努めています。また，ポスドク研究者を研
修員などとして受け入れ，活躍の機会を提供しています。

　教育面では、再生医学、再生医工学の高度な研究を通じた教育により、
再生医学の研究者、医療従事者、また新たな医療産業の担い手となる人材
の育成を行うことを理念としています。
　前述のように本研究所では、医学・工学・理学出身者による学際的、融合
的研究を進めていることに関連して、大学院医学研究科、工学研究科及び
理学研究科の協力講座として大学院生の教育を行っており、医学・工学・
理学の内の 1 つに高い専門性をもち、且つ、それら 3 つの領域を全般的に
理解し、広い視野で研究・開発を遂行できる研究者・技術者を養成すること
を教育目標に掲げています。

博士後期課程 3 年　飯塚 真弓さん
（人間・環境学研究科・共生文明学専攻）

博士課程・2 回生　林 瑛理さん
（医学研究科・医科学専攻）
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生存圏研究所エネルギー理工学研究所
http://www.rish.kyoto-u.ac.jp/http://www.iae.kyoto-u.ac.jp/

本研究室（宇宙圏航行システム分野、工学研究科電気

工学専攻の協力講座）は、「宇宙を知り、宇宙を利用す

る」というテーマでのもと、人類が宇宙へ進出していく

ために必要な宇宙観測・宇宙利用・宇宙探査技術に関

して幅広く研究を行っています。特に、太陽風・太陽光・地球磁場等の宇宙環

境を利用した全く新しい宇宙推進システムの研究開発、従来にはない超小

型回路による宇宙環境計測装置等の研究開発を、解析的アプローチ、計算機

シミュレーション、そして、基礎的な実験を通して行っています。さらには JAXA

（宇宙航空研究開発機構）の科学衛星や観測ロケット等の宇宙機に搭載する

ことを目指しています。当研究室は、生存科学計算機実験分野、生存圏電波応

用分野と合わせてスペースグループと呼ばれています。スペースグループで

は、宇宙工学・宇宙科学に関する知識を共有しており、多くの学生が時には独

立して、時には共同で研究に励んでいます。また、JAXA や他大学との共同研

究、国内外での学会発表にも、学生が自主的に取り組んでいます。

　原子や分子を積み木の様に組み立て、これまでに無

い機能や効率を持つ材料を作る究極の ‘ ものつくり ’

の科学技術がナノ工学です。私の研究室では、有機分

子を用いたエネルギー変換材料に関するナノ工学の

研究を行っています。本講座で開発された、光エネルギー変換に用いられる

材料である電気を流すプラスチックを金属表面上に 1 分子レベルで組上げ

る技術を用いて従来に無い新物質・材料を開発しています。エネルギー科

学研究科の協力講座として大学院学生を毎年受け入れています。入ってくる

学生の専門分野は様々で、化学、物理、電子工学、機械工学、情報処理等の出

身者がいます。ナノ工学はこうした複数の学問分野の総力戦であり、複数の

アイデアを結集することにより良い成果が表れます。学生時代は一つの興味

にこだわるのも構いませんが、多様な興味を持つことを心がけると自分の将

来にとって素晴らしい財産になると思います。若い人たちのチャレンジを期待

しています。

　生存圏研究所は 2004 年 4 月に設
立された研究所です。その目的は人間
生活圏、森林圏、大気圏、宇宙空間圏
を人類の「生存圏」として組織的・包括
的に捉え、それらの診断・解析を行うと
同時に開拓・創成する先進的技術開発
を促進し、総合科学としての「生存圏
科学」を確立することにあります。これ
を効率よく遂行するため、「環境計測・地球再生」「太陽エネルギー変換・利
用」「宇宙環境・利用」「循環型資源・材料開発」という４つのミッションを定
めて、分野横断的な研究を推進しています。また萌芽的研究の発掘にも力
を入れています。当研究所は、2010 年度からは「生存圏科学の共同利用・
共同研究拠点」としての活動を開始しました。研究施設・設備の全国・国際
共同利用や、生存圏科学のデータベース構築とデータ配布、それらを活用
した国際共同研究を推進しています。

　エネルギー理工学研究所は、エネル
ギーの生成、変換および利用の高度化
に関する研究を行うとともに、全国の
大学その他の研究機関研究者の共同
利用に供することを目的とし、現代社
会における最大の課題のひとつである
エネルギー問題の解決を目指した研
究を行っています。在籍する教員・研
究者の学術基盤は、理学、工学の多岐
の分野にわたっています。これら多様な分野の有機的な連携・融合を通し
て、環境調和性に優れ、社会的受容性の高い新規エネルギー源およびエ
ネルギー有効利用システムの実現を目指す新たなエネルギー理工学の研
究領域の開拓を進めています。現在は、核融合や太陽光によるエネルギー
などを目標に、重点複合領域研究として「先進プラズマ・量子エネルギー」
と「光・エネルギーナノサイエンス」を推進しています。また、国内外の研究
者の共同利用・共同研究を進めており、国内外の多くの共同研究者に、本
研究所の特徴ある大型研究設備や独自に開発・整備した装置群が活用さ
れています。また、2013 年度からは特別経費プロジェクト「革新的高効率
太陽光利用技術の開発」を開始しています。

Research Institute for Sustainable HumanosphereInstitute of Advanced Energy

　生存圏研究所は、農学、工学、情報学、理学と広範な研究分野の背景を
持った教員による分野横断的な学際教育を通して、持続的社会の構築に
深く関わる生存圏の科学を担う多彩な人材育成に取り組みます。また全
国・国際共同利用に供される最先端の研究設備・データベースを利用した
研究に接することを通して、総合的な知識と俯瞰的かつ国際的な視野を
もって生存圏の科学の発展に寄与する研究・教育者を育成します。協力講
座として参加する研究科は、理学研究科、工学研究科、農学研究科、情報学
研究科です。また地球環境学堂の協働講座および生命科学研究科の研究
指導委嘱講座にもなっています。これらの幅広い研究分野から集まる大学
院生は 70 ～ 90 名に達します。

　本研究所の全ての研究分野は、エネルギー科学研究科の協力講座とし
て大学院教育に参画しており、毎年 70－100 名の学生が本研究所で指導
を受けています。特に、多くの博士後期課程学生を擁し、中でも外国人学生
の割合が高く、国際的に開かれた研究所となっています。これまで、韓国、
中国や東南アジアの大学との間で JSPS「アジア研究教育拠点事業：先進
エネルギー科学」をはじめとする国際交流事業やグローバル COE プログ
ラム「地球温暖化時代のエネルギー科学拠点」、その他多くの国際・国内協
力事業を活用し、エネルギーに関する特色ある大学院教育を進めてきまし
た。外国での研究活動や国際集会・会議への参加の機会が大学院学生に
も数多く与えられています。本研究所で学ぶ多くの学生が、本研究所への
配属希望の理由として、研究所の特徴的な最先端大型装置や先端的研究
に魅力を感じたことをあげています。国際的に見ても優れた研究設備群と
先導的な研究内容ならびに国際的な研究環境を活用して、高度な専門能
力とグローバルな視点を持ち、国際舞台で活躍のできる研究者・技術者の
育成に努めています。

山川 宏教授
（宇宙圏航行システム工学分野）

坂口 浩司教授
（エネルギー利用過程研究部門）

研 究研 究

教 育
教 育

78



研
究
所
・
教
育
研
究
施
設

Research Institutes

基礎物理学研究所防災研究所
http://www.yukawa.kyoto-u.ac.jp/http://www.dpri.kyoto-u.ac.jp/

　私の所属する研究室では凝縮系物理、すなわち物質

の中の電子や格子がお互いに相互作用したり集団的

に振る舞ったりすることで起こる現象や性質に関する

物理を、解析的な手法や数値計算を駆使して調べてい

ます。量子レベルの世界を支配する基礎的な方程式はすでにわかっている

のですが、それだけではこの多種多様な現象で満ち溢れている世界を理解し

たことにはなりません。例えば超伝導という、低温にすると電気抵抗が 0 にな

る現象がありますが、この基礎的な方程式を眺めていただけでは何故そうい

うことが起こるのか分かりません。電子がたくさん集まって相互作用すること

で、始めてその現象が理解されます。2008 年に日本人のグループによって

鉄系超伝導体という超伝導を引き起こす新しい物質が発見されましたが、私

はこの物質についての性質を研究しています。基礎物理学研究所には、高性

能なスーパーコンピュータや多くの蔵書を誇る図書館があります。また普段

から頻繁にセミナーや研究会が開催され、国内外の一流の研究者と議論する

機会が数多くあるなど、非常に充実した環境であると言えます。

　このような素晴らしい環境で研究できることを大変嬉しく思っています。

　防災研究所では、理学、工学、社会科学などさまざま

なバックグラウンドをもった研究者が、かけがえのない

人の命や暮らしを守るため、領域横断的に、災害という

自然現象をより深く原理的に理解する研究、そしてそれ

を社会の中で実践的に応用する研究をしています。私自身は、新潟県中越地

震の被災地をフィールドに、地域の皆さんと一緒に取り組みながら、内発的な

復興過程や防災がいかに可能なのかを研究課題としています。被災地に身を

投じてみると、それまでの自分の人生や生活では出会うことのなかったさまざ

まな人や考え方、哲学に出会います。災害にあってもたくましく生きてく人間

の力強さや、自然の豊かさと厳しさをともに受け入れる先人の知恵は、災害

の被害を完全に封じ込めてしまおうとするのではなく、被害をできるだけ減じ

ながらも豊かな自然との共生を目指そうという減災の哲学に通底するものが

あります。防災・減災研究は、私たちのよりよい社会のあり方をもとめる社会

構想につながる研究です。

　素粒子論では、自然界の最も基本的
な粒子やその間に働く4 つの力を研
究しています。強い力、弱い力、電磁気
力を統一するゲージ理論が確立され
つつあります。重力の量子論としては、
素粒子を一次元的な紐とみなす超弦
理論による研究が盛んです。原子核理
論では、強い力を担うハドロンとその
集まりである核子や原子核の構造・性
質を研究しています。統計・固体物理
学では、巨視的物質の持つ様々な興味
ある性質（超伝導，超流動など）を基本的な力と、多数の粒子の効果から説
明することが目的です。非平衡開放系での物質の運動状態や相構造の解
明も重要な課題です。宇宙・天体物理学では、銀河や宇宙スケールの現象
を、一般相対論と素粒子論に基づいて解明することを目指します。宇宙の
創成、ブラックホールの物理なども大きな課題です。
　本研究所では、非常勤研究員等を積極的に受け入れています。また、多
くの外国人研究者が長期・短期に訪れ、年間 100 を超える研究所セミナー
の約半数は外国人研究者によるもので、国際的センターの役割を果たして
います。

　防災研究所は、自然科学から人文・
社会科学にわたる災害学理の追求と、
防災学の構築に関する総合的な研究
に取り組んでいます。災害と防災に関
わる多種多様な課題に対して、災害学
理の追求を目指した基礎研究を展開
するとともに、現実社会における問題
解決を指向した実践的な研究を実施
し、安全・安心な社会の構築に貢献すべく、約 100 名の研究者と 200 名の
学生が日々研究に取り組んでいます。研究対象は地震津波、火山噴火、地
盤災害、洪水・渇水などあらゆる自然災害であり、学問領域は自然科学、人
文・社会科学、工学、情報学などの領域にわたり、防災研究を標榜する大学
附置の研究所としては、世界屈指の規模と研究の水準を誇っています。ま
た、防災研究所は、自然災害に関する総合防災学の共同利用・共同研究拠
点として認定されており、重点研究課題として、（1）南海トラフ地震など巨
大地震・津波、火山噴火対策研究、（2） 気候変動・極端気象に関する適応
策研究、（3） 国際防災実践研究を掲げ、国内外の研究機関との共同研究も
積極的に進めています。

Yukawa Institute for Theoretical PhysicsDisaster Prevention Research Institute

　基礎物理学研究所は、大学院理学研究科物理学・宇宙物理学専攻の協
力講座として、大学院教育を担っており、理論物理学の四つの基礎的諸分
野である素粒子論、原子核理論、統計・固体物理学、宇宙・天体物理学の大
学院生（修士・博士後期課程）を毎年十数名受入れています。この四つの
学問分野は、扱う対象の特徴的な大きさの尺度に対応しており、極微の世界

（素粒子論）、原子の中心にある原子核程度のもの（原子核理論）、日常生
活で遭遇する様々な物質（統計・固体物理学）、銀河や銀河団から宇宙その
もの（宇宙・天体物理学）です。23 人の教師陣が基礎的な講義から最先
端の話題を含めた演習まで幅広いメニューを用意しています。外国人客員
教授や、国内外の第一線研究者達による集中講義も大きな魅力です。

　防災研究所は理学研究科、工学研究科、および情報学研究科の協力講
座として、大学院教育を担っており、3 研究科あわせて約 200 名の大学
院生が学んでいます。先端的かつ学際的な防災研究に結びついたセミ
ナーや、最先端の実験装置を用いた実験や解析、現地調査・フィールドワー
クなど、防災研究所ならではの学びができます。外国人客員教授や、国内
外の第一線研究者達による特別講義も大きな魅力です。さらに 2011 年度
からは、博士課程教育リーディングプログラム「グローバル生存学大学院
連携プログラム」、大学の世界展開力強化事業「強靭な国づくりを担う国際
人育成のための中核拠点の形成」にも参画しています。世界の英知に触れ
ながら、研鑽をつむことができるプログラムとなっています。防災研究所は
このような活動を通じて、次世代を担う人材の育成に務めています。

博士後期課程 2 年　杉本 高大さん
（理学研究科・物理学・宇宙物理学専攻）

宮本 匠特定研究員
（巨大災害研究センター・巨大災害過程研究領域）

研 究研 究
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ウイルス研究所 経済研究所
http://www.virus.kyoto-u.ac.jp/ http://www.kier.kyoto-u.ac.jp/

　2010 年度からウイルス研究所ウイルス制御研究領

域にて、ヒト T 細胞白血病ウイルス 1 型の研究を行っ

ています。ウイルス研究所で成人 T 細胞白血病の原因

ウイルスとして同定された、所とはなじみの深いウイル

スです。ただしウイルス研究所は、必ずしもウイルスの研究ばかりではなく、

生命科学における様々な研究領域が集まっています。また、定期的に開催さ

れる所内のセミナーも、国内外の様々な研究者を招待して行われます。その

ため、自分の研究領域のみにとらわれることなく、様々な話題に触れることが

できます。所内の行事も盛んです。春には新入所者歓迎会、それに引き続くソ

フトボール大会、年の暮れには忘年会があり、所内の全ての研究室が集まり

ます。他の研究室の大学院生やスタッフの方と交流を持てる良い機会です。

そして何より研究生活を送るうえで、京都はよい街だと思います。博士号取得

後は、ポスドクとして海外での研究に従事する予定です。

　私の研究テーマは、様々な取引制度（ルール）の下
での人々の行動分析や、望ましい取引ルールの設計で
す。取引ルールの違いによって人々はその行動を戦略
的に変えていきます。私はゲーム理論やミクロ経済学
のフレームワークを用いて、取引ルールが人々の行動に与える影響を分析し、
現実の制度設計への応用を見据えながら望ましいルールの設計可能性を研
究しています。
　経済研究所には、ミクロ・マクロ経済学、計量経済学をはじめ、様々な分野
において世界の第一線で活躍している研究者が所属しており、最先端の経済
学研究を学ぶことができます。また、研究所内では国内外の第一線の研究者
を招いて研究会やセミナーが頻繁に開催されており、最新の研究成果を聴
き、議論する機会に大いに恵まれています。これらの研究会やセミナーは、最
新の研究動向に触れることで自身の研究の刺激になるだけでなく、国内外の
研究者と交流し、人的ネットワークを広げる意味においても大いに役立つと
思います。

　ウイルス研究所は 1956 年に設立
されて以来、病気の原因としてのウイ
ルスの研究とともに、ウイルス研究の
基盤として、生命の謎を解き明かす研
究に携わってきました。その過程で、我
が国の分子生物学研究に中心的な役
割を果たし、また新たなウイルスを発
見するなど、基礎から応用研究に至る
さまざまな貢献をしてきました。
　本研究所は「ウイルスなどの感染症による脅威を取り除き、安心した社
会の構築に寄与する」「ウイルスの研究をさらに深め細胞および個体レベ
ルの生命現象を理解する」「免疫・神経系などの高次生命現象を理解し、ウ
イルス疾患を明らかにし、かつ予防する」等を目的とした研究を行っていま
す。

経済研究所は、1962 年創立以来、理
論経済学および応用・実証研究の両
面において、先端的な経済学研究に携
わってきました。当研究所は、2010
年度から「複雑系経済学」と「経済戦略
と組織」という中心テーマをかかげて、
基礎研究に力点をおく国際的共同研
究拠点活動を展開しています。
　研究テーマの柱の一つをなす「複雑系」という考え方は 1960 年代から
自然科学や工学で発展し、物の見方を一新させた分析手法です。当研究所
は、この手法を世界に先駆けて取り入れ、経済学研究を先導してきました。
　もう一つのキーワード「経済戦略」は、多くの日本人が戦略的思考を苦手
とし、我が国の発展を阻んでいるという問題意識の上に成り立っています。
日本人が本当の意味での戦略的思考法を身につけ、組織設計を行える社
会を形成しなくてはなりませんが、「経済戦略と組織」というテーマは、その
ための基礎づくりを目指したものです。現在、当研究所はこうした研究方法
から経済危機や災害復興の経済分析に挑戦しています。
　基礎研究は現実の経済とは大きな隔たりがあると感じる方もいるかもし
れません。しかし、欧米では、最先端の経済学研究が実生活にどんどん取り
入れられています。私たちは基礎研究こそが、経済社会を根本から変革し
ていく近道と考えています。

Institute for Virus Research Institute of Economic Research

　ウイルス研究所は、基礎生物学から医学にわたる多様な分野の研究者
が在籍して研究・交流をしており、大学院教育においても 5 つの研究科（医
学研究科、生命科学研究科、理学研究科、薬学研究科、人間・環境学研究
科）を通じて多数の学生を受入れています。当研究所に所属する大学院生
は学術交流会（所内行事）や国際学生セミナー（生命科学研究科との共催）
などの行事を通して様々な異分野の研究に接する機会があります。
　さらに、平成 22 年度からは、「ウイルス感染症・生命科学先端融合的共
同研究拠点」として共同利用・共同研究拠点となりました。当研究所はこの
ような非常にユニークな研究環境を生かして次代を担う世界トップレベル
の研究者を育ててきました。今後とも、異分野交流を活発に進めることに
よって、研究・教育に大きな貢献をしていきたいと考えています。

　経済研究所は大学院生・若手研究者などの教育にも積極的に関わり、多
くの一流研究者を生んできました。当研究所の教員は、大学院経済学研究
科の教員として、大学院生の教育に当たるとともに、日本学術振興会特別
研究員、グローバル COE 研究員、招へい外国人学者等として内外の若手
研究者を受け入れています。多くは、1、2 年の研さんを経たのち、主要大
学の教員として巣立っており、研究者の養成機関としても当研究所は高い
評価を受けています。 また、2003 年度からは 21 世紀 COE プログラム
の拠点として、さらに、2008 年度からは、慶應義塾大学・大阪大学と連携
して、グローバル COE 教育研究拠点として、大学院生・若手研究者の育成
や研究活動に力を入れています。

博士課程 4 年　三浦 未知さん
（医学研究科・医学専攻）

佐野 隆司助教
（経済戦略研究部門）

研 究 研 究
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原子炉実験所数理解析研究所
http://www.rri.kyoto-u.ac.jp/http://www.kurims.kyoto-u.ac.jp/

　中性子は、物質研究のための観察手段として有用で

あるとともに量子力学の検証や基礎物理の観点からも

重要です。エネルギー利用においては、原子炉の中で

起こる物理現象の主役でもあります。私はそのような

中性子に興味を持ち、貴重な中性子ビームを効率よく利用し、新たな利用方

法を開発するため中性子光学の研究を行っています。特に中性子のスピンを

巧みに制御して、他の方法では観察の難しい、原子スケールでの物質の構造

とゆっくりとした動きを調べるための分光装置の研究開発に力を入れていま

す。中性子を用いた実験には KUR の他にも、国内外の施設を利用しており、

昨年にはフランスの研究用原子炉やスイスの加速器中性子源でも実験を行

いました。KUR は共同利用施設であるため、全国の大学・研究機関から実験

に来る研究者・学生と交流する機会に恵まれています。大学の研究所として

放射線や放射性同位体を扱った様々な研究が行われている原子炉実験所は、

この分野を究めたいと志向する学生にとって特別な場所だと思います。

　私の研究分野は流体力学で、特に「微生物の遊泳」

に興味を持って研究をしています。微生物の運動はス

トークス流と呼ばれる流体の式に従い、ときどき直感

に反するような運動が実現されます。

　例えば、流体の式の性質のために、生物の運動が制限されることが知られ、

この性質は「帆立貝定理」と呼ばれています。このような数学的な側面に加

え、新たな数値計算手法の開発と、医学・生物学への応用研究を行っていま

す。数理解析研究所では図書室の豊富な蔵書や雑誌に加え、充実した計算機

設備を有しており、極めて自由に使用することができ、私も大規模数値計算で

大変お世話になっています。また、2012 年の春から夏にかけて 3 ヶ月間、英

国オックスフォード大学に研究指導委託という形で留学し、海外でも大変有

意義な研究生活を送ることができました。優れた設備と活発な交流、そして自

由な雰囲気のもとで、大変充実した大学院生活を送っています。

　原子炉実験所は、昭和 38 年の設
立以来、全国大学等の共同利用研
究者に対して、大学の持つ原子力施
設としては国内最大の研究用原子炉

（KUR）を中心に、臨界集合体実験装置
（KUCA）やコバルト 60 ガンマ線照射
装置などを提供（平成 22 年度からは、
共同利用・共同研究拠点として事業を
開始）しています。年間延べ数千人の研究者や学生などが来所しており、理
学、工学、農学、医学などの多方面にわたる研究が行われています。
　また今日、原子力利用の各分野において大学の果たす役割への期待が
益々高まっており、本実験所が培ってきた共同利用研究の実績の評価に基
づき、極めて大きな期待が寄せられています。
　本実験所では、このような期待に応えるべく、KUR などの諸施設を有効
に利用した核エネルギー、放射線・粒子線を用いた特徴的研究を展開して
おります。さらに、本実験所では固定磁場強集束型（FFAG）加速器を KUCA
と結合させた加速器駆動未臨界システムの基礎研究を世界に先駆けて開
始するとともに、世界を牽引するべく、ホウ素中性子捕捉療法（BNCT）によ
るがん治療の基礎・応用研究を進展させております。

　数学・数理科学の基礎的研究を推
進することが本研究所の目的です。こ
のため、所員による自由な発想と思考
に基づく研究活動を活発に推進するこ
とは勿論ですが、全国の数学・数理科
学研究者のための共同利用・共同研究
拠点の事業を実施するとともに、国際
研究拠点として国際共同研究を推進し
ています。毎年 80 件以上の研究集会等を開催し、300 人以上の海外研
究者が来訪しています。平成 20 年度より文部科学省グローバル COE の 1
つに選ばれ、平成 22 年度からは数学・数理科学の先端的共同利用・共同
研究拠点として新たな事業を展開しており、本研究所は国内的にも国際的
にも卓越した研究拠点として中心的な役割を果たしています。
　本研究所の取り組む研究分野は、純粋数学から応用数学、数理物理学、
そしてコンピュータ・サイエンスに及んでおり、基礎から応用まで幅広く、相
互に有機的な関連をもち、その相互作用により新しい研究領域ならびに研
究成果が生み出されています。

Research for Reactor InstituteResearch Institute for Mathematical Sciences

　原子炉実験所の教員は、研究分野として工学研究科、理学研究科、農学
研究科、医学研究科、エネルギー科学研究科の協力講座を担当して、大学
院の講義や研究指導を行っております。また、全学共通科目を開講して京
都大学の学部学生の教育にも貢献しております。この他、KUCA を用いて
全国 12 大学の原子力工学系大学院生（京都大学学部学生を含む）を対
象に 1 週間の実験教育コースを毎年数回行っており、かつ平成 15 年から
韓国 6 大学、平成 18 年からスウェーデン 1 大学の学生にも実施しており
ます。原子力人材育成が世界的にも重要視されている今日、本実験所はそ
の一翼を担っており、国内外の原子力分野の人材育成に大きく寄与してい
ます。

　本研究所は、大学院理学研究科、数学・数理解析専攻、数理解析系とし
て、学生入学定員修士課程 10 名、博士後期課程 10 名を対象に、数学・数
理科学の進歩を担う独創的な研究者の養成を目的とした教育を行ってい
ます。担当教員が、その研究分野に関して開講する授業（講義およびセミ
ナー研究）によって、少人数指導で教育を行うのが、本研究所の教育の特
色です。
　また、学生が研究所で開催される研究集会に参加し、来訪研究者と交流
を持ち、最先端の研究に接することができることも、大きな利点となってい
ます。その他に、国内外の若手研究者（博士の学位を取得した者）を、研究員

（研究機関）や日本学術振興会の特別研究員として受け入れています。
　これらの若手研究者は、所員や来訪研究者との研究交流を行ったのち、
各大学の教員として巣立っており、本研究所は研究者養成機関としての役
割を担っています。

博士後期課程 2 年　小田 達郎さん
（工学研究科・原子核工学専攻）博士後期課程 2 年　石本 健太さん

（理学研究科・数学・数理解析専攻）
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東南アジア研究所霊長類研究所
http://www.cseas.kyoto-u.ac.jp/http://www.pri.kyoto-u.ac.jp/

　私は主にミャンマーの政治について研究してきまし
た。1962 年から軍事政権が続く同国にあって、軍隊に
よる支配が続くメカニズムを検討し、その成果を本とし
て出版しました。2009 年のことです。そのなかで軍隊
の支配がしばらく続くだろうと予想したのですが、直後からミャンマーは民主
化に向けて動き出しました。予想がはずれたわけです。今は、なんで予想がは
ずれたんだろうと自問自答しながら、現地の新しい政治の動きを調べる毎日
です。
　自己弁護するわけではありませんが、研究の面白さは、自分の立てた予想
や仮説が外れてはそれを修正していく試行錯誤の過程にあります。フィール
ドワークはそうした試行錯誤には絶好の経験です。現場での観察は研究者の
予想をことごとく裏切っていくからです。そこを粘り強く再考し、また調査をし、
論文としてかたちにする。なかなかしんどい作業ですが、やりがいは保証しま
すよ。アジア・アフリカ地域研究科ではそうしたフィールドワークを通じた知
の構築のノウハウを学べます。

　私は、ニホンザル腸内細菌叢と食性の関連性に焦点
を当て、栄養生理学と採食生態学の知見の統合をモッ
トーに、飼育実験と野外調査を組み合わせた多角的研
究に取り組んでいます。多数の外国人留学生・研究者
が所属し、国際色が豊かな霊長類研究所では、国内外での調査や共同研究を
支援する体制が整っています。
　霊長類研究所には、進化系統学・社会生態学・行動神経学・分子生理学な
ど、各領域を牽引する研究者が多数在籍しており、専門的な助言や意見を仰
ぎながら広く深く研究を発展させることが可能です。疑問が浮かんだときに
気軽に質問できる環境に身を置くことは、見識を深めたい大学院生にとって
この上ないメリットであるといえます。また、複数分野の大学院生がひとつの
居室を共有するため、縦（分野内）のみならず横（分野間）のつながりを持つよ
うになります。日頃から分野を超えて議論することで、相互に良い刺激を生み
出すだけでなく、専門外の人々に自身の研究内容を分かりやすく伝えるとい
う、研究成果を社会に還元していく上で重要なスキルを身に付けることがで
きます。

　東南アジア研究所には、21 人の専
任教員がおります。その専門は文理の
8 分野（法、経、文、工、農、理、医）にま
たがります。スタッフの多様性と、各々
の分野を超えて進めている共同研究
の学際性が、研究所の特色であり強み
となっています。一例を紹介すれば、グ
ローバル COE プログラム「生存基盤
持続型の発展を目指す地域研究拠点」

（杉原薫代表）があります。
　このプログラムは、アジア・アフリカ地域の持続的発展に関する学際的研
究を、グローバルで長期的な視野から多面的に行うために、2007 年度か
ら 2011 年度まで行いました。生存圏研究所などが進める「サステイナビリ
ティー学」の専門家とともに、先端の科学技術や知識を、伝統的な地域研
究を支えてきた生態学、政治学、経済学、社会学、人類学、歴史学、医学など
の知識と融合させることによって、革新的で実践的な地域研究を推進し、
同時にその専門家や科学者の養成を行い、成果を全 6 巻の『講座・生存
基盤論』（京都大学出版会 2012）として刊行しました。この成果は、2011
年度からスタートした東南アジア研究所特別経費プロジェクト「ライフとグ
リーンを基軸とする持続型社会発展研究のアジア展開－東アジア共同体
構想を支える理念と人的ネットワークの強化－」にも引き継がれています。
　また、毎年、半期に 6 名ずつの外国人研究員をお招きし、共同研究を進
めることを通して、東南アジア研究の国際共同研究拠点として大きな役割
を果たしています。

　霊長類研究所は、ヒトを含む霊長
類に関する総合的研究をおこなうこ
とを目的に、全国の研究者の共同利
用研究所として京都大学に附置され、
1967 年に愛知県犬山市に設立されま
した。現在、4 つの研究部門（10 分野）、
および 2 つの附属研究施設がありま
す。人間の本性とその進化的基盤を明
らかにするため、霊長類の多様な種を対象に、ゲノムから生態まで幅広い
視点から学際的研究をおこなっています。京都大学の伝統であるフィール
ドワークだけでなく、実験室での研究もおこなわれていて、共同利用・共同
研究拠点として国内外の研究者が利用できる研究体制を整えています。

Center for Southeast Asian StudiesPrimate Research Institute

　東南アジア地域研究専攻の総合地域論講座を、研究所の 8 人のスタッ
フで担当しています。各自の専門は以下のように多彩です。清水（文化人類
学）、水野（経済発展論）、小泉（歴史学）、石川（社会人類学）、甲山（水文・気
象学）、三重野（経済学）、小林（文化人類学）、中西（政治学）。そのほか、速
水（社会人類学）と岡本（政治学）が地域変動論講座、西渕（病原細菌学）と
安藤（熱帯農学）が生態環境論講座、松林（フィールド医学、老年医学）と河
野（自然資源管理）が持続型生存基盤論講座の一員です。また、松林と西渕
が、医学部・医学研究科においても　学部生・大学院生の指導をしていま
す。研究所スタッフの多様な研究関心と方法論が、院生へのさまざまな刺
激と示唆、助言と指導に役だっています。

　霊長類研究所は、京都大学大学院理学研究科生物科学専攻の「霊長類
学・野生動物系」として、大学院教育をおこなっており、大学院を有する国
内唯一の霊長類学専門の研究教育機関です。ヒトを含む霊長類に関する
総合的研究を継続的に推進・発展させるためには優れた若手研究者の養
成が不可欠ですが、その教育目標は以下のような特色をもっています。
⒈ 修士課程から博士後期課程まで、広い視野に立った教育を志している。

良好な研究環境を保ち、長期的な展望に立った研究の遂行を可能にす
る。多様な若い人材を受け入れることは研究所の活性化にもなり、留学
生や有職者を含む多様な人材の博士編入にも門戸を開いている。

⒉ 講義や実習を充実して、文系・理系を問わず霊長類学全般に関する基礎
知識を深め、体系的な学識を身につけてもらう。

⒊ セミナーや研究会あるいは学際的な共同研究を通じて、異なる専門領
域の研究に接する機会を数多く提供し、専攻した学問領域だけに偏らな
い広い視野を育成する。

⒋ 若手研究者を海外に派遣する ITP-HOPE プロジェクトの資金援助によ
り、海外調査や国際共同研究への参加も積極的に推進している。2009
年には国際共同先端研究センター（CICASP）が発足し、国際共同研究
と英語による教育の充実を推進している。

中西 嘉宏准教授
（政治経済相関研究部門）

澤田 晶子研究員
（社会生態研究部門）
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■全国共同利用施設 設　　置　　目　　的

学術情報メディアセンター
（昭和 44 年 4 月開設）

情報基盤及び情報メディアの高度利用に関する研究開発を行い、教育研究等の高度化を支援するとともに、
全国の大学その他の研究機関の研究者等の共同利用に供する。また、情報環境機構の行う業務を支援する。

放射線生物研究センター
（昭和 51 年 5 月開設）

放射線の生物への影響に関する基礎的研究を行うとともに、全国の大学その他の研究機関の研究者の共同利
用に供する。

生態学研究センター
（平成 3 年 4 月開設）

生態学・生物多様性科学に関する研究を行うとともに、全国の大学その他の研究機関の研究者の共同利用に
供する。

地域研究統合情報センター
（平成 18 年 4 月開設）

地域研究に関する情報資源を統合し相関型地域研究を行うとともに、全国の大学その他の研究機関の研究者
の共同利用に供する。

野生動物研究センター
（平成 20 年 4 月開設）

野生動物に関する教育研究を行い，地球社会の調和ある共存に貢献するとともに、全国の大学その他の研究
機関の研究者の共同利用に供する。

■学内共同教育研究施設 設　　置　　目　　的

高等教育研究開発推進センター
（平成 15 年 4 月開設）

高等教育における教授法，教育課程，教育評価等，教授システムに関する実践的研究，ならびに本学の教育活動の改善に
ついて，専門的立場から助言および協力を行うとともに，その研究成果に基づき高等教育研究開発推進機構の行う業務を
支援する。また、研究成果に基づいて有する教育内容および方法の改善に係る機能について、他の大学の利用に供する。

総合博物館
（平成 9 年 4 月開設）

学術標本資料の収集と収蔵，教育研究支援，研究成果の公開および学術標本資料の解析，学術的評価，情報化等の
調査研究および研究資源アーカイブに関する各種資料の体系的な収集・保存・運用・これらに必要な調査研究を行う。

低温物質科学研究センター
（平成 14 年 4 月開設）

液体窒素や液体ヘリウムなどの寒剤を安定的に供給し、低温科学の研究や教育を支援する。低温物質科学に関する独自
の研究・教育を行うとともに、実験室・研究設備を共同利用に供する。また、環境安全保健機構の行う業務を支援する。

フィールド科学教育研究センター
（平成 15 年 4 月開設）

森林生物圏，里域生物圏ならびに沿岸海洋生物圏をつなぐ現場教育とフィールド研究を行うとともに，学内
および国内外からの共同利用に供する。

福井謙一記念研究センター
（平成 14 年 4 月開設）

ノーベル化学賞を受賞された福井謙一博士の研究理念を継承し、基礎化学並びに関連する科学の諸分野に関
する研究を発展させ、学術研究の向上を図る。

こころの未来研究センター
（平成 19 年 4 月開設）

心理学、認知科学、脳科学、人文科学等の学際的研究拠点を構築し、人のこころに関する総合的研究を行う。

文化財総合研究センター
（平成 20 年 4 月開設）

文化財の調査・保存・活用に関する総合的教育研究を行うとともに、京都大学敷地内の埋蔵文化財について
の調査研究及びその保存のため必要な業務を行う。

Research Institutes

iPS 細胞研究所
http://www.cira.kyoto-u.ac.jp/j/

　私の所属する疾患再現研究分野では様々な遺伝的疾
患を持つ患者様から iPS 細胞を樹立し、解析を行うこと
で発症メカニズムの解明と治療法開発、創薬を目指し
ています。これまで疾患研究では主に動物モデルや培
養細胞株を対象に解析を行っていました。しかし、これ
らは高度化されたヒトの細胞集団において真の疾患メカニズムを反映してい
るかどうかはわからない場合があります。この問題は疾患特異的 iPS 細胞を用
いた様々な細胞種における解析によって解決することが可能です。私は特に
血球分化と代謝機能の関係性に着目し、血液細胞の成熟障害のある代謝性疾
患由来の iPS 細胞を用いて、これまで言及されることが困難であった前駆細胞
レベルでの分化障害を引き起こす分子メカニズムの解明に挑戦しています。
疾患特異的 iPS 細胞は病態の理解のみならず、疾患の原因となる特定の分子
異常をヒントに生命現象の解明につなげることが可能です。CiRA には iPS 細
胞が与えてくれるメッセージを読み取るための最先端の技術が揃っています。
貴方もこの素晴らしい環境で iPS 細胞の持つ可能性に夢を託してみませんか ?

　iPS 細胞研究所（CiRA ＝サイラ）は、
2010 年 4 月に設立され、初代所長に
は、世界で初めて iPS 細胞を樹立する
ことに成功し、2012 年にノーベル生
理学・医学賞を受賞した山中伸弥教
授が就任しています。前身は、2008
年1月に物質－細胞統合システム拠点

（iCeMS）内に組織された iPS 細胞研
究センターです。iPS 細胞研究所の主
任研究者は初期化機構研究部門、増殖分化機構研究部門、臨床応用研究
部門、基盤技術研究部門、上廣倫理研究部門に分かれて研究活動を行っ
ています。主任研究者の 3 分の 1 は 30 代で、若い研究者の豊かで自由な
発想を重視しています。
　2010 年 2 月に竣工した研究棟（地上 5 階、地下 1 階）には、動物実験
施設や細胞調製施設（F i T :Facility for iPS Cell Therapy）を有しており、
iPS 細胞の基礎研究から再生医療を目指した前臨床および臨床応用研究
までシームレスに実施できる体制となっています。また、研究エリアでは
オープンラボ形式を採用しており、研究者間のスムーズな情報・意見交換
が期待できます。さらに、研究者が研究に専念できるように、独自に知的財
産や契約などを管理するサポートチームも組織しています。
　iPS 細胞研究に特化した世界でも先駆的な研究機関として、iPS 細胞研
究所は難病や外傷で苦しんでいる世界中の大勢の人々に役立つ新しい治

Center for iPS Cell Research and Application

　iPS 細胞研究所では、医学研究科の一部として、初期化機構研究部門初
期化制御学分野、増殖分化機構研究部門分化誘導研究分野、臨床応用研
究部門疾患再現研究分野等の 9 分野で大学院教育を実施しています。ま
た、日本学術振興会等の外部資金を活用して若手研究者を受け入れてい
ます。再生医科学研究所、iCeMS、医学研究科、医学部附属病院と密接に連
携しながら、共同研究の奨励と若手研究者の交流と育成に努めています。

療法を開発するために、iPS 細胞作製技術を用いて創薬や再生医療を実
現することを目標としています。

修士課程 2 年　佐伯 憲和さん
（医学研究科・医科学専攻）
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■物質－細胞統合システム拠点 設　　置　　目　　的

物質－細胞統合システム拠点
（平成 19 年 10 月開設）

物質科学と細胞科学を統合した新たな学際領域の創出を行う。

■その他の学内組織 設　　置　　目　　的

健康科学センター
（昭和 41 年 4 月開設）

学生及び職員の健康管理に関する専門的業務を行う。また、環境安全保険機構の行う業務を支援する。

学生総合支援センター
（平成 25 年 8 月開設）

カウンセリングルーム、キャリアサポートルームおよび障害学生支援ルームからなり、学生等の修学上、適
応上及び就労上の相談、苦情等への対応、就職支援及び障害のある学生の修学上等の支援等を行う。

大学文書館
（平成 12 年 11 月開設）

公文書等の管理に関する法律（平成 21 年法律第 66 号）に基づく特定歴史公文書等その他京都大学の歴史
に係る各種の資料の収集、整理、保存、閲覧および調査研究を行う。

アフリカ地域研究資料センター
（平成 8 年 4 月開設）

アフリカ地域の学術情報に関する国際学術誌の編集刊行、図書・地理情報・動植物標本・民族資料等の収集・
整理・公開、公開研究会および公開シンポジウムの開催、国際学術協定等に基づく研究交流の推進、関連研
究機関との情報交換を行う。

女性研究者支援センター
（平成 18 年 9 月開設）

研究者の交流、啓発・広報、育児・介護の支援、就労形態に関する調査その他、女性研究者の支援に関する
業務を行う。

白眉センター
（平成 21 年 9 月開設）

次世代研究者育成支援事業の企画運営を行うとともに、同事業により雇用する教員の受入部局との協議調整
その他次世代研究者育成支援事業の円滑な実施に関し必要な事項を処理する。

学際融合教育研究推進センター
（平成 22 年 3 月開設）

学際的な教育研究を推進するための支援を行う。

学術研究支援室
（平成 24 年 4 月開設）

研究者の研究活動の支援を行うとともに、本学における学術研究の推進を図るため、高度な専門知識・経験
を有する「リサーチ・アドミニストレーター（URA）」により、研究者が研究活動に専念できる環境を整備し、
研究プロジェクトの企画・運営・研究成果の社会還元を支援する。

研究科名 専攻名 分野・講座名 研究所・施設名

文学研究科

文献文化学専攻

人文科学研究所

思想文化学専攻

歴史文化学専攻

行動文化学専攻

現代文化学専攻

教育学研究科 教育科学専攻 高等教育開発論 高等教育研究開発推進センター

経済学研究科 経済学専攻

経済情報解析研究部門

経済研究所

経済制度研究部門

経済戦略研究部門

ファイナンス研究部門

附属複雑系経済研究センター

附属先端政策分析研究センター

理学研究科

数学・数理解析専攻

数理解析基礎

数理解析研究所
解析数理

応用数理

計算数理

物理学・宇宙物理学専攻

電磁物理学 化学研究所

基礎物理学 基礎物理学研究所

核物性学 原子炉実験所

学際物理・宇宙物理学 低温物質科学研究センター

地球惑星科学専攻

環境地球科学

防災研究所応用固体地球物理学

応用気象・海洋学

学際地球惑星科学
生存圏研究所

総合博物館

各研究所・教育研究施設において大学院学生として教育を受けることを希望される場合は、
下記それぞれの協力講座を開講している大学院研究科に問い合わせ（９１ページ参照）、受入状況をご確認ください。

協力講座一覧
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研究科名 専攻名 分野・講座名 研究所・施設名

理学研究科

化学専攻

物質化学

化学研究所材料化学

情報伝達

細胞生物学 ウイルス研究所

粒子線化学 原子炉実験所

学際化学 低温物質科学研究センター

生物科学専攻

細胞情報制御学 原子炉実験所

生態学 生態学研究センター

動物分類系統学 フィールド科学教育研究センター

生体分子情報学 化学研究所

遺伝子動態調節 ウイルス研究所

霊長類学 霊長類研究所

学際生物科学

総合博物館

再生医科学研究所

低温物質科学研究センター

野生動物研究センター

医学研究科 医学専攻／医科学専攻

ゲノム維持機構研究

放射線生物研究センター
クロマチン制御ネットワーク（第一分野）

ＤＮＡ損傷シグナル研究

ゲノム動態研究

ケミカルバイオロジー 化学研究所

細胞機能調節学

再生医科学研究所

生体微細構造学

生体機能調節学

生体システム制御学

生体分子設計学

発生分化研究

再生増殖制御学

再生免疫学

組織再生応用

器官形成応用

臓器再建応用

ナノバイオプロセス

バイオメカニクス

シミュレーション医工学

腫瘍ウイルス生物学

ウイルス研究所

発がん分子機構学

腫瘍ウイルス学

分子腫瘍ウイルス学

免疫細胞学

感染防御生物学

細胞生物学

感染病態学

ウイルス感染症学

ウイルス病態学

粒子線生物学
原子炉実験所

粒子線腫瘍学

病原細菌学
東南アジア研究所

フィールド医学

初期化制御学

iPS 細胞研究所

分化誘導研究

細胞誘導制御学

理論細胞解析

幹細胞分化制御学
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研究科名 専攻名 分野・講座名 研究所・施設名

医学研究科

医学専攻／医科学専攻

疾患再現研究

iPS 細胞研究所
臓器形成誘導

幹細胞応用研究

神経再生研究

疫学・予防医療学 健康科学センター

社会健康医学系専攻

予防医療学 健康科学センター

環境生態学
東南アジア研究所

人間生態学

薬学研究科
薬科学専攻

ヒトレトロウイルス学講座 ウイルス研究所

精密有機合成化学講座

化学研究所
生体機能化学講座

医薬創成情報科学専攻
統合ゲノミクス

分子設計情報

工学研究科

社会基盤工学専攻
防災工学 防災研究所

計算工学 学術情報メディアセンター

都市社会工学専攻 都市国土管理工学 防災研究所

都市環境工学専攻 物質環境工学
環境安全保健機構附属環境科学センター

原子炉実験所

建築学専攻
建築防災工学

防災研究所
空間安全工学

機械理工学専攻 粒子線物性学 原子炉実験所

マイクロエンジニアリング専攻 ナノバイオメカニクス 再生医科学研究所

原子核工学専攻 核システム工学 原子炉実験所

電気工学専攻

電波工学 生存圏研究所

情報メディア工学
学術情報メディアセンター

国際高等教育院

物質エネルギー化学専攻

物質変換科学 化学研究所

同位体利用化学 原子炉実験所

融合物質エネルギー化学
化学研究所

学際融合教育研究推進センター

分子工学専攻 分子材料科学
化学研究所

福井謙一記念研究センター

高分子化学専攻

高分子設計 化学研究所

医用高分子
再生医科学研究所

学際融合教育研究推進センター

化学工学専攻 環境安全工学 環境安全保健機構附属環境科学センター

農学研究科

森林科学専攻

森林育成学
フィールド科学教育研究センター

森林情報学

バイオマス形態情報学

生存圏研究所

生物機能材料学

循環材料創成学

木質構造機能学

居住圏環境共生学

応用生命科学専攻

分子生体触媒化学
化学研究所

分子微生物科学

森林圏遺伝子統御学

生存圏研究所森林代謝機能化学

木質バイオマス変換化学

応用生物科学専攻 里海生態保全学 フィールド科学教育研究センター

地域環境科学専攻 放射線管理学 原子炉実験所
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研
究
所
・
教
育
研
究
施
設

Research Institutes

研究科名 専攻名 分野・講座名 研究所・施設名

人間・環境学研究科

共生人間学専攻

人間社会論講座・社会行動論分野
高等教育研究開発推進センター

こころの未来研究センター

認知・行動科学講座・認知科学分野 こころの未来研究センター

認知・行動科学講座・行動制御学分野 国際高等教育院

言語科学講座・言語比較論分野 学術情報メディアセンター

外国語教育論講座・外国語教育論分野 高等教育研究開発推進センター

共生文明学専攻 文化・地域環境論講座・文化人類学分野 人文科学研究所

相関環境学専攻

分子・生命環境論講座・分子環境相関論分野 化学研究所

分子・生命環境論講座・生命環境相関論分野
放射線生物研究センター

放射性同位元素総合センター

自然環境動態論講座・生物環境動態論分野 ウイルス研究所

物質相関論講座・物質物性相関論分野 国際高等教育院

物質相関論講座・物質機能相関論分野
国際高等教育院

放射性同位元素総合センター

エネルギー科学研究科

エネルギー社会・環境科学専攻

エネルギー社会論・エネルギー政策学
原子炉実験所

エネルギー社会論・エネルギー社会教育

エネルギー社会論・エネルギーコミュニケーション論 人間・環境学研究科

エネルギー基礎科学専攻

基礎プラズマ科学・核融合エネルギー制御

エネルギー理工学研究所

基礎プラズマ科学・高温プラズマ物性

エネルギー物質科学・界面エネルギープロセス

エネルギー物質科学・エネルギーナノ工学

エネルギー物質科学・エネルギー生物機能化学

エネルギー物質科学・生体エネルギー科学

核エネルギー学・中性子基礎科学
原子炉実験所

核エネルギー学・極限熱輸送

エネルギー変換科学専攻

エネルギー機能変換・高度エネルギー変換

エネルギー理工学研究所エネルギー機能変換・高品位エネルギー変換

エネルギー機能変換・エネルギー機能変換材料

エネルギー応用科学専攻

高品位エネルギー応用・機能エネルギー変換

エネルギー理工学研究所高品位エネルギー応用・エネルギー材料物理

高品位エネルギー応用・光量子エネルギー学

アジア・アフリカ地域研究研究科 東南アジア地域研究専攻 総合地域論講座 東南アジア研究所

情報学研究科

知能情報学専攻

映像メディア

学術情報メディアセンターネットワークメディア

メディアアーカイブ

バイオ情報ネットワーク 化学研究所

社会情報学専攻

総合防災システム

防災研究所巨大災害情報システム

危機管理情報システム分野

情報フルーエンシー教育 学術情報メディアセンター

医療情報学 医学部附属病院医療情報企画部

数理工学専攻 数理ファイナンス 経済研究所

システム科学専攻 応用情報学 学術情報メディアセンター

通信情報システム専攻
リモートセンシング工学

生存圏研究所
地球大気計測

生命科学研究科

統合生命科学専攻

形態形成学講座・ゲノム維持機構学分野 放射線生物研究センター

形態形成学講座・ナノ生体科学分野
物質－細胞統合システム拠点

形態形成学講座・神経発生学分野

細胞機能動態学講座・細胞情報動態学分野
ウイルス研究所

細胞機能動態学講座・信号伝達動態学分野

高次生命科学専攻

高次生体機能学講座・高次細胞制御学分野

ウイルス研究所高次生体機能学講座・生体動態制御学分野

高次生体機能学講座・細胞増殖統御学分野

高次生体機能学講座・高次情報制御学分野 医学部附属病院探索医療センター探索医療開発部
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■修士課程

研究科 一般選抜 社会人
特別選抜

外国人留学生
特別選抜 特別選考 グローバル

30

秋期（10 月）入学者を対象とする入学者選抜
過去問題

（一般選抜）の取扱い一般選抜 外国人留学生
特別選抜

グローバル
30

文学研究科 5月・10月
※1

窓口での閲覧のみ可。

教育学研究科 6月・11月 6月 11月
窓口での閲覧可。身分証明書を
持参の場合は、１時間貸し出し
可。

法学研究科
（法政理論専攻） 6月 7月 窓口での閲覧、貸出のみ可。

経済学研究科 6月
ホームページに掲載（外国語科
目を除く）。
窓口での閲覧に限り可。

理学研究科 5月 12月
※2

8月 5月
※3

12月
※2・3

8月
※3

ホームページに掲載。
一部掲載していない英語科目は各
専攻事務室に照会してください。

医学研究科
（医科学専攻） 6月 6月 6月 窓口で閲覧のみ可。

医学研究科
（人間健康科学系専攻） 6月 6月 窓口で閲覧のみ可。

薬学研究科 6月 10月 7月 薬学研究科・薬学部図書館での
閲覧可。

工学研究科 5月 11月 1月 専攻により異なる。取り扱いに
ついてはホームページに掲載。

農学研究科 6月 6月 11月 9月 9月 窓口での閲覧、貸出のみ可。

人間・環境学研究科 6月・11月
人間・環境学研究科総合人間学
部図書館内での閲覧可。
一部ホームページに掲載。

エネルギー科学研究科 4月 4月 11月 未定 4月 窓口での閲覧可。
郵送可（過去２年分）。

情報学研究科 5月・11月
※4

5月・11月
※4

11月 5月
（推薦入試） 5月・11月 5月 5月・11月・1月

※5

一部ホームページに掲載。
窓口での閲覧可。

生命科学研究科 4月 3月 3月 窓口での閲覧、貸出のみ可。

地球環境学舎 5月 5月 ※6 ※6 郵送での請求可。

○�枠内の月は、当該選抜の学生募集要項の配付予定時期を示します。また、二ヶ月以上併記されている場合は、一次募集と二次募集の当該選抜の学生募集要項の配付予定時期を示します。
　なお、研究科・専攻によっては、上記選抜制度及び学生募集要項の配付予定時期が変更となる場合があります。
○特別選考の詳細については、当該研究科のホームページで確認するか、又は直接問い合わせてください。
　※１��文学研究科行動文化学専攻の夏期入学試験（４月入学）の学生募集要項は 5月に、全ての専攻の学生募集要項は１０月に配付する予定です。
　※２��理学研究科の外国人留学生特別選抜の学生募集は、数学・数理解析専攻（数学系）のみです。学生募集要項は１２月に配付する予定です。
　※３��理学研究科の各学生募集要項は春期・秋期入学共通です。
　※４��情報学研究科において二次募集を実施する場合は、複雑系科学専攻は１０月に、その他の専攻は１１月に該当選抜の募集要項を配付する予定です。
　※５��情報学研究科の国際コース AO入試は１月に募集要項を配付します。
　※６��地球環境学舎のグローバル 30 については直接お問い合わせください。

■専門職学位課程

研究科 一般選抜 社会人特別
選抜

外国人留学生
特別選抜 特別選考 グローバル

30

秋期（10 月）入学者を対象と
する入学者選抜 過去問題

（一般選抜）の取扱い
一般選抜 外国人留学生

特別選抜

法科大学院 6月 一部ホームページに掲載。
窓口での閲覧可。

医学研究科
（社会健康医学系専攻） 6月 6月 窓口での閲覧のみ可。

公共政策大学院 7月 7月 7月 ホームページに掲載。窓口での閲覧可。（一般
選抜の筆答試験のみ）

経営管理大学院 7月 7月 4月 一部ホームページに掲載。（一般選抜の筆答試
験のみ）

○枠内の月は、当該選抜の学生募集要項の配付予定時期を示します。なお、研究科・専攻によっては、上記選抜制度及び学生募集要項の配付予定時期が変更となる場合があります。

学生募集要項配布時期一覧
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■博士後期課程

研究科 一般選抜 社会人
特別選抜

外国人留学生
特別選抜 特別選考 グローバル

30

秋期（10 月）入学者を対象とする入学者選抜

一般選抜 社会人
特別選抜

外国人留学生
特別選抜 特別選考 グローバル

30

文学研究科 10月

教育学研究科 11月 6月 11月

法学研究科
（法政理論専攻） 11月 11月 7月

経済学研究科 10月 10月 9月

理学研究科 12月 8月 5月 8月
※1

医学研究科
（医科学専攻） 8月 8月 8月

（医科学）

医学研究科
（人間健康科学系専攻） 6月

薬学研究科 9月 9月 7月 7月

工学研究科 5月・11月 5月・11月 5月 5月 11月

農学研究科 11月 11月 11月 9月 9月

人間・環境学研究科 11月

エネルギー科学研究科 4月・11月 4月・11月 4月・11月 4月 4月 4月 4月 4月

情報学研究科 5月・11月
※2

5月・11月
※2

5月・11月
※2

5月・11月 5月 5月・11月 5月・11月 5月・11月・1月
※3

生命科学研究科 12月 3月 3月

地球環境学舎 5月・11月 5月・11月 5月・11月 ※4 5月 5月 5月 ※4

○枠内の月は、当該選抜の学生募集要項の配付予定時期を示します。また、二ヶ月以上併記されている場合は、一次募集と二次募集の当該選抜の学生募集要項の配付予定時期を示します。
　なお、研究科・専攻によっては、上記選抜制度及び学生募集要項の配付予定時期が変更となる場合があります。
○特別選考の詳細については、当該研究科のホームページで確認するか、又は直接問い合わせてください。
　※１��理学研究科の各学生募集要項は春期・秋期入学共通です。
　※２��情報学研究科において二次募集を実施する場合は、１１月に該当選抜の募集要項を配付する予定です。
　※３��情報学研究科の国際コース AO入試は１月に募集要項を配付します。
　※４��地球環境学舎のグローバル 30 については直接お問い合わせください。

■博士課程

研究科 一般選抜 社会人
特別選抜

外国人留学生
特別選抜

第 3年次
編入学

グローバル
30

秋期（10 月）入学者を対象と
する入学者選抜 過去問題

（一般選抜）の取扱い
一般選抜 外国人留学生

特別選抜

医学研究科
（医学専攻） 8月 8月 8月 窓口での閲覧のみ可。

薬学研究科
（薬学専攻） 6月 薬学研究科・薬学部図書館での閲覧可。

アジア・アフリカ
地域研究研究科 4月 11月 ※1

英語：窓口での閲覧可。
専門：�ホームページに掲載（過去３年分）。
　　 窓口での閲覧可。

総合生存学館（思修館） 4月 窓口での閲覧のみ可

○枠内の月は、当該選抜の学生募集要項の配付予定時期を示します。なお、上記選抜制度及び学生募集要項の配付予定時期が変更となる場合があります。
○医学研究科（医学専攻）、薬学研究科（薬学専攻）の博士課程は４年制です。
○アジア・アフリカ地域研究研究科及び総合生存学館（思修館）の博士課程は一貫制博士課程（５年制）です。
　※１��第３年次編入学を希望する国費留学生のみが対象です。詳細については、アジア・アフリカ地域研究研究科へ直接問い合わせてください。

Information
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パンフレット等請求方法・問い合わせ先一覧
■パンフレット等請求方法（請求先住所は右記をご参照ください）

文学研究科
　受信者の住所・氏名・郵便番号を明記し、400 円分の切手を貼付した返信用封筒（角形 2 号 332mm × 240mm）を同封の上、文学研究科教務掛宛
に「修士課程（行動文化学系）夏期入学試験募集要項請求」「修士課程募集要項請求」「博士後期課程編入学募集要項請求」のいずれかを朱書きしてお
申し込みください。文学研究科のホームページにも掲載しています。

教育学研究科
　受信者の住所・氏名・郵便番号を明記し、400 円分の切手を貼付した返信用封筒（角形 2 号 332mm × 240mm）を同封の上、教育学研究科教務掛
宛に「教育学研究科大学院募集要項（専修コース・第 2 種・研究者養成コース・博士編入学・臨床実践指導者養成コースのうち希望するものを明記）請
求」と朱書きしてお申し込みください。

法学研究科
　受信者の住所・氏名・郵便番号を明記し、205 円分の切手を貼付した返信用封筒（角形 2 号 332mm × 240mm）を同封の上、法学研究科大学院掛
宛に申し込んでください。その際、下記の募集要項のいずれが必要かを朱書きで記入してください。
○法政理論専攻修士課程　学生募集要項 　　　　　○法政理論専攻修士課程　外国人特別選抜要項
○法政理論専攻博士後期課程　編入学生募集要項 　○法政理論専攻博士後期課程　外国人特別選抜要項

法科大学院 　120 円切手を貼付した返信用封筒（角型 2 号 332mm × 240mm、住所・氏名・郵便番号を明記）を同封の上、「法科大学院パンフレット請求」と朱
書きし、法学研究科法科大学院掛に請求してください。

経済学研究科 　受信者の住所・氏名・郵便番号を明記し、250 円分の切手を貼付した返信用封筒（角形 2 号 332mm × 240mm）を同封の上、経済学研究科教務掛
宛に「経済学研究科大学院（修士課程または博士後期課程編入学）募集要項請求」と朱書きしてお申し込みください。

理学研究科

　募集要項は、理学研究科大学院教務掛で交付します。郵送を希望する場合は、請求者の住所・氏名及び郵便番号を明記し、切手 250 円分を貼付し
た返信用封筒（角形 2 号 332mm × 240mm）を同封して請求してください。その際請求される封筒の表に下記の募集要項のいずれが必要かを朱書
きしてください。
●修士課程学生募集要項　●博士後期課程学生募集要項　● 10 月入学　博士後期課程学生募集要項　
●数学・数理解析専攻数学系修士課程外国人留学生募集要項
● International Course for Primatology and Wildlife Research（グローバル 30）の募集要項は霊長類研究所内の HP へ。
http://www.cicasp.pri.kyoto-u.ac.jp/program/course-details

医学研究科

　募集要項は、医学研究科教務・学生支援室で交付します。郵送を希望する場合は、受信者の住所・氏名・郵便番号を明記し、下記の料金分の切手を貼
付した返信用封筒（角型 2 号 332mm × 240mm）を同封の上、封筒の表に「医学研究科○○○○専攻（○○課程） 募集要項請求｣と朱書きして医学研
究科教務・学生支援室大学院教務掛宛に申し込んでください｡
※ 人間健康科学系専攻の願書は医学部人間健康科学科教務掛へ申し込んでください。
6 月上旬より配付 ・社会健康医学系専攻（専門職学位課程） → 400 円切手（パンフレット含む）
 ・医科学専攻（修士課程） → 250 円切手
 ・人間健康科学系専攻（修士課程） → 250 円切手
 ・人間健康科学系専攻（博士後期課程） → 250 円切手
8 月中旬より配付 ・医学専攻（博士課程） → 250 円切手
 ・社会健康医学系専攻（博士後期課程） → 400 円切手（パンフレット含む）
 ・医科学専攻（博士後期課程） → 250 円切手

薬学研究科 　受信者の住所・氏名・郵便番号を明記し、250 円分の切手を貼付した返信用封筒（角形 2 号 332mm × 240mm）を同封の上、京都大学大学院薬学
研究科教務掛宛に「薬学研究科・薬学部概要請求」と朱書きしてお申し込みください。

工学研究科 　受信者の住所・氏名・郵便番号を明記し、250 円分の切手を貼付した返信用封筒（角形 2 号 332mm × 240mm）を同封の上、京都大学工学研究科
教務課大学院掛宛に「工学研究科案内請求」と朱書きしてお申し込みください。

農学研究科
　受信者の住所・氏名・郵便番号を明記し、250 円切手を貼付した返信用封筒（角形 2 号 332mm × 240mm）を同封の上、封筒の表に必ず必要とさ
れる募集要項の種類（修士課程／博士後期課程、一般選抜／社会人特別選抜／私費外国人留学生特別選抜）を明記し、「○○募集要項請求」と朱書き
して、農学研究科大学院教務掛宛にお申し込みください。

人間・環境学研究科 　受信者の住所・氏名・郵便番号を明記し、205 円分（募集要項が必要な場合は 400 円分）の切手を貼付した返信用封筒（角形 2 号　332mm ×
240mm）を同封の上、人間・環境学研究科大学院掛宛に「人間・環境学研究科パンフレット（募集要項）請求」と朱書きしてお申し込みください。

エネルギー科学研究科
　募集要項及びパンフレットを郵送で請求する場合は、400 円切手を貼付した返信用封筒（角形 2 号 332mm × 240mm に住所・氏名・郵便番号を
明記したもの）を同封の上、「エネルギー科学研究科（修士・博士）課程募集要項請求」と朱書きしてお申し込みください。
International  Energy Science Course（グローバル３０）の募集要項は研究科のＨＰへ。　http://www.energy.kyoto-u.ac.jp/IESC/admissions/

アジア・アフリカ
地域研究研究科

　学生募集要項・パンフレットの郵送を希望する場合は、受信者の住所・氏名・郵便番号を明記して 250 円切手を貼付した返信用封筒（角形 2 号
（332mm × 240mm）を同封し「学生募集要項請求（又は第 3 年次編入学学生募集要項請求）」と往信封筒に朱書きして「アジア・アフリカ地域研究研

究科 教務掛」へお申し込みください。

情報学研究科
　募集要項を郵送で請求する場合は、250 円切手を貼付した返信用封筒（角 2 サイズ 24cm × 34cm に住所・氏名・郵便番号を明記したもの）を同
封のうえ「情報学研究科（※注修士・博士）課程（※注 4 月期・10 月期）学生募集要項請求」と朱書し、【問い合わせ先】へ請求してください。（※注は選択）
　また、「志望区分案内」は以下のホームページに掲載しています。
http://www.i.kyoto-u.ac.jp/admission/application.html

生命科学研究科 　受信者の住所・氏名・郵便番号を明記し、250 円分の切手を貼付した返信用封筒（角形 2 号 332mm × 240mm）を同封の上、生命科学研究科教務
掛宛に「生命科学研究科概要請求」と朱書きしてお申し込みください。

総合生存学館（思修館）
　学生募集要項（4 月上旬より配付）の郵送を希望する場合は、受信者の住所・氏名・郵便番号を明記し、250 円分の切手を貼付した返信用封筒（角
形 2 号　332mm × 240mm）を同封の上、「総合生存学館学生募集要項請求」と往信封筒に朱書きして、「総合生存学館（思修館）教務担当」宛にお申
し込みください。（請求先住所は右記の総合生存学館の住所です。）

地球環境学舎 　受信者の住所・氏名・郵便番号を明記し、250 円分の切手を貼付した返信用封筒（角形 2 号 332mm × 240mm）を同封の上、地球環境学舎教務掛
宛に「地球環境学舎ガイドブック請求」と朱書きしてお申し込みください。ホームページからもダウンロードできます。

公共政策大学院 パンフレットや出願書類の郵送を希望する場合は、受信者の住所・氏名・郵便番号を明記し、250 円切手を貼付した返信用封筒（角形 2 号 332㎜×
240㎜）を同封の上、法学研究科公共政策大学院掛宛に「公共政策大学院出願書類請求」と朱書してお申し込みください。

経営管理大学院
　返信用封筒（角形 2 号 332mm × 240mm）を準備し、受信者の住所、氏名、郵便番号のほか、受信者が日本国内に居住している場合は、250 円分
切手を貼付し、外国に居住する場合は、航空便書状 200 グラム相当の国際返信切手券を同封して申込先へ申し込んでください。その際、送付する封
筒の表に朱書きで｢経営管理教育部パンフレット請求｣と明記してください。

表中の切手料金は 2014 年 4 月 1 日以降のものです。
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Information
■問い合わせ先一覧

研究科
連絡先

ホームページアドレス
電話 所在地

文学研究科 075-753-2710

〒 606-8501　京都市左京区吉田本町

http://www.bun.kyoto-u.ac.jp/

教育学研究科 075-753-3010 http://www.educ.kyoto-u.ac.jp/

法学研究科 075-753-3220 http://law.kyoto-u.ac.jp/

法科大学院 075-753-3125 http://lawschool.law.kyoto-u.ac.jp/

経済学研究科 075-753-3406 http://www.econ.kyoto-u.ac.jp/

理学研究科 075-753-3613 〒 606-8502　京都市左京区北白川追分町 http://www.sci.kyoto-u.ac.jp/

医学研究科（医学・医科学・社会健康医学系専攻） 075-753-4306 〒 606-8501　京都市左京区吉田近衛町 http://www.med.kyoto-u.ac.jp/

医学研究科（人間健康科学系専攻） 075-751-3906 〒 606-8507　京都市左京区聖護院川原町 53 http://www.med.kyoto-u.ac.jp/

薬学研究科 075-753-4514 〒 606-8501　京都市左京区吉田下阿達町 http://www.pharm.kyoto-u.ac.jp/

工学研究科 075-383-2040 〒 615-8530　京都市西京区京都大学桂 http://www.t.kyoto-u.ac.jp/

農学研究科 075-753-6014 〒 606-8502　京都市左京区北白川追分町 http://www.kais.kyoto-u.ac.jp/

人間・環境学研究科 075-753-2951 〒 606-8501　京都市左京区吉田二本松町 http://www.h.kyoto-u.ac.jp/

エネルギー科学研究科 075-753-9212 〒 606-8501　京都市左京区吉田本町 http://www.energy.kyoto-u.ac.jp/

アジア・アフリカ地域研究研究科 075-753-7374 〒 606-8501　京都市左京区吉田下阿達町 46 http://www.asafas.kyoto-u.ac.jp/

情報学研究科 075-753-4894 〒 606-8501　京都市左京区吉田本町 http://www.i.kyoto-u.ac.jp/

生命科学研究科 075-753-9222 〒 606-8501　京都市左京区吉田近衛町 http://www.lif.kyoto-u.ac.jp/

総合生存学館（思修館） 075-753-5122 〒 606-8501　京都市左京区吉田近衛町 69 http://www.gsais.kyoto-u.ac.jp/

地球環境学舎 075-753-9167 〒 606-8501　京都市左京区吉田本町 http://www.ges.kyoto-u.ac.jp/

公共政策大学院 075-753-3126
〒 606-8501　京都市左京区吉田本町

http://www.sg.kyoto-u.ac.jp/

経営管理大学院 075-753-3410 http://www.gsm.kyoto-u.ac.jp/

大学院入試説明会・オープンキャンパス等日程
（平成 25年度実施分）

4
月

法科大学院入試説明会
理学研究科生物科学専攻動物学系（修士課程）入試説明会
理学研究科生物科学専攻生物物理学系（修士課程）入試説明会
理学研究科生物科学専攻大学院入試説明会、オープンラボ & レクチャー（京都）
工学研究科原子核工学専攻大学院入試説明会（第 1 回、第 2 回）
工学研究科材料工学専攻大学院入試修士特別選考研究室見学会
工学研究科創成化学専攻群大学院入試説明会（京都、東京）
工学研究科先端化学専攻群大学院入試説明会
農学研究科大学院入試説明会（京都）
農学研究科応用生命科学専攻大学院入試説明会
エネルギー科学研究科エネルギー基礎科学専攻入試説明会
エネルギー科学研究科エネルギー社会・環境科学専攻入試説明会
アジア・アフリカ地域研究研究科オープンキャンパス（京都）
生命科学研究科（修士課程）入試説明会（京都）
総合生存学館（思修館）入試説明会（京都）
地球環境学舎入試説明会（京都）
ウイルス研究所見学会

5
月

理学研究科地球惑星科学専攻（修士課程）入試説明会（東京）
理学研究科化学専攻見学会
理学研究科生物科学専攻植物学系（修士課程）入試説明会
理学研究科数学・数理解析専攻数学系　ガロア祭
医学研究科医学専攻、医科学専攻大学院説明会
医学研究科人間健康科学系専攻大学院説明会（看護科学コース）
工学研究科社会基盤工学専攻・都市社会工学専攻合同大学院入試説明会
工学研究科都市環境工学専攻大学院入試説明会
工学研究科機械理工学専攻・マイクロエンジニアリング専攻・航空宇宙工学専攻合同大学院入試説明会
工学研究科原子核工学専攻大学院入試説明会（第 3 回）
農学研究科大学院入試説明会（東京）
農学研究科地域環境科学専攻生物・生態系大学院入試説明会
エネルギー科学研究科エネルギー基礎科学専攻入試説明会
エネルギー科学研究科エネルギー社会・環境科学専攻入試説明会（東京）
エネルギー科学研究科エネルギー変換科学専攻入試説明会
アジア・アフリカ地域研究研究科大学院説明会（東京）
情報学研究科知能情報学専攻入試説明会 & オープンラボ
情報学研究科システム科学専攻入試説明会
情報学研究科社会情報学専攻入試説明会
情報学研究科数理工学専攻入試説明会（第 1 回）
生命科学研究科（修士課程）入試説明会（東京）
総合生存学館（思修館）入試説明会（福岡・東京・京都・大阪）
地球環境学舎入試説明会（福岡・東京）
化学研究所バイオインフォマティクスセンター合同見学・入試説明会
エネルギー理工学研究所公開講演会入試相談会
iPS 細胞研究所（CiRA）大学院説明会・研究室見学会（医学研究科　医学・医科学専攻大学院説明会の一環として）

6
月

理学研究科数学・数理解析専攻数学系（修士課程）入試説明会（東京・京都）
理学研究科数学・数理解析専攻数理解析系（修士課程）入試説明会（東京・京都）
理学研究科物理学・宇宙物理学専攻（修士課程）入試説明会（東京・京都）
理学研究科地球惑星科学専攻（修士課程）入試説明会（京都）
理学研究科地球惑星科学専攻　ヴェゲナー祭（地球惑星科学系オープンラボ）
理学研究科物理学・宇宙物理学専攻　ローレンツ祭
医学研究科社会健康医学系専攻オープンキャンパス
医学研究科人間健康科学系専攻大学院説明会（検査技術科学コース・リハビリテーション科学コース）
薬学研究科大学院入試説明会
工学研究科建築学専攻大学院入試説明会
人間・環境学研究科入試説明会（東京）
エネルギー科学研究科エネルギー社会・環境科学専攻入試説明会（京都）
情報学研究科数理工学専攻入試説明会（第 2 回）
情報学研究科複雑系科学専攻入試説明会（第 1 回）
情報学研究科通信情報システム専攻入試説明会
総合生存学館（思修館）入試説明会（東京・京都）
地球環境学舎入試説明会（京都）
公共政策大学院説明会（第 1 回）

7
月

教育学研究科入試説明会（東京・京都）
法学研究科法政理論専攻（修士課程）入試説明会
法科大学院入試説明会（京都・東京）
人間・環境学研究科入試説明会（京都）
エネルギー科学研究科エネルギー応用科学専攻入試説明会
大学院経営管理教育部入試説明会

9
月

文学研究科歴史文化学系、現代史学専修大学院進学説明会
エネルギー科学研究科エネルギー基礎科学専攻入試説明会

10
月

宇治キャンパス公開 2013
地球環境学舎入試説明会（京都）
大学院経営管理教育部入試説明会

11
月

教育学研究科入試説明会
人間・環境学研究科入試説明会（東京）
情報学研究科複雑系科学専攻入試説明会（第 2 回）
地球環境学舎入試説明会（東京）
公共政策大学院説明会（第 2 回）

12
月

工学研究科都市環境工学専攻大学院入試説明会
人間・環境学研究科入試説明会（京都）
総合生存学館（思修館）入試説明会（東京・京都）

2
月

霊長類研究所オープンキャンパス

3
月

文学研究科西洋文献文化学系大学院進学説明会

91



研究科別入学者出身学部�（平成25年 4月入学）

文学系
75%

外国の大学
15%

その他の学部　10%
（外国語学部、教育学部、
      社会学部、心理学部　他）

文学研究科

経済学部
40%

外国の大学
29%

その他の学部　31%
（理学部、総合人間学部、

経営学部　他）

経済学研究科

薬学部
92%

外国の大学
4%

その他の学部　4%
（生命科学部、応用生物科学部）

薬学研究科

総合人間学部
23%

文学部
16%

工学部
11%

外国の大学
12%

教育学部　4%

その他の学部　34%
（理学部、農学部、
法学部　他）

人間・環境学研究科

工学部
17%

理学部・理工学部
12%

農学部
7%

経済学部
7%

外国の大学
39%

その他の学部　17%
（文化情報学部、工芸科学部、生物資源科学部）

地球環境学舎

教育学部
43%

その他の学部　38%
（教養学部、経済学部、

農学部　他）

外国の大学
5%

文学部
14%

教育学研究科

理学部
82%

理工学部　4%

農学部　2% 外国の大学　2%

その他の学部　8%
（生命科学部、獣医学部、環境科学部　他）

工学部　2%

理学研究科

工学系学部
90%

外国の大学
3%理工学部　2%

理学部　1%

その他の学部　4%
（工芸科学部、高等専門学校専攻科　他）

工学研究科

工学系学部
88%

理学系学部
6%

農学系学部
3%

その他の学部　3%
（高等専門学校、総合政策学部　他）

エネルギー科学研究科

理学部
23%

農学部
24%

生命科学系学部
14%

工学系学部
13%

医学部
10%

外国の大学
1%

その他の学部　15%
（薬学部、教育学部、獣医学部　他）

生命科学研究科

法学部
54%

外国の大学
46%

法学研究科（法政理論専攻）

医学部
62%

看護系学部・看護学校
6%

医療・医科学系学部
4%

理学部－4%
工学部－4%
薬学部－2%

その他の学部　12%
（総合人間学部、
生命環境学部、
理工学部　他）

外国の大学
6%

医学研究科（医科学専攻・人間健康科学系専攻）

農学部
82%

外国の大学
4%

生物・生命系学部
5%

理学部・
理工学部
2%

工学系学部
2%

その他の学部　3%
（文学部、法学部、国際関係学部　他）

環境系学部
2%

農学研究科

工学系学部
79%

総合人間学部
3%

外国の大学
6%

その他の学部　8%
（農学部、生命環境学部、経済学部　他）

理学部
4%

情報学研究科

修士課程
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国際系学部
35%

法・政策系学部
17%

文学部
9%

外国の大学
9%

その他の学部　30%
（理学部、総合人間学部、

経済学部　他）

アジア・アフリカ地域研究研究科

法学部
20%

外国の大学
20%

理学部
10%

教育学部
10%

経済学部
10%

総合科学部
10%

その他
10%

工学部
10%

総合生存学館（思修館）

法学部
81%

経済・商学部系
8%

文学部
5%

理・工学部系
1%

その他の学部　8%
（国際関係学部、医学部、教育学部　他）

法科大学院

Q 1  大学院進学を決められたのはいつ頃のことですか ?

　大学に入学する以前から、漠然とではありましたが大学院進学を希望していました。受験生の時に
京都大学のオープンキャンパスで農学部を見学したのをきっかけに「農学」という学問に興味を持ち
ました。学部紹介の時に先生が、「農学は扱っている分野も広く、総合的な学問だ」と熱く語って下さっ
たのを今でも覚えています。他大学の森林科学科に進学しましたが、インドア好きでキャンプすら一
度しか行ったことがない私にとって、未知の領域であった山に足繁く通う生活は忙しくも楽しく、座学
で学ぶことも全てが新しく、森林科学に対する興味は日々深まっていくばかりでした。フィールド実習
や木材物性の実験などを通して、木材に含まれる成分を活かす研究ができる研究室を選びました。
4回生の春には、今まで学んだことをさらに深めたい、もっと研究をしてみたい、実際に役立てるよう
にしたいと考え、将来的に博士号を取得したいという思いも強まり、真剣に大学院への進学を考える
ようになりました。

Q 2  京都大学大学院を進学先に選ばれた理由を教えてください。

　学部で学んだ知識や体験から、森林資源の多くは使われないままとなっていることを歯痒く感じるようになりました。木材はもちろん、枝葉や樹
皮、タケや山菜など、山にある資源は食料、工芸品から燃料まで余すことなく使えるようにしたい !という思いから、大学でやっている研究をさら
に発展させた研究を行ってみたいと考えていた時、ちょうど地域環境科学専攻の大学院入試説明会が開催されることを知り参加しました。そこ
で、現在の指導教員と出会い、先生の研究のユニークさと基礎研究から実用化までを見据えた将来展望に心打たれ、研究への取組み方に共感し
たため当研究室への進学を決めました。

Q 3  指導教員や研究室のことをどのようにして情報収集されましたか ?

　専攻の入試説明会と、研究室のHPを見て、また実際に研究室を訪問させていただき、現在の研究の情報を直接伺いました。

Q 4  研究生活をご紹介ください。

　研究テーマとして、タケの季節による成分変化や遺伝子発現の調査を行っています。サンプリングと実験などの年間スケジュールを立て、研
究を進めています。一ヶ月半に 1回、大掛かりなサンプリングに出掛け、普段は研究室で成分分析や遺伝子解析の実験、文献調査などをしてい
ます。2年間という短い時間の中で、指導教員の丁寧な指導を受けながら、確実な知識や技術を身につけることができ、忙しいですが充実した
研究生活を送っています。来年からもこの整った研究環境の中で、博士号取得に向けて、さらに研鑽を積んでいきます。

農学研究科
地域環境科学専攻 修士課程 2 年

伊藤 ゆいさん
先輩に

聞いてみました
（他大学出身者の声）

医学部
45%

歯・薬・看護系学部
15%

外国の大学
6%

その他の学部　33%
（文学部、理学部、
理工学部　他）

医学研究科（社会健康医学系専攻）

法学部
59%

経済学部
9%

外国の大学
5%

その他の学部 27%
（文学部、教育学部、
外国語学部　他）

公共政策大学院

経済・経営・商学系学部
25%

工学・理学系学部
12%

法学部
11%

外国の大学
40%

その他の学部 13%
（文学部、農学部、教育学部　他）

経営管理大学院
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吉田キャンパス

■北部構内
農学部、農学研究科
理学部、理学研究科
基礎物理学研究所
数理解析研究所
低温物質科学研究センター
フィールド科学教育研究センター

 京大農学部前

■本部構内
文学部、文学研究科
経済学部、経済学研究科
法学部、法学研究科
教育学部、教育学研究科
工学部、工学研究科
エネルギー科学研究科
情報学研究科
地球環境学堂・学舎
法科大学院
公共政策大学院
経営管理大学院
人文科学研究所
経済研究所
環境科学センター
国際交流センター
産官学連携本部
文化財総合研究センター
学生総合支援センター
健康科学センター
学術情報メディアセンター（北館）
ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー
インフォメーションセンター

■吉田南構内
総合人間学部、人間・環境学研究科
総合生存学館（思修館）
国際高等教育院
学術情報メディアセンター（南館）

総合博物館

附属図書館

百周年時計台
記念館

 正門

  近衛通

京大正門前  

■医学部構内
医学部医学科、医学研究科
生命科学研究科
放射性同位元素総合センター
放射線生物研究センター
女性研究者支援センター

■薬学部構内・病院西構内
薬学部、薬学研究科
医学部人間健康科学科
アジア・アフリカ地域研究研究科
東南アジア研究所
ウイルス研究所
再生医科学研究所
ｉＰＳ細胞研究所
こころの未来研究センター
地域研究総合情報センター
アフリカ地域研究資料センター

■病院東構内
医学部附属病院附属病院

吉田キャンパスへの交通
主要鉄道駅 利用交通

機関等 乗車バス停 市バス
系統 市バス経路 本学までの

所要時間※ 下車バス停

京都駅
（ＪＲ / 近鉄） 市バス 京都駅前

206 系統 「東山通　北大路バスターミナル」行 約 35 分 「京大正門前」又は「百万遍」、医・薬構内は「近衛通」

17 系統 「河原町通　銀閣寺・錦林車庫」行 約 35 分 「百万遍」、北部構内は「京大農学部前」、薬構内は「荒神口」

河原町駅
（阪急） 市バス 四条河原町

201 系統 「祇園・百万遍」行 約 25 分
「京大正門前」又は「百万遍」、医・薬構内は「近衛通」

31 系統 「東山通　高野・岩倉」行 約 25 分

17 系統 「河原町通　銀閣寺・錦林車庫」行 約 25 分 「百万遍」、北部構内は「京大農学部前」、薬構内は「荒神口」

3 系統 「百万遍　北白川仕伏町」行 約 25 分 「百万遍」、薬構内は「荒神口」

今出川駅
（地下鉄烏丸線） 市バス 烏丸今出川

203 系統 「今出川通　銀閣寺・錦林車庫」行 約 15 分 「百万遍」、北部構内は「京大農学部前」

201 系統 「百万遍・祇園」行 約 15 分 「京大正門前」又は「百万遍」、医・薬構内は「近衛通」

東山駅
（地下鉄東西線） 市バス 東山三条

206 系統 「高野　北大路バスターミナル」行 約 20 分

「京大正門前」又は「百万遍」、医・薬構内は「近衛通」201 系統 「百万遍・千本今出川」行 約 20 分

31 系統 「東山通　高野・岩倉」行 約 20 分

出町柳駅
（京阪）

徒歩 （東へ） 約 20 分 本部構内は当駅から徒歩約 15 分
北部、吉田南構内は徒歩約 20 分

市バス 出町柳駅前
201 系統 「祇園・みぶ」行 約 10 分 「京大正門前」又は「百万遍」、医・薬構内は「近衛通」

17 系統 「銀閣寺・錦林車庫」行 約 10 分 「百万遍」、北部構内は「京大農学部前」

神宮丸太町駅（京阪） 徒歩 （東へ） 約 10 分 医・薬構内は、当駅から徒歩約 10 分

※本学までの所要時間はあくまでも目安であり、交通事情等により超えることがあります。

百周年時計台記念館

iCeMS
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宇治キャンパス 桂キャンパス

■宇治構内
化学研究所
エネルギー理工学研究所
生存圏研究所
防災研究所

総合研究実験棟

ゲートサイン

宇治キャンパスへの交通
主要鉄道駅 駅からのアクセス

黄檗駅（ＪＲ / 京阪） 黄檗駅下車西へ徒歩約 10 分

桂キャンパスへの交通
主要鉄道駅 乗車

バス停 乗車バス系統 経路 下車バス停

桂駅（阪急） 桂駅西口
市バス 西 6 系統 「桂坂中央」行 「京大桂キャンパス前」

（所要時間約 15 分）京阪京都交通 「桂坂中央」行

桂川駅（JR） 桂川駅前
京阪京都交通 「桂坂中央」行 「京大桂キャンパス前」

（所要時間約 20 分）ヤサカバス 「桂坂中央」行

※本学までの所要時間はあくまでも目安であり、交通事情等により超えることがあります。

■Ａクラスター
工学研究科
　電気系専攻
　化学系専攻

■Ｂクラスター
桂インテックセンター
福利・保健管理棟
事務管理棟
船井哲良記念講堂
船井交流センター

京都大学ローム記念館
産官学連携本部桂拠点

■Dクラスター

■Ｃクラスター
工学研究科
　地球系専攻
　建築系専攻
　物理系専攻

東桂坂  

 京大桂キャンパス前

 桂イノベーションパーク前

桂御陵前  

正門

宇治
おうばく
プラザ

京都大学キャンパス配置図
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